
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　魔術の神の帰還　None_Signal_Island.









　地図にも海図にも書かれていない。

　国際法上では陸地として取り扱われる事はなく、領土や経済水域を決める上での指標にもなりえない。

　しかし、海を良く知る地元の漁師であれば必ず知っていて、決して近づこうとはしない『島』がある。




『船の墓場サルガツソー』。




　とはいえ、彼ら魔ま術じゆつ師しが指す場合、それはメキシコ湾周辺の地名の事は言わない。複数の海流がぶつかり合って、シンクの排水溝のように一帯の漂ひよう流りゆう物ぶつをかき集めたり、ゴツゴツとした暗あん礁しようなどによってそうした漂流物を引っ掛け、堆たい積せきさせたりするなど、複数の条件が重なった海域に自然発生的に生じる藻も屑くずの山の事だ。

　そこには様々な船の残ざん骸がいが集まる。漁船、輸送船、客船、一人乗りのカヤックから軍用艦かんと分類されるものまで。自力で航行する機能を失い、しかし海底へ完全に沈んでしまうほどの深刻な損傷を受けなかった屍しかばねが、優に一〇〇キロ以上も海を流されては、たった一点へと吸い寄せられ、山のように積まれていく。

　腐った木材や錆さびた鋼こう鉄てつを喰くい尽つくす、巨大なアリジゴクに似た立地。

　浅い暗礁に座礁し、さらにそこへ積み上げられる形で無数の破片や残骸が集約された事によって、足場に浮かんでいるような不安定さはない。そこはすでに、完全な『島』となっていた。

　数十か、数百か。

　世界でいくつあるかなんて、誰だれも計上していない。

　でも、確かに地元の猟りよう師し達の間では、伝説として畏い怖ふされ続ける。

　そんな『船の墓場サルガツソー』の一つに、彼女は帰き還かんする。

「準備の方は？」

　オティヌス。

　広く一般の社会から隠いん匿とくされている魔術と呼ばれる区切りの中で、なお『公的』にその存在を証明できていないはずの、『魔ま神じん』と呼ばれる領域へ足を踏ふみ入れた者。

　外見年齢だけなら、一四歳程度に見える。ウェーブがかった長い金髪に、緑色に輝かがやく瞳ひとみ。その片方は、黒い革製の眼帯によって覆おおわれていた。いいや、革が戒いましめているのは片目だけではない。黒い装しよう束ぞくは全身を締しめ付けるようで、マントや帽ぼう子しなど、所々に魔ま女じよの名な残ごりのような意い匠しようがちりばめられている。

「必要なものは全部揃そろってるよ」

　答えたのは、マリアン＝スリンゲナイヤーと呼ばれる魔ま術じゆつ師しだった。

『黒小人ドヴエルグ』。北欧神話において、神々の武具を神々よりも優すぐれた技術で作り上げる存在。近年、彼らは空想上の種族ではなく、あくまでも人間の少数の集団ではないかという仮説が持ち上がっていた。マリアンはその正当な継承者となる。

　斜めに傾いたり、真横に倒れたり、半ばから折れたりする多数の船の間を、ステンレス製の脚きや立たつのようなものが繫つないでいた。二人は工事用の照明に照らされた合金の橋を危なげなく渡っていく。

「ハワイ諸島では炉ろ心しんに使う莫ばく大だいな火山性エネルギーを、バゲージシティでは全体論超能力の思考実験を、学園都市……では第一目標のフロイライン＝クロイトゥーネは喰くいそびれたが、『代替物』を手に入れる事で空あいた穴は埋うめ合わせた。これでいつでも始められる」

「ベルシは？」

「……順当だ。今は並列演算装置の最終テストをしているはずだね」

　彼ら『グレムリン』が『船の墓場サルガツソー』を拠きよ点てんとして選んでいる理由はいくつかある。

　地脈や龍りゆう脈みやくなどの魔術的立地、イギリス清教やオッレルスなどの妨ぼう害がい者しやから行方ゆくえを晦くらます隠いん匿とく性せい、単純に要よう塞さいとしての設備を敷ふ設せつしやすいかどうか。

　そしてもう一つ。

　魔術サイドのみならず、科学サイドの力をも借りて目的を達するため。

　その大きな項目として、大規模で高速な並列演算装置の設置と運用は不可欠となる。

　マリアンは軽く肩をすくめて、

「ガラクタばっかり山のように積み上げられた場所だけど、魚群探知機やら航行レーダーやらでまともな船なら大なり小なりコンピュータを搭とう載さいしてる。そいつらを片っ端ぱしから繫げて並列処理できるように調整を施ほどこすだけで、ちょっとしたスパコンに早変わりするらしい」

　基本的に航行機能を失った船の残ざん骸がいが集まって形成される『船の墓場サルガツソー』だが、中には機関部が生きたままの状態で流されたものもある。そうしたエンジンを発電機として取り扱う事で、電源を確保できるのだ。

「『槍やり』の手助けになれば何でも良い」

　吐はき捨てるようにオティヌスは言う。

「クーラーボックスに入っていた……何だったか。学園都市第二位？　フロイライン＝クロイトゥーネの『代替物』の調整もベルシが？」

「あいつ以外にゃ取り扱えないね。もっとも、外から適切な信号を与えて『未元物質ダークマター』を好みの形で吐き出させるためには、例の並列演算装置が不可欠って話だけど」

『グレムリン』が学園都市から持ち出した第二位については、厳密には『かつて学園都市第二位と呼ばれていたもの』という方が正しい。生身の人間だった頃ころの内臓をいくつか保存しているのだが、『未元物質ダークマター』という超レ能ベ力ル者５（？）はすでに、生身の肉体という制約から解き放たれている。言ってしまえば、『船の墓場サルガツソー』にあるのは搾しぼりかすとか抜け殻がらとか、そういったものに近い。

　しかし、そもそも『グレムリン』の目的は第二位の超レ能ベ力ル者５の獲得ではない。搾りかすだろうが抜け殻だろうが、彼らの目的に沿う力を引き出せれば何でも構わない。

　ベルシ……かつて木き原はら加か群ぐんと呼ばれていたその魔ま術じゆつ師しは、並列演算装置、および『未元物質ダークマター』の設置準備のため、文字通り昼夜を問わずに作業を続けていた。その動きにはおおよそムラと呼べるものは何もなく、まるで時計の秒針やベルトコンベアのように均等な速度で何十時間も行動していた。

　それもそのはず。

　彼は一度完全に絶命した後、魔ま神じんオティヌスの手で加工を施ほどされた死者の軍勢エインヘルヤルなのだから。

「……、」

　オティヌスは無言で視線を上に上げた。

　中央部分から輪切りにされた巨大な輸送船の断面が、崖がけのように聳そびえていた。船の溶接部分が経年劣れつ化かと潮風の腐ふ食しよくによって分ぶん離りしてしまった結果だ。そして一〇メートル以上の高さにある甲かん板ぱんに、長い金髪の少年が腰掛けていた。

　その名を、魔神が呼ぶ。

「トール」

「はいよ」

「『槍やり』の具体的な製造に入ってしまえば、私達は動けない。役割は分かっているな。近づく者は全すべて破は壊かいしろ」

「分かった分かった。どのみち、俺にゃあ手伝える事もなさそうだしな。迎げい撃げきに『グレムリン』のリソースはどれだけ割さくつもりなんだ？　例えば『投擲の槌ミヨルニル』はこっちで使っちまっても良いのかよ？」

「あれはマリアンの支援に回る」

「そうかい」

　雷神トールは軽く息を吐はいて、

「……そりゃまあ、敵さんも可哀想な事で」

「雷神としてのトールではなく、最初から全能としてのトールの顔で動け。マリアン、『投擲の槌ミヨルニル』、ベルシ以外は好きに使って構わない。女神フレイヤと巨人モックルカールヴィも貸し与える。とにかく邪じや魔まになりそうな要素は片っ端ぱしから海の藻も屑くずにしてしまえ」

「りょーかい」

　適当な調子で、輸送船の端はしから足をぶらぶらさせながら雷神トールは答えた。

　その上で、

「しっかし、こんな面おも白しろいタイミングで狙ねらったように敵がやってくるもんかね」

「来るさ」

　魔ま神じんオティヌスは、特に感情を込めずに、しかし即答した。

「イギリス清教だのローマ正教だののシステムの優秀性って話じゃない。オッレルス達の戦力って話でもない。……そもそも、私は魔神として『無限の可能性』を持ってしまったからな。成功と失敗は常に半々。であれば、成功のための努力を積み重ねれば積み重ねるほどに、失敗のための手札も世界のどこかで膨ふくらんでいくはずだ。まるで寄り添う影のようにな」

「おっかねえ。そりゃつまり、これから向かってくる敵はアンタそのものって事になるじゃねえか」

「ある意味では間違っていない。私が呼び込む『不幸』を蹴け散ちらせと言っている。並の努力で実現できるとは思うな。あれは、この魔神を縛しばり付ける程度には有能だ」

　言うだけ言うと、オティヌスは手振りでマリアンを従え、山のように積まれた『船の墓場サルガツソー』の一角へと向かっていった。おそらくは客船の方だろう。彼ら『グレムリン』の居住区にもなっている場所だが、あそこにはほぼ無傷の屋外プールも取り付けられている。『槍やり』の製造を行うにはうってつけの立地だ。

　雷神トールはゴロリと寝転がる。

　ぼんやりと空を見上げながら、心の中だけで考える。




（……さて、そろそろ私も本格的に引っ搔かき回す時が来たか）




　一〇〇人が見れば一〇〇人が雷神トールと答えるであろう、長い金髪の少年。しかしその実態は、魔神になるはずだった男、オッレルスが顔形を変えて『グレムリン』に潜もぐり込むための高度な変装だった。

　目的は単純明快、『グレムリン』が行う『主神の槍グングニル』製造の阻そ止し。

　魔神オティヌスは恐るべき力を手に入れているが、その力があまりにも強大過ぎるため、自分自身でも完全な制御ができていない状態にある。『無限の可能性』と言えば聞こえは良いが、ようはプラスの可能性とマイナスの可能性を全すべて均等に内包しているのだ。例えば、子供相手にジャンケンをやっても勝てるか負けるか予測がつかない状態なのである。

　何をやっても、成功と失敗の確率は常に半々。

　この均等な『確率』を極きよく端たんに捻ねじ曲げ、ジレンマを解消するために必要なのが一本の槍。

『主神の槍グングニル』。

　オティヌスがそれを手にしてしまったら、文字通りに世界は終わる。逆転の目はない。たった一人の意思持つ人間の手によって、無限に続く歴史を永遠に支配され続ける圧政の世界がやってくる。

　とはいえ。

　いかにオッレルスといえど、あの魔ま神じんオティヌスと正面切って打ち勝つのは難しい。オッレルスにできない事を他の誰だれかに任せるのも無む謀ぼうだろう。だから、ここまで待つ必要があった。正しよう真しん正しよう銘めいの魔神オティヌスが、『槍やり』の製造のため完全に両手が塞ふさがる時を。

（ひとまずは場所の確認か）

　オッレルスは仰あお向むけに寝転がったまま、空を見据える。

　ここへ来るまで、貨物船の船倉に押し込められていたため、星の位置などの確認もできないままだった。よって、オッレルスは敵の懐ふところに潜もぐり込んでおきながら、その位置を把は握あくできていない。他のメンバーに会話で探りを入れる方法もあるが、一人だけ観光客のようにあれこれ質問しては悪目立ちするだけだ。

（そもそも、この『船の墓場』は一体どこにある。それさえ分かれば、『グレムリン』打倒を掲かかげるイギリス清教やローマ正教などの大戦力を引き込む事もできる。それで各おの々おの尖とがり切った『グレムリン』を残らず撃げき破はできるとは考えないが……）

　海鳥の一羽もいない、死に絶えたような大空を、ひたと見据える。

（……重要な作業で両手が塞がり、さらに明確な敵が大挙してやってくれば、流石さすがのオティヌスも注意を逸そらされる。この手で、脇わきを刺すチャンスが転がり込んでくる。全すべては一いつ瞬しゆんだ。それでこの後の歴史が、文字通りに左右されるぞ）








第一章　平穏の裏の準備　A_Terrestial_Globe.
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　今さらではあるが改めて確認しておこう。

　上かみ条じよう当とう麻まは不幸な人間である。

　きちんと終わらせた宿題のプリントは悪戯いたずらな風に飛ばされ、エレベーターに乗れば意味もなく高層階で閉じ込められ、急にお腹なかが痛くなっても近くのコンビニにトイレはなく、道を五分も歩けばワケアリ少女と正面衝しよう突とつして、しょっぱなから殺す殺すオーラ全開の魔ま術じゆつ師しだのゲテモノ科学に彩いろどられた極ごく彩さい色しきの能力者などに追い駆け回される。

　人間の運っていうのは平等で、今が不幸な人は『溜ため』期間なだけで、ぎゅうっと頭を押さえつけられた分だけ後でいっぱい幸福が待っているんだよ……などという根こん拠きよゼロの都市伝説を上条は信じていない。きっと本当に不幸な人間は、なんか平等に機能しなくちゃならないものさえ機能してくれないような、神様が『あーあ、そりゃ自由意志は尊重するけど、何でよりにもよってそんな隙すき間まに落っこちるかなー？』と首を傾かしげてしまう場所に、生まれた時からスッポリはまって死ぬまで出られない人間を指すものだと思っている。

　故ゆえに。

　上条当麻はアドリブに滅めつ法ぽう強い。

　おおよそ計画通りに進めていったものが計画通りに終わってくれないのが常識と化している彼にとって、成功とは目の前の事態をいかにアドリブ一本で潜くぐり抜けるか、これに尽つきる。実際、過去に何度か……いや十何度か……いやいや何十度かにわたって潜り抜けてきた埒らち外がいの死し闘とうだってそうだった。最初から全すべてを予想できた戦いなど一度もなく、それでいて、彼は完かん璧ぺきに張り巡らされた包ほう囲い網もうを、誰だれもが予想しなかったその場限りの方法を使って根底から切り崩くずしていったのである。

　さて。

　ここまでが大前提。

　あるいは、そんな百戦錬れん磨まの上条当麻なら、今度の問題だって大した事はないのかもしれない。彼はいつも通りに右の拳こぶしを握にぎり、まともな人間であれば涙と共に膝ひざをついてしまうような極限状況の中にあっても温かい人間性を失わず、肩で風を切って真正面から究極の難問へ挑いどみかかり、ちょっとしたどこにでもある笑顔を守るためボロボロになるまで戦って、当たり前のものを守り抜くのかもしれない。

　では。

　止まっていた時計の秒針を、ここできちんと動かそう。




　上かみ条じよう当とう麻まはベッド代わりに使っている、ユニットバスのバスタブの中で目を覚ました。

　何な故ぜか両りよう隣どなりには、毛布に潜もぐり込むような格好で少女が二人、眠りこけていた。




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………さて、冷静になろうか」

　全身から嫌いやな汗をだらだらと流し、頭の先から足の爪つま先さきまで残らずガタガタ震ふるえながらも、数々の死し闘とう（？）を潜くぐり抜けてきた上条は安易に絶叫したりはしない。

　分かっている。

　分かっているのだ。

　ここでそんなパンピーなリアクションをぶっ込んだら最後、平和の象徴みたいな寝顔を見せる謎なぞの少女達は即座に飛び起き、キャー何しているんですかーズゴルメシャ!!　そしてドタバタを聞きつけてやってきた同居人の白いシスター・インデックスが飛び込んできて、何しているんだよとうまーガブガブぐちゃッッッ!!　となるのは目に見えている。

　……何だか擬ぎ音おんが多くて分かりにくいかもしれないが、詳細に説明すると陰いん惨さんなスナッフムービーを直視するような気分になる事請け合いなのである。マイルドにするからにはマイルドにするだけの理由というものがあるのだった。下へ手たをすると挽ひき肉にく状じようになった残ざん骸がいを三み毛け猫ねこスフィンクスに平らげられてしまうかもしれない。

（……もう嫌だ。もうイヤなのよォォォォ!!　あたくしの寿命が太い蠟ろう燭そくの形で表現されるのならば、この手の死ぬほど情けねえミッションで蠟燭が半分以上ゴリゴリ削れているに決まってるわ!!　ていうかぶっちゃけ大おお真ま面じ目めに魔ま術じゆつ師しと戦うよりこっちの累るい積せきダメージの方が多い気がするじゃないのよォォォォォォ!!）

　と、混乱のあまり微妙にオネエ系へ変へん貌ぼうを遂とげそうになる上条。

　だが辛つらい現実から目を逸そらしても危機は終わらない。

　生き残るためには、為なすべき事がある。

「……、」

　まず、この二人の少女が一体何者か、という所から始めよう。

　不幸中の幸いなのか、あるいは余計に状況をこじらせているのか。上条の左右で丸まるような格好で眠りこけている少女達は、二人とも顔見知りではあった。

　一人目はレイヴィニア＝バードウェイ。

　肩まであるゆるふわな金髪に、色白の肌。毛穴の一つ一つ、流れる血の一滴まで特別製ですといわんばかりに、とにかく人間離ばなれした黄金比で整えられている少女だった。どこぞの正統な貴族なんですと紹介されればそのまま鵜う吞のみにしてしまいそうだった。……が、その実態は魔ま術じゆつ大国イギリスの中でも屈指の規模を誇ほこる魔術結社『明け色の陽ひ射ざし』を束ねるボスだったりする。大根を引っこ抜くように魔術師の髪の毛を摑つかんで振り回し、杖つえ一本構えてキラキラすれば高速道路のジャンクションだってガラガラと崩くずれる。

　二人目はレッサー。

　腰まである黒髪の先せん端たんを三つ編み状に束ねた小こ悪あく魔ま系少女。ちなみにこちらは魔術結社よりもさらにしがらみのない『新たなる光Ｎ∴Ｌ∴』と呼ばれる集団の正規メンバーである。こいつもこいつでイギリスの王位簒さん奪だつを巡る大おお騒そう動どうにニコニコ笑顔で参加し、第三次世界大戦の主戦場ロシアを西へ東へ単たん騎きで駆け回るほどの実力を持つ。

　平たく言えば。

　くーくーすーすー可愛かわいらしい寝息を立てている少女達が目を覚まして、きゃーえっちー、の流れから人間一人の原形がなくなっちゃっても何ら不思議ではない。

（そもそもバードウェイとレッサーって組み合わせからしてまともじゃない。何かと裏うら稼か業ぎような魔術サイドの中にあって、さらにアウトローな側の連中が手を組んでいるじゃねえか!?　いわゆるマフィアとかギャングとかの特殊なヤツと考えれば良い。何のために日本に、学園都市に、うちのバスルームに忍び込んできたかは知らないが、絶対ろくな理由でここに来てないぞ！　何だったら首根っこ摑まれてそのまま海外に飛ばされる流れだぞ!?）

　そういった疑問もまた、ぐちゃぐちゃの肉にく塊かいになっては解き明かす事もできないのだ。まずは、何としても上かみ条じよう当とう麻ま自身の身の安全を確保しなくてはならない。それ以外の全すべては後回しで良い!!

（……事は慎しん重ちように進めなくてはならない）

　戦争とは、ミサイルや砲弾をバッカンバッカン撃うち込む事だけを指すのではない。現状の危機を正しく認識し、倒すべき敵がどこにいるか、勝利条件は何であるか、その情報収集の段階からすでに始まっているのである。

　そんな訳で。

　上条当麻は、自分（と二人の少女）の上に被かぶさっている薄うす手での毛布を、改めて、ゆっくりと、摑み直す。自分の挙動によって彼女達が目を覚まさないよう、細心の注意を払って、少しずつ毛布を上へ持ち上げていく。

　……と、勘かん違ちがいしないでいただきたいが、上条当麻は無防備に眠りこけている少女達の寝巻を確認したいとか、珠たまのような肌にうっすらと浮かぶ寝汗の匂においを堪たん能のうしたいとかいうド級の変態ではない。

　重要なのは、二人の少女が何か手に持っていないか、という点だ。

　つまり武器である。

　魔ま術じゆつ師しなんていうのは大たい概がい何でもアリに見えてしまうものだが、それでもやっぱり手ぶらか霊れい装そう満載かで破は壊かい力りよくの規模は変わってくる。正しい危機を理解して正しい回かい避ひ策さくを模も索さくするためにも、是ぜが非ひでも凶きよう器きの有無は確かめておきたい。

　幸いにして、目に見えて分かるゴツイ剣やら持っているだけで呪のろわれそうな杖つえやらを毛布の中に隠し持っている様子はなかった。

　ちなみに、バードウェイはシックなブラウスにミニスカートと厚手の黒いストッキング（つまりすぐパンチラしそう）、レッサーは青と白を基調にしたラクロスのユニフォームからスパッツを引いたような格好だった（つまり黙だまって立っているだけでパンツが見えそう）。何となれば背中にでもスカートの中にでも凶器を隠し持つ事はできそうだったが、上かみ条じようは頭に浮かんだ疑念に対しても、やはり迂う闊かつに確認してみようなどとは思わない。

　そんな事をしたら最後、首の後ろから背中に手を入れた瞬しゆん間かんにきゃーえっちーゴギゴリゴリ!!　となるのは目に見えている。

　何度も言うが上条当とう麻まは不幸な人間なのである。

　誤解を招く最悪のタイミングでいろんな物・事が重なると考えて動くべきである。

（……よし、よし！　恐るべき霊装は持ち合わせていないか、あるいは取り出すまでに一挙動が必要だって分かれば十分だ。これ以上は深入りしない。とにかく、とにかく、だ。状況は全然全くパーフェクトに見えないが、とにかくこいつらが目を覚ます前に毛布を抜けてバスタブから転がり出る。それで危機を脱する事ができる!!）

　戦場のスナイパーに必要なスキルは、ゴキブリのようなすばしっこい動きではなく、ナメクジのようにゆっくりとした確実な移動である。

　今すぐにでも全力で叫んでユニットバスのドアに体当たりしたい気持ちを必死に抑えつけ、カラフルなコードに彩いろどられた時限爆弾でも相手にするかのような繊せん細さいさで、上条は両手を使って毛布を持ち上げたまま、じりじりと伸ばしていた両足をバネのように畳たたむ。膝ひざを折り曲げる事で、バスタブの底と毛布が織りなす温かいトンネルから引っこ抜こうとする。途中で何か、毛布とは違う薄うすい布のようなものが足の親指に引っかかった。バードウェイかレッサーか、いずれかのミニスカートでない事を願う。これできゃーえっちーでは全すべてが水の泡だ。

　たっぷりと、四五秒以上かけて、上条は寝そべった状態から、体育座りみたいな体勢へと移行していく。

「は、はあ。……はあ、はあ……」

　頰ほおから顎あごにかけて汗を垂らし、もう聞かれたら言い訳不能な荒い息を吐はく上条。しかし事が事である。少女達が取り扱う魔術の破壊力を鑑かんがみれば、現状は『うっかり地雷踏ふんじゃったけど足を上げていないからまだ爆発はしない。さあここからどうする!?』級と表現しても差し支えない。平静でいられる方が普通ではないのだった。

（……足の裏を、バスタブの底に、つける。真まっ直すぐ立ち上がるとイメージして体を動かしても絶対に失敗する。背中を壁に押し付け、体重を預けながらじりじりと体を持ち上げるイメージで……）

　いける。

　今この瞬しゆん間かん、換かん気き扇せんの所から大量のコショウが噴き出てくしゃみでも連発しない限り、バードウェイにもレッサーにも気づかれないまま立ち上がる事はできる。そうすればもう怖いものはない。バスタブの縁をまたいで抜け出し、バスルームの扉を開けて、同居人のインデックスや三み毛け猫ねこにグッモーニンと挨あい拶さつすれば良い。それで全部終わる。無事に乗り越えられる!!

　その時だった。




『廃品回収ーっ、いらない自転車、一輪車、スケボー、その他諸もろ々もろありませんかーぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　と、唐とう突とつに、屋外から、スピーカーまで使った大音量のおじさんボイスが炸さく裂れつした。




　上かみ条じよう当とう麻まは頭の中にある細い線が、明確に断裂するのを自覚した。

　そこから、しばし。

　しばしの間……少年の脳裏には、三六〇度全すべてが地平線の向こうまで真っ白な平原がひたすらに広がっていた。時間と空間の関連性が断絶したようなそのなだらかで穏おだやかな心象風景は、あるいは一〇〇年の人生を全て修行に捧ささげた求道者が最後の最後に見るモノなのかもしれなかった。

　忘ぼう我が。

　そしてじわじわと視界の端はしを蝕むしばむような格好で、少しずつ現実味が戻ってくる。

　ぶわ……っ!!　と、上条の両目の涙るい腺せんが決けつ壊かいする。

「ぅ……ん……」

「……何ですか、ぁ、うるさい……？」

　ごしごしと目元を擦こするような仕草と共に、バードウェイとレッサー、二人の少女の唇くちびるがもにょもにょ動くのを、確かに上条は見てしまった。

　地じ獄ごくの蓋ふた☆オープン!!

　ついに少年の理性が弾はじけ飛んだ。

「いやぁ!!　もう駄だ目めだわ、もう助からない!!　でもこんなの理り不ふ尽じんだ。あたくしが一体何をしたって言うのよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　恐怖のあまり裏声気味に声こわ色いろはひっくり返り、パニックオネエが抜けないままに錯さく乱らんした絶叫を放つ上条。

　しかし状況は彼の予想の斜め上へと突き抜けた。

　バードウェイもレッサーも、面めん倒どう臭くさそうに毛布を被かぶり直しただけで、耐爆コンクリート製ブンカーでも薙なぎ払えそうなド級のツッコミはやってこない。

　それどころか、投げやりな調子でこんな事を言ってきたのだ。

「……むぅ……やかましい。今何時だと思っているんだ、ぶつぶつ……」

「こっちは時差ボケなんですよー……、うわネム、ホントにネムぅ……」

　まだ上かみ条じようは信じなかった。

　傷ついた少年の繊せん細さいなハートは容易に回復したりはしないのだ！　……まあ、裏技として頭を撫なでてもらったり膝ひざ枕まくらをしてもらったりすると一発で値はマックス上限を超えるのだが。

　とりあえずオネエ状態だけは脱した上条は、びくびくと震ふるえる子こ鹿じかのような動きで、

「い、いや、分かってる。俺は分かっているんだぞ!!　なんだーそうなんすかーびっくりしちゃいましたよーえへへーとか油断して背中を見せた所へ後頭部に凄すごいのがぶち当てられるんだ！　そうに決まってる!!　延えん髄ずいは駄だ目めだってばーっ!!」

「……何でも良いから寝かせろ。殺すぞ」

「う、うう。おっぱいなら服の上から触さわるくらいノーカウントにしておきますから、とにかく寝かせてぇー……」

　寝不足というか二日ふつか酔よいみたいなリアクションである。

　ギロチンの刃が落ちてくると思ったら、いつまで経たっても装置が作動しなかった時の罪人のような気持ちで、上条はびくびくと自分の身に降りかかった状況を確認していく。

　助かった？

　助かった……の、かもしれない？

「いや!!　まだ安心はしない。できない！　そもそも俺はお前達がどういう目的でどこからバスルームに侵入してきたのかも分かっていないんだ!!　全部ハッキリするまでは気は抜かんぞォーっ!!」

「どこからぁ……？」

　心の底から鬱うつ陶とうしそうな低い声で、レッサーはバードウェイと毛布の奪い合いをしながら、何とか上条の質問に答えていく。

「……それは、壁を……」

「不ふ穏おんなワードがもう一個!!　壁を、から何をどう繫つなげても穏便な侵入方法には結びつかない!?　何だ何だ、一度どっかに大穴開けてから塞ふさいだっていうのか!?」

　しかしもう本格的にギブアップなのか、レッサーは太巻きみたいに毛布へくるまってしまった。毛布を奪われたバードウェイが、小さな足を使って太巻きへ膝ひざ蹴げりを入れて奪だっ還かん作戦を実行している。

　一体全体何が起きているのか？

　問答無用の即死リスクが遠ざかった事で、ようやく上条は当然と言えば当然の疑問を頭に思い浮かべるだけの余裕ができてきた。

　が。

　忘れていた。

　彼は忘れていたのだ。

　ユニットバスの珍ちん騒そう動どうから始まる即死リスクはこれだけでない事を。あるいは、上かみ条じよう当とう麻まにとって最も身近で最も巨大な危機が野放しになっている事を。

　それは、ユニットバスの外、ドアの向こうから聞こえてきた。

「とうまー？　もう起きてるの？　私はとってもお腹なかがすいているんだよ!?」

「ひァァァァあ──────────────────────んっっっ!!!???」

　びくびくびくーっ!!　と上条の全身が不自然に痙けい攣れんした。

　この状況はまずい。あまりにもまずい。ベッド代わりに使っているバスタブの中で眠りこける少女が二人。毛布は一枚。ここから導き出される誤解と、もたらされる破は壊かいの規模は？　計算するに恐ろしいモザイク必須のスプラッターと化すのは目に見えている。

（いや!!　ユニットバスのドアには鍵かぎがかかる。慌あわてる心配はない!!　……でもあれ？　バードウェイとかレッサーとかは潜もぐり込んできているんだよな？　この寝ぼけ娘達、ホントに鍵をかけてから毛布に入ってきたのか？　もしも、もしもの話だ。鍵を開けたままバタンキューしたとしたら……？）

「ふんすっ!!」

　上条はハリウッド映画のようにバスタブの縁を飛び越え、バスルームの床をゴロゴロと転がり、そして足の裏で蹴けりを入れるようにドアの真ん中へ足を突き込んで全力のガードを決行した。今まさにユニットバスのドアのノブが不自然に回りかけていたその時だった。

　叩たたきつけるような大きな音に驚おどろいたように、インデックスの声が返ってくる。

「ひゃあ!?　な、何なんだよとうま!!」

「いやー悪い悪い！　上条さんたら寝汗を流すために色々している最中でして今ちょっと……」

　テキトーぶっこいた直後だった。

　ギッ……と軋きしむような音と共に、ドアに押し付けていた上条の足の裏が妙な感覚を摑つかんだ。というより、抵抗が消えた。ドアより一回り大きく、正確に四角く切り抜かれるように、ユニットバスの壁が丸ごと外側へ向けて倒れていく。

　寝ぼけ眼まなこのレッサーはこう言っていたではないか。




　壁を、と。




　慌てて三み毛け猫ねこを抱えて真横へ離はなれるように逃げたインデックスが、間一髪の所で倒れる壁から難を逃れる。そしてケンカキックのままガタガタ震ふるえる上条と、ダンゴ虫みたいになったインデックスはしばしの間、無言で顔を見合わせていた。

　そしてようやく何かが動く。

　インデックスの、緑色に輝かがやく美しい瞳ひとみが獣けもののような獰どう猛もうさを備えた瞬しゆん間かんだった。

「……とうま、朝っぱらから女の子を二人もくたくたにさせて何しているだしドサクサに紛まぎれて私を亡なき者にしようとしているだし……」

「そんな……っ、これまであったどの誤解よりもエグイ昼ドラ並の誤解を受けている、だと!?　だが第三次世界大戦を乗り越え、『グレムリン』とかち合って、『新入生』から続く学園都市の暗部とも戦い抜いた上かみ条じよう当とう麻まがこれまで通りに一発でやられると思うなよ。今日という今日こそ一度くらいは返り討




　以降の全すべては極ごく彩さい色しきに染まった、と上条当麻はのちに語る。




　　　　２




　アメリカ合衆国、ニューヨーク。

　善よきにしろ悪あしきにしろ、望むにしろ望まざるにしろ、おおよそ地球の広い範囲に対して、常に何かしらの影えい響きようを与えているであろう世界屈指の大都市。金きん融ゆうの象徴であり、中心。テクノロジーの面では日本の学園都市に負けているものの、やはり、未いまだに経済活動の心臓部と言えばウォール街の一いつ択たくと言って問題はない。

　ニューヨークを構成する五つの区の中でも、とりわけそうした金のイメージが強いのはマンハッタン島だろう。しかし一方で、世界経済の中心核というには少々特殊な立地をしていて、二本の大きな川に挟はさまれた島であるために建物は高層化、人口の密集化がひたすら進み、無数の橋や地下トンネルによって交通手段はほとんど依存されている。……何かしらの理由で橋やトンネルが一斉に落ちてしまえば、その人口密集率からあっという間に住人が干ひ上あがってしまうリスクを抱えている訳だ（皮肉にも、当のハリウッド製コンテンツによって、大災害や大事故、大事件などでマンハッタンが孤こ立りつしてしまう話はいくつも作られている）。

　金融、劇場、音楽、ファッション……様々な分野において『花はな形がた』の名を欲しいままにしているマンハッタンだが、ここにはもう一つ、重要な意味を持つ建物がある。

　国連本部ビルだ。

「何だ何だ。やっぱホワイトハウスで開いた方が安全だったんじゃねえの？」

　すっかり夜。

　ラスベガスほどではないが、不自然なくらい人工的な光に満たされたその街でそう言ったのは、ちょっと力を込めたら支援グループからいただいた高級スーツが内側から破れてしまいそうなムキムキ四〇男、ロベルト＝カッツェだ。ビル正面には広場があり、石でできた低い階段に腰掛けるようにして、近くに売っていた屋台のホットドッグを口にしている。……とても合衆国の大統領とは思えない行動だが、警備上の多大な皺しわ寄よせを受けるのは破は天てん荒こうな大統領ではなく、周囲の有能なシークレットサービス達である。

　一方、その隣となりで直立不動のまま手帳をめくっているのはローズライン＝クラックハルト。金きん髪ぱつ碧へき眼がん、タイトスカートのスーツが似合う非の打ちどころのない優すぐれた秘書に見えるのだが、あの大統領と並べてしまうと『……何でこの人こんな所にいるんだろう？』と彼女の方に疑問が集中するのが、この世の理り不ふ尽じんな所である。

　ちなみに役職は大統領補佐官なので、実際にはむしろ一いつ緒しよにいない方がおかしい。

「大統領官かん邸ていでは政治的な圧力が大きくなりすぎる。今回の懸けん案あん解決について、『アメリカ主導』というパワーバランスに納得していない勢力は集まらないだろ。何よりＤ．Ｃ．は一いつ攫かく千せん金きん狙ねらいのジャーナリストが多過ぎる。秘ひ密みつ裡りに事を進めるなら、かえってニューヨークの方がやりやすい。これって説明何度目かしら」

「こっちもこっちでマスコミ溢あふれ返ってんじゃね？　ほれ、ハリウッド女優の尻しりを年中無休で追い駆け回しているパパラッチとか」

「分かったからゲスいグラビア誌のページ広げてこっち向けんなセクハラ提てい訴そするぞ。質の問題よ。ここは情報が溢れ過ぎていて『真実』は容た易やすく埋うもれる。芸能専門の三流パパラッチと報道専門の政治記者とじゃ、一つの風景から切り取る情報の種類も変わってくるし、仮に流出したとしても信じる人間のケタが違う」

「Ｇ14の緊きん急きゆう金きん融ゆう協力会合ねえ」

「各国首脳が集まっても不自然に見えないように、わざわざ株式市場へこっそり介かい入にゆうしただろうが」

「株価の乱高下でウォール街の連中悲鳴上げてなかった？」

「連中は少しくらい天てん狗ぐの鼻をへし折っておいた方が世の中のためよ。一応、週明けに首を吊つったり電車に飛び込んだりするほど派手な損失は出ないレベルに抑えているし」

　資本主義の権ごん化げである合衆国でこんな話が洩もれたら一発で政権崩ほう壊かいしそうなものだが、ロベルトもローズラインもさして気に留めている様子はない。彼らは知っているのだ。同じ情報にも信しん憑ぴよう性せいという名の値札がついている事を。こんな往来で国家の機密に関かかわる内容を口走る大統領や補佐官などいない。その常識がある限り、誰だれかに聞かれた所で誰もが冗談と切り捨ててしまう事を。

　人間の脳は、目の前の情報を自分の好みで選別して受け入れる生き物である。

　コソコソと秘密の場所で作戦会議したり、やたらシリアスな顔で周りを気にしながら話す方が、余計な信憑性を付け足してしまう。

「お？　噂うわさをすればロンドン市場がやってきやがったぞ」

「分かっているならケチャップまみれの口を拭ぬぐえ、山さん賊ぞく」

　無意味に格好つけて親指を舐なめ取った所、大量のマスタードを口に含んだため転げ回りそうになる大統領と、それを眺めて真剣にハイヒールで踏ふんづけてやろうかと悩む美人補佐官の前で、小さな国旗をつけた黒塗りの高級車が静かに停車した。先に降りた護衛はガタイの良い黒服ではない。長い黒髪をポニーテール状に束ね、腰にやたら長大な日本刀を提さげた東洋人の女性だった。

　護衛が開けた後部座席のドアから、重心を感じさせない滑なめらかな挙動で、豪ごう奢しやなドレスを纏まとう初老の女性が地に足を着ける。

　英国女王クイーンレグナントエリザード。

　王位継承の剣カーテナ＝セカンドを用いて一国の中央に立つ女性である。

　彼女は、階段の上に腰掛けてグラビア雑誌片手にホットドッグを貪むさぼっているひげ面づらを見下ろしながら、

「何だ何だ、アメリカ式の歓迎も随ずい分ぶんアットホームになったな。週末のホームパーティのおっさんだって客を迎える時は席から立つもんだろう」

「アンタが満月の晩だけ激げき烈れつ美少女になるとかだったら考えてやる」

「あとそれ美う味まそう。どこの屋台で売ってるの？」

「じゃあ代わりに護衛のねーちゃんどこで雇やとえるか教えてくんない？　うちの警備チームももうちょっと華が欲しい」

「こんな見た目でも、神かん裂ざき火か織おりは世界に二〇人といない『聖人』だ。少なくとも、路上の屋台で売っているものじゃないな」

「そんなナリだから欲しいっつってんだけどね。こいつの表紙を飾れそうだし。うちのシークレットサービスはどいつもこいつもゴツくてなあ」

　イギリスもイギリスでトップは相当ぶっ飛んでいるのだ、とようやくローズライン＝クラックハルトは思い出して軽く眩暈めまいがした。向こうの護衛の女性に気の毒そうな目を向けられるのが辛つらい。

　が、常識人ローズラインの受難はまだまだ終わらない。

　今度は別の方角から、歩道の人混みを縫ぬうように別の一団がやってきた。少年なんだか少女なんだか良く分からない、背の小さな童顔はロシア成教の総大主教か。その両りよう隣どなりにいるのは……何だろう？　片やバケツみたいな炭酸飲料の容器を抱えている真っ赤な修道服の女性に、片や鎖くさりや拘こう束そく衣い、ノコギリやペンチなど拷ごう問もん道具でガッチガチに体を固めた金髪の少女だった。

　彼らは口々に言う。

「やーっぱメリケンにやってきたら海外未発表のグロゾンビゲーム漁あさりって相場が決まっているもんじゃないサーシャちゃん？　ほら、私ってば基本的にジャパニメーション信者な訳だけどさー、彼らの近代創作の礎いしずえにメリケン文化があるのは忘れちゃならんのですよ！　フツーなら税関で止められそうなグログロでも外交官権限で素通りできるかもしれんしなゲハゲハ!!」

「……質問ですが、アンタ根本的にロシア成教徒だろうと信者発言にツッコミを入れても？　補足ですが、よりにもよってトップの総大主教の前でそういう話をして異い端たん審しん問もんとか怖くはないのですか」

「わ、私は別にそういう事はしないっ」

　……誰だれがどう見ても主格は総大主教であるはずなのだが、脇わきの護衛二人のキャラが濃すぎて完全に埋まい没ぼつしている。

　ああ、常識人ってのは何かと損をして他人の尻しりを拭ぬぐいながら生きていくものなのかな、とローズライン＝クラックハルトは遠い目になった。

　多数の国家代表の前で、グラビア誌の『ラスベガス発バニーガール一〇〇選』という特集ページを堂々と開きながら、ロベルト＝カッツェは頭痛が止まらない美人補佐官へこう切り出した。

「他の連中はどうなってたっけ？」

「フランスはすでにビルの中へ。イタリアの外相に付く形でローマ正教の新しい教皇もじきに到着するはずよ。予定通りの時間に『会合』を始められるだろ」

「『グレムリン』への総そう攻こう撃げき、か」

　コインランドリーでガタゴト揺れる洗せん濯たく機きが止まるのを待つような格好で、グラビア誌片手に呟つぶやくロベルト。

　そこで彼はポツリと付け足すように、

「……しっかし、このタイミングで学園都市……そのトップの、アレイスターとかいう野郎から応答がねえ、ってのもな」

　世界の警察を標ひよう榜ぼうしていながら、アメリカは第三次世界大戦では蚊か帳やの外に追いやられた。

　ハワイ諸島での騒そう乱らんでは直接的な被害を受けているため、今回の『グレムリン』討とう伐ばつまで主導権を学園都市に奪われてしまうのは、国際政治上かなり大きなダメージになりかねない。

　が、一方で。

　全く協力がないというのも、それはそれで不ぶ気き味みではあった。

　連絡がないからと言って、統とう括かつ理事長のアレイスターが学園都市を動かさないとは限らない。彼らは彼らで独自の動きを見せるかもしれない。その時になって、手柄をいきなり横から奪われたり、最悪、連携不足によって『グレムリン』を狙ねらう学園都市とアメリカの兵力が突発的な衝しよう突とつを起こすリスクだって完全には否定できない。

　相手は国家未満の一都市でありながら、高度なテクノロジーと大量の次世代兵器や無人兵器群によって世界規模の戦争すら切り抜けた一大勢力。重要な作戦を控えた中で、その動向がブラックボックスのままというのは、なかなか心臓に悪い状況だった。

（ま、連中の秘密主義は今に始まった事じゃねえ。分からんもんを邪じや推すいして自じ縄じよう自じ縛ばくに陥おちいっても仕方がねえ訳だが……）

「うし。それじゃあ全員が豪ごう華かな椅い子すに腰掛けたら、さっさと作戦会議を始めるとしますか」

「分かっているなら下品な雑誌を閉じてズボンの突起を何とかしろ。非公式とはいえ、そのまんま会議場に入る訳じゃないだろうな」

「あなたが慰なぐさめてくれても良いのよ。うふ」

　調子ぶっこいた直後、ローズラインは情け容よう赦しやなく大統領の背中の真ん中にハイヒールの踵かかとを突き刺した。和わ太だい鼓こを思い切り叩たたくような轟ごう音おんが炸さく裂れつする。周囲のシークレットサービス達がうっかり見送ってからようやく我に返るほどの、惚ほれ惚ぼれする鋭えい利りな一いち撃げきだった。

「……目は覚めたか？」

「おふっふう!?　がばげぼ!!　……こ、これはソードフィッシュの動き……」

「そういう海洋ロマンは良いから」

　かつ、かつ、と地面を叩くハイヒールの先せん端たんの動きで、獣けものが牙きばを鳴らすような威い嚇かくを放つローズライン。その不ぶ気き味みな音に背中を押されるように、ロベルトはイギリス代表やロシア代表の一団と共に国連本部ビルの入口の方へと向かっていく。

「か、会議にはイリーガルな連中も参加するんだったよな」

「流石さすがに、あのビルの中に入れる訳にはいかないけどな。ただ記録に残らない回線を繫つないでいる。最優先は『グレムリン』、そのためなら今は何でも使う。地球の裏側からリアルタイムで参加してくれるはずよ」

「魔ま術じゆつだ何だ詳しい事は知らねえけど、国家の代表と肩を並べるなんざ、一体全体どんなヤツらなんだ？」







　そして日本の学園都市の学生寮りよう、その一室で携帯電話をいじくっている魔術結社のボスは、優雅に足を組んでこう呟つぶやいた。

「私だよ」
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　早朝の一室。携帯電話の通話を切ってスカートのポケットに突っ込んだバードウェイは、何やら世界の陰いん謀ぼうでも企たくらんでいそうな顔で何か言った。

「準備完了、と」

「む。ピザでも頼たのんだの？」

「わざわざ地球の裏側まで来たんだ。腹がすいたら寿す司しか蕎そ麦ばでも頼むよ」

　バードウェイとインデックスのほのぼのしたやり取りを、ズタボロにされた上かみ条じようは朦もう朧ろうとした意識で聞き取っていた。

　ぶっちゃけ世界の行方ゆくえとか本気でどうでも良かったのだった。

　それよりまずは四角く切り取られたユニットバスの壁を何とかしないといけないのだが、敷しき金きん礼金とか超怖い上かみ条じようとしては正直に寮りよう長ちように泣きつくのさえ躊躇ためらわれた。何とか穏おん便びんに、謎なぞの覆ふく面めん大工集団とか完かん璧ぺきに繫つなぎ目一つなく修復する匠たくみの技とかに頼たよれないだろうか、とやや現実逃とう避ひ気味に思いを巡らせていたりする。

　……割と学園都市暗部で繰くり広げられる暗あん闘とうの証しよう拠こや破は壊かい痕こんは欠片かけらも残らず隠いん蔽ぺいされているので、そういう匠は絶対にいると信じているのだが、連絡先がパーフェクトに分からない。

　とりあえず、ユニットバスの使用に耐えるため、応急処置として青いビニールシートで壁の四角い穴を塞ふさぐしかないのだった。風ふ呂ろとトイレが丸出しとか住環境として絶望的過ぎる。

　ちなみに。

　上条当とう麻まがこんなにも遠い目をしているのは、きっと血が足りないからじゃないだろうか。それもそのはず、彼の頭部は獰どう猛もうな白いシスターの牙きばによって軽くザクロ風の装飾を施ほどこされていたからだ。

　彼は精気のない顔つきで安全講習の腹話術人形みたいに口をカクカク開閉しながら何か呟つぶやいている。

「……いやあ全くこの通りですよ。油断していた。こりゃあいつか獣けものモード一二〇％と化したインデックスと一度本気で殴なぐり合うか、実体化した黒い影状の不幸の塊かたまりと泥どろ沼ぬまの死闘を演じたりする日も遠くないんじゃないですかな……」

「適当に頭に包帯を巻いただけで割と何とかなっちゃうお前を見ていると、ああやっぱり人間っていうのは神秘の塊なんだなあと痛感させられるな。内的宇宙を含めて人体なんて調べ尽つくしたと思っていたんだが」

　サラリと言いながら、コタツに足を突っ込んだバードウェイは目の前に置かれたトーストやサラダに不満そうな目を向けている。どうやら日本に来たからには白米と味み噌そ汁しるの朝食を頂ちよう戴だいしたかったらしい。

　一方、白い猛もう獣じゆうシスターインデックスは、トーストを中央から真っ二つにし、小皿にあったはずのサラダの野菜（ドレッシング未投入）を強引に挟はさむと、そのままバリバリムシャムシャと一気に咀そ嚼しやくしてしまう。

「とうま！　こんな一五秒で終わってしまうものは食事とは呼ばない！　私は追加のパンとハムエッグを要求するんだよ！　モアー、モアー、モアーっ!!」

「食べ方が豪快過ぎる!!　それをホットサンドと呼ぶ事を上条さんは認めませんよ！　インデックス、お前がやっているのは『腹に入っちゃえばみんな一いつ緒しよ』戦法に過ぎない!!」

　未いまだに眠そうな目をしているレッサーは、ホットミルクに千ち切ぎった食パンを浸して口に含んでいた。食事というより就寝前の一杯ナイトキヤツプを使って二度寝の誘ゆう惑わくを呼び戻そうとしているように見える。ちょっと虫歯が心配になる子だった。

　何となく点つけているテレビでは、ニューヨークでＧ14がああだこうだと言っている。朝のこの時間は大体どこもニュースか、小学生向けのバラエティしかない。こういう時に一局だけでもドギツイお笑いでもやってればなー、と常々思うのだった。

　ニュースなんてヘッドラインの項目と天気予報だけなら三〇秒で何とかなってしまいそうだが……と思うのは、やはり上かみ条じようの感性が一般的な高校生のものだからだろう。基本的に新聞もテレビ欄らんしか見ない子である。ちなみにインデックスは『今日のお弁当コーナー』を涎よだれを垂らして完全記き憶おく能力で頭の中にコピーするくせに、自分の腕では全く料理を作れないという大変面めん倒どう臭くせえ有り様だった。

「作りませんよ。ハムエッグ禁止!!　お食事は栄養のバランスが第一だっつーの！　満腹感がないのはゆっくり食べなかったお前が悪いインデックス!!」

「なんと!?　そんな事を言うならスフィンクスのご飯にだって私は挑戦しちゃうんだよ！　スフィンクスがお腹なかぺこぺこになるのが嫌いやだったらハムエッグを用意してとうま!!」

「非道なテロ活動!?」

　フローリングの床に置かれた皿を真上へ取り上げられ、思わず二本脚で立つ三み毛け猫ねこ。その前脚から、音もなく鋭するどい爪つめがにゅっと現れた。食べ物の恨うらみは怖いのである。

　バードウェイは牛乳に卵や砂糖などを突っ込んだミルクセーキ（本人はカクテル・エッグノックのノンアルコール版と主張）を口に含み、コタツの中で他の人の足とがっつんがっつんぶつかりながらも、やけにのんびりした調子でこう言った。

「……なんか、ここに来ると世界規模の騒そう乱らんとか連合勢力の総そう攻こう撃げき作戦とか、割と本気でどうでも良くなってくるなあ……」

「ここが第二の実家みたいな言い方やめて!!　アンタが持ち込むトラブルの質は他の子と比べて段違いなんだからっ！　……あとなんか今、ものすごく不ふ穏おんなワードが混じっていたね？」

「うあー……」

　眠気によって食事を放ほう棄きしたレッサーが、ごろりと床に転がって呻うめき声を発した。コタツガードが有効に働いていなければ、ミニスカートからパンツが全開になっていたはずだ。

　彼女は暴君に餌えさを取り上げられた三毛猫の口元へ、自分が諦あきらめたジャーキーを差し出しながら、

「……私達はですねー……。ええっと、『切り札』をいつでも出撃できるように……準備を進めて……むにゃ、幻想殺しイマジンブレイカーをとりあえずキープ状態に……」

「これっ!!　コタツで寝るんじゃありません風か邪ぜ引きますよっ!!　あとちゃんと上条さんに説明して！　やっぱり俺が巻き込まれる雰ふん囲い気きになってるじゃん!!　であればせめて説明してーっ!!」

「うあー……『新たなる光Ｎ∴Ｌ∴』の中でジャンケンしてー……誰だれがアジア観光できるかの勝負に勝った私がー……決勝戦で涙を吞のんだフロリスを踏ふんづけて航空券を……」

「お前が一人で来た経緯の説明じゃねえよ!!　何だか全体的に漂ただよう不穏な空気の方を説明して!!」

　上かみ条じようは叫ぶが、レッサーは本格的に面めん倒どう臭くさくなってしまったのだろう。力のない動作で三み毛け猫ねこにパンくずやジャーキーを与え、それがインデックスの心へ嫉しつ妬との炎の焚たき木をバンバン投げ入れている。

「あれだ」

　自分のトーストにバターと粉砂糖を振りながら、バードウェイは簡単な調子で割り込んだ。

「いい加減、『グレムリン』のやり口が目め障ざわりだと考える連中が一堂に会している。イギリス清教、ローマ正教、ロシア成教、それに通常軍事力を有するアメリカ軍だのロシア軍だの、まあ、色々な」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あの、俺は関係ないよね？」

「何で意味もなくこの私がこんな狭せま苦くるしい部屋までやって来ないといけないんだ……？　まさかと思うがあのくだりは近所の幼おさな馴な染じみが起こしに来たとかそういうのでまとめようとしていたのか馬ば鹿か者ものめ」

「何で俺が巻き込まれる話になってんのさ!?」

「お前が以前それで不ふ貞て腐くされたからだろうが……ッッッ!!　世界で一番危険なトコに俺を放り込まないと拗すねちゃうぞと言ったのはどこのどいつだ!?　この辺りで頭のネジでも締しめ直してやろうか!?」

「ちょっとちょっと脳内の翻ほん訳やくがおかしくなっ……待って待って！　バードウェイ、その杖つえはそんなトコには入らない……っ!!　話を聞くから冷静になるんだ!!」

　上条当とう麻まはハリウッド映画のように前方飛び込みからのでんぐり返しでバードウェイから必死に距きよ離りを取る。壁かべ際ぎわまで避ひ難なんした彼は、そこでようやく頭の中で情報をまとめる余裕を獲得した。

「……いや、ていうか、なんか、いきなりとんでもない話になってないか？」

「連合勢力はこうしている今も『グレムリン』の本ほん拠きよ地ちを全力で捜そう索さくしている。そいつが発見され次第、総そう攻こう撃げきを仕掛ける手はずになっている。『グレムリン』は個々の戦力は極めて強大だが、一方で世界的勢力と呼ばれるほどの組織的基き盤ばんはないと推測されているからな。自みずからの本拠地を隠し続けている事からも、見つかって総攻撃を受ければ不利になる、と連中も認めているようなもんだ」

「やっぱりとんでもない話になってきた!?　……でも、連中と正面切ってやり合うって事は、魔ま神じんとかいうのとまともにかち合うって訳だろ？」

　かつて、東欧のバゲージシティで上条はオティヌスと遭そう遇ぐうしている。

　まるで勝負にならなかった。

　木の実を毟むしるように右手首を難なくもぎ取られ、失血と激痛のショックで冗談みたいにあっさりと意識を奪われたのだ。もしもオッレルスや右方のフィアンマが助けに来なければ、どうなっていたかは分からない。

　世界中の力が結集すれば、彼女を倒す事だってできるかもしれない。

　かもしれない、のか？

　自信がまるでない。アレが膝ひざをつくような場面を全くイメージできない。仮にできたとしても、それはつまり、魔ま神じんオティヌスとそれに匹敵する大戦力の激突という事になる。もしもそんな事が起こってしまえば、どれだけの大だい惨さん事じになってしまうのだろうか。

　しかし。

　魔ま術じゆつのスペシャリストであるバードウェイは、特に緊きん張ちようした様子もなく、

「まあ、相手は底が知れない『グレムリン』と、魔神の域に足を突っ込んだオティヌス。しかも『主神の槍グングニル』とかいう極きわめて面めん倒どう臭くさい霊れい装そうを組み上げている最中とも聞く。並の方法で撃げき破はしようとすると相当の労力を必要とするだろう。……だから、手っ取り早く問題解決を狙ねらえる裏技をキープしておきたい、という話が出てきた訳だ」

「……おい」

「何もお前をオティヌスの前に放ほうり出すって話じゃない。そんな事すれば即死だろうからな。が、作戦の要所ってものがある。例えば、『槍やり』が完成するか否いなかの瀬せ戸と際ぎわとかな。そうした場面でお前を投入して、一発で『グレムリン』の関節をへし折ってもらう。長期の戦せん闘とうを一から一〇までこなすんじゃなくて、一発限りの楔くさびとして幻想殺しイマジンブレイカーを使う。そういう種類の戦いなら生き残れるだろう」

「もう戦う事は決定している雰ふん囲い気きだし!?」

「じゃあ戦わないのか？」

「あれ？　これはまさか、かの伝説の『どうぞどうぞ』の流れに向かってないか……？」

　一方で。

　上条としても、ハワイ諸島やバゲージシティの惨さん状じようを目まの当たりにしている以上、あのまま魔神オティヌス率いる『グレムリン』を野放しにしておけるとは思えない。それはもう、遠い国の戦争とも距きよ離り感かんが違う。『グレムリン』は自分の目的のためならどこへでも向かい、どこにでも踏ふみ込んでくる。それは高い壁に囲まれた学園都市の中でさえ例外ではないのだ。

　次にテレビを点つけた時。

『歴史』が大きく変わり、世界にトラウマが刻みつけられるかもしれない。

　それは、学園都市が地図から消えるようなニュースである可能性さえ否定できない。連中にはそう思わせるほどの圧倒的な力があり、その行使を一切躊躇ためらわらない常じよう軌きを逸いつした行動力がある。

　一応は『グレムリン』にも目的があり、『主神の槍グングニル』製造のため一貫した行動を取っているようなのだが、魔ま術じゆつに明るくない上かみ条じようには、その具体的条件は分からない。感覚的には、世界地図にダーツを投げて襲しゆう撃げき地点を決めているようにしか見えないのだ。

「……やっぱり、どうにかするしかない、ない、のか……」

「他に使える手があれば、魔術の素人しろうとを大規模襲撃作戦の要かなめに置いたりしない」

「俺だっていい加減に身の程は弁わきまえているつもりだ。言っておくが、俺は絶対にオティヌスなんかには勝てないぞ。世界が違う。雷神トールにもしっかり負けた。マリアン＝スリンゲナイヤーだって、『戦乱の剣ダインスレーヴ』を本気で鞘さやから抜いて戦っていたらどうなっていたかは分からなかった。……平たく言えば、まともに勝てた試しがない。そんな野郎に命を預ける覚悟はあるんだろうな？」

「一方で、それだけの怪物相手に生き残ってきたのも事実だろう。自己の目標を高く置き過ぎてもろくな事にならん。今はチャンスが残っている事だけ分かっていれば十分だ」

　まともに戦う事は期待されていない。

　上条当とう麻まではなく、求められているのは幻想殺しイマジンブレイカー。

　つまり、少年は航空機から投下される精密誘ゆう導どう爆弾の弾頭みたいなものだった。プロの人間の手で的確に標的の元まで誘導され、ただ最適な時に最適な場所で右手を振るうだけ。それ以上は求められていないし、それ以上に挑いどめば挑むだけ『最適コース』から外れていく。

　正面から強敵を殴なぐり倒す事はできなくても、大きなダメージを与える方法は別にある。

　上条は一度だけ、意識的に息を吐はく。

「……で、俺はどこまで連れて行かれるんだ？」

「明確な場所は、今、連合勢力が世界中を洗っていると言っただろう。北は北極から南は南極まで、あらゆる可能性を考えた方が良い」

　バードウェイは決定事項を宣告するような調子で容た易やすく答える。

「正式名称なんて『グレムリン』でもあるかどうか分からない。そもそも名前なんてつける意味があるかも含めて疑問だな。が、便べん宜ぎ上じよう、私を含めた連合勢力ではこう呼んでいるよ」

　そこで、区切る。

　名を呼ぶ事で、決定的な流れを呼び込むように。

　何か特別性を見みい出だそうとするように、バードウェイは告げる。




「『船の墓場サルガツソー』、とな」
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「流れを確認しよう」

　ニューヨーク、国連本部ビルで合衆国大統領ロベルト＝カッツェはそう切り出した。

　会議場、と言ってもニュース番組などで良く見かける、一〇〇ヵ国以上の代表が採決を取る大規模なものではない。一四の首脳が角つのを突き合わせるにしては、無む駄だに広すぎるのだ。

　二重のガラス製パーティションによって完全防音が施ほどこされた、長方形の部屋。中央を貫くように置かれた長テーブルに、対『グレムリン』連合勢力の首脳達が集まっていた。

　外に面した窓がないこの部屋では、もはや昼も夜も関係はなかった。ビルの中は、時間帯によって人の出入りに極きよく端たんな差が生まれる事もない。ここはいつでも共通で忙しいのだ。

　さて。

　神かん裂ざき火か織おりやワシリーサといった各勢力の護衛達は、会議室としては小規模なその部屋の中には入っていなかった。武装した護衛は防衛戦力として有用であると同時に、他のＶＩＰを傷つけかねない懸け念ねんを常に抱えている。よって、『同じ目的を持つ各国代表は敵対行動を取らない、だろう』という甘っちょろい考えの下、会議室内では警備責任国であるアメリカ側のシークレットサービス以外の護衛要員は排除されている訳だ。

　とはいえ。

　神裂やワシリーサは魔ま術じゆつ師しという枠の中でもさらに飛び抜けた実力を持つ。

　その気になれば防音、防弾、耐爆仕様の基準を満たした強化ガラスの壁など素手で叩たたき割って即時護衛対象の盾たてとなる位置へ飛び込む事もできるし、ガラスを割らずに内部仮想敵へ呪じゆ的てき攻こう撃げきを仕掛ける事だってできる。

　そのワシリーサと言えば、ガラスの向こうで行われる大統領の口パクに合わせて何かブツブツ呟つぶやいていた。

「えーとなになに……『グレムリン』の目的は特殊な『槍やり』の製造。そのためにハワイ諸島で騒さわぎを起こし、バゲージシティで何かしらの実験を行い、学園都市内部にまで潜せん入にゆうしてきた訳だ……と」

「……暇ひまなんですか？」

　呆あきれたように神裂が声を掛けると、ワシリーサは肩をすくめて、

「だぁって。ここでサーシャちゃんとイチャイチャするといろんな視線が突き刺さるんだもん」

「質問ですが、頭ず蓋がい骨こつを叩き割っても構いませんね？」

　全身拘こう束そく衣いなロシア側の護衛が即座に口を挟はさんできた。

　ワシリーサは無視して、強化ガラスの表面を軽くノックする。当然ながら、会議室の中にはわずかな振動も届かない。

「イギリスさんはどう思う？」

「魔ま神じんオティヌス、という存在自体に信じ難がたい面がありますが、もはや私の常識など秤はかりにかけている事態ではないのでしょう」

　神裂は疲れたような息を吐はく。

　彼女も彼女で、過去に学園都市へやってきた移動要よう塞さいの中で、『グレムリン』の正規メンバーと正面からかち合っている。敵対者は少女らしいのだが、外見は丸っきり黒光りするドラム缶のような太い円筒。人間というものをあそこまで組み替えて効率化を図る事さえ辞さない連中だ。どんな未来を望んでいるかは知らないが、彼らが覇は権けんを摑つかみ取った結果、あれが世界の常識となっても『より良い未来』は多分やってこない。

「『グレムリン』は魔ま神じんオティヌスを完成させるために行動していた。そのために『主神の槍グングニル』を製造する必要があった。ハワイ諸島では炉ろ心しんとなるべき莫ばく大だいな火山性エネルギー、バゲージシティでは単純な魔ま術じゆつの学問では実現不能な領域を穴あな埋うめするため全体論の超能力開発の実証試験、さらに学園都市では具体的な人材探しを行った。……一部、理論に検証不能な点も見受けられますが、彼らの技術レベルが私の理解を超えてしまったと受け止めるべきなのでしょうね」

　グングニル、という北欧神話由来の槍やりについてもまた、神かん裂ざき火か織おりとしても他ひ人と事ごとではいられない事情がある。

　平たく言えば、そのプロトタイプを完成させた聖人ブリュンヒルド＝エイクトベルと交戦し、撃げき破はした過去を持っているのだ。

　ワシリーサは退屈そうな調子で、

「まあ、そこについては同意なんだけど、問題なのが情報の出所が全すべてイリーガルな連中って所なのよねえ」

「『明け色の陽ひ射ざし』ですか」

「それだけじゃない。聖人シルビア、半分魔神のオッレルス……。つい最近まで実在を疑っていたような大物がゴロゴロ出てきてる。こいつらの一部が『グレムリン』側へ上う手まく潜もぐり込んでいるって話だけど、さてどこまで信用して良いのやら」

　言ってみれば魔術業界のマフィアやギャングに等しい魔術結社の連中が、十字教による統治能力を破は壊かいするために『グレムリン』と手を結ぶ。予想されうる事態の一つで、ほぼ最悪なものだった。

　しかし一方で、

「私達の業界の常識に収まる範囲でものを考えているのなら、『明け色の陽射し』が裏切っている線は薄うすそうに見えますけど」

「どうしてまた？」

「十字教に頭を押さえられる生活より、『グレムリン』が台頭してしまった世界の方がリスクは高いからです」

「……ま、近代西洋魔術なんて言っても、ベースは十字教の裏技だもんねえ」

「『グレムリン』が得意とする北欧神話で世界が埋め尽つくされ、文化を塗り潰つぶすように十字教系の資料が根絶されてしまっては『明け色の陽射し』としても致命的でしょう。利害が見える分、あれはまだ信用できる。信用はできないにしても、連中がどのタイミングで裏切りを考えるかを見み極きわめて先手を打つ事くらいはできるでしょう」

「かね」

　適当にワシリーサは同意した。

　単に自分の不安を払ふつ拭しよくしてくれるような意見に追従して依存的な安心感を得るための動きとは違う。何も深い事を考えない楽観とも違う。状況がどう動いても、最終的には標的の喉のど笛ぶえへ喰くらいついて確実に仕留める。そんな底冷えするような意志が、弛し緩かんしきった体の芯しんを通っているのを、神かん裂ざきは直感で摑つかむ。

　当のワシリーサは、あくまでも気楽なものだった。

　おそらくは、世界人類が滅めつ亡ぼうするか否いなかの瀬せ戸と際ぎわに立たされても、この女性は気楽なままに最後の戦いへ身を投じるのだろう。

「世界中を駆け回って、必要な材料を一つ一つ集めていった『グレムリン』は、どこにあるかもはっきりしない本ほん拠きよ地ちへ引きこもった。『槍やり』の完成までのタイムリミットは不明。何にせよ、それで『魔ま神じん』が伝承通りの力を振るえるようになってしまえば、もう世界に勝ち目はない。何とかして、『槍』ができる前にケリをつけたい所だけど」

「『グレムリン』に潜もぐっているスパイ自体、自分がどこにいるか、『船の墓場サルガツソー』の座標は何なのかを探るために星の配置を読む必要があるんでしたっけ？」

「間に合うと良いわね、色々と」
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　さて。

　右手に何が宿っていようが何回死にかけていようが、基本的に上かみ条じよう当とう麻まは高校生なので、朝食を食べたら学校へ行く準備をしなくてはならない。

　……のだが、

「おい。食事を終えたら第二三学区へ向かうぞ。一二人の内、何とかアクセスできる統とう括かつ理事会の一人には話をつけてある。超音速旅客機が手配されているから、『グレムリン』が本拠地に使っている『船の墓場サルガツソー』が世界のどこにあっても数時間以内に到着できる計算だ。……ほとんど弾道ミサイルみたいな扱いだな、お前」

「お断りだっっっ!!　上条さんてばこう見えて学生さんであって、つまり出席日数が超ピンチな訳ですよ！　せめてきちんと呼び出しがかかるまでは授業を受けさせろ。何だったら朝の出欠だけでも取らせてえ!!」

　ふむ、とバードウェイは無意味に尊大な調子で腕を組んで、

「何でも構わんが、いつでも出しゆつ撃げきできるように私は傍そばを離はなれんぞ。ぶっちゃけ授業を受けるというなら私はお前の膝ひざの上に乗るぞ。一いつ緒しよに授業を受けるぞ。それで良いのか？」

「クラス騒そう然ぜんの予感!?　特に青髪ピアス辺りが絶対に大はしゃぎするに決まってる!!」

　一方、朝食を全力でシカトして数十分ほどの睡すい眠みん時間を獲得したレッサーは、ようやく目をショボショボさせながらも意識を覚かく醒せいさせつつあるようだった。

　彼女は未いまだに満腹度に不満のあるインデックス（結局、上かみ条じようにハムエッグを作らせたのだが）に声を掛けている。

「……あれえ？　お堅いイギリス清教の事だから、てっきり素人しろうとの高校生は魔ま術じゆつバトルには巻き込めないとか言うと思っていたんですけど。まあイリーガルな私なら余裕で巻き込みまくりますけどねー」

「もうその辺をごねてもとうまが全く止まらない事は分かっているんだよ」

　と、何やらインデックスは鼻から息を吐はきながら即答した。

「だったら私にも考えがある」

「？」

　首を傾かしげるレッサーだったが、三み毛け猫ねこを抱えるインデックスはそれ以上の説明をしない。

　学校に行きたい派と行きたくない派のあまりにも不平等な多数決によって、上条の行動は著いちじるしく制限されてしまう。つい先ほど青いビニールシートで覆おおったばかりのユニットバスで、未練がましく学生服に着替える少年はバードウェイの手で半ば引きずられるような格好で外へ連れ出される。

　早朝。

　通学路。

　同じ制服を着た男女が当たり前のように学校へ向かっていく中、ただ一人、上条当とう麻まだけが女の子を三人も引き連れて（しかも全員小さい）事なかれ主義ニッポンジンが織りなす大きな流れに逆らうような格好で全く別の方向へ歩かされるというこの所業。

「辛つらい。……地味だけど割と本気で辛い!!　能力開発の関係で比較的フリーダムな個性が尊重されるこの街の中でもビシバシと叩たたきつけられる全方位型場違い感！　イギリス生まれイギリス育ちのお嬢じようさん方にはこの凄すさまじい違和感が感知できないのか!?」

　すると何な故ぜかレッサーは腰に両手を当てて胸を張り、

「はっはっはーっ！　私達は旅行客に全力で家庭料理を振る舞うと何故か目を丸くされるお国柄！　ガイドブックのオススメにどういう訳か中華料理店ばかり並ぶ国の人間が、この程度の疎そ外がい感かんで怯ひるむとでも思ってんですかーっ!?」

「くっ、お前らの舌の方が間違ってると六〇億人相手に全力で言えちゃう自信が俺にも欲しい……っ。そしてレッサーってば自分で料理作る子だったんですね初めて知ったよ!!」

　第二三学区までは、電車ではなく直行便のバスを使うらしい。

　しかし市街地を循じゆん環かんするバスと違って利用客の数はやはり限られてくる。つまり本数の間かん隔かくは結構空あいている。

　という事で。

　ただでさえ嫌いやな注目を周囲から浴びている中で、しばらくの間はバス停で待ちぼうけをしていないといけなくなってしまった。

「ただベンチに座ってバスを待つという行為が、こんなにも胸を締しめ付けるだなんて……っ!!」

　嘆く上かみ条じようだったが、そこでレイヴィニア＝バードウェイが彼の膝ひざの上にドスンと勢い良く腰掛けてきた。

「どういう事だし!?　一発ネタのボケにしては体を張り過ぎてはいないかねバードウェイ!?　ていうか横に座れ、横に!!」

「ふざけるな、私はスカートだぞ。こんな一一月の早朝に冷え切ったベンチなんぞ座っていられるか。少しは私の基本的人権を尊重しろ馬ば鹿か者ものめ」

「間違ったことは何一つ言っていないはずなのに、やたらお堅い文もん言ごんで罵ば倒とうされた!?」

「うあー……」

「そして何な故ぜ、隣となりに座ったレッサーがこちらにしなだれかかってくるのかについても問い質ただしたい。どういう事ですかサポートセンターのお姉さーん!!」

「……眠気がぶり返してきました。恐るべき時差ボケ……」

　バードウェイによって上から押さえ込まれ、レッサーによって右腕の動きも完全に拘こう束そくされてしまう上かみ条じよう。あっちこっちから柔らかい感触がしたり甘ったるい匂においが漂ただよってくるが、そこで上条の右のこめかみから左のこめかみへ突き抜けるように、何か電流のような衝しよう撃げきが走り抜けていった。
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「とうま」

「……お待ちなさいインデックスさん」

「まさか私は、この怒いかりが抜けきる前にもう一度牙きばをむく事になるとは思ってもみなかったんだよ？」

「こちらとしても予想外だっ!!　ていうか全体的に待て！　後頭部への嚙かみつきおよび定型的ツッコミ制裁手段についてコンプライアンスの設置を要求します！　具体的には一日一嚙み。これ以上はびた一いち文もんぐぎゃるがァァァああああああああああああああああああああああっ!?」
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　そして朝の通学路で、御み坂さか美み琴ことは静かに頰ほおを片方だけ痙けい攣れんさせていた。

　ツンツン頭のあの馬ば鹿かが、今日も今日とて普通に暮らしていたらまず発生しないようなミラクルを連発している。ベンチに腰掛けてしなだれかかっている小こ悪あく魔ま系少女は一体誰だれだ？　膝ひざの上に乗っているのはつい先日ガチンコで殺し合いをしていた物ぶつ騒そうな金髪少女ではないのか？　背後から後頭部へ嚙みついている銀髪のシスターはあれが通常運転だとでも言うつもりか？　一度に大量の情報をねじ込まれたせいで、一つ一つの事象について自分の心の中で決着をつけられない。もうちょっと口語的な説明を足すと、一体どこからプンスカして良いのかきっかけを探すのが難しい。

　普ふ段だんの美琴であれば、莫ばく大だいな磁力を操る力を使ってベンチを丸ごと引っこ抜いて宙に浮かべ、『べんとらべんとらーっ!!』と叫びながらあさっての空へ高速射出していたかもしれなかったのだが、今日の少女は一味違う。

　低く静かな声で、呻うめくようにこう言ったのだ。

「……私もうこんなポジションやだ……」

「あらあ？　こんな所で一人小刻みに振動しているのは御坂さんじゃないかしらあ☆」

　突然の甘ったるい声に、ビクゥ!!　と美琴は肩を震ふるわせる。

　慌あわてたように振り返ると、そこには見慣れない派手なスーツの女が立っていた。しかし、その瞳ひとみの中に何やら星に似た何かが瞬またたいているのを確認し、美琴はより強く警戒する。

　第五位。

『心理掌握メンタルアウト』の干かん渉しようを受けている。

「……アンタこんなトコで何やってんの、食しよく蜂ほう？」

「べっつにぃ？　何でも良いんじゃないかしら。というか御坂さんは一体何を？　あのベンチの殿方がどうかしたのかしら。くんくん、ふんふんふん……」

「嗅かぐな嗅ぐな！　私の匂においを嗅いだ所で何も摑つかめない!!」

「……事情が気になるなら声を掛ければ良いのに（ボソッ）」

「にゃっ!?　にゃにゃにゃにゃんにゃにゃにゃにを!?」

　爆発したように顔全体を真っ赤にする美み琴ことに対し、キャリアウーマンあるいはエロい教師ですという感じの派手なスーツの女性は、緩ゆるく握にぎったグーを二つ、口元に寄せるブリブリな仕草をした上で、

「気にならないの？　気にならないのお？」

「な、ならんならん!!　一ミリもっ、これっぽっちも!!」

　ただでさえ心を操る専門家に、ほんのわずかでも付け入る隙すきを与える訳にはいかない。なので、美琴は全力で否定する。

　しかし第五位の超レ能ベ力ル者５はさらに上を行った。

「ちなみに私は気になる」

「は!?」

「そんなわっけでー、御み坂さかさんには一ミリもこれっぽっちも気にならない事を確かめてこようと思いまーす。まーまー『彼女』の容姿力で微笑ほほえみかければ大抵のオトコは籠ろう絡らくできそうなものだしい」

　ザン!!　と派手なスーツの女はピースサインを横にしたようなものを自分の目元に押し付け、ポーズを決めて、

「オトナの女性がストライクゾーンじゃなかったとしても」

「これだけバリエーションを揃そろえてしまえば」

「どれかは当てはまりそうなものだしねえ☆」

　ザンザザン!!　と、さらに九人ほどの少女達が横一列に並んで全く同じポーズを決めていた。三つ編み系文学少女から褐かつ色しよく小麦肌の部活少女までなんか色々いる。

　美琴はそこで、長い横棒で人形の手足を繫つないで全く同じダンスを踊るコントを思い浮かべた。

　少女達は瞳ひとみの中でギラギラと星のようなものを輝かがやかせながら言う。

「ふははははーっ！　何な故ぜか女の子しか出てこない格ゲーばりの弾幕力を張ってしまえば流石さすがの鈍どん感かん属性も逃げ切れまい!!　全すべては私の掌てのひらの上なのよお御坂さーん!!」

「やめれこれ以上男女比崩くずしたらカオス過ぎる!!　つーかアンタまさかあの馬ば鹿かと過去になんか妙な因いん縁ねんとか持っていないでしょうねーっ!?」

　美琴としてもこれ以上引っ搔かき回されて得する事など何もない。

　……というか、あの馬鹿のミラクルぶりを鑑かんがみるに、このまま突とつ撃げきしていく一〇人の女性や少女達を見送っても、何故か一〇人全員が見事に籠絡された上に黒幕の食しよく蜂ほう操みさ祈きまで舞台上に引きずり出されそうな気がしてしょうがない。

　よって。

　学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５、御み坂さか美み琴ことは両手を前へ突き出すと、第五位からの余計な干かん渉しようを避さけるために莫ばく大だいな磁力を操って、バス停留所のベンチの金属部品に狙ねらいを定める。

　腹の底から全力で叫ぶ。

「べんとらべんとらーっっっ!!!!!!」
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　修道女アニェーゼ＝サンクティスは国連本部ビルに併設されている巨大な図書館にいた。

　流石さすがにこちらは、夜ともなると人の数は極きよく端たんに減る。

　しかしその静せい寂じやくは、逆に修道女には相応ふさわしいようにも思えた。

　彼女の正式な所属はイギリス清教という事になっているが、今は第三次世界大戦後のローマ正教復興のために出向している状態だった。

　元々、特殊な事情によってローマ正教からイギリス清教へ所属を移していた身の上なので、今の措そ置ちは軋あつ轢れきの少なくなったローマ正教への、段階的な復帰プロセスの一つという向きが大きい。

　任されている仕事は単純明快だった。

「……こっちは、なし。魔ま力りよくなどの反応が紛まぎれ込んじまってる心配はなさそうですね」

「うへえ。新聞だけで一日に三〇〇紙以上収集されるんでしたっけ？」

「つまり、それだけ悪意を込めた魔ま術じゆつ的てき記号や陣じんなどが素通りしてしまうリスクもある、と」

　アニェーゼと共に行動しているのは、ルチアにアンジェレネ。共に、ローマ正教からイギリス清教へ所属を移し、再びローマ正教復興のために出向しているというトンボ返り状態にある修道女達だ。

　長身で金髪のショートヘアがルチア。

　猫背で金髪の三つ編みがアンジェレネとなる。

「ったく、本気で『グレムリン』からの攻こう撃げきを恐れてんなら、会合期間中だけでも出版物の流入をストップさせちまえば良いものを……」

「『私達』の手でそれをやってしまうのも別の問題を孕はらむ、という事でしょう。国連本部は基本的に中立。一宗教の意向によって今まで均等に収集されていた出版物を選えり分けるなんて話になれば、国際的な問題に発展するかもしれませんし」

「い、いわゆる『普通』の人達には、私達が抱える問題の危険度なんて理解できませんしね」

　第三次世界大戦は科学と魔術が正面切って激突した大規模な闘とう争そうだった。

　その終しゆう盤ばんでは隠いん蔽ぺい工作など間に合わず、多くの人達の目に『魔術』は触ふれた。しかし、そうしてなお、『魔術』というものを正しく学問や技術として捉とらえて自分達の生活に取り込もうとした者も、実際に取り込めた者も確認できていなかった。湧わいて出たのはいずれもスピリチュアルだの終末論大好き集団だのに毛が生えた程度の連中だけだ。

「『グレムリン』への総そう攻こう撃げきの話、あれってぶっちゃけどう思います？」

「結局、本ほん拠きよ地ちの『船の墓場サルガツソー』の位置を探たん索さくできるかどうかにかかっているとは思います。大規模な儀ぎ式しき場じようを使って世界中の怪しいポイントを探るようですが、最後の決め手は『グレムリン』に潜もぐり込んでいる協力者の動向でしょう？」

「ま、まずは協力者が『船の墓場サルガツソー』の中から信号を出して、それを私達の探索部隊の方で検知する、っていう流れですからね」

　そこで一度会話の流れを断ち切るように、アニェーゼは意図的に息を吐はいた。

　楔くさびでも打ち込むような鋭するどさで、告げる。

「……その『協力者』というのも、どこまで信じられんのかは未知数って感じですが」

「確かに。いきなり世界を悩ませる『グレムリン』の本拠地に潜り込む方法がある、というかすでに潜り込んでいる、なんて話を聞かされれば、一度くらいは疑ってみて損はないとは思います」

「で、でも、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの『グレムリン』をそうそう簡単に騙だませる人材が他にいない、というのも事実なんですよね？　何より、『協力者』が私達を裏切る理由が特にない、っていうか……」

「正確には、このタイミングで『グレムリン』がそんなブラフをする意味はねえ、って感じでしょうがね」

「利害が繫つながっているから、とりあえず信じるしかない状況、ですか」

『グレムリン』の方も、魔ま神じん自身を含むあれだけ大規模な戦力を今の今まで完かん璧ぺきに隠し続けてきたのだ。並の方法で行方ゆくえを追っても、簡単に見つかるものではないだろう。

　協力者とやらが一体どうやって『グレムリン』へ潜せん入にゆうを果たしたのかは見当がつかないが、そいつが位置情報を確かめるための信号を飛ばすのだって命いのち懸がけになるはずだ。

　当然ながら、途中で怪しまれれば元も子もない。

　信号を無事に飛ばした所で、その信号自体を『グレムリン』側に検知されてしまえば、裏切り者の捜索が始まるだろう。総攻撃が具体的に始まるまで自力で安全を確保できなければ、やはり命の保証はない。

『グレムリン』そのものが容よう赦しやのない集団である事は、ハワイ諸島、バゲージシティでの交戦記録を確認するだけでも十分以上に伝わってくる。

　ルチアは直立不動のまま、

「また、仮に首尾良く『船の墓場サルガツソー』の位置を特定できたとしても、その後に待っているのは総攻撃です。つまり、両りよう陣じん営えいが本気の削けずり合いをしなくては解決できないくらいに、問題は大きい。相手は徹てつ底てい的てきに尖とがった魔ま術じゆつ師しと正しよう真しん正しよう銘めいの魔神。……犠ぎ牲せいなく倒せる相手かどうかはかなり疑問がありますね」

「しかし一方で、現実問題として『グレムリン』が身を隠しているのも事実なんですよ」

　アニェーゼはそう答えた。

「つまり、身を隠しちまった方が得だと思える何かがある。いつかのフィアンマのように、堂々と戦場の真ん中に君臨しちまうような連中じゃねえって訳でしょう。『船の墓場サルガツソー』の位置を特定する事は、少なくとも『グレムリン』が想定しているメリットを一つ潰つぶせる事になります」

「や、藪やぶをつついて蛇へびが出るような事がなければ良いんですけどね」

　誰だれもが思っている事ではある。

　だが、同時に。

　蛇を恐れるあまり、藪の中でウジャウジャと蛇が繁はん殖しよくするのを放置できないのも事実なのだ。そうなるくらいなら、誰かが危険な藪に手を突っ込んででも一匹の蛇を摑つかんで根絶させる必要がある。

　問題は。

　どこの誰が、嚙かみつかれるのを覚悟で藪へ分け入るか、という所だが。
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　その時。

　遠い目をした上かみ条じよう当とう麻まの脳裏には、自転車のかごに宇宙人の友達を乗せた少年が夜空へ飛んでいく画えがくっきりと浮かんでいた。

　理由を説明してくれ。

　そう思った時には、砲弾みたいな速度で真横にすっ飛んだベンチは、お行ぎよう儀ぎ良く腰掛けている上条、その膝ひざの上にドカリと腰掛けているバードウェイ、隣となりでこちらにしなだれかかってくるレッサー。背後から嚙かみついてくるインデックス、その白いフードに前脚の爪つめを立ててしがみつく三み毛け猫ねこと共に、近所の川へと突とつ撃げきした。

　しかし派手な音と共に沈んだりはしない。

　ザン!!　バン!!　と、低い軌道を描いてベンチが水面に接触するたびに再び跳ねる。小石を使った遊びに似ていた。ベンチの上の上条当麻は一滴も水に濡ぬれる事なく、そのまま川の対岸まで渡り切って、最終的にはベンチの脚がアスファルトに擦こすれてオレンジ色の火花の尾を引く形で減速し、何とか事なきを得る。

　そして上条は世の理り不ふ尽じんに対して叫び声を上げた。

「何だい何だい!!　ついに上条さんの不幸はここまで見境なしになったっていうのかい!?　あとインデックス、人の後頭部に嚙み付く口を体の支えにするんじゃねえ！　今日という今日こそ俺の頭皮を嚙み千ち切ぎる気か!?」

　バードウェイは特に表情を変えず、上条の上に乗っかったまま組んだ足をぶらぶらと振って、

「……おい。学園都市って確か科学技術が外と比べて二、三〇年進んでいるという話だったよな？」

「未来の世界じゃベンチが空飛んで川を跳ねるのも常識なんでしょうかねえ？」

　何か壮絶な誤解を受けているようだが、上かみ条じようには議論に参加する余裕はなかった。

　新たな敵が襲しゆう来らいしたのだ。

　それは天から降ってきた。

　ガン！　ガン!!　と、ベンチの背もたれの上へ杭くいでも打ち込むように両足を押し付けて着地すると、御み坂さか美み琴ことは二本の足を広げて作ったトンネルを自みずから覗のぞき込むように腰を大きく折り曲げ、上下逆さまに上条当とう麻まの顔を睨にらみつけた。

　端たん的てきに、彼女はこう問いかける。

「説明して」

「こっちの台詞せりふだ!!」








行間　一









　音楽家とは難なん儀ぎな生き物だ。

　演奏家、指揮者、作詞や作曲に携たずさわる人間まで、一口に音楽家と言っても色々あるが、彼らは共通するジレンマを抱えている。

　音楽家は例外なく音楽を愛する。

　誰だれよりも深く音を聞き分け、誰よりも音というものを研究し、誰よりも素晴らしい音を生み出そうとする。

　その結果として、彼らは常人よりも耳を酷こく使しする事になり、難なん聴ちようなどに陥おちいる事も珍めずらしくない。

　世界の何者よりも美び麗れいな音を追い求めた結果として、音そのものを認識する能力が摩ま耗もうしていく。

　しかし、この皮肉は何も音楽家に限った話ではない。

　画家は目を酷使し、料理家は試食を繰くり返した果てに栄養と健康のバランスを失っていく。野球選手は肩を壊こわし、サッカー選手は膝ひざを壊す。

　何か一つの道を極きわめようとする者は、その道によってその身を削けずり取られる運命にある。

　そうであっても、それが分かっていても、なお己の道を進む覚悟というものが、求道者としての第一前提条件なのかもしれない。

　だというのなら。

「……、」

　学園都市では木き原はら加か群ぐんと名乗り、『グレムリン』ではベルシと名乗っていたその男は、洋上に数多くの船せん舶ぱくの残ざん骸がいを積み上げた『船の墓場サルガツソー』で、黙もく々もくと作業を続けていた。

　今は一一月。冷たい外気に浮き彫りにされるように、海面からは白い靄もやのようなものが立ち上っていた。うっすらとした霧きりにも似た情景に包まれる『船の墓場サルガツソー』だが、そんな中にあってなお、その男の口元に白い息は見当たらない。

　そもそもにおいて、呼吸をしていない。

　薄うすく刺すような冷気を感じ取っているようには見えないし、生物として当たり前の反射や反応を行うようにも見えない。

　死者の軍勢エインヘルヤル。

　生物の活動の根幹にある生命力の代わりに、外部から魔ま力りよくを注ぎ込まれて精密に動き回るだけの、情じよう緒ちよなき物体。

　たった一つの目的のために、彼は『グレムリン』と合流した。

　ある意味において完かん璧ぺきにその目的を果たした結果、木き原はら加か群ぐんは感覚器官のことごとくを摩ま耗もうさせ、何より刺激を受け取る心を失っていた。たとえ心臓が動き、脳が思考を継続しているとはいえ、本質的に彼は『すでに死亡した何か』なのである。

　時計の針のように等速に、機はた織おり機のように精密に、木原加群は作業を進めていく。

　彼の担当は、『船の墓場サルガツソー』に漂ひよう着ちやくした数十数百の船せん舶ぱくの残ざん骸がいに積み込まれた無線機、魚群探知機、航行管制システムなどのコンピュータをケーブルで繫つなぎ、並列演算処理を行えるようにプログラム上の調整なども施ほどこす事にあった。高速・大規模な計算装置は、学園都市から回収した『第二位の抜け殻がら』を取り扱うのに必要なのだ。

『グレムリン』の、もう一つの側面。

　科学サイドの技術の要かなめに、この男は据え置かれている。

『槍やり』の製造に必要な最終準備を、一つ一つこなしていく事。それが何を意味するかを考えるだけの頭を失い、木原加群はただ黙もく々もくとケーブルを繫いで、巨大な演算装置を確立していく。

　おそらく、かつて彼が守りたかった何かをも丸ごと吞のみ込む形になるはずなのに。

　手にした小さな無線機に向かって、木原加群は言う。

「……こちらは完了した。いつでも冷蔵してある臓器を用いて、『第二位の抜け殻』を『槍』の製造機械に組み替えられるぞ」
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　途中で多大な揉もめ事があったものの、上かみ条じよう当とう麻まは当初の予定通り（？）バスを使って学園都市第二三学区へやってきた。

　ちなみに、インデックス、レイヴィニア＝バードウェイ、レッサー、三み毛け猫ねこというパーティメンバーの他に、いつの間にか御み坂さか美み琴ことまでついてきている。

「……お前、日本の義務教育は一体どこへ行った？」

「私はアンタと違って学校から信用されてんのよ。出席日数にも問題はないし、ちょっとくらい欠席したって大だい丈じよう夫ぶでしょ」

「……信用かあ……ないなあ……」

「ちょっと。なんかさっきから遠い目になるの多くない？　疲れてんの？？？」

　上条当麻のタイムスケジュールを詳細に書き記したら労働ナントカ法に引っかかってしまいそうなものだが、生あい憎にくと拳こぶしを握にぎっての殴なぐり合いはそもそも労働として区分されていないのだった。

　第二三学区の国際空港のターミナルビルは、ガラスを多く使った構成で、陽ひの光をたくさん取り込んだ開放的な作りになっていた。流石さすがに平日の、しかも出入りに厳しい制限のある学園都市の空港なので観光客でごった返している、などという事はなかったが、それでも人の往来は決して少なくなかった。

　どこか遠い国の民族衣装のようなものを着た一団。明らかに既製品とは違う、国産のファミリーカーくらいなら買えてしまえそうなオーダーメイドのスーツを纏まとうビジネスマン。付き従っているのは秘書か通訳か。やたらと作業服の人間を多く見かけるのは、学園都市には海路の玄関口が存在しないため、その分も陸路と空路へ割り振っているからだろうか。

「ここまでやってきたけど、これからどうするんだ？」

「何も」

　バードウェイは簡単に答えた。

「さっきも説明した通り、基本的に私達は指示待ち状態だ。超音速旅客機は完全チャーターだから、航空会社の受付カウンターに並ぶ必要はない。金属探知機も、Ｘ線検査も全すべて素通り。搭とう乗じよう員いん用の出入口から滑走路に出て、電動カートに乗って怪物飛行機まで一直線だ。離り陸りく優先順位も最高ランクだから、他の機の出発をいちいち待つ必要もない」

「……信じらんない」

　呟つぶやいたのは、話半分に聞いていた美み琴ことだ。

「学園都市は技術情報の塊かたまりよ。そりゃ、なりふり構っていられなかった第三次世界大戦なんかじゃ通常の手続き無視した離り発はつ着ちやくもあったかもしれないけど、こんな特別待遇を用意したら、独占技術が漏もれ出す格好の『穴』に悪用されるわよ」

「つまり、今も危機は絶賛続行中という訳だ。あの戦争と同じ規模か、あるいはそれ以上の。なりふり構っていられる状況だと思っていたか？」

「ふへー。大変な事です」

　レッサーは完全に他ひ人と事ごとといった調子で割り込んだ。

「でもって、指示待ちって事は基本的に自由時間と考えて良いんですよね？　だったら私、向こうのショッピングモールへ行きたいんですけど。今の内に、免税で買っておきたいものもありますし」

「何を？」

　三み毛け猫ねこを抱えるインデックスが首をひねると、レッサーは即答した。




「そうですね。とりあえず派手な水着を一式」




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　上かみ条じよう当とう麻まは一いつ瞬しゆん、スタングレネードが間近で炸さく裂れつしたかのように、前後の脈みやく絡らくを整理して考える能力を失った。

　何な故ぜだ？

　世界は一一月だ。何をどうしたら水着が必要な場面が出てくるというのだ!?

　混乱する上条の学生服の襟えり首くびを、美琴は無言で摑つかみ取った。

　がっくんがっくんと揺さぶりながら、全力で質問する。

「ねえ!!　アンタの周りにゃ一体どんな時空が展開されてんの!?　なんかブラックホールみたいに世界のルールを桃色にねじ曲げる特殊体質でも持ってんのかアンタは!?」

「おーれーにーっ！　言ーわーれーてーもーこーまーるーっっっ!!」

　上条としては自分の声にドップラー効果がつくのは新鮮な気持ちだが、楽しんでいる場合ではない。三さん半はん規き管かんが完全崩ほう壊かい寸前である。怪物飛行機に乗り込む前から嘔おう吐としてどうするのだ。

「あ・の・ねー。私達は今、利害の関係でイギリス清教だのローマ正教だのと一時的に共きよう闘とうしていますけど、それだって永遠に仲良しこよしができる訳じゃあありません」

　一方のレッサーは肩をすくめてあっさりと言う。

「連合勢力とやらが総そう攻こう撃げきで『グレムリン』との決着をつけたら、彼らの次の敵は？　協力関係を維持していられる間に、目の上のたんこぶを倒せるだけ倒しておきたいと思うのが人情でしょう。……特に、居場所の分かっている『敵』については、行方ゆくえを晦くらましてしまう前に、確実に」

「そういう話か」

　吐はき捨てるようにバードウェイは応じた。

　表情には余裕がある。彼女も彼女で想定していた問題なのだろう。

「そうだな。どのみち、ほとぼりが冷めるまで『世界の裏側』に身を隠すなら、南国のリゾートも悪い話ではなさそうだ」

「あっ、私の旅行プランですよ！　下へ手たについてきて、変なヘマして追っ手をこっちにまで連れてこないでくださいよ!!」

　やいのやいの言いながら免税のショッピングモールへ引きずり込まれていく上かみ条じようご一行。この凶きよう悪あくなメンツで『水着』なんてキーワードが出てきても大体ろくな事にならないのはもう目に見えている（主に嚙かみつきと高圧電流というド級のツッコミ要員による所が大きい）のだが、『じゃあ、いつ連絡が来るか分かんない中、長時間どこで時間を潰つぶす訳？』と質問されてしまうと答えようがないのも事実だった。

　というより、平へい凡ぼんな高校生に国際空港のサービス施設の位置や内容なんて分かるはずがない。

　話題に上ったショッピングモールは三階建ての広大な建物で、全体が吹き抜けになっている。あちこちに貼はり付けてあるポスターを見る限り、この建物だけで一〇〇〇以上の店舗が軒のきを連ねているようだった。……もうぶっちゃけ詳細な見取り図なんてチラリと見た瞬しゆん間かんに軽く眩暈めまいがしそうである。

「……そもそも世の中に一〇〇〇種類もお店のジャンルがあるとは思えない……。一体どんだけ内部で骨肉の争いをしているんだ……？」

　上条の呟つぶやきなど露つゆ知しらず、バードウェイとレッサーは画面をタッチして検けん索さくすると目的の店舗が見つかる案内板を眺めながら、

「刑務所の監房ブロックみたいな見取り図ですね」

「最低限のカメラで施設全域をカバーしようとすると、自然と形が似通うんだろう」

　世間話をしているだけで言葉の端はし々ばしに物ぶつ騒そうなワードが混じるのは彼女達の仕様なんだろうか？　どれだけ清せい楚そな水着を着て南国リゾートに紛まぎれ込んだって一発でバレそうな気がしないでもないのだが……。

「で、どこから回ってみます？　気になるお店の名前とかあります？」

「『布面積五〇％減』」

「別段清楚じゃなかった!?　根本的に紛れるつもりもなさそうだ!!」

「馬ば鹿か者ものめ。遊び倒せばそれでよしの国際リゾートでイモ全開の布の塊かたまりなんぞ身に纏まとってみろ。照りつける太陽よりも悪目立ちするに決まっているだろう」

「い、いやあ、もう一一月に水着なんて手相のナントカ線を直角に折り曲げるような超展開には抵抗する気力はない上かみ条じようさんですが、せめて、その、お店のチョイスくらいはまともな方向にするという所で折り合いをつけんかね？　ほ、ほら、『トロピカルブライトガール』ていう店なんかいかにも……」

「イモ」

「店員さんに謝ろう!!　俺も一いつ緒しよに頭を下げると約束するから!!」

　駄だ目めだ、と上条は真剣に思う。このままでは店名からして（笑）な謎なぞ空間に放り込まれ、じゃーちょっと試着をしてくるかーおっと試着室のカーテンが突然すとーん、からの連打の流れに持っていかれる。そんなのは駄目だ!!　ここにいるのはレイヴィニア＝バードウェイ、レッサー、御み坂さか美み琴こと、そしてインデックス。このド級の四人からフクロにされたらきっと原形は留とどめなくなる!!　そりゃあ上条当とう麻まだって聖人君子ではないので、得え体たいのしれない泉から女神様が現れて『あなたが私に着てほしい水着は布が多い方ですか？　少ない方ですか？』と尋ねられたら、やはり布が少ない方と答える。もしくは素っ裸のあなたが欲しいと！　だが!!　それは、自分の命と引き換えにしてでも手を伸ばすものかと言われればまた違うのだ!!!!!!

（……どっ、どどどどどどう、どうしっ、どうしよう？　そもそも女性向けの水着というジャンルを突き付けられた時点で、俺の言葉はバードウェイやレッサーと比べてパンチが足りない。野郎の論理では押し負ける!?　しかしそれ以外にこの無む茶ちやな流れを切り替えるには一体何が必要だ……っ!?）

「ハッ!?　そうだ、はいはいはいはい!!　上条さんは民主的な多数決を提案したいと思います！　具体的には『布面積五〇％減』と『トロピカルブライトガール』、どちらに行きたいかの!!」

　すると、バードウェイは分かったような顔をして、

「照れるなよ少年。……本当は肌色全開な方向へ邁まい進しんしたいんだけど、自分から堂々と乗っかるのは躊躇ためらわれるって事だろう？　だったら大義名分を与えてやろうじゃないか。な？」

「一八〇度真逆の心遣いを!?」

「ていうか、何だったら私は今ここで意味もなく脱ぎ始めてもまあ構わないと思っているんですが」

「なんという事でしょう！　本当に意味がないなんて!!」

　……何度も何度も申し訳ないのだが、上条当麻個人の内部には女の子の肌色を追い求めるロマン上条は確実に存在する。だが、ここで今この流れに乗ったが最後、良いの悪いのどっちなのでお馴な染じみの、例のミラクル不幸からの大だい惨さん劇げきへ突入するのは目に見えているのだ。

　何としても断ち切る。

　いやあ実は第三次世界大戦よりもこういう時の出血の方が総量は大きかったんですよー、みたいなウルトラ間抜けな辞世の言葉は遺のこしたくはないのだ!!

「（……御み坂さかさん、御坂さんや！　あなたのためでもあるのですよ。ここは上かみ条じようさんに協力しておきなさい）」

「えっ、は？　いや私は関係ないっていうか、別に南の島なんて当分行く予定はないんだし水着店に入ったって買う意味が……」

「（ハイそこで油断をした御坂さんは『事実は小説より奇なり』という言葉を残して絆ばん創そう膏こう三点セット送り、と）」

「過去と現在と未来が全く繫つながっていないけどアンタと一いつ緒しよだと本当にどんな事でも起こりそうだからイヤ!!」

「（……そしてインデックスさん！　『布面積五〇％減』と『トロピカルブライトガール』だったら後者を選びますよね？　ね？）」

「どっちがどっちかサッパリ分からないんだよ」

「だってトロピカルの方が美お味いしそう」

「だね!!　私はとうまに賛成だよ!!」

　今度は論理と解答が繫がっていない!?　と美琴が驚きよう愕がくの声を張り上げたが、もう上条は気にしない。

「ふはははは!!　これで俺を合わせれば三対二。バードウェイ、それにレッサー。お前達の野望は潰ついえたのだーっ!!」

「はぁん？　勝ったと思うのはまだ早い。お前の提案には一つ、抜け穴があるのを忘れてはいないか」

「……まさか、三み毛け猫ねこが前脚を挙げたから三対三、みたいな事は言わないだろうな？」

「それ以前の問題だ」

　ぱちーん、とバードウェイは指を鳴らすと、スカートのポケットから取り出した携帯電話をくるくると回し、

「お前は多数決とは言ったが、参加メンバーがどこからどこまでの合計何人かとは言及しなかった！　つまり『増援』なんぞ電話一本でいくらでもかき集められる！　英国、いや欧州、いやいや世界有数の魔ま術じゆつ結社『明け色の陽ひ射ざし』の人的ネットワークをなめるなよ小僧!!」

「はァあ!?　そ、そんなのが許されるなら俺だって電話を……」

「学校の友人知人にでも頼たよるのか？　それで世界を渡り歩いて根を張り巡らせる『明け色の陽射し』の規模に追い着けるとでも思ったか！　民主主義の多数決とは基本的に数の暴力。そんな土ど俵ひようで魔術結社のボスに勝負を挑いどむとは、随ずい分ぶんと耄もう碌ろくしたものだなあ、ははははは!!」

　カンッペキに悪の親玉モードの笑いでバードウェイは親指で打ったメールを世界へ一斉送信してしまう。

　返信は数秒から十数秒で連続してやってきた。

　その早さだけで、いかに彼女が部下達の手た綱づなを握にぎっているかが窺うかがえる。

　そして画面を覗のぞき込んだバードウェイは見た。




『ＦＲＯＭ・マーク＝スペース

　ＴＯ・レイヴィニア＝バードウェイ

　ＳＵＢ・馬ば鹿かに付き合っている暇ひまはありません、弁わきまえろ

　本文／／』




　まさかの本文空からっぽ、超雑なメールだった。

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「じゃあ多数決を始めまーす。バードウェイ？」

　上かみ条じよう当とう麻まが司会進行を務めたが、何な故ぜかバードウェイは携帯電話の画面を眺めたまま小刻みに震ふるえているばかりで、両者どちらにも手を挙げなかった。

　かくして戦いは終わったのだ。

　上条ご一行様は『布面積五〇％減』から『トロピカルブライトガール』へと針路を変更する。

「……ていうか、そもそも、その水着専門店に上条さんの出番なんてある訳ないんじゃないんですかね？　な、何だったらわたくしめはここで待機という方向でも……」

　さらなる譲じよう歩ほを求めた所で、バードウェイがヤケクソ気味に叫んだ。

「連絡があれば即座にお前を超音速旅客機に詰め込んで世界中にぶっ込むための作戦だと言っているだろう愚おろか者めが！　いざという段になって迷子だ何だでバタバタしないようにするためには、常に一ひと塊かたまりとなって動くのが最適に決まっている!!」

　ずるずるずるずるずるーっっっ!!　と若奥様に引っ張られる掃除機みたいに連れ回される上条なのだった。

　一歩離はなれた所からついていく美み琴こととインデックスは、

「……ねえ。アンタっていっつもこんなムチャクチャなのに付き合ってきた訳？　この圧倒的理り不ふ尽じんに何の疑問も持たなかったの？」

「とうまの大だい連れん鎖さハプニングはこんなものでは済まされないんだよ。具体的にはまだここは三連鎖くらい」

　バードウェイの小さな（そして尋常じゃなくパワフルな）手に引かれてショッピングモール内の通路を歩かされる上条は、あちこちの店舗の入口を覗き込み、そこにある商品へ何気なく目を通していく。

　やはり空港にある免税店なので、お土産みやげとして機能するのが大前提。

　その上で、勝ち組のお洒落しやれさんをメインターゲットに据えているのか、あるいは外からやってきた観光客やビジネスマンにこういう学園都市のイメージを植え付けておきたいのか、ファッション系の店舗がどうしても多くなる。電子機器などを取り扱っている店舗も珍めずらしくないのだが、どうにもデザイン性重視というか、『経済誌が選ぶ今世紀の偉人一〇〇人、そのトップが思い描く理想のＩＴ生活とは!?』なんていう記事に出てきそうな、やたら流線形でスマートで外国人のモデルが見た事もねーよーなカラフルキッチンで今日のオススメレシピとか検けん索さくしてそうな小型機器ばかりが並んでいる。

　……という前提があった上で、上かみ条じようの目についたのは、

「何だ？　やたらと型遅れしているのばっかりじゃねえか」

「外向けの免税店だからでしょ」

　美み琴ことが割り込んできた。

「お土産みやげとして持ち出されるのが分かってるもんだし。学園都市の最新テクノロジーを詰め込んじゃったらそのまま技術流出に繫つながっちゃうじゃない。つまり、ここに並んでいるのは全部『今さら洩もれたって痛手は受けない』程度の技術レベルに抑えられたものばかりのはずよ」

「……あの、それは……俺達、見て回っても何の楽しみもないんでは？」

「ほほう。アンタはあのイギリス生まれのノーブルです紅茶とケーキしか食べませんありがとうございましたみたいな連中のエロ水着をご堪たん能のうするつもりだったが残念だと。そう受け取っても良いのね今の発言はほほーう」

「何でっ、何で今日という日はこんな全体的に面めん倒どう臭くさいのっ!?　上条さんはただ男女比一対四で水着専門店に向かうなんて割と絶望的なアウェーの中で自分なりの小さな目的を見つけて頑張ろうってっ、電子機器とかガジェット系に目を向けて野郎臭い趣しゆ味みの方向に意識を持っていこうと必死に舵かじ取とりをしているのにっ、ただそれだけなのにっ!!」

「わ、私を面倒臭い女って呼ぶな!!」

「わあ！　さらに状況が面倒臭くなってきた!!」

　心の逃げ道がどんどんなくなっていく中、三み毛け猫ねこを抱えるインデックスは上条の隣となりに並んでこんな事を言ってきた。

「私は食べ物が食べられるお店なら何でも良いんだよ」

「お前はついに水着を食べる気か？　それとも携帯電話？」

「あちこちから喫きつ茶さ店てんとかパン屋さんとかの匂においが漂ただよってきているじゃない！　これはカフェモカ、こっちは焼き立てのバターロール!!」

「何だその新スキル!?　嗅きゆう覚かくがすごいのか情報を頭の中で照合する記き憶おく能力の正確さがすごいのか!?」

「二、三〇年の開きがあるなんて言われたって、料理はそんなに違いはないんだよ！　目玉焼きは一〇〇年前から目玉焼きとして完成していたはずだし!!　そんな訳で私はノープロブレム!!　ご飯があれば何でも美お味いしくいただきます!!」

「ほほう。科学の進歩を甘く見ているようね、ギンギラシスター」

「とうま!!　短髪に酷ひどい名前をつけられたんだよ!!」

「アンタのそれは何なんだ!?　ああん!?」

　一いつ瞬しゆんで本筋から脱線しそうになるのを、理性の力で何とか持ち堪こたえる美み琴こと。

「肉の熟成に深く関かかわるイノシン酸の研究もここ数年で随ずい分ぶん進んだからね。過冷却水とか吸熱合金とか使って、これまでなかったパターングラフで生肉冷やして旨うま味み成分をやたらと吐はき出させる熟成法なんかも開発されてるし。今の学園都市でくず肉扱いされてるのって、実は外の世界のレベルに換算すると並よりちょい上くらいなのよね。じゃ、それをＡ５の最高級肉に割り当てたらどうなると思う？」

「とーォうまァァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

「炎吹き荒れるビルの最上階にてラストバトルみたいな大声張り上げたって最高級肉なんて出てきませんの事よ!!　貧びん乏ぼう学生にとっては牛丼大盛りが贅ぜい沢たく品ひんレベルと知りなさい!!」

　などなどの話も出てきたが、基本的に一行の主導権を握にぎっているのはバードウェイとレッサーの二人。

　よって、気がつけば滞とどこおりなく水着専門店へと到着してしまった。

　基本的にショッピングモール内の店舗は一定の最小単位ごとに区切られていて、面積を拡張する場合は最小単位を二ブロック、三ブロック……と借りてから、間にある壁を取り払って広げていく方式らしい。この水着専門店は最も一般的な一ブロックのみ。サイズはせいぜい、ちょっとしたコンビニくらいの面積しかない。

　……のだが、

「おい、ちょっと待て。ホントに俺はここに入らなくちゃ駄だ目めなのか？　なんていうか、言葉に言い表しにくいんだが……『圧』みたいなものが……」

　別に外から見て一目で分かるほどとんでもないものが陳ちん列れつされている訳ではない。周囲と比べてこの一店舗だけが尋常ではなく浮いている訳でもない。

　それは風景の中の一コマでしかない。

　しかし。しかし、だ。上かみ条じようはどうしてもこの店へ牛丼屋のような気軽さで入る事はできない。なんというか、許されない。そんなオーラ、そんな『圧』が確かにある。何というか、それそのものには何の罪もないのだ。これは上条当とう麻まという男子高校生との食い合わせの悪さにこそ原因があるのだ。そう、例えばドラッグストアの棚に生理用品が並べられている風景には何の疑問もない。それをスーツを着たＯＬや女教師が手に取ってレジへ持っていく行為には何の不思議もない。だが。だがなのだ。その生理用品、思春期丸出し男子高校生の上条当麻がレジに持っていくのはどうか？　その組み合わせはありえない。だってもはやそこにはミステリーしかない。そこには何の罪もないはずなのに、レジのお姉さんの所までの距きよ離りには莫ばく大だいな『圧』が、巨大ハリケーンが生み出す向かい風へ全力で立ち向かうが如ごとき圧倒的な『圧』があるはずだ。

　そんな事を思い、チラリと美み琴ことの方を見てみれば、

「なーんで一一月にもなって水着なんて見なくちゃいけないのよ……。ま、冬休みには南半球で新年を迎えるって選せん択たく肢しもあるかもしれないけど」

　呆あきれはしているものの、割とすんなり入口へ吸い込まれていった。

　どういう事だい？　とインデックスの方を見てみれば、

「なんか甘い匂においがするんだよ。スフィンクス、これはもしやフルーツ天国の予感かも！」

　もう水着とか関係なしに入口へ飛び込んで行ってしまった。

　そして上かみ条じようは悟った。

「分かった、これはあれだな！　女子更衣室とかにあるピンクのタイルバリヤーが働いているんだな!!　くそおーっ、これでは残念だが手も足も出ない!!」

「……何で女子更衣室がピンクのタイルなのを知っているんだ。ほら面めん倒どう臭くさくなっていないでさっさと中に入るぞー」

「ま、玄人くろうと向けからパンピー向けに移ったんですから大した期待はしていませんが。でも、せめてスリングショットくらいないとＳＮＳである事ない事書き込んでやりますが」

　しかし一方で、向かう先を『布面積五〇％減』から『トロピカルブライトガール』へ変更したのは事実なのだ。誰だれが何を選んでも最終的に上条の頭部が損そん壊かいする、といった地じ獄ごく的てきな展開には結びつかないはず。そこは保証されているのだ！

　……と信じたいのだが、店舗の前で、さっきから何な故ぜか何か悪お寒かんのようなものが止まらないのが気になる上条。

　人間レッカー車バードウェイの手によって、上条は恐るべき『圧』に苛さいなまれながらも店舗の中へと引きずり込まれていく。

　店内は棚の代わりにステンレス製のレールのようなものが何本も渡してある。そのレール一本につき一〇〇個以上の特殊なハンガーが掛けてあり、大量の水着が生いけ垣がきのように店内の空間を区切ってしまっていた。

　ちなみに壁や天てん井じようは基本的に大だい理り石せき調で、四方の壁には窓もないのに分厚いカーテンが引いてあった。床についてはチェス盤ばんのような白黒の市いち松まつ模様になっている。らぐじゅありーな感じを出したいのかもしれないが、照明がかなり強いのでどこか上映終了後の映画館みたいな白々しい雰ふん囲い気きが出てしまっている。間接照明だらけにしてしまえばこの欠点は補えたと思うのだが、そうすると商品の色合いとかが分かりにくいと判断したのだろう。……やはり間違いではなかった。このお店はお客様最優先で取り組んでいるはずだ。

「ほほう。とりあえずマイクロビキニは各種揃そろえているようですね。ほほう！　これは肌に直接貼はり付けられるシリコン素材を駆使した夢のリボン水着ですか!?　……さては能ある鷹たかが爪つめを隠した匠たくみがいるな。こいつは久々に楽しめそうですねえぐはははははは!!」

「噓うそだ!!　だってまともな水着店に変更したって、上かみ条じようさんと約束したじゃない！　これでまともって事はここから布面積を五〇％削けずっていたらどうなっていたんだ!?」

　無む暗やみにテンションの上がるレッサーを見て軽く頭を抱える上条に、横からバードウェイが口を挟はさんできた。その手には商品見本のハンガーがある。

「おい上条当とう麻ま。牛柄のスリングショットを見つけたんだが水着にこういう動物的な象徴性を足すのは流石さすがにあざとすぎるだろうか男側の目線からもしもこれを着た私を見たらどう思う？」

「ええと、自じ虐ぎやくネタ？」

　素直な感想を述べた所、大変ありがたい膝ひざ蹴げりを股こ間かんに頂ちよう戴だいしてのた打ち回る上条。商品見本を固定するハンガーをステンレス製レールへ投げつけるように戻し、再び水着の選定へ戻っていくバードウェイに下げ僕ぼくへの気遣いの心はなさそうだった。

「ねえ。ちょっと、ねえってば」

「待て御み坂さか。今、俺は真剣にピョンピョンしている。女子中学生のお前にとっては冗談で飛び跳ねているように見えるかもしれないが、ここは戦線復帰できるか否いなかの瀬せ戸と際ぎわなんだ。しばし集中させろ。……これは一度『ゾーン』に入る必要があるな」

「？」

　眉まゆをひそめて首を傾かしげる美み琴ことの前で二度三度とその場で垂直へ跳び、何とかステータス異常から回復して事なきを得る上条。

　ホッと安あん堵どの息を吐はく上条の心境を最後まで理解できないままの美琴だった。

「私、向こうで水着見てくるから」

「何な故ぜなのか!?　お前は日本を追われる理由でもあるのか!!」

　そもそも、バードウェイやレッサー達がこの一一月に水着を求めている理由は、イギリス清教などからの追つい撃げきを交わすため、世界の裏側の南国に身を隠す準備をしているからだ。インデックスや美琴に関係のある話ではない。雰ふん囲い気きに当てられて本質を見失ってはならぬなのだった。

「いやよくよく考えてみるとレジャー関係の第六学区に新しい室内プールができていたような……？　ママも美容の秘ひ訣けつは水泳にありとか言っていたし、良いきっかけではあったりするのよね。とりあえず水着買っちゃえば、面めん倒どう臭くさがりが出る前に屋内プールへ足を運んでみようと思うはずだし」

「な、何もこんなカオティックな所で軽々しく判断しなくても、後日スポーツ用品店とかでご購入した方が安心で安全なのではないかなーとか……」

「後日なんて言ってたら、それこそ面倒臭がりが顔を出すわよ。なに、あっちのコーナーはまともな水着が揃そろっているみたいだし、適当に見み繕つくろってくる」

　あと、と美み琴ことは付け足すように、

「……選んでいるところ覗のぞいたらコロスから。いやこれ冗談じゃなくて」

「だいじょぶだいじょぶ。いちいち注意されなくたって、大体、お前が何かしでかすと俺は死にかけるから……」

　適当に流そうとしたら一〇億ボルトの雷らい撃げきの槍やりがすっ飛んできた。

『ふしぎなみぎて』がなければ今ので死んでいたかもしれない。

「何さ怖いわねーっ!!　上かみ条じようさんに何の恨うらみがあるっていうんだーっ!?」

「言われて気にするくらいしろっ。ふん」

　言うだけ言うと、彼女はさっさと店内の別のコーナーへと向かってしまう。

　残っているのは上条とインデックスだ。

「どんな場所に放り込まれても変わらぬインデックスさんに安心している上条さんですよ？」

「うあー……この寒いのに水着なんて全く興味が出ないんだよ……。とうま、それより美お味いしいパンとケーキと紅茶とぜんざいと抹まつ茶ちやとコーヒーとホットドッグにはいつありつけるの？」

「ジャンルがたくさん被かぶってる。カフェインと砂糖と炭水化物が多過ぎ!!　何を考えたらそんな組み合わせになるんだ!?」

「だって全すべての匂においが漂ただよってくるんだからこれはもう仕方がないんだよ!!」

「『これ』と『もう』が具体的に何を指しているのか俺には見えない!!　こ、こいつ、この野郎、まさか魚市場に連れて行ったら壊かい滅めつ的てき被害をもたらす人なのか!?」

「ふふふ、それは伝説のツキジシジョーってヤツの事だねとうま？　そんなのぺろりとやっちゃうに決まっているでしょ！　むしろ、一体いつになったら連れて行ってくれるの!?　私は現代に蘇よみがえった竜りゆう宮ぐう城じよう、無数の魚ぎよ介かい類るいが織りなす夢の国に興きよう味み津しん々しんなんだよ!!」

　……どうやら助けた亀かめがインデックスを竜宮城に連れて行っても壊滅的被害が発生するらしい。というか、歓待してくれる乙おと姫ひめ達を『ビーフオアフィッシュ、その片方』としか見ていない辺り、鬼おにヶが島しまへ乗り込んだ桃もも太た郎ろうよりも容よう赦しやがなさすぎる。

『哀かなしいかな、これが弱肉強食なのだよ』とインデックスの腕の中でふてぶてしい顔を見せている三み毛け猫ねこからの支援もなさそうだ。

　そんな事をやっていると、美琴が上条達の方へと戻ってきた。

　その手に、商品見本の取り付けられたハンガーを持っている。

「決めたから買ってくる。……見ないでよ」

「何なの？　熱湯風ぶ呂ろを前にしたお笑い芸人なの？　むしろ喰くいついてほしいんじゃぷるハァ!?」

　素そ朴ぼくな疑問に対していちいち『雷撃の槍』を放つ美琴。

　どうも少女＋新作水着の組み合わせを見て、黄金の四〇代＋鉄板のシチュエーションをイメージされたのが死ぬほど悔くやしいようだが、そういう機微に気づくような上条当とう麻まではない。

　ちなみに美み琴ことが選んだのは、競泳水着から若じやつ干かん流線のラインを意識したようなデザインの、スポーティなワンピースの水着だった。上かみ条じようの想像力が貧困なのかもしれないが、ハンガーにかかっているものを見る限り、特に露ろ出しゆつなどが派手なようには思えない。

　そして少年は総評した。

「……別に隠すようなものじゃなくね？」

「なっ!?　見るなと言っているのに!!」

「学校の水着とあんまり変わらない気がする」

「馬ば鹿かたれ、全然違うわ!!　アンタ、ファッション誌を見ても『みんな同じ服に見える』とか言う人種じゃないでしょうね!?　ほら、こことか、こことか、ぜんっぜん違う!!」

　びっびっ!!　と美琴は顔を真っ赤にし、ハンガーにある水着のあちこちを指差して熱弁する。

　自分のセンスを疑われた事で頭に血が上っているようだが、おかげで選んだ水着を見るなという前提条件がすっぽ抜けたらしい。

　上条が首を傾かしげれば傾げるほど、解説席の御み坂さか美琴さん（一四）は身振り手振りを交えたパフォーマンスを高速化させていく。

　その時だった。




　べろり、と。

　美琴が手にしていた水着の下乳の辺りから下腹部ギリギリまで布がいきなりめくれて取れた。




　なんと驚おどろきの着脱式、防御力八五％ダウン。

　目まの当たりにした上条は、静かに両手で顔を覆おおってうずくまった。

　呻うめきのような低い声を放つ。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ついに御坂も壊こわれた」

「ちっ、ちがっ、馬鹿!!　私はこんな仕掛けは知らなかったわよ!!」

「そしてバチバチ鳴り始めたぞーっ!!　せ、世紀末はここから始まってしまうのか。いや、今ならまだ間に合う！　バードウェイやレッサー達に飛び火する前に、御坂一人をやっつけてしまえば絶望的戦況だけは回かい避ひできるはず!!」

「やっつけるって何よやっつけるって!?」

「うーい御坂ちゃん。はいはいテキトーに頰ほお赤らめたら予定が変わって買う事なくなっちゃった水着は戻しておいてねー」

「やっつけ仕事の事だった!?」

　工事現場で交通整理をする時給九〇〇円くらいの人みたいな適当な身振り手振りの誘ゆう導どうに背中を押されるままに、美み琴ことは元の所へと引き返していく。言いたい事は色々あるらしいが、あの水着に固執していると誤解されるのは何としても避さけたいようだった。
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　今回は上う手まくいった。

　しかし、そう何度も奇き麗れいに受け流す事はできない。

　上かみ条じよう当とう麻まは柳やなぎの枝のような動きを会え得とくしたブドウマスターではないのだ。

　そして一〇億ボルトとか音速の三倍で飛んでくる金属とか、そういうのが一発でも直ちよく撃げきしたら冗談抜きでお陀だ仏ぶつの危険性が伴ともなう。きゃーえっちーどかーん、は科学にしても魔ま術じゆつにしても基本的に突発的かつ反射的に振るわれるため、手心や手加減は一切ない。元が高火力の子と組み合わせるのは複数の洗剤よりもデンジャラスなのだった。

（……可能な限り大人しくしていよう。地じ蔵ぞうモードオン！）

　店舗の外に出ようとするとバードウェイ達の注目を集めるかもしれない。かと言って、ここで嬉き々き爛らん々らんとして派手派手水着を選ぶ手伝いをし、しかるのち、あらぬ誤解によるはぷにんぐなど死んでも発生させたくない。させてたまるか。この場に居合わせるのはインデックス、御み坂さか美琴、レイヴィニア＝バードウェイ、レッサー、＋三み毛けにゃんこ。高火力過ぎる。羞しゆう恥ち心しんに起因する反射的かつ衝しよう動どう的てきな一撃（被験者・上条当麻）の限度値を明らかに上回っている。傍はたから見れば日々のアルバムに彩いろどりを加える程度に思えるかもしれない事で、比ひ喩ゆ表現抜きに全身をバラバラにされかねないような事態には陥おちいりたくはないのだ。

（無の心。上かみ条じようさん、ここは無の心で乗り切るのですよ。……差し当たって、一番に危険な場所から遠ざかっておこう。具体的には壁一列に並んでいる試着室。あそこに近づいて何か俺の人生がプラスになる場面を想像できない）

　五感では捉とらえがたいが確実に存在する負のオーラを発している一角から距きよ離りを置くように、上条はそそくさと正反対の壁へと向かう。

　どういう意図なのか、壁かべ際ぎわの分厚いカーテンの近くには、背もたれのない椅い子すがいくつか置いてあった。

　そこに腰掛け、何も起きない事に上条はほっと安あん堵どの息を吐はき、そして本格的な地蔵モードに突入して体感的な『未来へのタイムトラベルじかんのむだづかい』を実行しようとしたところで、

「（……青春とはいつ何なん時どき襲おそいかかるか分からぬ野や獣じゆうの如ごときものなり）」

　ハッ!?　と突然聞こえた少女の声に上条が自みずからに張った地蔵フィールドを内側から破ろうとした時には、すでに事態は動いていた。

　首根っこを摑つかまれ、そのまま真後ろへと勢い良く体を引っ張られる。

　そして上条当とう麻まの体が店舗にある全すべての防犯カメラの記録可能範囲から突とつ如じよとして完かん璧ぺきに消失した。

「な、なにィーッ!?　背後には間違いなく壁しかなかったはず。お、俺は、一体何がどういう理屈でこんな結果になったのか、攻こう撃げきを受けた後になってもサッパリ説明できねえ。や、ヤツはまさか！　ユークリッド幾き何か学がくを無視した、亜空間を自在に操るチカラでも持っているっていうのかァァァ───……ッッッ!?」

「ほらほら騒さわぐと装飾用のカーテンの裏に隠れているのがみんなにバレちゃいますよ」

　レッサーだった。

　何な故ぜか彼女はカーテンの裏側に隠れ潜ひそみ、ネコ科の動物が獲物をいたぶるような目で尻しり餅もちをついている上条を見下ろしていた。

「いやぁ！　行動の基き盤ばんとなるべき理論が見えない!!　上条さんをこんな所に引きずり込んで何をどうしようって言うのよーっ!!」

「何って、百戦錬れん磨まのあなたに並のアプローチなんかしたって絶対に途中で邪じや魔まが入るに決まっているでしょう。……あなたという稀き少しような人材を有効に使うのは私達『新たなる光Ｎ∴Ｌ∴』だっつーのに、籠ろう絡らく作戦が終わる前に『明け色の陽ひ射ざし』なんて大物が動き回っているのを見て黙だまっていられるかってんです」

「？？？」

「何より、妨ぼう害がい工作にはおあつらえ向きな連中が勢せい揃ぞろいしているみたいな雰ふん囲い気きでしたし。定番の試着室をガッツリ警戒されている以上、私としてもトリッキーな手に出ざるを得なかった訳です」

「百戦錬れん磨まって何!?　この奇妙な意見の食い違いは何かとてつもないトラブルに繫つながる嫌いやな予感がする……。れ、レッサーさん！　ここは一度、冷静に双方の考えを口に出して情報整理をですね……っ!!」

「うるせえ流れに乗らねえと私が素っ裸になってあなたを素っ裸にしますよ」

「前人未到の玉ぎよく砕さい戦術がここに!?」

「ふはは試着室以外のゾーンでいたいけな乙女おとめが全裸になっている所を見て地球人口六〇億人は状況をどう判断するでしょうねえ？」

「よ、要求は何だ」

「どじゃーん！　貴様には私が着る水着を選んでもらおうかーっ!!」

　いつの間にか、レッサーの両手にはそれぞれ、水着の商品見本を掛けたハンガーが一つずつあった。

「さあ上かみ条じよう当とう麻ま。あなたが落としたのはこのエロい黒のワイヤードビキニですか？　それともこのエロい白のスケルトンワンピですか？」

「用語が専門過ぎて判断材料にならない挙げ句、何を選んでもろくでもない結末にしかならない気がする……っ!!」

「あ、ちなみに正直者には素す敵てきなプレゼントという第三の選せん択たく肢しもありますよ？」

「タイムリミット宣言にしか聞こえない!!」

　目隠し状態で精密な時限爆弾の解除を命じられたが如ごとく及および腰ごしなチキン野郎上条の態度を見て、レッサーはやや失望したようなため息をつく。

「ええと、ワイヤードビキニというのは見れば分かる通り、基本的にはワイヤーしかないビキニです。三角形の部分もワイヤーの外枠のみ。ただそれだと見えちゃいけない所が見えてしまうので、三角形の枠に対して正反対となる逆三角形の布を当てて、ピンポイントで局部を隠している訳ですが」

「もはや凶きよう器きですね！　分かります!!」

「でもって、スケルトンワンピというのは読んで字の如く、基本的にはごくごくフツーのワンピース型の水着です。日本の学校なんかで採用されている女子生徒用のと大して変わりません」

「ホッ……。一応まともな選択肢もあったのね。ならそれで」

「ただし水に濡ぬれると全部透すける仕様ですが」

「無意味!!　圧倒的に無意味!!」

「ああもちろん局部だけは内側に別の布を当てていますよ？　まあ絆ばん創そう膏こうくらいの面積ですが。見た目には布を当てているというより、たまたま気泡が入ってそこだけ肌が貼はり付かなかった、という風に解釈されると思いますけど」

　何にしてもヌーディストビーチでもない限りライフセーバーの皆さんに鋭するどく笛を吹かれそうな装備である。ＲＰＧだったら変な呪のろいとかついてそう。

　上かみ条じようは体育座りになって、自分の膝ひざで顔を隠しながら、呻うめくように本音を吐と露ろする。

「……分かるかいレッサー？　こんな小さな島国に暮らしているとね、たまに世界の常識とかが見えなくなる時があるの」

「なに言っているんですか、これって時代の先行く学園都市でないと通用しない特殊用語ですよ？　多分、外にある一般のネットで検けん索さくしたってこんな名前じゃ何にも引っ掛からないと思いますし」

「学園都市の方針が一気に何にも分からなくなっちゃった!!　あと二、三〇年後にはこれが世界の標準スタイルになるとでも言うのかァァァ───っ!?」

「ちなみにスケルトンワンピを着てから上にワイヤードビキニを装着すると、それはそれで全く違う味が出てくる訳ですが。むふう、まさにエロ水着のカクテルやー的な」

「時間切れの代だい償しようはそれか……っ!!」

　そこでどこぞの食通みたいなコメントが自然とこぼれるようになったら、きっと人生のレールが面おも白しろおかしい方向へと大きく切り替わってしまいそうな気がする。

　右手にあるは黒のワイヤードビキニ。

　左手にあるは白のスケルトンワンピ。

「さあ、あなたはどうします？」

　ミニスカートの内側から、矢印状の尻尾しつぽにも似た霊れい装そうをにょろりと伸ばしながら、レッサーは契約を迫せまる小こ悪あく魔まのような顔で問いかける。

「さあ!!」
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　霧きりのような湯気に覆おおわれた、寒空の下。

　膨ぼう大だいな量の船の残ざん骸がいを積み上げて作った『グレムリン』の本ほん拠きよ地ち、『船の墓場サルガツソー』の中を、雷神トールは歩いていた。

　厳密には、そういう風に変装したオッレルスが。

（……さて）

　流石さすがに、ＧＰＳサービスのついた携帯電話を持ち込めるほど間抜けな環境ではない。

　手っ取り早く『船の墓場サルガツソー』の位置を調べるためには、星や太陽の配置を調べるのが近道だろう。

　だが一方で、ここは魔ま神じんオティヌスの息がかかった拠点だ。しかも今は『槍やり』の製造のため、持てる力と技術を全すべて結集させている。神経を研といで少しでも不純物を取り除こうとしている最中に、オッレルスが『グレムリン』の動きと全く関係ない魔ま術じゆつをいきなり使ったら、確実に目くじらを立てられる。

　たとえオッレルスでも、この状況で取り囲まれれば命はない。

　というより、根本的に彼一人では『魔ま神じん』には勝てない。

（何か馬ば鹿かデカいトラブルを起こして、その陰に隠れるように探査用の魔ま術じゆつをこっそり使う方法もあるにはあるが……今回は駄だ目めだな。小細工の数は少ない方が良い。派手な動きをするための準備を、オティヌスに感知される可能性が高い）

　オッレルスはその絶大な力から、こうした搦からめ手を得意とする印象はないかもしれない。

　が、彼はイギリス清教やローマ正教といった世界的勢力と衝しよう突とつする事なく、隠者のように捜そう索さく網もうをかいくぐる事で平へい穏おんな生活を続けてきた。『莫ばく大だいな力を抱えながら』という冠かんむりがつくため、下へ手たな諜ちよう報ほう・工作活動専門の人間よりよほど隠おん密みつ活動には実績があるのだ。

（となると、セオリー通りに行くしかないか）

『船の墓場サルガツソー』には小型のボートから軍用艦かんの錆さびた残ざん骸がいまで色んな物が積み上げられているが、『グレムリン』のメンバーが好んで使用しているのは、途中から輪切りにされたような豪華客船だった。イカれた魔術師であっても、洞どう窟くつよりは高級ホテルのような客室の方が居心地は良いらしい。

　梯はし子ごを横に倒したような即席の細い橋を渡り、客船の内部へと足を踏ふみ入れる。

「マリアン」

「あん？　何よトール」

　得え体たいのしれない……何やら赤色やら肌色やらがいっぱいな機材を両手で抱えた褐かつ色しよくの少女が、こちらを振り返って眉まゆをひそめる。

「こっちはこれから忙しくなるから用事は頼たのまれないよ。そもそもアンタ、『船の墓場サルガツソー』外周の警備はどうした訳？」

「本チャンを始める前に最後の確認をしておきてえんだよ。俺の出力は知ってんだろ。『投擲の槌ミヨルニル』が使えねえ以上は、雷神じゃなくて万能のトールさんの出番になっちまう。問答無用の制限なしで暴れた結果、『槍やり』の製造に支障が出ましたじゃ話にならねえ。俺だって何度もオティヌスの野郎に腕をスパスパ切り落とされたくはねえしな」

「そりゃお互い大変な事で。私もここでミスったらお役御免になるかもなあ。アンタのせいで首を落とされるなんてのは勘かん弁べん願いたいね」

「魔術的記号の重複、競合さえなけりゃ滅めつ多たな事は起こらねえだろうさ。『神殿』組む時どの方角から力を呼び込む？　科学関係はベルシの野郎に聞くとして、後ヤバそうなのは炉ろの辺りか？」

「待て待て、右のポケットに手帳がある。そっち見て」

　結局の所、不正で余計な行動を取れない時は、正規の行動に張り付くのが一番だ。大規模な儀ぎ式しきを行うためには星の運行や地脈・龍りゆう脈みやくなどの影えい響きようも考こう慮りよしなければならないため、一通り地形や座標についても調べなくてはならない。

　探査の魔ま術じゆつを使えない状況なら、元々あるデータを手に入れれば良い。

　魔ま神じんオティヌスに勘かん付づかれずに情報を集められる。

　容易には閲えつ覧らん不能な『グレムリン』の機密が殴なぐり書きされた手帳に触ふれたオッレルスは、心の中だけで静かに思う。

（……敵味方の線引きが苛か烈れつな人格、だったか。一度、味方側と認識されればこんなものなんだな）

「……ふうん」

　パラパラと手帳を均等にめくっていき、目的のデータ……つまり事前にマリアン自身の手で計測した星や太陽の情報の書き込まれたページでも手を止めずにそのまま流して、全情報に目を通していく。一点に注目していると知られてはならない。

「了解了解。大体の事は分かったよ。これなら心配する必要はなさそうだ」

「そうかい、そりゃ結構」

「それと一応確認。モックルカールヴィはフレイヤの領分だけどよ、ヤツは粘土で作られた山みてえな巨体だ。文字通り、立っている場所に山があるように周辺の地脈や龍りゆう脈みやくが随ずい時じ変動するように振る舞っちまう。実際に『槍やり』の製造に入ったら、ヤツの立ち位置には常に気を配れよ」

「分かってるって。それよりアレの核の方が気になるんだよね。『皿の上の心臓』ってヤツ。あんな剝むき出しでもきちんと脈動しちゃってさ。あれ見てると涎よだれが出てきそう」

「全部終わったらフレイヤに譲ゆずってもらえば？」

　肩をすくめて言ったら、『そうする』と馬ば鹿か正直な答えが返ってきた。やはりこの褐かつ色しよくの少女の感性は他とかなり違うようだった。

　マリアン＝スリンゲナイヤーと分かれて通路を進む。

（……さて、後は手に入れたデータを流す方法が必要か。こちらもまた、余計な魔術を使うとオティヌスに察知される状況では扱いにくい。何か誤ご魔ま化かす方法は……）

　と、そこで考えを中断し、オッレルスはさりげなく通路の角を曲がった。

　直線通路の奥から時計の秒針のような歩幅で現れた、ベルシを発見したからだ。

　あれはまずい。

　単純な人間とも、単純な霊れい装そうとも違う。……生命体なら生命体の、無機物なら無機物の、誤魔化すための方法はいくつもあるのだが、区分の曖あい昧まいなヤツとは極きよく力りよく顔を合わせたくはなかった。もちろん、それを徹てつ底ていするあまり周囲から浮いてしまっては元も子もない訳だが。

（正規のラインを利用して誤魔化す……）

　オッレルスはわずかに考え、

（なら、先ほど話に出てきた『皿の上の心臓』を使わせてもらうか。モックルカールヴィの山のような巨体の原動力は、ここ『船の墓場サルガツソー』に安置されている『心臓』だ。遠えん隔かく操作をするための仕組みがある。そのラインをちょっと借りて、イギリス清教の『窓口』に通信を飛ばしてみても良いだろう）




　　　　３




　ニューヨーク、国連本部ビル。

　いくつもある小会議室の一つ、蛍光灯の光で満たされたその空間には、直接的に国を束ねるか、あるいは陽ひの光の当たらない所から支えるなり、宗教的な象徴となり民衆の精神的支柱として君臨する者達が集まっていた。

　アメリカ。

　イギリス。

　バチカン市国。

　ロシア。

　フランス。

「つまり」

　大統領補佐官、ローズライン＝クラックハルトは確認を取るようにそう告げた。

　当然と言えば当然だが、彼女は大人の女性なので、相手によって話し言葉を変える。他国の首しゆ脳のう陣じん相手にドＳモードで上から踏ふみ潰つぶすほど常識知らずではない。

「『グレムリン』なる非合法勢力は、七つの海のどこかにある『船の墓場サルガツソー』と呼ばれる隠れ家に潜ひそみ、『槍やり』と呼ばれる何かしらの大量破は壊かい兵器の開発を進めている。彼らはその使用を躊躇ためらうつもりはなく、完成と同時に対外交こう渉しよう抜きでいきなり攻こう撃げきを行う危険性が高い、と。……これまでの議論は、このように情報をまとめさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　わざわざそう繰くり返したのには訳がある。

　……イギリスだのロシアだのの言い分の中に、どうにも理解不能な単語が多数混じっていたからだ。魔ま術じゆつ、魔力、術式、霊れい装そう、地脈、龍りゆう脈みやく、魔ま神じん。『黒小人ドヴエルグ』に『全体論超能力者』に『主神の槍グングニル』。率直に言って、アメリカ合衆国は新教プロテスタントを始め、様々な宗教が信仰の自由を確約された宗教国家としての側面もあるにはあるのだが、そんなローズラインでも、目の前で大おお真ま面じ目めな顔をして交わされる議論が、絵本の中の世界を哲学で分析しているような、どこかとても遠くにあるもののように聞こえてしまうのだ。

　第三次世界大戦。

　そしてハワイ諸島、バゲージシティ。

　彼らアメリカの良く知る『軍産複合体の陰いん謀ぼう』だけでは到底説明のできない巨大戦力が、現実問題として世界の歴史に介入しているらしき痕こん跡せきは、ローズラインも良く知っている。一度は直接的に巻き込まれた事もある。

　しかし、そうしてなお。

　思い返すたびに、その現実味が失われていくのだ。まるで、自分の記き憶おくの方が間違っていて、『それ』を忘れる事の方が正しい状態なのではないか、と思ってしまうほどに。

　危機感を維持できない。

　あまりにも風化が早すぎる。

　具体的な対策を講じる前に、何もかもがうやむやにされて、『歴史』の闇やみへと消えていく。日々の雑事に趣しゆ味みの時間が奪われていくかのように、『世界の警察』としての優先政策課題になってもおかしくないはずの凶きよう事じが『時間』の中に溶けていく。

　あるいは。

　直接的な暴力よりも、こちらの方がよほど恐ろしいのかも……しれない。

　だから、自分達の言葉に置き換える。

『軍産複合体の陰いん謀ぼう』の中で説明を終えられる形にする事で、何とか現象を自分の頭の中にある常識から漏もれ出さないように留意する。

　さもなければ、漏れ出た所から次々と情報がロストしていきそうな気がしたからだ。

「概おおむね、間違ってはいないな」

　軽い調子で言ったのは、英国王室のトップ。女王エリザードだ。

「『グレムリン』の中に投じてある間かん者じやからの情報だ。かなり腕が立つ。……正直、我々でも御ぎよしきれないほどにな。その上で重要なのは、『船の墓場サルガツソー』で行われている『槍やり』の製造だ。率直に言おう。かなりヤバい。放置しておけば、半日もしない内に完成してしまう。そうなったら……六〇億人に勝ち目はないだろうな」

「……良く分からねえんだが」

　と、これは合衆国大統領のロベルト＝カッツェ。

「その『槍』ってのは、核兵器みてえなもんをイメージすりゃ良いのか？」

「一発の核兵器で、六〇億人を隅々までくまなく殺し尽つくせるか？　できなければ、それ以上の新兵器とでも解釈しておいてくれ。超新星爆発ミサイルでもブラックホール砲弾でも何でも良いが、ヤツはその夢物語を片っ端ぱしから実現できる力を手に入れる事になる」

「あまりにも取り扱うものが大きすぎるため、実感が追い着かないかもしれませんが」

　ロシア成教のトップ、総大主教の少年が付け足すように言う。

　割り込むように、とならないのは、やはり精神的活動に重きを置く宗教関係者の重じゆう鎮ちんだからか。

「オティヌスなる者が『魔ま神じん』として完成すれば、そこまでの力を個人の裁量で振るわれる世界がやってきます。彼女が気に入った人間は巨万の富を手に入れ、彼女の癇かんに障さわった人間はそれだけで虐ぎやく殺さつされる。……そもそも、『グレムリン』の最終目標がどこにあるのかも分からない状態ですが、何にせよ、個人の思想が世界を覆おおう時代がやってくるでしょう。そこから少しでも外れれば、それだけで広場に首を晒さらされるような時代が」

「莫ばく大だいな力は永遠に残るが、個人の思想はいつまで形を保つか分かったものではない」

　こちらはローマ正教の教皇だった。

　第三次世界大戦の渦中で代替わりがあり、今はペテロ＝ヨグディスという老人が就いていた。

「最初は理想論の実現から始まるかもしれない。一時的に悪は一掃され、人々のわだかまりは解け、化石資源の残量や環境破は壊かいなどの惑星的問題も奇跡のように解決されるかもしれない。……だが、それはいつまで保てる？　五年後、一〇年後、五〇年後、一〇〇年後。どこかで一点でも歯車がズレれば、そこから個人的享きよう楽らくと大だい虐ぎやく殺さつの時代が永遠に続く可能性も否定できない。教義なき個の精神とは、意志の強弱に拘かかわらずブレやすいようにできているものだ。普通であれば、それは大多数の外的要因によって軌道修正されるようにできているはずなのだがな」

「そして、仮に力持つ者の方針がねじれた場合、誰だれにも『魔ま神じん』を諫いさめる事はできない、と。純真無む垢くな幼おさな子ごに世界の決定権を渡した所で、世界が純真無垢に回るとは限らない、という話ですね」

　妙に顔色の悪い金髪の女が後を引き継ぐ。

　フランスの地下深く……それも文字通りの大深度地下に長い間幽ゆう閉へいされながらも、常に重要政策決定の要かなめとして機能していた女性だ。

「だから、『手の付けられない赤ん坊』が決定的に肥ひ大だいする前に、止められる内に止めなくてはならない。どこかの誰かがな」

　英国女王クイーンレグナントエリザードがサラリとした調子で言う。

「重要なのは『船の墓場サルガツソー』の位置だ。猶ゆう予よは半日とはいえ、未いまだ『グレムリン』達は『槍やり』の製造を終わらせていない。つまり、ここが最後のチャンス。『魔神』の力を制御するために使われる、専門の霊れい装そう。……作業はとてもデリケートなものになるはず。世界中の力を結集して『船の墓場サルガツソー』を叩たたけば、その震しん動どうで『槍』の製造を失敗に追い込む事だって十分に可能だろう」

『魔神』そのものを倒せる、とはエリザードは言わなかった。

　対魔ま術じゆつ師しのエキスパートは、だからこそ、そこまで楽観論を展開させる事はできない。

「……それをどうやって探すっつーんだ？」

　大統領ロベルト＝カッツェは、あくまでも軽く尋ねる。

「魔術ってのの詳しい仕組みはどうにも頭に入ってこねえが、ようは、普通の衛星や無人偵察機のカメラには引っかからねえようにできてんだろ？　魔術師……とかいう、人の手だけが頼たより。それで、地球の隅々までどう探す。七つの海は、地表の七割を占めるほどに広大だ。地球をぐるっと一周すると何万メートルあると思う？　その全すべてを、たった一二時間でくまなく調べるのは流石さすがに不可能だぜ」

「手はない事はない」

　エリザードに即答されて、面食らったのは補佐官のローズラインだった。

　女王は気にせず続ける。

「地表の七〇％とやらをおよそ一〇〇〇のブロックに切り分け、そのブロック一つにつき五人ずつ魔ま術じゆつ師しを送り込んでいる。魔術大国イギリスなら人員調達はそう難しい事じゃない。地球全土をくまなく覆おおい尽つくす探査魔術なんていうのは困難を極きわめるが、限定された領域を調べるありふれた術式でもって、数で覆い尽くすのなら実現は可能だ。これも、『国家的』と呼ばれる規模の強みだな」

　逆に言えば、彼らイギリス側は必要とあらば地球全土にくまなく魔術師とかいう人種を人知れず派遣できる秘密の交通網もうを構築している事を明かしていた。これは外交・防衛上かなり大きな意味を持つ発言だ。

　しかし、当のエリザードは大して気にしている様子もなく、

「ん？　えげつなさで言ったらローマ正教の方がはるかに上だぞ。何しろ信徒は二〇億人。世界最大宗派。最低でもその全員の首には十字架があり、さらに彼らの身近な信仰的象徴として多数の教会やら聖堂やらが世界中に乱立している。……もしも、それらを一手に束ねて利用する大規模魔術があるとしたら？　最近流は行やりのＳＮＳやら通販会社やらのビッグデータ陰いん謀ぼう論ろんなどより、よっぽど莫ばく大だいな情報資源が眠っているとは思わないか」

「……いくつか心当たりはあるが、あれらは『神の右席』壊かい滅めつ後ごに完全凍とう結けつしてある。少なくとも、私の目が黒い内は再び世に出る事はない。それが、受け継いだ者としての使命だ」

　ローズラインは非公式とはいえ国際会議の真っ最中だというのに、思わずため息をついてしまった。

　これでは冷戦下の伝説だったエシュロンや、かつて米国を席せつ巻けんした一企業のF.C.E.監視システムさえ可愛かわいらしく思えてくる。

「つまり、今は限定的に世界を覆う索さく敵てきシステムを構築済み、と。そう捉とらえてよろしいのでしょうか？」

「ああ。……ただ、これもプロの魔術師レベルでの話。『グレムリン』の採算度外視ぶりを見ると、外からの索敵だけで『船の墓場サルガツソー』を追い求めても、すり抜けられるリスクはもちろんある」

「だからこその……間かん者じや、ですか」

　ロシア成教の総大主教の少年が、重たい口調で言う。

「特殊な結界で隠いん匿とくされているであろう『船の墓場サルガツソー』の内側からサインを発し、それを世界各地に散ったイギリス式の魔術師達が感知する。そういう訳ですね？」

　最初から分かっていた事だ。

　それを繰くり返しているのは、結局の所、全員で意見を共有するというよりは、魔術を知る者と知らない者の間で温度差をなくす、という目的の方が大きい。

　協議も何も、これ以外に有効な方法も残された時間もないのである。

　エリザードはゆっくりとした調子で、

「通常戦力はアメリカ、ロシア、イギリス、フランスを中心に。魔ま術じゆつについてはイギリス、ローマ、ロシア、フランスが担当する。……ところによっては役割が重複する国もある。調整は必要か？」

「問題ありません」

「そこまでやわな国家構造にした覚えはありませんので」

　ロシア、フランスからはあっさりと了承を取り付けられた。

　続けて、エリザードは大統領ロベルトへ目を向ける。

「仮に『船の墓場サルガツソー』が発見できたとして、そちらはどこまで火薬庫の中身を取り出せる？」

「ハワイ諸島の一件で、下院じゃ今も報復論で沸ふつ騰とうしてる。俺の所で押し留とどめているが、ヤツらのガスを抜いてやる形で、『船の墓場サルガツソー』への攻こう撃げきは即時認可できる状況だ。同盟国にある在外基地の四軍は『公式』に動かす事ができるし、公海上、米国領海、ＥＵ圏を始めとする同盟国の海域であれば、発射実験と称して弾道ミサイルの運用も可能。流石さすがにＮＢＣ兵器は持ち出せないが、バンカークラスターくらいまでなら弾頭部分に積み込めるぞ」

　ん？　とエリザードは眉まゆをひそめた。
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「そいつは禁止条約がなかったか？　前に、うちの軍オタ娘が金切り声を上げていたような気がするんだが」

「ただし世界最大の所有国は批ひ准じゆんしていません、ってヤツだ。毎度お馴な染じみだな。……あとその娘さん今度俺に紹介してくんない？　絶対に話が弾はずむと思うんだよなー、エリア51巡りとかしたら両手叩たたいて喜びそう」

「カラダ目当ては部屋の隅で右手に相手でもしてもらえ。ごほん、ただし、通常戦力の難として、中立、または敵対気味の国や地域に面する海域に『船の墓場サルガツソー』があると面めん倒どうだな。キツネとタヌキの化かし合いなんてしている暇ひまはないぞ」

「その場合は対象国の外交、軍事、貿易、主要産業、民衆感情、それらを徹てつ底てい的てきに網もう羅らした『ＣＩＡのひみつノート☆』に頼たよるしかなさそうだ」

　補佐官のローズライン＝クラックハルトが露ろ骨こつに頰ほおを引きつらせた。

　あまり国際会議で開かい陳ちんして良い情報ではなさそうだ。

「ここにいるのは、アメリカ、ロシア、イギリス、フランス、さらにバチカンのお偉いさん。どこか一つとは仲が悪くても、どこか一つとは密接に結びついているだろう。対象国にとって、ここを折られたら国家が立ち行かなくなるってほど太い柱と密接に……。後は、誰だれが汚よごれ役になるかだ。太い柱に亀き裂れつを入れて、無理を通させてもらう。相手がどんな国であってもだ」

「……『一〇〇年の遺い恨こん』にならなければ良いんだが」

　低く、呻うめくように（対大統領向けの口調で）言うローズラインに、ロベルトは一言で切る。

「今日世界の滅ほろびが決定するのとどっちが良いかって話だな。正直、答えは出ねえよ」

　不幸中の幸いなのは、対象国の大都市に潜ひそむ敵を掃討する、とかいうものではなく、海上にある船の墓場を攻こう撃げきする、という部分だろう。余計な二次被害が出る可能性はほとんどない。相手は無人島ですらない。世界中の兵力を結集して、貴国のゴミの山を攻撃させてください……というのが、書類上の公式意見となる。空対地ミサイル一発で一〇〇万円、ステルス戦せん闘とう機き一機で二〇〇億円もする世界の話だから、おそらく大半の人間は首を傾かしげるはずだ。

「その上で」

　ロシア成教の総大主教が言った。

「……問題の『船の墓場サルガツソー』、一体どこにあると推測しています？」

「北欧神話と密接に関かかわっている海域。それでいて、ハワイ諸島での目的が火山性エネルギーの取得にあった所から考えて、そういった大きな海底火山が全く存在しないか、存在しているとしても休眠状態にある海域」

　ピーピー、という内線電話用の呼び出し音が鳴ったのはその時だった。

　補佐官のローズラインが受話器を取るのと同時に、エリザードはこう告げた。

「当ててやる。北海、またはアイスランド近海だ」




　　　　４




　黒のワイヤードビキニ。

　白のスケルトンワンピ。

　いずれにしても肌色モード全開。このままレッサーを放ほうっておけば眼前で生着替えが始まってしまいそうなほどに展開が早すぎる。そして哀かなしいかな全すべての人間が新しい時代についていけるとは限らない。多分インデックス辺りに頭ず蓋がいを嚙かみ千ち切ぎられて絶命する。しかし一方で、時間切れ終了を許すほどレッサーは甘くはないようだった。

　そこで上かみ条じよう当とう麻まの生存本能が瞬しゆん間かん的てきかつ爆発的に脳機能を向上させた。

　プロの魔ま術じゆつ師し相手にかち合う事になった時、しばしば見せる例のアレである。

「……レッサー、お前はさっきこう言った。自分の口でこう言ったんだ。覚えているか？」

「はにゃ？」

「白のスケルトンワンピは、局部を除いて全てが水に濡ぬれると透すける仕様になっている。そして隠れた局部についても、たまたま気泡が入り込んでそこだけ肌が貼はり付かなかったんだろうと受け取られる、と」

　そして上条当麻はレッサーの持っている二つのハンガーの内、黒のワイヤードビキニの方を勢い良く摑つかんだ。

「だからこう!!」

「え？　ワイヤードビキニを着て欲しいんですか？」

「違う!!　まずワイヤードビキニを着てからの、さらに上へスケルトンワンピ!!　この組み合わせ!!」

　ガカァッッッ!!　と背後に雷でも落ちそうなほどの大声で上条は宣言する。

「気泡があれば、布と肌の間にわずかな隙すき間まがあれば、スケルトンワンピは透けなくなる!!　だからワイヤードビキニのワイヤー部分によって、作為的に隙間を作るのだよ！　ワイヤードビキニはビキニの外枠だけをワイヤーで象かたどったようなイカれた水着だが、シルエットだけであれば普通のビキニと同じなんだ。ワイヤー状の外枠や、逆三角形状の布地によって浮いた内側は全て気泡が混じった時と同じく透けなくなるというのであれば、それは結局、白い水着の下から黒い水着は浮いてしまうものの、露ろ出しゆつだけならごく一般的なビキニと大して変わらない!!　よってっ！　レッサーはエロくなどならないっっっ!!!!!!」

「な、なにィ!?」

　ぴしゃーん、とレッサーもレッサーで雷に打たれたような顔になる。

「こ、渾こん身しんのエロ水着を二つも持ち込んでおいて、たった一回のお色気もなく切り抜ける、だと……？　アンタ一体どこまで玄人くろうとですか!?　ろ、ロシアの雪原をさまよっていた頃ころのアンタはそんなじゃなかったはずだ!!」

「ふはーはーっ!!　こっちが今までどれだけインデックスに理り不ふ尽じんな嚙みつきを受けていたと思っている!?　数々の痛みを乗り越え、涙と共に経験を積み、それでも前へ前へと歩き続けた上条さんは！　もはやオナゴなどに振り回されたりはしない!!」

　上かみ条じよう当とう麻まは腹の下の辺りに力を込めて、オペラ歌手もびっくりの腹式呼吸で言い放つ。

「誰だれも予想しなかった答えを弾はじき出して新たなステージに立つ上条さんを恐れ敬うが良いーっ!!」

　右にワイヤードビキニ、左にスケルトンワンピのハンガーをそれぞれ持った上条は勝利の雄お叫たけびを上げる。

　と、その時だった。

　シャアアアアアア……ッッッ!!　と、勢い良く装飾用の分厚いカーテンが引かれた。そこには表情が無になったインデックスと御み坂さか美み琴こととレイヴィニア＝バードウェイが立っていた。

　間一髪である。

　ここでもしもレッサーが生着替えなどを始めていれば、上条当麻の思い出がまた一つ、大いなる誤解と共に流血で染まる所だった。

　が、

「……とうま」

「まさか、アンタ……」

「趣しゆ味みは人それぞれだとは思うのだが、流石さすがに、な……」

　妙だ。何か反応がおかしい。上条当麻の全身を包んでいた高揚感が音もなく冷えていき、ようやく彼は客観的な現状把は握あく能力を取り戻す。

　派手なエロ水着を取り上げられて床に膝ひざをつく少女レッサー。

　そしてエロ水着を両手に持って『誰も予想しなかった答えを弾き出して新たなステージに立つ上条さんを恐れ敬うが良いーっ!!』とかのたまった男子高校生。

　もしや。

　ここから導き出される展開は……、

「い、いや!?　違う、違いますよ？　これは『俺が着たいからレッサーと奪い合った』とかそういう展開じゃありませんよ!?　ばっ、馬ば鹿か言え、いくら何でも前後の文脈からそんな誤解は受けないはずだ。だって、そんなのっ！　誰もハッピーにならない!!　誰一人として!!」

　誤解に基づく激しい罵ば倒とうがあると思っていた。

　が、少女達は何な故ぜか上条と目を合わせてはくれない。表情が無のさらにその先へと向かっていた。

「ま、まあ、我らが父は人間の自由意思を尊重しているんだよ……」

「主義信条の自由が保障されている国で良かったわネ（棒読み）」

「……私は日本という国の文化を多少誤解していたようだ。そうだな、そういえば長らくFUNDOSHIが愛用されていた国だったか。正直、失念していたよ」

　このへんたーいびりびりー、とかいうのも一切ない。

　どうやっても場が『動』へと移行しない。この場を支配しているのは完かん璧ぺきな『静』だ。

「ま、待って！　行かないでーっ!!　こ、こんな、こんなのってないはずだ……。壮絶なツッコミがやってこない事が、こんなにも胸を締しめ付けるだなんてっ。勝っても得られるものが何もない。とにかく全部説明するからちょっと待ってーっ!!」
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　紛まごうかたなき英国第二王女であり、同時に王位簒さん奪だつの革命を企くわだてた女、キャーリサ。

　かつて後方のアックアという名で席せつ巻けんした傭よう兵へい、ウィリアム＝オルウェル。

　そして今も『騎き士し派は』の長としてイギリスの魔ま術じゆつ的てき戦力の一いち翼よくを担になう男、騎士団長ナイトリーダー。

　……内二人は反逆などの罪で処刑ロンドン塔に幽ゆう閉へいされていた身の上だが（騎士団長ナイトリーダーは罪に問われていないが、諸もろ々もろの事情があるのだ）、緊きん急きゆうを要する事態を受けて一時的に解放されている訳だ。

　彼らがいるのは、スコットランド地方最さい北ほく端たんの軍港だ。

　夜の闇やみの中、潮風を頰ほおに受けながら、キャーリサは吐はき捨てるように言う。

「にしても、カーテナを失ったお姫様に、体内をグッチャグチャにかき回された病人まで駆り出すとは。よっぽど今のイギリスには人材が足りないらしーな。そこのマッチョ、ホントに使い物になるのか？」

「無論、『神の右席』や『聖人』としての力は失われた。しかし強大な力を自在に操る方法論だけなら未いまだこの身に残っているのである。並の魔術師相手であれば、いなし、捌さばいて、受け流して、何とでもしてやろう」

「……相手は一応この国の第二王女な訳だが、第三王女とは随ずい分ぶんと扱いに差が出たなあ」

　騎士団長ナイトリーダーが呆あきれたように呟つぶやいた。

　ちなみにその第三王女には、今回の人員配置については報告していない。普ふ段だんは柔にゆう和わで大人しい第三王女だが、深手の癒いえないウィリアムが戦地に赴おもむくと知れば、大型クロスボウを担かついで乗り込んできそうだったからだ。

　深窓の令れい嬢じよう（というか姫）はとある一件で行動力を手に入れた訳だが、それも時と場合によっては善よし悪あしが変わってくるものだ。

　……さらに言わせてもらえば、『うら若い第二王女と傭兵ウィリアムが一いつ緒しよ☆』という事実が加味されると、第三王女のクロスボウの狙ねらう先がぐりっと大幅変更されそうで、それはそれで恐ろしかったりするのだが。

「『移動要よう塞さい』はいくつ動かせるのであるか？」

「最近就航した『クイーンマーメイド』と『ホテルエアリアル』は確定。『フライ・ザ・ヘヴン』は時間までに調整が終わるか否いなか難しい所だな。他はメンテナンス中か、よそで軍事バランスを保つために使い倒されている」

「第三次世界大戦も終わったというのに……」

「その戦争に間に合わなかった分が、今になってようやく完成した、という方が正しい。できれば、一度も実戦なく軍縮によって退役した平和の象徴、であって欲しかったものだが」

　彼らがイギリス国内でこんな大規模な『移動要よう塞さい』の準備を進めていたりする時点で、ある種の推測ができる。

　つまり、最初から彼らは『船の墓場サルガツソー』の位置に当たりをつけている、と。

　いかに高速で海や空を渡る『移動要塞』であっても、即時展開できる範囲には限りがある。結局、キャーリサやウィリアム達は、その半径内に敵の本丸があると考えて準備を進めているのだ。

「北海、もしくはアイスランド近海、か」

「今、何月か知ってる？　下へ手たすりゃ北極圏に突入だし。このタイミングで海戦ってゆーのもなかなかにシビれる展開だな。冬の寒さは戦車も凍こおらせる戦争の大敵だ。気象図は分刻みで確認しろ。天気を甘く見るとろくな目には遭あわないぞ」

「……そこまで過か酷こくな環境で留とどまっている以上、やはり『グレムリン』にとっても特別な場所、という事ですか」

　当然ながら騎士団長ナイトリーダーは大人の社会人なので、腐くされ縁のウィリアムと第二王女とでは使う言葉もはっきりと切り替える。

「過去の報告から連中の基き盤ばんが北欧神話系であるのは明らか。しかし一方で、十字教の布教によって欧州各地の北欧神話系資料が紛ふん失しつしているのも事実である。……そこへ来ての、本ほん拠きよ地ちの名が『船の墓場サルガツソー』、だ。ひょっとしたら、海の一点には数百年前から漂ただよっている船の破片や残ざん骸がいなんかもかき集めている場所があるのかもしれん。焼き討うちや酸性雨などで資料が失われる陸地より、海の方が充実した資料に恵まれているかもしれないのであるな」

　もっとも、北海やアイスランド近海に当たりをつけているのは、彼ら三人だけではないだろう。

　そうでもなければ、ニューヨークで会議中の英国女王クイーンレグナントの護衛から、騎士団長ナイトリーダーが外されるはずがない。エリザードは過去の遺い恨こんをいつまでも引きずり人事に影えい響きようを及ぼすような心の狭せまい人間ではない。キャーリサやウィリアムが処刑ロンドン塔に幽ゆう閉へいされているのも、ほとんど彼らが恩おん赦しやを蹴けって自みずから牢ろうに入っている、といった形の方が真実に近いくらいだ。

　他国へ赴おもむく女王の護衛より、なお優先して戦力配備を行うべき事がある。

　エリザードがそう判断したからこそ、騎士団長ナイトリーダーは今ここに立っているのだ。

　いいや、おそらくはエリザードだけではない。魔ま術じゆつに明るい勢力に所属しているのであれば、具体的な探査が始まる前から同じ場所へ当たりをつけているはずだ。言葉には出していないが、ＥＵ圏北側の海に面した都市では多くの魔術師が出しゆつ撃げきの合図を待っているだろう。

　と、そこで携帯電話の着信があった。

　騎士団長ナイトリーダーのものだ。

　電話を取る青年を横目で見ながら、第二王女キャーリサは吐はき捨てるようにこう言った。

「調整中の『フライ・ザ・ヘヴン』はお預けになりそーだな。現状、使える『クイーンマーメイド』と『ホテルエアリアル』で全力を尽つくす。……私達の鼻先でおかしな事をしていた代だい償しようを、死ぬほど後こう悔かいしながら払ってもらおーか」
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　誤解は解けた。

　きっと解けたはずだ。

　どうか解けていてくれ!!　と上かみ条じようは願うばかりだが、何な故ぜかインデックスも御み坂さか美み琴こともバードウェイも、妙に優しい笑顔でイエスマンの如ごとく無条件で話を受け入れてくれるのが大いに不ぶ気き味みだった。

「……もう、こんな所にはいたくない」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやく上条にもやっぱり優しくしてくれる皆の衆なのだった。バードウェイ、レッサーは特に商品を購入する事なく、水着選びを切り上げて上条を店舗の外へと連れ出してくれた。……ちなみにレッサーは真実を正しく認識しているはずだが、彼女は彼女で『お色気包ほう囲い網もうを華か麗れいに切り抜けられた敗北感』にやられてしまって、まともに頭が回る精神状態ではないらしい。

　とりあえず落ち着いてお茶でも飲める所へ行こう、という話になり、上条達は喫きつ茶さ店てんを探す事になった。

　……のだが、これが意外と難航した。空港内のショッピングモールで喫茶店が見つからなかった、という訳ではない。あまりにも多過ぎるのだ。やっぱり一つの建物に一〇〇〇店舗以上なんて無む茶ちやだったんだと思う。店のジャンルが被かぶりまくりである。

　人間は選ぶ対象が多過ぎると迷ってしまう、というのは良くある話。『だったら全部のお店を回って全部のコーヒーとサンドイッチを頼たのめば良いじゃない!!』というインデックスの革命的意見は即刻却下された。

　上条とレッサーは心の芯しんがやられた状態のカボチャ野郎と化しているため、どこの喫茶店に入るかの喧けん々けん囂ごう々ごうは、主に御坂美琴とバードウェイの対立という形で表面化した。変なこだわりがあるらしい（そもそも『こだわり』という言葉自体、成り立ちから見るとネガティブな精神性の方が強い訳だが）。お嬢じよう様さまは一人いると便利で華があるが、複数集まるとろくな事にならない、の証明みたいな光景だった。

　と、心の逃げ道を探して魂たましいを半分遊ゆう離りさせていた上条の背中に、声を掛けてくる少女がいた。

「ん？　おお何だ。そこにいるのは……確か、上条当麻とか言ったか。学校も行かずにこんな所で何をしているんだ？」

　黄色と黒を基調とした、ミツバチみたいに奇抜なカラーリングをしたメイド。

　厳密にはその候補生。繚りよう乱らん家政女学校の生徒。

　雲くも川かわ鞠まり亜あである。

「とうまがまた一人全く知らない女の子を手中に……っ!!」

「アンタ何をどうやったらそこまで手広く女の子と知り合いになれんのよーっ!?」

「どこの誰だれか知らんが、あの問答無用の人脈構築技術は結社としても研究してみるべきか？」

「……ふ、ふふ。まさかのお色気回かい避ひをされた直後にこの仕打ちですか。埋うもれないようにするためにはさらなる研けん鑽さんを積まなくては……」

　そして上かみ条じようと三み毛け猫ねこ以外の全員が顔を見合わせた。『何だ？　誰か一人くらい共通の知人でもいないのか？』と。

　バゲージシティの一件は、割とブラックボックスな所が多いのである。

　上条は上条で、豪快な黒髪縦ロールのメイド予備軍と会話を始める。ああ、あらぬ誤解の存在しない友人とはなんと神こう々ごうしいものか、などと思いながら。

「そっちはそっちで何やってんだ。アンタ中学生じゃなかったっけ？」

「私はこれでも実地研修の真っ最中。外国人ビジネスマン相手にいろんな言葉で道案内っていう課題だよ。変に怪しまれたり嫌いやがられたりしない笑顔も込みで、って感じで。ＥＵって通貨と一いつ緒しよに言葉も統一してくれれば良いのに」

　早くもついていけなくなっている上条に、美み琴ことが肩をすくめて言った。

「教材テキストを読める、だけじゃなくてきちんと話せる言葉を学びなさいって施し策さくでしょ。お国柄によって細かい作法も客人との立ち位置も変わってくるもんだから、そういうのを一いつ瞬しゆんで読み取って対応するのは、『不意のお客様』の来訪のために備えておくべきスキルって事。国際空港と世界的遊園地って、いろんな人種の人達が自然と集まりやすい、語学の武者修行には悪くないポイントだと思うわよ」

「第六学区の遊園地と違って、空港にいるのはどいつもこいつもせかせか速足で歩いているから、あんまりウェルカムって空気を出している人は少ないけどね。そこへ上手に割り込んで、足を止めて話をさせてもらっても不快感を与えない仕組みを学ぶ事が重要という訳だ」

「えと……御み坂さかとかもこういう事してる訳？」

「遠足とか校外学習とか、ここまで大掛かりなのは流石さすがに」

　美琴の否定的な発言に、何か救われた気になる上条。

　何しろ、この場において母国語一本勝負なのは彼だけなのだ！　どこをどう見回しても彼が最年長なのに、だ!!　それはまあ、足元の常識がぐにゃーと歪ゆがんで『……あれ……間違っているのは、俺、なのか……？』と不安になったりもする。

　そこで美琴は世界の常識みたいな声でこんな事を言った。

「私達の場合はもっとお手軽よ。いろんな外国語の書かれたカードの束からクラスのみんなで一枚ずつ抜き取って、その日一日はその言語だけを使い続ける、って感じかな。私が英語をしゃべって相手のフランス語を聞いて、ってなるから、ちょっとした頭の体操になるわよ。さらに、そこらじゅうで聞こえる声は全部バラバラの言語なんだしね」

　上かみ条じよう当とう麻まは静かに思った。

　ギブアップするのは恥はずかしい事じゃない、と。

「……中学生の会話とは思えん。日本語以外何にもできない俺も俺だとは思うけど」

「ちょっと待ってくれ。じゃあ君はそもそもどうやって東欧のバゲージシティまで辿たどり着いたんだ……？」

　世の中には色々あるのだ。

　上条当麻は暴動真っ最中のフランスだろうが、クーデター下のイギリスだろうが、第三次世界大戦の激戦区と化してものすごくピリピリしていたロシアの雪原だろうが、問答無用の日本語だけで突き進む希け有うなスキルを保有している。関西弁のおばちゃんクラスである。

「あれから何か？　妙な後遺症とかに苦しんでいる様子もなさそうだけど」

「まあね。一度は心臓を止められかけたけど、不整脈とかにもなってないな。ああそうそう、総合格かく闘とう技ぎの選手とメル友になったぞ。忍にん者じやの方はどこに消えたか分からんけど、あれは簡単に死ぬようなタマでもないだろう」

「？」

　上条は眉まゆをひそめる。

　彼も彼で、バゲージシティの顚てん末まつを隅々まで完かん璧ぺきに把は握あくしている訳ではない。

「……先生は、木き原はら加か群ぐんの方は、未いまだにスッキリとはしないな。あの時、一度は完全に息を引き取ったはずなんだが……あの眼帯の女。あいつが何かしたんだ。その途と端たんに、もう一回起き上がって……。でも、私達と違って、止まった心臓が再び動き出したって感じでもなかった。死んでいるのは、誰だれの目から見ても明らかなはずなのに……」

「木原加群、か」

　その人物を、上条も深く知っている訳ではない。

　分かっているのは、バゲージシティで助けられなかった人物の一人である事。

　そして間接的ではあるが、彼が遺のこしたものによってフロイライン＝クロイトゥーネ救出の最初の足掛かりを手に入れた事もある。

　学園都市に所属する元研究者として数々のバックドアを残して出しゆつ奔ぽんし、『グレムリン』の重要人物・雷神トールとも密接に関かかわる人物。それだけで、最低でも土つち御み門かど元もと春はるクラスに希有なポジションに立っていた事が窺うかがえる。最低ラインでそこ。下へ手たをすればもっと深い位置で生きていたのかもしれない。そこまで行くと、上条には想像する事さえできない世界だった。安易に、知りたいと言ってしまう事に罪ざい悪あく感かんを覚えるほどの。

「あの眼帯の女は一体何なんだ……？」

　雲くも川かわ鞠まり亜あはそんな事を言った。

「バゲージシティでたびたび見かけた、学園都市方式とは違う連中。単純にそいつらの同類、って感じでもなかった。褐かつ色しよくの女が持っていた得え体たいのしれない剣もまともじゃなかったけど、あの眼帯の女については恐怖を理解する事もできなかった。あいつは、先生を連れ去ったあの女は……一体、どこに立っている生き物なんだ……？」

　魔ま神じん。

　オティヌス。

　その力の一いつ端たんについては、上かみ条じよう自身もあのバゲージシティで経験している。手も足も出ないとか、戦せん闘とうが始まると同時に瞬しゆん殺さつされるとか、そういう次元ではない。

　そもそも、一体どこから戦いが始まった事になっていたのか。

　それさえ分からないまま、気がつけば決定的な最後の一線を越えてしまっていて、まるで何かに取り残されたかのように、一歩遅れて絶望的な敗北を教えられたかのような、得体のしれない感覚だけがあった。敗北した後にさえ、謎なぞや疑問が残ってしまうレベルの。

　上条も上条で、過去に何人かの怪物によって敗北を喫きつした事がある。その中でも、あそこまで圧倒的な相手は初めてだった。ルールも舞台も制限時間も、何一つ教えられないままに、気がつけば終わっていた。

　……あれは、そういう類たぐいの勝負だった。

　そもそも『魔神』とはどんな構造の生き物なのか、『魔神』の立っている世界とはどういうものか。根本的にそれが分からない人間には、戦いの形を整える事すら許されない、と告げられたかのような。

　もう一度あのオティヌスの前に放ほうり出されて、自分に何ができるのか。上条当とう麻まには何の自信もない。『何でも打ち消す右手』だけでどうにかできるものなのか、その判断材料さえ見つけられない状況だ。

　だが、

「……もうすぐ分かるよ」

「？」

「必ず分かる。あいつがどれだけヤバい怪物かは知らないけど、決着はつく。その時に、木き原はら加か群ぐんとまた顔を合わせるかもしれない」

「それって……？」

　と、雲川鞠亜がさらに質問しようとした時だった。

　バードウェイの携帯電話が鳴った。エレガントな魔ま術じゆつ結社のボスは、電話を片手に人ひと気けのない場所へ移動する、などというしみったれた事はしない。人差し指を立て、その場の全員に静せい寂じやくを促すと、中心で堂々と電話に出る。

「ああ、分かった」

　言葉は短かった。

　続く台詞せりふは電話の向こうではなく、こちらに向けて放たれた。

「来たぞ。ようやくの出番だ」
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　丸太を組んで作った、簡素なログハウスの一室だった。

　しかしその空間には隙すき間ま風かぜといった余計なものは一切許さず、暖だん炉ろからもたらされる優しい熱は空間を均一に満たしている。空間とは家具や調度品の値段だけが決めるものではなく、それを演出する者のセンスによって価値あるものへと変わっていく、と。そんな当たり前の事を、これ以上ない力で叩たたきつける一室だった。

　窓から差し込む陽ひ射ざしの柔らかさ一つ取っても、純金の悪あく趣しゆ味みな調度品をはるかに凌りよう駕がする気品を感じさせる。

　部屋には家具とキャンプ用品の中間みたいな木のテーブルが一つ、椅い子すがいくつかあり、そこへ生地の分厚い作業ジャケットとズボン、その上から作業エプロンを身に着けた金髪の女が腰掛けていた。その金髪の頭には、やはり工員などが目を守るための無ぶ骨こつなゴーグルが引っ掛けてある。

　シルビア。

　世界で二〇人といない『聖人』の一人。なおかつ、イギリス王家の身の回りの世話と護衛を兼ねる『近衛このえ侍じ女じよ』の中でもトップランカーの実力者でもあった。身に着けている服装や装備品の一つ一つは質実剛健なんて言葉しか思いつかない無骨なものだが、シルビアが組み合わせて使うと、何な故ぜか繊せん細さいなメイドのシルエットを形作る事になるのも、そんな彼女の来歴や性質によるものが大きい。

　そんな彼女に声を掛ける、もう一人の女性がいた。

　シルビアと会話をしている女性の名は、ブリュンヒルド＝エイクトベル。

「……まさしく最後の晩ばん餐さんだというのに、テーブルに並べられるものはサンドイッチか？　グラスの中に入っているものがただの水という点についてお尋ねしても？」

「泉で汲くんだ生水が普通に吞のめる国や地域でわざわざお湯を沸かして紅茶を淹いれるなんて冒ぼう瀆とくだよ。むしろ、世界的に見たって『美お味いしい水』ってヤツは贅ぜい沢たく品ひんだ。これは、本当に最高級の魚は漁師しか食べられないのに似ている。舌で理解しろとまでは言わないが、文句を言う前に一度頭で考えてみるべきだったな」

「味がないものに感謝をしろと言われてもな」

「じゃあ、グラスの中に食塩を満たせば一〇〇点満点か？」

　ブリュンヒルドもまた、『聖人』の一人でありながら、同時に北欧神話圏で特別な力を発揮する特異体質『ワルキューレ』を兼ねている稀き少しような人物だった。ただし、二つの力は単純に相乗されず、月の満ち欠けのように二つの力は一定の周期で強弱が入れ替わっている。本当にダメな時は互いの力をそれぞれ潰つぶしてしまい、並の人間と変わらなくなってしまうほどだった。

　ウェーブがかった長い金髪に、丈の短いワンピースのスカートの中にデニムのズボンを穿はいた出いで立ち。さらにその上から防弾のジャケットや膝ひざ、肘ひじを守るサポーター、羽根つきの帽ぼう子しなどを被かぶる事で、やはり『現代的な素材を使って、伝承の中で見られる戦いくさ乙女おとめのシルエット』を構成していた。

　ブリュンヒルドは、釘くぎで繫つなぎ止められた椅い子すの合わせ目を体重でぎしぎし鳴らしながら、

「連絡は？」

「すでに他にも回してある」

「では、もう待つ必要はないな」

「ええ、さっさと粉ふん砕さいするとしましょう」

　短いやり取りの後、シルビアはグラスの中の良く冷えた水を一口だけ喉のどに通した。

　ブリュンヒルドは様々な具材を挟はさんだサンドイッチを二つ三つと摑つかんで、手の中で潰すようにして持ちながら、一気に口へ運ぶ。

　そしてブリュンヒルドはこう尋ねた。

「質問しても？」

「意外とおしゃべりだな。もっと寡か黙もくで面めん倒どう臭くさいヤツだと思っていたよ」

「……テーブルの上に絵本が散らばっているのもイギリス式のもてなし方なのか？」

　ブリュンヒルドは親指を舐なめながら言う。

　テーブルの上にあるのは、『ピーターパン』『金の斧おのと銀の斧』『白雪姫』などなど。グリム、アンデルセン、イソップ、収集に際してそういった分かりやすい系統は考えられていないようだ。敢あえて共通する所を挙げると、どれもこれも妖よう精せい、あるいは妖精とも解釈できる登場人物が出てくる話、という点があるかもしれない。ページ数が少ないのかそれほど分厚い感じもしないし、おそらく子供のためのものなのだろうが、一方で表紙に使われる羊よう皮ひ紙しからは、ブリュンヒルドでさえ触ふれるのに一いつ瞬しゆんためらわれるほどピリピリとした何かが滲にじみ出ているのを感じる。譬たとえるなら、『くまのぬいぐるみは可愛かわいらしいが、どぶ川にくまのぬいぐるみが浮かんでいるのを見ると、何か不ふ吉きつな出来事が頭に浮かんでしまう』という、あの感じに近いだろうか？

「切り札だとさ」

　対して、シルビアは適当な調子で吐はき捨てた。

「『魔ま神じん』に対する、な」

「ふむ」

　ブリュンヒルドはそれ以上の拘こう泥でいをしなかった。

　付き合いは短いが、シルビアと『今ここにいない連中』が口を開いて何か考えがあると言えば、常人に理解しがたい、それでいて確実に結果を出すための方法を構築している事くらいは窺うかがえる。それをわざわざ細かく聞いて理解する必要はない。

　代わりに、ブリュンヒルドはこう言った。

「準備は終わり、機は熟した。これ以上、ここにいる理由は？」

「ないな」

　言うだけ言うと、彼女達は椅い子すから立ち上がる。

　ブリュンヒルドは床に寝かせてあった鉄てつ塊かいのような剣を蹴けり上げて片手で摑つかみ、シルビアは洗濯ロープの束のようなものを両手の中でまとめていく。

　簡素なログハウスの扉を開ける。

　ゴォ!!　と風が吹いた。

　安物のテントよりも気軽に、彼女達は使い捨てのログハウスを捨てて戦場へ向かう。




　　　　８




　北海。

　立地的には、イギリスとノルウェーの間に挟はさまれた海、とイメージすると分かりやすい。北極圏に近く、一一月の現在、進んで夜の暗い海に身を投じたいと思う者はなかなかいないだろう。かつて北欧圏を船で席せつ巻けんしたバイキング達の『庭』とも言える場所の一つ。……であれば。十字教による改宗の嵐あらしによって今はもう失われた北欧圏の数々の英知が、船の残ざん骸がいに載せられた資料という形でどこかで山のように積み上げられていてもおかしくはない。

『船の墓場サルガツソー』。

　世界中に、数十とも数百ともあると言われる……つまり誰だれも正確な数を把は握あくしていない、人工とも天然とも言える歪いびつな陸地の一つ。

　そこへ大量の軍用ゴムボートが迫せまる。

　第二王女キャーリサ、傭よう兵へいウィリアム＝オルウェル、騎士団長ナイトリーダーなどが主体となる、イギリスを軸とした対『グレムリン』用の連合勢力だ。

　赤い派手なドレスをまとったキャーリサは、高速で突き進むボートに揺られながら、無ぶ骨こつな無線機へ口を寄せて言う。

「諸君、アメリカさんとロシアさんは出番が遅れるそーだ。波状攻こう撃げきの第二波として投入される予定となったのは事前に話した通り。我々が為なすべき事は分かってるな？」

『連中が到着する前に手柄を全すべて奪ってやります』

「結構。地図には載らないゴミの山を本当に消し飛ばすぞ!!」

　北海はかつてのバイキングの『庭』であると同時に、もう一つの重要な顔がある。

　大規模な海底油田だ。

　白い霧きりに覆おおわれた海のあちこちに、何かの塔のようにクレーンの影があった。その先せん端たんには定期的に点てん滅めつする赤い光がある。

　北海にある海底油田の半分はイギリスが所有しているものだ。

　キャーリサ達は一度、油田のヘリポートを使って空から北海へ到着し、そこからボートに切り替えて『船の墓場サルガツソー』を目指している訳である。

　同じボートに乗っているウィリアム＝オルウェルが言う。

「例の『右腕』の到着は？」

「第二波に間に合わせる計算だろーよ。学園都市の超音速機なら数時間で地球の裏側だし。ひょっとすると、アメリカやロシアの通常戦力を追い越すかもしれないぞ」

『魔ま神じん』オティヌスとその周辺については未いまだに謎なぞが多く、『槍やり』の製造設備破は壊かいにはあの反則的な『右腕』が必要だ。……しかし、それ以外の全すべてについては構う事はない。『船の墓場サルガツソー』を全て更さら地ちにした後に、最後に超音速旅客機から『右腕』の少年を爆弾のように投下すれば良い。

　水を裂さいて進む船、というよりは、ほとんど水の上を飛び跳ねる形で数十の軍用ボートは冷たい海水の上を前進していく。

　白い霧の向こうに、何か巨大な山のようなものが見えた。

　同時に、キャーリサ達の頭上を、コォォォォォォォォ……と、空気を引き裂く低音が抜けていくのを全員が耳にした。

　キャーリサは無線に向かって言う。

「油田には当てるな」

　直後の出来事だった。




　ゴッ!!　と。

　複数の航空爆弾が高度一万メートルから切り離はなされ、『船の墓場サルガツソー』の頭上で容よう赦しやなく炸さく裂れつする。




　いわゆる燃料気化爆弾。

　金属ケースの中に詰め込まれた専用の燃焼剤を化学的な方法を使って一いつ瞬しゆんで膨ぼう張ちよう、エアロゾル化させ、効果圏半径数百メートルへばら撒まいたのちに着火、広範囲を炎と爆圧で埋うめ尽つくす、というとんでもない兵器だ。核技術を用いない通常兵器に分類されながらも、規模によってはキノコ雲が発生するとまで噂うわさされる破壊力を持つ。

　今回の場合は、親となる金属ケースから数十個の子となる金属ケース、子となる金属ケース一つ一つからさらに孫となる金属ケースが数十個とばら撒かれ、最終的に地表から数十メートルの位置で、大量の燃焼剤をばら撒いて起爆した。

　夜の闇やみが吹き飛ぶ。

　莫ばく大だいな光と熱と音の洪こう水ずいが小さな世界を埋うめ尽つくす。

　それを、一発では済まない。

　五発、六発、七発……最終的には一三発も同じ場所へと落としていく。

　ここまでやってしまっては、仮にキノコ雲ができていたとしても、見ている者には把は握あくできなかっただろう。爆発によって爆発を食い潰つぶす、ろくでもない光景がひたすらに広がる。

『シルバーブレットＡより報告。グレープゼリー、全弾命中を確認。続けてモンブランの投下へ移行します』

「結構。その間に我々が至近まで接敵する」

『上陸前に有毒ガスの有無を計測してください。高温にさらされた船の残ざん骸がいが化学反応を起こしている可能性も否定はできません』

　さらに何度かの爆発があった。

　今度は爆風を利用して、釘くぎのような鋭するどい金属杭くいを数千数万と打ち下ろす兵器だ。『栗くり』の異名を持つのはそのためである。

「やり方が変わらんな」

　ウィリアムが眉まゆ一つ動かさずに言った。

「貴様が英国で起こした一件については、広く世に出回っている。『グレムリン』側に分析されているかもしれないのであるぞ」

「一つ一つの無む駄だを省いて、最適な兵器の運用を模も索さくしてけば、やがては皆同じ所へと行き着いてく。よーは、分かってても回かい避ひのしよーがない攻こう撃げき方法を実現するのが、国家の手で管理される軍とゆーものだよ」

　豪雨のように刺殺の凶きよう器きが降り注ぐ『船の墓場サルガツソー』へと、軍用ボートの群れは突撃していく。あの爆撃で『グレムリン』を皆殺しにできると思うほど、キャーリサは楽観的ではない。しかし一方で、魔ま術じゆつ師しだろうが『魔ま神じん』だろうが、解かい剖ぼう学がく的な肉体の基本構造は変わらない。まっとうな戦力の嵐あらしを押し返すためには、まっとうではない魔術の力を防御に割さかなくてはならないはずだ。

　前面の防御に専念している『グレムリン』の脇わき腹ばらへと、キャーリサ達が喰くらいつく。

　そうして、奇態な術式を数多く取り扱う『グレムリン』が本領を発揮する前に殲せん滅めつしてしまう。

　ボートのエンジンを操作しているイギリス軍の若い兵士が、キャーリサへ報告する。

「有毒物質は検出されていないとの報告です。マスクは必要ありません！」

「よろしい。ではホームパーティのお招きに与あずかろーか。紳士淑しゆく女じよの諸君、良識を持ってマナーを守り静かな笑みと共に美び辞じ麗れい句くを並べながらテーブルの料理を喰い尽くせ!!」

　彼らのボートは、岸に寄せるといった減速行動を取らない。

　巨大なシャチが波打ち際ぎわのアザラシを狙ねらうように、そのまま一気に『船の墓場サルガツソー』へと乗り上げていく。

　全すべてが黒に染まっていた。

　有毒ガスはないとの話だったが、キャーリサの形の良い鼻に、プラスチックが溶けるような異臭がついた。

「おや」

　声が聞こえた。

　老人のものだ。

　キャーリサ達が顔を上げると、『船の墓場サルガツソー』全域を貫くように斜めに生えたタンカーの先せん端たんに、シルクハットを被かぶって杖つえをついた、燕えん尾び服ふくの老兵が静かに佇たたずんでいる。

　奇術師、あるいは道どう化け師し。

　そんな印象を与えるのは、殺し合う者同士が真っ向から向き合ってなお、その老人から一切の殺意や殺気が感じ取れない事か。

　それは単に、脅きよう威いのない相手という意味ではない。

　逆だ。殺意がない人間と殺意を完全に隠せる人間では、表に出ている外見は同じであっても本質は全く違う。

「地図にはない場所のはずでしたが、地元の漁師などから話を伺うかがいましたかな。市し井せいの噂うわさに耳を傾けて命を預けるとは、なかなかに丸くなられたご様子で」

　丁てい寧ねいなようでいて、その中に嘲ちよう弄ろうを含む笑み。

　キャーリサはその軽口を無視した。

　左右に騎き士しの長と傭よう兵へいの頂を従えた第二王女は、静かに言う。

「……こいつは？」

「ロキ、とでもお呼び下さりますよう。本日はオティヌス様よりこの場を死守するようにとお達しを受けて……」

　もう一度、繰くり返そう。

　キャーリサは老人を無視した。最初から最後まで。




　ズダン!!　と。

　老人の首の中心に、真正面から、鏃やじりを巨大化したような空飛ぶ刃が突き刺さり、貫通する。




　第二王女が片手を挙げた直後の出来事だった。

　ロビンフッド。

　イギリス清教式の霊れい装そうだ。『騎士派』の術式によって精密に誘ゆう導どうされた、魔ま術じゆつの矢。それが一撃でロキの命を奪うに足るダメージを叩たたき込んだのだ。一国を守護する『騎士派』の術式は、並の魔術師が掲かかげる個の最高点とはまた別の方向へ進化を遂とげている。優すぐれた為い政せい者しやが管理する事を前提に、あらゆる思想を切り捨て、ただ『強力で』『使いやすく』『確実に敵を殺せる』技術を尖とがらせている。

　どんな方法で回かい避ひや防御を想定していたかは知らないが、彼らは真正面から敵の鎧よろいを潰つぶして盾たてを砕くだく。その向こうにある柔らかい肉へ、躊ちゆう躇ちよなく刃を突き立てていく。

　命を。

　刈り取る。

「ご……ぼ？」

　ロキは何かを言おうとしたが、キャーリサは徹てつ底ていして無視する。

　敵ではなく、背後に控える部下達に告げる。

「先へ進み、動く者を全すべて排除しろ」

　ザンザンザザン!!　と、完全武装の『騎き士し派は』の鎧達が統率の取れた動きで『船の墓場サルガツソー』のあちこちへと向かう。斜めに生えたタンカーの先せん端たんから老人が崩くずれ落ち、地表へ叩たたきつけられたが、わざわざそちらを見る者は誰だれ一人いなかった。

　そして。

　騎士団長ナイトリーダーとウィリアムを伴うキャーリサが、合戦場で転がる屍しかばねのようなロキの横を通り過ぎようとした時だった。

　カタカタ、と。

　小さな音が聞こえた。

　嵐あらしの夜に、窓ガラスが震ふるえて音を出すような。

　カタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタカタ、と。

　いつまでも。

「……がふ、がばごぶげごぶごごっぶ……。だっちゅ。お見事です、騎士の国の第二王女。これはもうお見事と評価するより他はありますまい……」

　鉄てつ錆さび臭くさい血の匂においが、一気に広がった。

　地に伏したロキが、気管どころか首の骨まで貫いた飛び道具『ロビンフッド』を、強引に引き抜こうともがいているからだ。それは延命や治ち療りようを狙ねらうというよりも、しゃべるのに邪じや魔まだから、といった雑な印象しかなかった。

　キャーリサは目線を下げなかった。

　前を向きながら、初めて老人へ告げる。

「苦しんで死にたいのか？」

「ロキとは神々も、その敵対者も、世界の全てを引っ搔かき回して最終戦争へと導いていく、悪意の源泉とも呼べるキャラクターでございます」

　口から話しているのか、喉のどに空いた赤黒い穴から話しているのかも分からなくなるほどの致命傷を受けてなお、老人は笑っていた。

「しかし一方で、ロキそのものは決して最強の大だい魔ま王おうという訳ではございません。彼は伝承の中でも、幾いく多たの混乱をもたらすたびに神々に捕らえられ、こっぴどく叱しかられていますからね。時には泣き出し、時には失敗し、最後には巨大な岩に縛しばり付けられ、世界の終わりが始まるその時まで永遠の責め苦を受ける羽は目めに陥おちいっております。……つまり、『事態の趨すう勢せい』に、私の強さ弱さ、勝利敗北は関係ないのでございます」

　ザザ、という音が聞こえた。

　羽は虫むしが耳元を飛び回る音を、いくつもいくつも重ねたような。

　ザザザザザザザ、と。

「こいつ、まさか……」

「あなた達がここへやってきた時点で、私の勝ちは決まっていた」

　ザザザザ！

　ざざざざざざざざざザザザザザザザざざざ!!

　ざざざぞぞぞぞざざザザザザぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞぞゾゾざざざざざ!!!!!!

「敵も味方も騙だますのがロキと呼ばれる私の流りゆう儀ぎ。オティヌス様は不要とおっしゃいましたが、それでも敢あえて私は『グレムリン』の全員を悪意をもって疑った！　そして内通者という仮想敵が真の『船の墓場サルガツソー』の位置を特定するために必要なものが何かを徹てつ底ていして思考した訳でございます。結果、浮かび上がったのは星、月、太陽など大空のサイン。では、もしも『船の墓場サルガツソー』全域をドーム状に包み、プラネタリウムのように偽いつわりの星々を映し出す術式が存在するとしたら？　敵はおろか味方まで偽る精度で！　儀式にさえ影えい響きようを与えかねない身勝手で!!」

　羽音が大きくなると共に、老人の体が消えていく。

　消える。

　霧きりに溶けるように、最初からそこにいたのが何かの見間違いだったように。

　後には、声だけが残る。

「『ヴィゾヴニルの御お膝ひざ元もと』は仲間の絆きずなに亀き裂れつを入れる代わりに、私の論の正しさと確実な勝利をもたらした!!　マリアンの手帳にも細工を施ほどこしたしねえ！　さあ、真正面から『グレムリン』へ挑いどんだ神こう々ごうしき武の管理者達よ。小者の悪意によって打ちひしがれるが良い!!」

　キャーリサの足元には、血に濡ぬれた、掌てのひら程度の大きさの木の板を切り抜いて作った人形のようなものが転がっているだけだった。

　その首に突き刺さった『ロビンフッド』を踏ふみつけるようにして、キャーリサは木の板を完全に破は壊かいする。

　同時に、『騎き士し派は』の面々から魔ま術じゆつを使った通信が飛び込んできた。

『報告します。ＡからＦ班、いずれも「魔ま神じん」の存在や「槍やり」の製造に関する痕こん跡せきを見つけられず。繰くり返します、痕跡は一切見つけられず！　この「船の墓場サルガツソー」はもぬけの殻からです!!』

「ハズレを引かされたか。総員、今から脱出は考えるな、時間が足りない!!　全すべての力を防備に注いでやり過ご……っ!!」

　言葉が終わる前に、次の動きがあった。




『船の墓場サルガツソー』が、爆圧に吞のまれて惑星から消えた。
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「何ですって……？」

　ニューヨークの国連本部ビルの一室で、大統領補佐官ローズライン＝クラックハルトは眉まゆをひそめた。それから、英国女王クイーンレグナントエリザードの方へ思わず目をやってしまう。







「それは、どういう……」

　ロンドンの国立図書館で後方支援用の情報整理・分析を続けていた修道女のオルソラ＝アクィナスとゴーレムの扱いを得意とする褐かつ色しよくの魔ま術じゆつ師しシェリー＝クロムウェルもまた、報告を受けて顔を見合わせていた。







「……おい……」

　東京、学園都市の第二三学区国際空港で、レイヴィニア＝バードウェイは一いつ瞬しゆん、聞き間違いかと思った。だが、電話の向こうにいる部下のマーク＝スペースは、繰くり返すように同じ言葉を放った。

『ですから、第二報があったんです。ヤツらの中に潜もぐり込んだ協力者は敵の罠わなに気づいて、情報を修正してきた。「グレムリン」の本ほん拠きよ地ちとされる、本当の「船の墓場サルガツソー」の位置は……』

　周囲の雑音がうるさい。

　一瞬、音を出す全すべてを片っ端ぱしから焼きつくしてやろうかと思うほどの、暴力的な衝しよう動どうがバードウェイの胸中で湧わき上がる。

　それは焦しよう燥そうと緊きん張ちようの裏返しでしかない。

　部下の言葉は、こう続く。




『日本。東京湾のほぼ中央です!!　ヤツらはもう動いている!!』
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「冗談じゃない……」

　吐はき捨てるように、バードウェイは呟つぶやいた。

　それはすぐに大きな声になった。

「冗談じゃないぞ、くそ!!　地脈や龍りゆう脈みやくの配置も、歴史的な下地も一いつ切さい合がつ財さい関係なかった、だと……？　あいつら、『グレムリン』め!!　そういった立地条件を解除する事も含めて、世界各地で下準備をしていたという事か!?」

「おいバードウェイ、一体何が……？」

　当然と言えば当然だが、周囲にいる上かみ条じよう達にはバードウェイの携帯電話から伝わってきた言葉の全すべてが聞こえた訳ではない。

「だから……っ」

　端たん的てきにバードウェイが言い切ってやろうとした所で、さらに別の動きがあった。




　ズズン……ッ!!　と。

　何やら、低い地じ響ひびきのようなものが伝わってきたのだ。




　天てん井じようから、パラパラと細かいものが降ってくる。それは複数の建材が擦こすれて剝はがれた、破片だった。

「なん、だ……？」

　上条は思わず頭上を見上げて、

「遠い。この低い音、なんか遠雷みたいだ……。でも、何だ、この、爆発……？　当の爆心地じゃ一体どれだけ大きな……？」

「そんな事、気にしていられる場合じゃない」

　バードウェイは早口で言った。

「ヤツら、よりにもよって本ほん拠きよ地ちの『船の墓場サルガツソー』を学園都市間近の東京湾に設置していやがった!!　学園都市は、今回の『グレムリン』掃討について公式見解を述べていない。ニューヨークの国際会議にも参加していない！　世界中、ありとあらゆる場所に部隊を派遣する手はずを整えていたはずだが、学園都市の周辺だけは普通の軍事パワーバランスは通用しない。何しろ一都市で世界大戦を起こせたほどだからな！　『グレムリン』はそこを突いてきた!!」

「おい、ちょっと待て……」

「さっきの騒さわぎから察するに、おそらく『グレムリン』も探査が終わった事には気づいている。気づいた上で、向こうから仕掛けてきたんだ！　学園都市そのものの武力を危険視しての先制攻こう撃げきか、あるいはここにいるお前の右手が狙ねらいなのかは分からんがな!!」

「ちょっと待てバードウェイ!!　東京湾？　『グレムリン』が!?　でも、その位置関係はまずい……。東京湾の『グレムリン』と西部の学園都市がまともにかち合う事になっちまったら、主戦場になるのは……っ!!」

「そう」

　流石さすがのバードウェイの顔にも、若じやつ干かんの焦あせりが浮いていた。

　それでも彼女は、きっぱりとこう言った。

「今回の戦場は、日本の首都・東京。それも行政機関の集中する都心の二三区全域だ!!」

　眩暈めまいがした。

　狂っている。

『グレムリン』が学園都市の至近に本ほん拠きよ地ちを置き、学園都市へ向けて総そう攻こう撃げきを行うとなれば、対する学園都市の方も黙だまってはいられないだろう。何をどうやったって防衛線は間にある東京の中心地に設定される事になる。そうなれば、最悪、東京全域は二つの勢力が容よう赦しやなく激突した、あのバゲージシティの再来と化す。しかも今回は腐くさっても一国の首都。『目を覆おおいたくなるような』戦せん闘とうによって都市機能が完全に失われれば、影えい響きようがどこまで広がるか予測がつかない。

　だが呆ほうけている場合でもない。

　時間をどう使おうが、危機は平等にやってくる。

　バードウェイは上かみ条じようの背中を叩たたくように叫んだ。

「とにかく超音速旅客機だ。職員ゲートを通って電動カートの所まで向かえ!!」

「ここから逃げろっていうのか!?　これから流血が起きるのがもう分かっているのに!!」

「それを止められる唯ゆい一いつの手段は、二つの勢力が本格的にぶつかる前に速攻で『グレムリン』を沈める事だけだ！　そして現状、『槍やり』の製造を止められるのはお前の右手しかない！　何としても『船の墓場サルガツソー』まで向かえ。パラシュートで途中下車でも何でも良い!!　今後の選択一つでこの国の首都が、いや国の形自体が失われる可能性も考こう慮りよして動け!!」

「くそ……」

　インデックスや美み琴こと達を気にしていられる余裕さえなかった。

『グレムリン』がどういう経路で攻めてくるかは不明。ルートによっては、都内に引っ越した上条の両親さえ巻き込まれかねない極ごく至近での大規模戦闘に発展するかもしれない。

「一体どこだ、その職員ゲートっていうのは!?　ちくしょう!!」

　とにかく空港の敷しき地ち内ないを走る。

　事の本質自体は分からなくても、すでに余波のような『ざわめき』は、この空港にまで伝でん播ぱしているようだった。具体的には、電光掲示板に表示されている全すべての便の発着予定が緊きん急きゆうキャンセル扱いになっている。外国人のビジネスマン達が航空会社の受付カウンターへ殺到している……かと思いきや、どうも人の流れはそれだけではないらしい。何種類かの外国語で、順番に何かをアナウンスしている。

　何周目かのループなのか、走る上条の耳へようやく日本語のアナウンスが聞こえてきた。

『特別警戒シェルターへのご案内です。Ａ３、Ｅ４、Ｆ２、Ｈ３ホールに、それぞれ二〇〇〇人規模の地下退たい避ひ所じよを用意しております。避難状況については電光掲示板か公式サイトで確認していただき、収容可能なシェルターへ足を運んでくださるようお願いします』

　第二三学区は航空・宇宙開発分野を凝ぎよう縮しゆくした場所だ。一般の国際空港で見られるテロ対策の他に、人体に有害な成分を含むロケット燃料の漏ろう出しゆつなども考こう慮りよして、あちこちに気密性の高い地下シェルターが用意されていた。

　とはいえ、こんな案内は上かみ条じようも生まれて初めて耳にする。

　第一印象では柔らかい、落ち着いた雰ふん囲い気きのアナウンスだが、その実かなり異常な事態である事を示し唆さしていた。

（……くそ、空気がピリピリしてきやがった）

　人の流れを無視して走りながら、上条は顔をしかめる。

（ここでもこの匂においを嗅かぎ取っちまうのか。このきな臭くさい匂いを!!　戦争っていうのはこんな簡単に起きて良いものなのかよ。あんなの、歴史の舵かじ取とりを決定的に失敗した時だけ、何かの間違いみたいに浮き出てくるものじゃないのか!?）

「ちょっと、ちょっと待ちなさいよアンタ!!」

　大声が聞こえてきた。

　走りながら後ろを振り返ると、御み坂さか美み琴ことがついてきていた。

「東京が戦場になる？　あのハワイの時みたいに!?　冗談でしょ。何とか言いなさいよ、ねえってば!!」

「俺だって何も知らない!!　でもヤバい状況なのは何となく匂いで分かるだろ!!」

「あそこにはママが住んでいるの！　何となくとかじゃ済ませられない!!」

　上条は歯を食いしばった。

　そして言う。

「ついて来い！　黙だまって見ているよりゃマシだろ!!」

　その後ろから、インデックスまで走って来ていた。

　三み毛け猫ねこを抱える白いシスターは憤ふん慨がいしたような調子で、

「とうま！　魔ま術じゆつ師しと集団で戦うっていう時に専門家に頼たよらないとか一体どういうつもりなんだよ!?」

「……ええい!!」

　問答している暇ひまはない。

　最悪、超音速旅客機が東京湾の『船の墓場サルガツソー』上空を通過する際、上条と美琴の二人だけでパラシュートを使っても良い。ここで拘こう泥でいしている場合ではないのだ。

「ていうか職員ゲートってどこだよ!?」

「アンタ、考えもしないで突っ走っていた訳!?」
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　雲くも川かわ鞠まり亜あは、事態が動く直前にあった会話を頭の中で反はん芻すうしていた。

（……『グレムリン』）

　その組織については、正直、敵対心よりも恐怖心の方が圧倒的に強い。長い人生の中で、何度も遭そう遇ぐうしたいとも思えない。ある一件さえなければ、二度と会いたくない、と表現しても良いほどだった。

　ベルシ。

　木き原はら加か群ぐん。

　……その『先生』が、すでに完全に死亡したのは雲川鞠亜も理解している。それは受け入れている。問題なのは、オティヌスと名乗ったあの眼帯の女が、死んだはずの木原加群の体を操っている、という点だ。

　理由もなく、必要もなく、そんな事をする訳がない。

　それでいて、あの眼帯の女に、かつてバゲージシティで遭遇した褐かつ色しよくの女ほどの激情があるとも思えない。

　有用だから利用する。

　自分の計画に使えるから確保しておく。

　だとすれば、それは一体何だ？

（先生の人生は、あそこで間違いなく終わったはずだった。誰だれも納得なんてしていないけど、あれがきっと、先生にとっては最高の終わり方だった！　なのに……。なのに!!　あいつは先生の抜け殻がらを使って何をしようとしているんだ？　その横暴が、先生が本当はどんな人間だったのかを歪ゆがめてしまうかもしれないのに……ッ!!）

　取り戻す。

　木原加群という人間を助ける事はできなかったけど、これ以上『先生』の名めい誉よを汚けがさせる訳にはいかない。

　だから喰くらいつく。

　どんなに恐ろしい相手であろうが、必ず『先生』の遺体を。

　そのための細い糸は、雲川鞠亜の目の前にあった。

　上かみ条じよう当とう麻まという糸。

　それはつまり、再びあの怪物ばかりが揃そろった『グレムリン』と、もう一度交差する事を意味する。バゲージシティでさえ、生き残れたのは奇跡だった。今度はもっと酷ひどくなるかもしれない。生きては帰れないかもしれない。

（……やる）

　雲くも川かわ鞠まり亜あは、しかし、止まれない。

（やってやる!!　どのみち、ここを逃のがせば後は引きずるだけの人生だ。だったら、人生の全すべてをこの一点に集約する。私は！　スッパリふられて諦あきらめるために！　ここで『先生』との一件を完かん璧ぺきに終わらせてやる!!）
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　事情を詳しく説明している暇ひまさえ惜おしい。

　上かみ条じよう達は職員ゲートをハードルのように飛び越え、空港職員の制止の声を振り切って奥の狭せまい通路を走る。妙に分厚いステンレスの扉を開け放ち、そこで待っていた電動カートへと飛び込んでいく。

　他の近道でも使ってきたのか、すでにバードウェイとレッサーは電動カートに乗り込んでいた。

　しかし、電動カートが滑走路上の超音速旅客機に向かう前に、もう一つ別の動きがあった。

「待った!!」

　雲川鞠亜だ。

　カートのドアからでなく、ほとんど窓から潜もぐり込んでくるような格好で、彼女は強引にカートの中に入ってくる。

「私も行くぞ。というかもう決めた！　話し合いの余地はない!!　とにかく何でもするから私も『グレムリン』の所まで連れて行ってくれ!!」

「ぎにゃーっ!?　さりげなくターゲット・上条当とう麻まの膝ひざの上へと潜り込むこの絶妙の交こう渉しよう術じゆつ。そしてどさくさに紛まぎれて『何でもします』宣言をやってのけたメイドですって!?　わ、私は目下最大のライバルの置き位置を間違えていたのかもしれません!!」

　レッサーが錯さく乱らんしたような声を張り上げたが、雲川鞠亜の耳には入っていないようだった。

「聞いた話じゃ『グレムリン』の本ほん拠きよ地ちは東京湾にあるらしいな。だったらパスポートも必要ない。一人くらい臨時の乗客が増えたって問題ないはずだ!!」

「い、いや、ちょっと待て！　そもそも学園都市から無断で外に出るにもハードルがあるっていうか……っ！」

「けど、君達はその制約の外にいる。つまり抜け道があるって事だろう？」

「時間が惜しい」

　バードウェイが断ち切るように言った。

「死にたがりを戦地へ送る事くらいはわけない。今はとにかくお前、上条当麻を学園都市の外へ送り出すのが先だ！　『グレムリン』の主目的が学園都市そのものではなく幻想殺しイマジンブレイカー一本だった場合、狙ねらいを逸そらせる。そうなれば二勢力の直接対決の構造を崩くずせるかもしれないんだからな!!」

　バードウェイが電動カートの運転席のヘッドレストを軽く叩たたき、運転手に発車を促す。エンジン音の存在しない、異様に滑なめらかな動きでカートは独特のシルエットをした超音速旅客機へと向かっていく。

　元はと言えば、爆ばく撃げき機きの技術を民間転用した機体だ。

　そして今も、上かみ条じよう当とう麻まという有効戦力を運うん搬ぱんする意味では大して変わらないのかもしれない。

「エンジンの暖気は済ませてあるそうだ。乗れ！　五分で陸を離はなれるぞ!!」

　バードウェイの言葉に叩かれるように、上条達はタラップを踏ふんで機内へ乗り込んでいく。シートベルトを締しめるどころか、きちんと座席に座る前にガクンと機体が大きく揺れた。普通の航空機でもちょっとまずい状況だが、時速七〇〇〇キロを叩き出す超音速旅客機だと別格だ。下へ手たすると細いトンネルみたいな空間で重力の束そく縛ばくから解き放たれかねない。

「わがままを言って済まない」

　離り陸りくの直前で、雲くも川かわ鞠まり亜あがそんな事を言ってきた。

「だけど、私はどうしても『先生』に繫つながる『ここ』を手放す訳にはいかなかった。ここが、私の人生を大きく左右させるレールの切り替えポイントかもしれないんだ。だから……っ!!」

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　細かい事情など、上条は知らない。

　それでも、そんな事は、きっと大した事じゃない。

　本当の意味で、他人の事情なんて完かん璧ぺきに分かる人間の方が珍めずらしい。

　自分以外のもののために、自分自身が何かを成し遂とげたいと思う事。そうした想おもいを秘めた人間とは、これまで何度も関かかわってきた。雲川鞠亜の瞳ひとみにあるのも、それと同じ光だ。

「こう言っちゃなんだが、俺もそのやり方で今までこうして生き残ってきた。別に褒ほめられた事じゃないけどさ。アンタが今思っている場所は、アンタが思っているほど行き止まりでもない」

「こっ、このパンツまで黄色と黒のシマシマ女!!　全体的にショッキング過ぎるっつーの！　ほら、アンタはこっちの座席ですっ!!」

　引きずるようにレッサーが雲川鞠亜を連れて行ったが、彼女達が座席に座る前に本格的な離陸準備に入ってしまった。

　経験として、時速七〇〇〇キロの世界を知っている上条は慌あわてて言った。

「お、おい！　早くシートベルトを締めろ！　両手でどこかに摑つかまっていれば何とかなるもんじゃないぞ!?」

「また蜂はち女おんなの事ばかり……っ!!　あなたは私を嫉しつ妬とキャラにでもしたいんですか!?」

　すると、何な故ぜか美み琴ことが片手で顔を覆おおっていた。

「……蜂女って聞くとあいつを思い出す。いや、ここで出て来られても困るけど……」

　ぐん……っ!!　と腹にのしかかる加速感が増す。

　超音速旅客機は国際空港の滑走路から離はなれ、そのまま順調に機体は大空へと滑すべり出していく。そのまま学園都市の外へと向かっていくのだろう。そんな風に考えて窓の外へ目をやった上かみ条じようは、すでに眼下の街並みが大きく変化している事にようやく気づいた。

　もう、学園都市を離れていた。

　窓の外に広がるのは、新しん宿じゆく辺りの景色だろうか。

　この分だと、時速七〇〇〇キロが出る前に、東京湾の『船の墓場サルガツソー』まで辿たどり着いてしまうかもしれない。

　そんな風に思っていた。

　甘かった。




　轟ごう!!　と。

　窓の外に、寄り添うように。何か巨大な怪物が併走していた。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………な、ん」

　疑問を口に出す暇ひまも、注意を促すよう警告する余裕もなかった。

　それは、この旅客機に匹敵するサイズの、トカゲに蝙蝠こうもりの翼つばさを足したような生き物だった。そのシルエットの全すべてが、膨ぼう大だいな赤い糸を束ねて作ったような、怪物。

　ただし、どんな動物図ず鑑かんを紐ひも解といても出てこないだろう。

　絵本の中でなら、竜とでも呼ばれていたかもしれないが。

　ギョロリ、と。蛇へびにも似た縦長の瞳どう孔こうを持つ巨大な眼球が蠢うごめき、窓まど際ぎわの上条当とう麻まの顔をはっきりと見据えた。

　火を噴く、なんて分かりやすい挙動は取らなかった。

　そのやたらと巨大な翼を、一ひと際きわ大きく羽ばたかせただけだった。

　一いつ瞬しゆんで。

　ゾンッッッ!!!!!!　と、最新テクノロジーの結けつ晶しようが、情け容よう赦しやなくど真ん中から輪切りにされた。

　上条当麻、インデックス、御み坂さか美み琴こと、レイヴィニア＝バードウェイ、レッサー、雲くも川かわ鞠まり亜あ……それに三み毛け猫ねこのスフィンクスとパイロット。

　その全員が。

　十分な高度を確保していなかったとはいえ、上空三〇〇メートルから無む慈じ悲ひに投げ出される。

　東京、その中心地へと。








行間　二









　学園都市第二位の超能力レベル５、『未元物質ダークマター』。

　その本質や主格がどこにあるのかはさておいて、そもそも最初に第二位の力をこの世にもたらしたのは、間違いなく『彼』だったはずだ。

　垣かき根ね帝てい督とく。

　現在では、『その抜け殻がら』と呼称せざるを得なくなってしまった、脳を含むいくつかの臓器の塊かたまり。

「……ばハッ!!」

　見えない手で水の入った袋を摑つかむように、いくつかの臓器が不自然に蠕ぜん動どうする。ぞるぞると、真っ白で粘質な物体がその臓器の周りへと集まっていく。細部が整えられ、表面が淡く色づき、それは瞬またたく間に美しい人間の少年と何ら見分けがつかない外観へと変へん貌ぼうしていく。

「ォ、ご、おおお……。がばげほっ、！　がばっ!!」

　潮風が鼻につく。

　むき出しの肌を無む慈じ悲ひな冷気が突き刺していく。

　無数の船の残ざん骸がいを積み重ねて作った不可思議な陸地の上に寝かされていた彼は、自分の体のあちこちに何本ものケーブルが取り付けられている事に気づいていた。似たようなものには見覚えがある。学園都市の暗部で生命維持装置に繫つなぎ止められ、兵器の製造装置として『未元物質ダークマター』を垂れ流すだけだった時代。あれに比べるとジャンク品の寄せ集めみたいなものだったが、逆にジャンク品だけで学園都市に追い着いている事に賞賛でも送るべきか。

　どこかから、女の声が聞こえた。

「意識があるようだぞ」

　応じるように、陰気な男の声があった。

「関係ない。目的のものを取り出せれば達成する」

　やはり、兵器の素材として『未元物質ダークマター』を狙ねらっているようだ。『関係ない』とあったのは、特殊な電気信号を彼の脳に流し続ければ、肉体を永遠に支配・束そく縛ばくする事ができるとでも思っているのかもしれない。

　間違いではない。

　……かつて、学園都市の暗部に沈んでいた頃ころの『垣根帝督』であれば。

「時代は変わったんだよ」

　ゆっくりと、唇くちびるを動かす。

　想定外の反応だったのだろう。注目が集まるのがはっきりと分かる。何か計器を操作するような音が鳴ったが、彼に何か変化がある訳でもない。彼の笑みはなくならない。

「とっくの昔に時代は変わっていた。お前達がどこの誰だれで何を考えているのかは知らねえが、そいつに取り残された時点で末路は決まったようなもんだ。哀あわれだな。全く同じ事を考えていても、それがほんの数週間前の話だったら、お前達は何の問題もなく天下を取っていたかもしれねえのに。本当に、心の底から哀れだよ」

　ビキ！　ビキバキ!!　と。

　内側から細い管を裂さくような音が続いた。

『垣かき根ね帝てい督とく』という装置を制御するために装着されていた電極やケーブルを逆流するように、『未元物質ダークマター』が侵しん蝕しよくしているのだ。全すべての色あるものを白に変え、ケーブルの向こうにあった電子機器までをも一気に丸まる吞のみしていく。

「はははっ!!　おおおゥがァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　相手は並列演算機器を組んでいるようで、数十数百のコンピュータを使って一個の巨大なシステムを完成させているようだが、関係ない。もう遅い。蜘く蛛もの巣のように張り巡らされたケーブルを片っ端ぱしから逆流し、その全てのコンピュータを、全てのコンピュータに電力を供給する動力源をも、『繫つながるもの』は欠片かけらも残さず喰くらいついていく。嚙かみつき、吞み込み、消化して、己の一部へと変えていく。

「テメェらが何なのかなんて俺には関係ねえ。テメェらが何をどれだけ積み重ねてきたのかなんて意味がねえ。テメェらが世界に何をもたらすかも興味がねえ。善悪、好悪、利害、正否。そんなものは一〇〇年後の歴史家辺りが勝手に決めれば良い事だ。分かってるのは!!　この俺を道具扱いしやがった野郎には相応ふさわしい末路ってのを与えてやらねえとなあ!!」

　肉体の内側で一本一本丁てい寧ねいに骨を砕くだいていくような、耳にするのも恐ろしい音がいつまでも続いた。

　その背中から純白の翼つばさが伸びていく。草木の成長を早回しで見ているように広がっていく。数十メートル、数百メートルという世界の話ではない。それは、島と見間違うほど大量の船の残ざん骸がいが積み上げられていた『船の墓場サルガツソー』を、瞬またたく間に包み込んでいく。

　ドーム状に包囲する。

　殺さつ戮りくの檻おり。

「はははははははは!!　あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　盤ばん面めんが狂う。

　誰にも想像していなかった方向へと傾き、倒れていく。

　互いに数千発の核ミサイルを突き付け合っていた冷戦において、最も恐れられていた『制御不能の混こん沌とん』。まさにその悪夢が開花していく。

　その。

　一いつ瞬しゆん手前の出来事だった。




　ゴグシャア!!!!!!　と。

　躊ちゆう躇ちよなく、眼帯の少女が『垣かき根ね帝てい督とく』の首を片手で鷲わし摑づかみする。




　その表情には微細な変化すらも感じ取れず。

　恐るべき結果を伴いながらも、その全身は弛し緩かんさえしている印象だった。

「ばっ、ご……？」

　自分の口から呻うめき声が洩もれた理由を、彼はしばらく理解できなかった。

　眼帯の少女は、片手一本で『垣根帝督』の首を摑み、その体を吊つり上げていた。……いいや、ただ摑んでいるのではない。喰くい込んでいる。『未元物質ダークマター』で形作られた肉体へ、複数の指先がずぶずぶとめり込んでいる。力技、その一いつ択たく。眼帯の少女がほんのわずかにその力を増すと、首の後ろの脊せき椎ついの辺りへ食い込んでいた指先が、さらに奥深くへと沈んだ。硬い骨を食い破る感覚と共に、たとえようのない激痛が彼の全身を貫く。

　一いち撃げきだった。

『船の墓場サルガツソー』全域を覆おおい尽つくしていた、ドーム状の殺さつ戮りくの檻おりが、まるで雪か何かのように粉々に砕くだけて宙を舞った。

「がっ、ごぼっ!?　がぐがっ!!」

「予定通りだな」

「『槍やり』の製造において、魔ま術じゆつでは欠けたピースを科学的に埋うめるための材料だ。全体論超能力の開発に耐えうる強きよう靭じんな生命体、フロイライン＝クロイトゥーネと同等の『素体』を作り出せるものであれば関係ない。製造装置そのものの戦せん闘とう能力に期待するものは何もないだろう」

　眼帯の女と陰気な男は、素そっ気けない調子で言葉を交わしていた。

　その間にも、メキメキメキメキ!!　と、『垣根帝督』の首に凄すさまじい力が加わっていく。

「良いか、スクラップ。私がお前に期待するのは一つ、たった一つしかない」

　眼帯の女が、ゆっくりとした調子で彼に声を放った。

「私の役に立て。……それができなければ、できるように、できるまで、お前の全すべてを丁てい寧ねいに作り変えてやる。組み伏せた女の顔を、握にぎり拳こぶしでボコボコに歪ゆがめていくようにな」

「ぁ。お……」

　その息が洩れるような発声に、『垣根帝督』の意志は関係ない。

　眼帯の少女の指先が脊椎の中にまで潜もぐり込み、ぐちゃぐちゃにかき回す。その刺激で、意志とは無関係に体が痙けい攣れんしているだけだ。まるで生肉で作った腹話術の人形のようだった。

「返事は、か・し・こ・ま・り・ま・し・た、だ。分かったか？」

「……カっっっ、じィ、ＫＯ、まっ、ィり、まぁあ、ＳＨＩ、ィだっっっ……ッ!!!???」

「良い子だ」

　言葉と共に。

　ゴッキンッッッ!!!!!!　という、鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　首が折れた、などという生なま易やさしいものではなかった。

　一体何が働いたのか、『垣かき根ね帝てい督とく』という五体満足の人の形をしていた物体が全方位から圧縮され、バレーボールほどの塊かたまりへと変へん貌ぼうさせられてしまった音だった。

　その表面には、透明なガラスに無理矢理人の顔を押し付けたような、ストッキングを頭から被かぶって人相を変えるような、いびつに歪ゆがんだ模様が浮かび上がっていた。

　眼帯の女は、掌てのひら一つで摑つかんでいた一抱えのボールを、陰気な男へと軽く放り投げた。

「必要な事をやれ。お前は、こうなる前に従えるはずだ」

「了解した」

　と、その時だった。

　頭上から恐竜の咆ほう哮こうにも似た轟ごう音おんが炸裂した。

　ビリビリという小刻みな震しん動どうが『船の墓場サルガツソー』全域を覆おおい、いくつかのボートの残ざん骸がいが山から転げ落ちる。眼帯の少女は気にせず、白い湯気に煙けぶる空を見上げた。

「モックルカールヴィに『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』……ようやくの出番か。本ほん拠きよ地ち一つ見つけ出すのに、あまりにも時間がかかり過ぎていないか、小者ども」

　吐はき捨て、しかし、眼帯の少女は向かってくるであろう敵に興味を示さない。

　あくまでも、その対象は自みずからの内にのみ存在する。

「『槍やり』の製造も大詰めだ。マリアン＝スリンゲナイヤーを連れて来い。『黒小人ドヴエルグ』の手で一気に作業を終わらせるぞ」








第三章　確定の隅の疑念　Turning_Point.
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　実の所。

　上かみ条じよう達は離り陸りくの前に、すでに軽量型のパラシュートを背負っていた。通常装備と違って予備の落らつ下か傘さんはなし、高度計と連動して自動開放される安全装置もついていない。まるで命を削るような改造だが、おかげで薄うすい学生鞄かばん程度のサイズまで縮める事ができたらしい。

　しかし。

　パラシュートというものは、極きよく端たんな強風の中など、特殊な条件では使い物にならない。

　その条件の一つ。

『一定以下の高度では、パラシュートを開いても十分に減速できず、地表へ叩たたきつけられてしまう』というのをご存知だろうか？

「くっ、そ……っ!!」

　ぐるんぐるんと視界が回り、どちらが上かも分からなくなる。腹の底へ、ただ得え体たいのしれない恐怖心がのしかかってくるだけだった。上空三〇〇メートル。叩き付けられれば即死は避さけられない。慌あわてて手を後ろに回して紐ひもを引っ張ろうとするが、空気に煽あおられる細い紐を上う手まく摑つかめない。

　三秒か、五秒か。

　その時間が、自分の体をどれだけ地表へ近づけたのかは考えないようにした。目を瞑つぶり、とにかく紐を摑んで、強く引っ張る。

　背負ったバッグが爆発するように展開される。

　ぐんっ!!　と、肩紐に強きよう烈れつな荷重が加わる。だが様子がおかしい。パラシュートというものに『絵本に出てくる、大きな傘かさを持った小人がふんわりと空の旅をするような』機能がついているとは思わないが、想像していたよりずっと落ちていく速度が速い。減速の幅が足りない。これでは降りている、ではなく、落ちているの延長線上のままだ。

（噓うそだろ……ちゃんと開いてない!?　絡からまってやがるのか!!）

　頭上を見上げると、落下傘の布地はきちんとした円形になっていない。半月にひだひだをつけたような、不自然な形になっていた。

　パラシュートは、どんな体勢で開いてもきちんと機能するものではない。

　空中でぐるぐる回った状態で無理に開けば、やはりそれだけ動作不良のリスクは増す。

　その上、高度も足りない。

　そもそも、パラシュートはきちんと使用しても、地表への着地時に足運びを間違うとそのまま骨折しかねない程度の衝しよう撃げき力りよくは加わるものだ。

　こんな状況でアスファルトに叩たたき付けられればどうなるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　一言で言えば、絶体絶命だ。

（落ち、たら……死……っ!!）

　無む駄だと知りつつ、思わず手足をバタバタと振り回してしまう上かみ条じよう。

　その時だった。

　がぐんっ!!　と何かに引っかかるように、その体が止まる。衝撃に、呼吸が一いつ瞬しゆん詰まる。自分の体が、時計の振り子のように左右へ揺れている事に、少し遅れてようやく気づく。

「な、ん……？」

　真上を見上げると、傘かさというよりカーテンか何かで無理矢理作った即席ロープのようなものが一直線に伸びていた。その先せん端たんが、鋼こう鉄てつを組み合わせて作った巨大な釣つり竿ざおに似たシルエットに絡からまっている。

（……クレーン……建設中の、高層ビルの……っ？）

　ざっと見ても三〇階以上。

　地表のアスファルトまでは二〇〇メートル以上、といった所か。

　ビルは完成途中という感じで、ここが屋上という訳でもなさそうだった。一階一階外装を組み立てていきながら、順次クレーンの高さも上げていく仕組みなのだろう。

　宙ちゆう吊づりにされた上条の足の先から最上階までの高さはざっと七メートル。二階建ての家屋の屋根から飛び降りる程度のものだ。が、クレーンは地上から鉄骨を引き上げる途中だったのか、ビルの外側に向けて大きくせり出していた。このまま上条がパラシュートのバッグを取り外しても、ビルの建物には掠かすりもしない。地表へ叩きつけられるのがオチである。

　ぎぢぎぢぎぢ……と、真上から繊せん維いを千ち切ぎるような、不ぶ気き味みな音が響ひびく。

　元々、パラシュートは着地時に風に流されるなどして、森の中に入ってしまうトラブルが絶えない。太い木に引っかかったまま長時間放置されれば、腋わきの動脈を潰つぶされるなど深刻な事態を誘ゆう発はつする危険も否定はできない。

　もしも、そうしたリスクを排除するため、傘の部分には空気を受け止められるよう均等な衝撃には強く、木の枝に引っかかった時は速すみやかに裂さけて地表へ脱出できるようピンポイントの衝撃には弱くなるよう、絹の布の織り方に工夫がなされているとしたら……。

（まずい……）

　上条はとっさに、自分の体を吊るしているワイヤーを両手で摑つかみ直す。

　布が裂ける音がさらに増す。

（まずい!!　クレーンに引っかかった落らつ下か傘さんが裂けたら、問答無用でアスファルトまで真っ逆さまだ！　そうなる前に、何としてもクレーンの所まで登らないと……っ!!）

　とはいえ、それは上かみ条じようが想像しているほど簡単な事ではない。

　ワイヤーの下か端たんに上条が吊つるされていて、その全すべてが背中と接続されている以上、彼は両手だけを使って自分の全体重を支えて登らなくてはならない。

　映画やドキュメント番組などに登場する特殊部隊などは、断だん崖がい絶壁とかホバリングするヘリから伸びたワイヤーをするする登ったり降りたりしているかもしれない。が、あれは両手の他に足もワイヤーに絡からめる事で、一点のグリップに要する力を分散するからこそ為なせる業わざだ。

　足を全く使わずに腕だけで匍ほ匐ふく前進を試してみると、驚おどろくほど体が前へ進まない事が分かる。あれを垂直にして重力の戒いましめを最大限に受けるものと考えれば良い。

　重量挙げの選手でもない限り不可能だ。

　たった三メートル程度の距きよ離りも上がれずに、上条の二の腕が内側から嫌いやな痛みを発した。筋肉が限界以上の負荷に白旗を挙げている。

「冗、談だろ……？」

　もう目に見えて、複雑に絡まったパラシュートの布地が裂さけていくのが分かる。

　完全に千ち切ぎれてしまえば為す術すべはない。

　何でも打ち消す右手も、地じ獄ごくのフリーフォールから安全に着地するためになど応用できない。

（……こんな所で、こんな簡単に死んじまうのか？　何一つ状況が分からないまま、明確に襲おそいかかってくるヤツの顔も見ないまま……。そんなのってアリなのか!?）

　轟ごう!!　と風が唸うなるような音が響ひびいたのはその時だった。

　高層ビル群で良くあるビル風とはまた違う。

　そもそも風ではない。

　巨体。

　先ほど上条達が乗っていた超音速旅客機に併走し、機体を輪切りにしてしまった、あの竜にも似た空飛ぶ怪物だ。

　それは一度鋼こう鉄てつの獲物を食い破った後、それでは満足できないと言わんばかりに大空で大きく旋せん回かいし、宙吊りにされた上条の元へと一直線に突っ込んでくる。

「……お、!?」

　世の無常を嘆く暇ひまさえなかった。




　上条をぶら提さげていた鋼鉄のクレーンが、丸ごとひしゃげて宙を舞った。




　もはや激突音を耳に捉とらえる事もできなかった。

　景色が歪ゆがんだ流線形へと変へん貌ぼうしていく。自分自身がモーニングスターのように振り回されているのが分かる。足元から心臓を駆け上るように、ゾワゾワとした悪お寒かんが生み出された。メチャクチャになった視界の中で、上かみ条じようは自分の足がビルよりさらに外側へ、小型のセスナくらいなら離り発はつ着ちやくできそうなほど広い道路の方へと向かっていくのを何とか認識する。

　そして決定的な事態を理解した。

（……折れたクレーンが、道路に向かって落ち……っ!?）

　ブチブチという音が上条の思考を遮さえぎる。

　彼の体をクレーンに縛しばり付けていたパラシュートの布地が、ついに限界を迎えたのだ。

　まるですっぽ抜けるように、回転しながら落下しようとしていたクレーンの残ざん骸がいから、上条の体が投げ飛ばされた。木の棒の先せん端たんに両面テープで石を固定し、その上で木の棒を思い切り振り回すようなものだ。

　それでも。

　上条の体は建設途中のビルの最上階までは届かなかった。

　途中階の、まだガラスを張っていないフロアへ容よう赦しやなく突っ込まされる。

「がァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　激痛による絶叫は、地表に巨大なクレーンの残骸が落下する轟ごう音おんにかき消された。

　堪たえきれずに、上条は胎たい児じのように体を丸める。そのままゴロゴロと転がり、とにかく叫び続ける。単に痛みから気を逸そらす、というだけでもない。彼は知らずにやっていたが、ハンマー投げなど一部の陸上競技では、頭のリミッターを外して脳内物質を意図して分ぶん泌ぴつするために、叫び声を発する方法論が定着しているのだ。

「う、うう……」

　内装もクソもない、むき出しのコンクリートと鉄骨製の柱だけが並ぶフロアの中で、ようやく上条はよろよろと起き上がる。

　ビルのすぐ外を、先ほどの怪物が勢い良く突き抜けていく。上条は慌あわてて太い柱の陰へと身を隠した。

　追つい撃げきは来ない。

　全身を大量の赤い糸で覆おおわれた例の怪物は、クレーンを落とすと満足したのか、詳細な撃破確認を行わないまま巨大な翼つばさを羽ばたかせてどこかへと飛んでいってしまった。

（……インデックスは？　御み坂さかやバードウェイ、レッサー、雲くも川かわ鞠まり亜あも！　あいつらはどうなったんだ。ちゃんとパラシュートで地上へ辿たどり着いたのか、そこで妙な連中に襲おそわれたりはしてねえのか!?）

　ポケットから携帯電話を取り出し、とりあえずインデックスの番号にかける。彼女が〇円ケータイに応じるかどうかは普ふ段だんから微妙な所だが、今はとにかく一人ずつ、分かる所から掛けていくしかない。

　しかし、

「……何だ？」

　インデックスは電話に出なかった。

　そもそも呼び出し音らしきものが一度も鳴らなかった。

　代わりに、録音された女性のアナウンスで、こんな事が繰くり返し流れて来ていた。

『……現在、回線が非常に混み合っております。警察・消防など緊きん急きゆう連絡を優先するため、皆様には不要な通話・メールなどの使用を控えていただくようご協力お願いします。ご家族、ご友人への安否連絡には、携帯各社の災害時専用音声伝言板サービスを……』

　電話は通じない。メールも駄だ目めだろう。

　携帯電話用の簡易掲示板なども表示できない。画面が通信エラーで固まってしまう。

　Wi-fiなどの無線LAN系の通話アプリなどで迂う回かいしようと思ったが、こちらも全く動かない。……もっとも、学園都市製の携帯電話なので、外で一〇〇％のサービスを利用できるものでもないのだろうが、それにしてもこの徹てつ底ていぶりはやはりおかしい。

　一いつ瞬しゆん。

　どこかの誰だれかが作為的に通信網もうを遮しや断だんしているのではないか、と思ってしまうほどに。

　だが、違う。

　下へ手たな陰いん謀ぼう論ろんの前に、まず疑うべき事が他にある。

　つまり。

　回線がパンクしたという事は、回線がパンクするような事態が発生したのではないか、と。

「……、」

　上かみ条じようは、改めてガラスのない窓へと目をやった。

　随ずい分ぶんと床を転がされたため、窓までは一〇メートル以上ある。そしてここからでは、ビルの真下にある広い道路がどうなっているかを確認する事はできない。確認するためには、窓まど際ぎわまで近づいて、下を覗のぞき込まなくてはならない。

　何な故ぜか。

　そこに、強きよう烈れつな拒否感情が生まれている事に、気づく。

　高所恐怖症なのではない。自分が危険な場所に立っている事を思い出したくないのではない。眼下に広がる光景が、想像を絶する何かへ変へん貌ぼうしているかもしれないと考えてしまったのだ。

　それでも。

　確認しようがしまいが、事実は何も変わらない。

　そして、少しでも多くの情報を手に入れていれば、そこから次の行動のための選せん択たく肢しは広がっていくかもしれない。

　ふらふらと。

　上条は、ゆっくりとした動きで、鉄骨の柱の陰から出た。ガラスのない窓へと、歩いて近づいていく。一歩、また一歩。靴底が床を踏ふむたびに、嫌いやな緊きん張ちようが度合いを増していくのを明確に感じた。ロシアンルーレットで、空振りが何度も続き、少しずつ実弾が出てくる可能性が上がっていくのを目まの当たりにするように。

　最後の一歩を、踏み込む。

　摑つかめるものが何もない断だん崖がいの縁に、上かみ条じようは立つ。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎ、と。軋きしむ音さえ立てそうなほど軋んだ動きで、目線を下げる。

　そこで。

　そこで。

　そこで。
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　超音速旅客機から、容よう赦しやなく体を投げ出された。

　御み坂さか美み琴ことは大空で冷静にパラシュートの紐ひもを摑んだが、その時、すぐ横を白い影が高速で地面へ向かっていくのを目もく撃げきした。両手で暴れる三み毛け猫ねこを摑んでいるインデックスだ。パラシュートには高度計に応じて自動的に開放される安全装置はない。使い方が分からなければ、文字通り地表まで真っ逆さまだ。

「ああもう!!」

　美琴はパラシュートの使用を中断し、プールの飛び込みのように両手足をピンと伸ばす。地面へ向かってアクセルを踏むような感覚で、無む秩ちつ序じよに回転しながら落ちていくインデックスへと急激に近づいていく。

「にゃろっ!!」

　手を伸ばし、その指先で白いシスターの腕を摑む。

　高度はもう一〇〇メートルない。今からパラシュートを開いても、二人分もの重量を殺してふわりと着地するのは不可能だろう。勢いを殺し切れずにアスファルトへ叩たたきつけられるのがオチだ。

　諦あきらめる。

　思考を切り替え、磁力の操作に徹てつする。

　インデックスの手の中の三毛猫がさらに暴れ出したのを見て申し訳ない気持ちになったが、今は背に腹は代えられない。

　巨大な駅ビルの壁面に折り曲げた両足の靴底を押し付け、そのまま凄すさまじい勢いで滑すべる。オレンジ色の火花でも噴き出ない方がおかしいくらいの急減速だった。ザザザザザザザ!!　と、牛革が摩ま擦さつで焼ける嫌な臭においの煙を漂ただよわせながら、御坂美琴の体は、およそ四階くらいの高さでようやく完全に落下スピードを殺し、停止する事ができた。

　腕一本でインデックスと三み毛け猫ねこを支えながら、美み琴ことは周囲を見回す。

「ここは……新しん宿じゆく駅、かな？　ネットでしか見た事ないけど」

　正確には東口側。某ぼう国民的なお昼休みの番組でお馴な染じみのテレビスタジオがある方だ。『外』のファッション関係にうるさい場所の一つ……くらいの勝手なイメージを抱いだいていた美琴だったが、実際に眺めてみると、何な故ぜだか家電量販店の看板がかなり目立つ。そこかしこに乱立しているようだ。

　しかし、地上に降りて、見て回ろうとは思えなかった。

　理由は単純。

「何なのよ……あれ？」
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　潮の満ち引きを、早回しで見ているようだった。

　あるいは、軍隊蟻ありの行進を目まの当たりにしているような。

　その異様な光景を形作っているものの正体は、人だ。老ろう若にやく男なん女によ、それこそ（今の美琴に人の事を言えた義理でもないのだが）学校や職場はどうしたんだろうというくらい、道路や広場には大量の人が溢あふれていた。

　何かのイベントで全国各地から集まってきた、という訳ではない。

　足の踏み場もない。歩道の色なんて分からない。どこまで見回しても、人の頭、頭、頭、頭、で埋うめ尽つくされている。それは何も歩道に限った話ではなかった。信号の色に関係なく全すべての道で自動車が長い渋じゆう滞たいの列を作っていて、その車と車の隙すき間まを埋うめるように、大量の歩行者で埋め尽つくされてしまっている。異様な景色の中では常識さえ歪ゆがむようで、むしろ、何な故ぜ車のボンネットや屋根の上に人がいないんだろう？　という方に疑問を抱いてしまうほどの圧迫感だった。

「『グレムリン』だよ……」

　ぶら下がっているインデックスが、呟つぶやくように言った。

「『グレムリン』が何かをやったんだ」

　かもしれない。

　だが、具体的に何が起こっているのかまでは把は握あくできない。

　ゴッ!!　と頭上を何か巨大な影が横切った。先ほど超音速旅客機を輪切りにした、絵本の中に出てくるような怪物だった。しかし、その影は大空を渡っていくだけだ。美み琴こと達を狙ねらって集中攻こう撃げきする事もなければ、辺りのビル群や人々を無差別に破は壊かいしていく事もない。

　思わず、都内に住んでいる母親の美み鈴すずの顔が頭に浮かぶ。

　しかし、インデックスを両手で抱えたまま、自分の能力で携帯電話にアクセスしてみても、芳かんばしい答えは返ってこない。

「……回線は全すべてパンク状態。災害時の伝言板以外はどこにも繫つながらない。そのメッセージも入っていない、か」

　念のため、新着メッセージがあったら留守番電話の方で録音するよう設定を施ほどこしてから、彼女は携帯電話の制御を手放す。

（……新しん宿じゆくって言ったら、もう学園都市は目と鼻の先よね。『グレムリン』とかいうのが東京湾から学園都市へ進軍してくるとしたら、こんな所に留とどまっている理由は特にないはず。そのまま一気に学園都市まで突っ込んでしまえば良いはずなのに……？）

　車が大渋滞を起こし、道からこぼれるほどに大量の人々が集中してしまっている以上、おそらくここから見えない所で、幹線道路や橋などが落とされている可能性は高い。だが一方で、どこかスタンスに中ちゆう途と半はん端ぱな印象があった。間にある東京の街には一切被害を出さずに学園都市だけを攻撃するのか、間にある東京の街を障害物とみなして全て破壊しながら進軍していくのか。どちらにも偏かたよる事なく、散発的な被害だけを出している。

　そこからは、分かりやすい信念や利益が透すけて見えたりはしない。

　だが、行動に出たからには必ず理由が存在するはずだ。

　美琴は少し考え、

「……まさか」
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　レイヴィニア＝バードウェイ、レッサー、雲くも川かわ鞠まり亜あ。

　彼女達の間には特別な仲間意識は存在しない。各おの々おの勝手な目的で上かみ条じよう当とう麻まについてきて、同じ超音速旅客機へ乗り込んだだけなのだから、当然と言えば当然ではある。

　散り散りになった他のメンバー達と違って、彼女達は大空へ投げ出された後も、冷静に空中で姿勢を制御してからパラシュートを開いていた。若じやつ干かん、降下距きよ離りが足りなかった部分も否いなめないが、それでも着地時に膝ひざを大きく曲げる形で衝しよう撃げきを吸収・緩かん和わして、怪け我がもなくアスファルトの路上へと降り立つ事ができた。

　バードウェイはパラシュートの留め具を外すと、適当に丸めた落らつ下か傘さんを手近なゴミ集積所へ投げ込みながら、

「……ここはどこだ？　随ずい分ぶん、風に流されたようだが」

「このうらぶれた猥わい雑ざつな感じって、あれじゃないですか？　カブキチョーとかいうヤツ。ほら、全体的に『辰たつの如ごとし』に出てきた街並みにそっくり。オウ、ジャパニーズタトゥーのナイスミドルはどこですか!?」

「あれを日本ならどこにでもある一般風景と思うんじゃない欧米人め。それにしても、うへえ。真上に電線がびっしり。あそこに引っかかっていたら、そのまま感電死していたかもしれないな」

　レッサー、雲川鞠亜も適当な事を言い合っているが、昼間とはいえこの年齢層の少女達が堂堂と闊かつ歩ぽしていたら警察官から問答無用で身柄を保護されかねない、日本最大の繁はん華か街がいだ。特に胡う散さん臭くさいメイド服を着ている未成年の雲川鞠亜は署で詳しい話をお願いされても文句は言えないかもしれない。

　と、そこで彼女達の言葉が途切れた。

　パトカーのサイレンが鳴り響ひびいたからでも、黒塗りの高級ドイツ車が襲おそいかかってきたからでもない。

　それは、足元から響く低い震しん動どうだった。

　スタジアム球場の周辺などでは、逆転ホームランなど劇的なシーンがあった時に、鉄筋コンクリート製の高層ビルや駅舎などさえ、物理的に揺れる事がある。数万人単位の観客が一斉に席から立ち上がって足を踏ふみ鳴らすと、それだけで震度計に反応が出るほどの揺れが生じるのだ。

　バードウェイとレッサーは裏うら稼か業ぎようの魔ま術じゆつ師しとして紛ふん争そう地域をも渡り歩いた経験から、雲川鞠亜はバゲージシティで獲得した危機を察知するアンテナから、即座にきな臭い匂においを嗅かぎ取っていた。

「……まずいな。どこの誰だれだか知らないが、大量の人間がこっちに押し寄せてくるぞ」

「わお。今回はヤクザものかと思ったらゾンビものだったっていう例のアレですね？　私の銃はどこだ!?　こんな時でもキャバクラ探すよ!!」

「だからあれも日本の風物詩じゃない欧米人め!!　……その全体的にふざけているのって、もしかして自分に発破をかけているつもりなのか？」

　何にしても、巻き込まれれば身動きが取れなくなる事は間違いない。

　彼女達三人は特に確認もせず、震しん動どうの発生源から遠ざかるように走り出す。

　バードウェイは後ろを振り返りながら、

「向こうは大きな駅の方だったよな？」

「ああ、輪切りにされた超音速旅客機とかが突っ込んでなけりゃ良いんですけど」

「うちの技術情報漏ろう洩えい対策はえげつないから、その心配はほとんどないだろう。航行不能と分かった途と端たんに特殊な航空燃料と強酸で、徹てつ底てい的てきに機体を自己破は壊かいさせる。地表では顕微鏡でも組成解析不能な黒い塵ちりが一面に降り注ぐくらいさ」

「あ、そうだ。パイロットってどうなったんでしょう？」

「一応はその道のプロだ。脱出でしくじるほどの間抜けでない事を祈ろう」

　機内から大空へと投げ出され、散り散りになったメンバーは他にもいるが、彼女達が心配したのはそれだけだった。各おの々おの、居合わせた人間に並の常識が通用しない事くらいは予想していたらしい。

「……それにしても、このタイミングで上かみ条じよう当とう麻まとはぐれたのは厄やつ介かいだな。あいつの右手が『船の墓場サルガツソー』攻略、『槍やり』の製造阻そ止しの要かなめだったというのに」

　とりあえず音源から遠ざかるように走っていたバードウェイ達だったが、その内、別の方角からも似たような低い震動が鳴るようになってきた。周辺全体を埋うめ尽つくすように、徐々にその数や方角が増えていく。

　雲くも川かわ鞠まり亜あは人差し指で適当に横合いを指し示した。

「近くのビル」

　無む秩ちつ序じよな電飾と高さが不ふ揃ぞろいの雑居ビルだけが並んでいた。そのビルとビルの隙すき間まに、本当に非常階段として機能しているのか怪しい、ドロドロに汚よごれた金属製の階段があった。まるで鉄の棒を折り畳たたんで収納しようとしたような細い階段を三人で駆け上がる。

　直後だった。

　ドォ!!　と。ただでさえ狭せまい十字路で激突するように、二つの人の波がいきなり合流した。まるで真夏の海水浴場だ。道路の色が分からなくなるほどに、人の頭が全すべてを埋め尽くす。所所でガラスが割れるような音が響ひびくのは、溢あふれた人々が店舗のドアを突き破ってしまったからか、あるいは路上駐車してあったスクーターなどを倒してしまったからか。

　怒いかりとも、不安とも取れる群衆の声の洪こう水ずいが耳を叩たたく。

「くっそ、どこまで歩いたらタクシー捕まるんだよ!?」

「やっべ、空飛んでるアレ、こっち来たりしないわよね」

「ちょっとー、マジでケータイ止まってんの？　せっかく動画撮ってんのにアップできないじゃん！　これアゲたら絶対話題をさらえるっつーのに!!」

「痛ってえな、押すな馬ば鹿か！　俺は駅の方に行きてえんだっつの。何でも良いから遅延証明書もらっとかねえと……」

　ただ、いずれもが命の危機に追い立てられるような、圧倒的なパニックという感じではない。譬たとえると、大規模な信号トラブルなどで列車が止まってしまった時などの不平不満を極限まで肥大させているような感じだろうか。

「『グレムリン』だな……」

　バードウェイは階段の踊り場から地上を見下ろしながら、舌打ちした。

「都内の幹線道路を適度に潰つぶして、交通網もうを麻ま痺ひさせてる。空を飛び回っていたドラゴンもどきが学園都市を襲おそおうともせずに、そこらを巡回しているのもそのためか」

「？　どういう事だ？？？」

「人の壁さ」

　うんざりした口調だった。

　どこかで、似たような経験でもした事があるのだろうか。

「動脈硬化と同じだ。特に太い道路を潰せば、車は別の道へ迂う回かいしようとする。すると別の細い道でも渋じゆう滞たいが起こる。車やバスが使えなければ人々は徒歩に頼たよる。今度は歩道まで人で埋うめ尽つくされて、身動きは取れなくなる。システム全体があっという間に固まってしまう」

「……かくして網あみの目みたいな東京の道路網全すべてが人々で溢あふれ返り、ろくすっぽ前へ進む事はできなくなるって訳ですか。流石さすがは一七〇〇万人がひしめく超人口密集地帯。最小限の要よう衝しようさえ破は壊かいしてしまえば、後は勝手に全域へ生肉のバリケードを敷しいてくれる」

　ラッシュアワーの満員電車の中で、先頭の車両から最後尾まで歩いて進む事はできないだろう。それを東京全体で実現しているようなものだ。

　合理的ではある。

　しかし、雲くも川かわ鞠まり亜あは何かが引っかかった。

　バゲージシティで、『グレムリン』の猛攻を肌身で感じた事があるからか。

「あの『グレムリン』は、最小の被害なんてものを気にする組織なのか……？　バリケードが作りたければ、辺り一面のビルを叩たたき壊こわして道路側へ倒してしまえば良い。不確定な人の流れを利用するより、コンクリートの塊かたまりの方がはるかに信しん頼らい性せいは高いはずだ」

「そりゃそうだ」

　バードウェイはあっさりと認めた。

「だが問題なのは、このバリケードが一体どこの誰だれに向けた牽けん制せい球きゆうなのか、って所さ。まさかと思うが、世界を敵に回した『グレムリン』が、散り散りになった私達だけを意識しているとでも？」

「……？　じゃあ、一体誰だれを食い止めるための……」

「もっと大きな枠組みだろうさ」

　バードウェイが言うと、レッサーは肩をすくめた。彼女も推測できているのだろう。

「被害は最小。だが、やろうと思えばすぐにでも流血と大だい破は壊かいを起こせる状況はキープしておく。そうやって、ヤツらは利害を分散させようとしているんだろうな」
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　ばさり、と空気を叩たたく音は誰の耳にも聞こえた。

　東京スカイタワー。全長六〇〇メートルを超す、日本の新しい電波塔。ドーム球場を超えるランドマークとしての期待もあったその巨大な鉄塔の頂点部分に、『それ』は静かに降り立っていた。

　膨ぼう大だいな赤い糸を束ねて作った巨体。

　蝙蝠こうもりのような、薄うすい膜状の翼つばさ。

　まるで木の上に留とどまり地表の小動物を探す猛もう禽きん類るいのように、その正体不明の怪物はコンクリートの街を睥へい睨げいしていた。

「やっべ、ヤバいってアレ!?」

「ネットとかは後回しで良い。とりあえず撮っとけ!!　新種の動物って見つけたヤツが名前つけられるんだよね？　あれって届け出た順？　どこに届け出るの!?　夢のタナカワイバーンまですぐそこなのに!!」

「あんだけの巨体となると一日で食べるもんだって相当……。く、クジラみたいにプランクトンを狙ねらってくれると助かるなあ!!」

　口から炎を吐はかなくても、その巨体の体当たりで高層ビルを薙なぎ倒さなくても。巨体がもたらす威い容よう、そして明らかに『襲おそう側』の眼光があるだけで、人間の精神に多大な負荷をもたらすには十分だった。そしてその効果範囲は東京スカイタワーを望める広大な地域全体に及およんでしまう。

「発砲は禁止！　繰くり返す、発砲は禁止!!　絶対に撃うつな!!」

　流れに逆らえば圧死しかねないほどの人の波の中で、一ひと際きわ目立つ怒ど号ごうが響ひびいていた。

　警察官の制服はどんな状況でも目立つようにデザインされているはずだが、警察学校を卒業したばかりの新人は声の主を完全に見失っていた。

　暗くら闇やみの中で、どこにいるかも分からない人影へ話しかけるように、とにかく叫ぶ。

「何な故ぜですか!?　確かにあんな恐竜みたいな怪物相手じゃ支給された拳けん銃じゆうなんて役に立たないかもしれない。それにしたって、このまま静観するなんていうのは警察官の取るべき道じゃない!!　あれが一度でも人の山へ突っ込んだら……っ!!」

「だから刺激するなと言っている!!　闇やみ雲くもな攻こう撃げきで事態が動いてしまったら、その責任を取れるのか？　今ならまだ、何も起こらない可能性もあるんだ。だから動かすんじゃない!!」

　平たく言えば、それこそが『グレムリン』の狙ねらいだった。

　第三次世界大戦では……世界各国、科学サイドも魔ま術じゆつサイドも拘かかわらず、色んな勢力が戦争を終わらせるため、たった一点に結集した。それが『右方のフィアンマ』が率いる巨大戦力を最終的に打倒するに至ったのだ。

　誰だれかが先導はしたかもしれない。

　誰かが象徴になったかもしれない。

　しかし、結局の所、あの人類が絶滅しても何ら不思議もなかった大きな戦争を無事に終わらせられたのは、大勢の人々が、目的を一つにして戦ったからだ。その圧倒的な力が、起こるはずだった悲劇を奇跡のように食い止めたのである。

　だから。

『グレムリン』は、その分散を画策した。

　利害の分散。

　今ならまだジョーカーを引かなくても済むかもしれない。下へ手たに刺激さえしなければ、『グレムリン』は目的の敵以外は見逃してくれるかもしれない。……そんなささやかな希望が、結束を乱す。『グレムリン』という明確な敵が目の前にいるのに、天てん秤びんに乗ったあまりにも大きなものが、本来真っ先にやらなくてはならない事から目を逸そらさせてしまう。

　それは、単にこの街に住む人々が自分の命や住み家を追われる事を恐れる、といったレベルの話に留とどまらない。

　日本の政治を回している人間に、東京という首都を手放す決断ができるか。それでもなお、学園都市と『グレムリン』の戦いを許容できるか。

　合衆国大統領ロベルト＝カッツェは多数の国家や勢力を束ねて、対『グレムリン』の総攻撃の準備までこぎ着けた。

　しかし、ここでまた停てい滞たいする。

　守りたいものはそれぞれ違う。そんな当たり前の事を最悪の形で『グレムリン』が突き付ける事によって、人は一つの集団にはなれず『バラバラの個が多数あるだけの状態』へと陥おちいってしまう。

　そうした小さな仕掛けが、第三次世界大戦にあったような奇跡を封じる一手となる。

　バラバラの個の中で、特に危険な因子を上から順に潰つぶしていけば、後は逆転不能な弱者の群れが残るだけ。

　どっちつかずで右う往おう左さ往おうするだけの群衆は、『主神の槍グングニル』の完成と同時に魔ま神じんオティヌスの力によって滅ほろびの宿命を背負わされる事になる。

　その瞬しゆん間かんまで、『今ならまだ』などという甘い幻げん想そうが消える事はない。

「機動隊や自衛隊はどうしたんだ……。東京上空を西から東まで数分で飛び交う怪物が真上を飛んでいるっていうのに!!」

「ボサッとしているな新入り!!」

　人混みの中で、強く手を引かれた。

　新人の警官は歩道橋の階段下にある、わずかなスペースへと引きずり込まれる。そこだけは何かの冗談のように人の流れから隔かく絶ぜつされていた。

「倒せもしない敵を睨にらみつけるより、正確な避ひ難なん誘ゆう導どうの方が先だ！　この状況で一度でも将しよう棋ぎ倒だおしが起きてみろ。どれだけの人間が圧死するか分かったものじゃないぞ!!　周辺の車道も全すべて渋じゆう滞たいで塞ふさがっている。救急車を呼べる状況じゃない事がどれほど危険か理解しろ!!」

「分かりましたよ、くそ!!」

　新人の警官がヤケクソ気味に叫んだ直後だった。

　どお！　と、大量の人の声が重なって爆音のような音を発した。見れば、一方向へ流れていた人の波が何かにせき止められている。もはやちょっとした自動車くらいならひっくり返せそうな勢いの群衆を押し留とどめるなど、よほどの事に違いない。

　正体不明の怪物に、新手でも現れたか。

　緊きん張ちようが走る警察官達だったが、彼らの予想は外れた。

　ギュラギュラギュラ!!　というタイヤのゴムが地面を嚙かむ音が響ひびき渡った。半ば渋じゆう滞たいの列を作る自動車の側面を擦こするような格好で大きな交差点に顔を出したのは、複数の装輪装甲車だった。機動隊などが暴徒鎮ちん圧あつに使う、高圧放水車とも違う。屋根の所には、戦車の砲塔のようなものが取り付けられている。

「低圧滑かつ腔こう砲ほう!?　あんなの導入していましたっけ!?」

「マニアじゃないから分からん！　にしても、一体どこから出てきた。道路は軒のき並なみ渋滞しているだろうに」

　続けて、同じ車種の装甲車が何台も顔を覗のぞかせた。

　そこでようやく気づいた。

「地下鉄!?　トンネルの中を無理矢理走らせてきたっていうのか！」

「……あんなものを持ち出してきたって事は、自衛隊はあの怪物と本気でやり合う方向に決めたのか？」

　それが楽観視だと、数秒経たって新人警官はようやく気づいた。

　装甲車は交差点を縦断するように、まるで人の波を遮さえぎるように車列を組んで停車していた。そしてこの距きよ離りからでは、いくら何でも電波塔の上に留まっている怪物を見る事ができても撃うち抜く事はできない。何より、装甲車の屋根に取り付けられた砲塔は、怪物の方になど向けられていなかった。揃そろいも揃って、砲口は真まっ直すぐ群衆の方へ向けられていたのだ。

　まるで。

　押し寄せる群衆を、そのまま突き返すように。

「主要道路、六ろつ本ぽん木ぎ通り、霞かすみヶが関せきまでの代表的なルートの一つ!!　あいつら、こんな時までお偉方のご機き嫌げん取とりに徹てつするつもりか!?」







「コールセンターッ！　コンピュータの電源全部落とせ。サーバーのケーブルも順次取り外していく。早くしろ早く!!」

　どこぞのパソコン教室のように、長いテーブルにひたすらコンピュータだけが並んでいる四角い部屋に、地味なスーツを着た中年男性の叫び声が響ひびく。

　誰だれが見る訳でもないのにタイトスカートの制服をお仕着せされているＯＬの一人が、隣となりの席にいた同どう僚りようへこっそりと声を掛ける。当然、タイムカードによって就業時間内にカウントされているため、両手は正確に動かしながら、ではあるが。

「何なんだろうね？」

「マジで聞いてる？　一いつ瞬しゆんたりとも窓の外って見た事ないの？　なんか街中パニックらしいわよ。電話もネットもパンクしちゃって、ＳＮＳとか掲示板とかも見られない状態になってるし」

「真ま面じ目めな顔してお客の対応しながら携帯いじれるアンタにとやかく言われる筋合いないよ。それがサーバー落としとどう関係あるって訳？　うちの保険の相談って二四時間対応が売りなんでしょ。これって結構な大事だと思うけど」

「つまり、それだけヤバいって事なのよ、外のパニック。きちんと方針決まるまで迂う闊かつに答えたくないっていうか。下へ手たに顧こ客きやく全員へ保険金をばら撒まいてみなさいよ、そのまんまうち倒産するかもしれないわよ」

「え……そこまでヤバいの、外？」

「ヤバいの」

　保険会社は基本的に、大をもって小を制するビジネスだ。

　統計的に考えれば、毎日どこかで誰かが病気、事故、事件、災害の被害に遭あう。が、個人個人の人生で考えれば、そうしたトラブルは一生に数回あるかないか、といった所だろう。

　だから大勢の客から一律に掛け金を集めつつ、実際にそれを受け取る人間は極きわめて少ない。

　そういう比率をキープしているからこそ、会社は一人一人の顧客へ莫ばく大だいな保険金を割り当てる事ができる。

　では。

　もしもの話。

　一国の首都が丸ごと崩ほう壊かいして、一五〇〇万人以上の人間が一挙に何かしらの被害を受けて、ある保険会社に登録されている顧客の実に数十％以上が全くの同時期に保険金を請求したらどうなるか。

　答えは簡単、準備予算の上限を一いつ瞬しゆんで飛び越え、金きん融ゆう取引の怪物と言われた大会社が一夜にして倒れる。

「今、上の方もてんやわんやなんじゃない？　契約書とか利用規約とか引っ搔かき回してさ。まあ、一般の火災保険じゃ地じ震しんには対応していませんみたいな屁へ理り屈くつを並べて上手に逃げ切ろうとするとは思うけど」

「でもそれ、対応していませんって明記してあるからの例外でしょ。保険金ってのは一生を左右する大金が動く訳だし、書いてないから対応していませんじゃかなり揉もめると思うけど」

　何しろ……とＯＬが続けようとした所で、フロア全体が鋭するどく震しん動どうした。

　窓まど際ぎわの女性社員が短い悲鳴を発する。

　何か巨大な……飛行機とも違う、鷲わしにも似た生物的な影が、窓のすぐ近くを一気に突き抜けたのだ。大量の赤い糸を束ねた怪物。それこそ、映画の中でしか見ない戦せん闘とう機きか何かのように。

　あんなものが襲おそってくるなんて、誰だれも想定していない。

　想定していない以上は、契約書にも明記はされていないと思う。

「こりゃあ……しばらくは会社に留とどまっていた方が良さそうね」

「明日もその会社があれば良いけど。上の連中が、金庫の中身を風ふ呂ろ敷しきにかき集めていない事を祈るしかないわ」







「どうすんのさ？」

　紺こん色いろの作業服に、同色の、とても工事用には見えないヘルメットを被かぶった男は、暗い路地裏でうんざりしたように言った。ヘルメットの前面には透明なフェイスガードが取り付けられており、腰には伸縮のしない、単純に樫かしの木で作った警棒が差してあった。足元には銀色に鈍にぶく輝かがやくジュラルミン製のケースが置いてある。

　警備会社の現金輸送部門だ。

　同じ服を纏まとった数人の男女が路地裏にいた。ここは厳密には私道で、路地の出入口にはステンレス製の柵さくと扉が設置されているため、今はまだ人の波に吞のまれていない。が、それもいつまで保もつかは分かったものではない。あれだけの大人数なら、意図せずとも扉に高い荷重をかけて破は壊かいしてしまうかもしれないし、一度破壊してしまえば人が雪な崩だれ込んでくる。

「現金輸送車までは戻れない。戻ったとしてもこの人混みじゃ走り出せない。一番近い最も寄よりの支店まであと三キロ。その店だってシャッター下ろして『窓口』を完全に閉じている可能性もある」

「全部で何億詰まっていましたっけ、そいつ？」

　一番若い女性社員が、銀色のケースを爪つま先さきで蹴け飛とばしながら言う。

　いつでも煙草タバコ臭くさい無ぶ精しようひげの男が、横から口を挟はさむ。

「あんまり衝しよう撃げき与えると、本社に緊きん急きゆう警報が飛ぶ事になるぞ」

「そしたらヘリか何かで迎えに来てくれるんですか？　だったらボコボコにしてやりますけど」

　携帯電話は完全に通じない。

　業務用の無線機はかろうじて人の声と認識できる雑音が聞こえる程度。

　警察や消防だけでここまでパンクするとは思えない。無線機は使える、と知ったどこかの誰だれかが電波法を無視してやたらめったら電波を飛ばしまくっているのだろう。どうせ金きん融ゆう取引市場と連絡がつかなくなって焦あせった投資家だ、と根こん拠きよゼロの予想を全員で頭に浮かべる。命いのち懸がけで金を運ぶ警備員が真っ先に思いつく『わがままで常識知らず』と言えば投資家で決まりなのである。

「社の規定は？　金を諦あきらめて逃げた時の罰ばつ則そく」

「全額弁べん償しようじゃなかったと思いますけど。そんな決まりあったって、どっちみち平社員が個人で払える案件なんてハナからありませんし」

「会社は倒れるだろう。現金輸送なんて顧こ客きやくの幅はかなり狭せまい。ある界かい隈わいで信しん頼らいを失えば潮が引くように顧客は消えていく」

「じゃあ経営者から訴えられる？」

「わお、何にせよ遠回りに借金地じ獄ごくコースってヤツなんですか!?」

　が、まともな方法で億単位の紙し幣へいの束を抱えて三キロも移動するのは、おそらく不可能だ。

　彼らも表の大おお騒さわぎは理解している。

　巨大な竜だの鳥だのに似た『何か』が大空を飛び交い、高速道路や国道、鉄道高架路線など交通の要よう衝しようを破は壊かいしにかかっている。パニックの本質が事件なのか災害なのかは判断が難しい所だが、すぐそこの通りでひしめき合っている人間の大半は移動手段を失って右う往おう左さ往おうする一般人であって、格別な悪意や戦意で沸ふつ騰とうしている訳ではない。

　しかし、だからと言って一〇〇％信用できるかどうかは話が別だ。

　どこかの誰かが、ふと思ったら。今は電話が通じないしパトカーだって道を通れないんだから、悪い事をしたって捕まらないんじゃないか、そんな風に魔まが差したら。ジュラルミンのケースはあまりにも危険だ。人の理性を焼き切るには十分な破壊力がある。

　そこまで考えた警備会社の男は、そこで微かすかに眉まゆを動かした。

「……何ですか、ピンと来たみたいな顔をして」

「着替えよう」

　男は短く言うと、周囲を見回した。路地裏の、それも私道なのでご近所様の苦情を心配する必要もなく、ゴミ袋やポリバケツが集めてある一角があった。中を改め、いくつかのボロ布を見み繕つくろう。

　女性社員が顔を引きつらせた。

「マジですか……？　生ゴミと紙束を燃えるごみ扱いして一いつ緒しよにまとめるようなご家庭っぽいですよ」

「いかにも頑丈な装備を纏まとって万全の態勢で大事なものを守っていますって格好をしているから、ターゲットとして睨にらまれる。ここは下した手てに出よう。ゴミを漁あさって食べ物探していますって風を装よそおえば、少なくとも現金輸送をしているようには見えない」

　元々、彼らの制服は合成繊せん維い製である程度の防水性も兼ねている。ジュラルミンケースの鍵かぎを開けて中身の札束をいくつかの塊かたまりに小分けすると、袖そでや襟えりを縛しばった上着の中に放り込んで、最後に胴体側の穴も縛って塞ふさぐ。後は生ゴミの袋に放り込むだけ。……多少匂においはこびりつくかもしれないが、後日、銀行で交換できる体てい裁さいさえ保てれば『守った』事にはなる。

「表はいつ不満が爆発して暴動に発展するか分からないって状況なのに……こんな外で見み目め麗うるわしい乙女おとめが生着替えとか……より一層危険を呼び込んでしまうんじゃあ」

「心配するなよ柔道部。男を引っ掛けられるような器量があれば、昼夜問わずの警備会社になんか留とどまっていないだろう」

「私の出身は合気ですう！　線の細い華きや奢しやな大和やまと撫なでし子こコース!!　てゆうか何でみんな揃そろってこっちガン見なんですか!?　ちょっとは気遣えよ!!」

　いかに異常な事態に放り込まれたとしても、その日で全すべてが終わってしまう訳ではない。

　明日も変わらぬ日常を迎えるために、彼らは自みずから渦か中ちゆうへと飛び込んでいく。







　ホットライン、と呼ぶにはあまりにもお粗末な電話回線で連絡を取りながら、大統領ロベルト＝カッツェは苦い顔をしていた。

「厚あつ木ぎでも横よこ須す賀かでも良い!!　こちらは今すぐスクランブルを行う準備を整えている。後は貴国さえ承しよう諾だくしてくれれば、我々は今すぐ『それ』と戦う力を提供できるんだ!!」

『……と、申されましてでもですな』

　電話の向こうからは、教科書通りの発音を努力していますといった風な英語で、たどたどしい返事だけが返ってくる。

『我々にも自国の民を守る責務がある以上、日本の首都を戦場とする事があってはならないと判断しているのですよ。現状、それを避さけて元げん凶きようを叩たたく手段が見当たらないという事もあり、まことに残念ではあるのですが……』

「……衛星画像で貴国の状況は常時観察している。部隊の展開方針は『グレムリン』の位置とは全くの無関係。民衆の圧死すらも厭いとわない主要道路の一斉遮しや断だん。あなた達は、自分達だけが議事堂から永田町駅シエルターまで避ひ難なんする時間を稼かせぐ事しか考えていないのか!?」

『まさか、滅めつ相そうもありません。我々は常に自国の民を守るべく最善の行動を選択しているだけであって……ええと、ご提案にあった連合戦力の結集というのも、アジア太平洋地域にいらぬ緊きん張ちようを与える懸け念ねんが、どれどれ……』

「原稿片手に受話器を握にぎっているのかテメェは!?」

　叩たたきつけるように受話器を置いた途と端たん、本当に内線電話機そのものが硬い音を立てて砕くだけてしまった。

　英国女王クイーンレグナントエリザードは退屈そうに立てた人差し指をくるくる回し、ロシア成教の総大主教の少年はおろおろとあちこち見回している。フランスの陰気な女は冷めたコーヒーをちびちびと口に含んでいた。

　エリザードは指の動きを止めると、大統領を指差して、

「受話器を叩きつける前に、学園都市側の意向や動きを尋ねておくべきだったな。正直、それ以外は小者に過ぎない」

「その小者が、学園都市の動向なんて正確に把は握あくできているとでも思ってんのか？　ヤツらはかつて単独都市でありながら真正面から大戦に応じた本物の怪物だぞ」

　補佐官のローズラインは頭を抱えながら、

「日本国政府の考えはバラバラ。学園都市も態度を表明しておらず、下へ手たに東京湾襲しゆう撃げきのための反攻勢力を結集させた途端、それを学園都市への敵対行動と受け取られる懸け念ねんが残る状況……。『グレムリン』がこのパワーバランスを作為的に演出したとするなら、見事にしてやられた、と評価するべきでしょうね」

　遅かれ早かれ、いつかは誰だれかが決断して東京湾上の『船の墓場サルガツソー』を叩かなくてはならない。日本国政府だって、いつまでも一国の首都を学園都市と『船の墓場サルガツソー』に挟はさまれ続けたいとは思わない。放ほうっておいても、やがては戦わなくてはならない状況なのだ。

　だが、今は時間との勝負。

　どこぞの政治家達がシェルターへ逃げ込み、財産を保全し、ネットの官公庁クラウドシステムや金きん融ゆう取引サーバーの移転作業などを完了して首都機能のバックアップを秘ひ密みつ裡りに複数の地方都市へ分散し、仮に東京が瓦が礫れきの山になっても自分達は何も困らない、なんて覚悟を決められるまで、いちいち待ってはいられない。あと半日、一二時間。それで世界の歴史が確定してしまう瀬せ戸と際ぎわの状況なのだ。

「学園都市はじきに動くだろう」

　ローマ教皇のペテロ＝ヨグディスが静かに言う。

「ただ、そうなった場合に、学園都市側に『グレムリン』と我々連合勢力を識別する能力があるかどうかが問題だ。『自分達に理解できない、魔ま術じゆつと呼ばれるものを使う対象は全すべて殺せ』となってしまえば、戦況は極限まで混乱に陥おちいるぞ」

「……そもそも、我々は学園都市から完全な信しん頼らいを置かれているとは言い難がたい立場にありますしね」

　コーヒーカップから口を離はなした『フランスの女』が、ボソボソした声を発する。

「『グレムリン』のゴタゴタを利用して、別の魔ま術じゆつ的てき勢力が学園都市の脇わき腹ばらへ喰くらいつこうとしている。そう判断されれば、学園都市は全く無意味な多面同時攻こう撃げきを実行してしまうでしょう。まさしく、『グレムリン』以外の誰だれも望まない流血だけが増えていく……」

「で、でも……。この疑念や牽けん制せいでさえ、『グレムリン』が演出した時間稼かせぎの策の一つなのでしょう？　今は少しでも信じられる者を増やすべく努力を行わなくては」

　ロシア成教の少年はそう言ったが、全面的に賛同する声はない。

　種を撒まき、芽が出るのを待つだけの時間がないのだ。

　大統領ロベルト＝カッツェはがしがしと頭を搔かきながら、

「第三次世界大戦では、学園都市とイギリス清教が手を結んでいた、という話を聞くけどよ。そっちの方にホットラインはねえのか？」

「主に『王室派』ではなく『清教派』の担当だがね。……しかし、どうだろうな。あの戦争の後はどうにも統とう括かつ理事長のアレイスターと連絡がつかない状態が続いているらしい。本当にあの街にいるのか疑う声まである始末だ」

「……つまり、一番近しかったイギリス側でさえ、内部事情は把は握あくできていなかった、と」

　そもそも連合勢力を結集してなお、『グレムリン』の本ほん拠きよ地ち『船の墓場サルガツソー』を沈められるかどうかは未知数な部分が多い。

　その上で、ブラックボックスの塊かたまりである学園都市。

　先は見えない。どれくらいの被害が出るのか、その被害を出してなお、本物の世界の危機を止める事はできるのか。分かっているのは、こうして手をこまねいている間に『槍やり』が完成するまでのタイムリミットは刻一刻と減っていき、その都つ度ど、連合戦力による総攻撃の成功率も下がっていくという事。そしてゼロになってしまえば、もう逆転の目は二度とやって来ないという事だ。

　自分達の決断は、多くの人を流血に沈めるかもしれない。

　のちの歴史家から呪のろわれ、稀き代だいの裸の王様として教科書に載ってしまうかもしれない。

　……そんなＩＦという名の恐怖が、『グレムリン』に対抗しうる力を持った全すべての勢力、全ての人間を計算ずくで縛しばり上げていく。

「大統領」

　補佐官のローズラインが短く呼んだ。

　それを聞いて、ロベルト＝カッツェはようやく小さく笑った。

「やるべき事は変わらない。採決をしよう」

「……個々の責任を分散するための民主的決定か？」

「いいや、賛成した者だけでやる。死ぬのが本当に怖くはない本物の馬ば鹿か野郎だけ俺について来い」
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「やっぱいつまで待っても通信は回復しない。災害時の伝言板もメッセージなしか……」

　建設途中のビルの、むき出しの金属製階段を駆け下りながら、上かみ条じようは考える。

　今から学園都市へ戻る選せん択たく肢しはない。

　元々、学園都市は分厚い壁で覆おおわれている。イレギュラーな方法でその『外』へ出た以上、来た道を引き返すためには、そのイレギュラーな事情を説明できなければどうしようもない。レッサーやバードウェイ抜きにそれができるとも思えない。

　挙げ句、『グレムリン』は東京湾上の本ほん拠きよ地ち『船の墓場サルガツソー』から大戦力を吐はき出してくる。学園都市がどこにどんな防衛線を敷しくかは不明だが、学園都市外周の壁は、文字通りの最終防衛線となるだろう。その行き来は一時的に完全封ふう鎖さされていてもおかしくない。

（……となると、目的地はむしろ『船の墓場サルガツソー』だ!!　一刻も早く『槍やり』の製造を食い止めて、全すべての元げん凶きようを叩たたく。そうする事で騒さわぎを収める以外に、安全を確保する方法が見当たらない!!）

　その上で。

　首都東京をほぼ横断する形になるが、ビルから地上に下りても普通の道路は使えない。最初は落下したクレーンの残ざん骸がいが車の行き来を食い止めていた程度だったが、ものの数分で車道も歩道も関係なく人の波で埋うめ尽つくされてしまっていた。あの中ではバスやタクシーはおろか、徒歩で歩く事さえ難しいだろう。

　そうすると、残っているのは、

（そもそもここはどこなんだ？　学園都市の『外』なんてそんなに明るくないしな）

　建設途中のビルには窓も外壁もない。剝むき出しの床と鉄骨の柱くらいしかない構造物の外には、何やらラグビーボールを縦に立てたような不思議な建物が間近に見える。

　上条が探すべきは、

（……地下鉄！　たとえ列車は止まっていて、駅の中は人でごった返していても、トンネルの中までは人で溢あふれてはいないはず!!）







　駅ビルの壁面へ垂直に立ったまま、御み坂さか美み琴ことは腕一本で支えていたインデックスを両手で抱え直す。

「行くわよ!!」

　磁力を操る能力の矛ほこ先さきを変換し、ビルからビルへと一気に渡っていく。

　三み毛け猫ねこが落ちないように必死に抱えるインデックスは、空中移動に翻ほん弄ろうされながらも何とか叫ぶ。

「行くってどこへ!?」

「あの馬ば鹿かの事だから、どうせ撤てつ退たいとか後退とかそんなのは考えもしないはず。混乱した状況だけど、もう一度合流するなら『船の墓場サルガツソー』とかいう本ほん拠きよ地ちに向かうのが正解！　どんなルートを通るのかはバラバラでも、ゴールは一ヵ所しかないんだから!!」

　ガン！　ガン!!　と、高層ビルの屋上や壁面へ次々に飛び移っていく。地表はどこもマラソンのスタート直後みたいな混雑で埋うめ尽つくされていたが、大空は驚おどろくほどクリアに広がっていた。

　もっとも、リスクが全くない訳でもない。

（……ここから東京湾岸まで二〇キロ？　三〇キロ？　辿たどり着く前にガス欠にならなきゃ良いけど。ていうか辿り着いてからが本番なんだから、そこで息切れ起こしてちゃ割と致命的ではあるんだけど）

「短髪！　ねえ短髪ってば!!」

「キサマ!!　割と現在進行形で命の恩人的ポジションにいる私に向かってなんたる言い草よ!!」

「気をつけて、何か来るんだよ!!」

　言葉が終わるより前に、動きがあった。

　だんっ!!　と、美み琴ことはインデックスを両手で抱えたまま、高層ビルの壁面へ垂直に着地する。その途と端たんに、高度一〇〇メートル以上の空に、森林火災のように火の粉がぱらぱらと降ってくるのが分かる。

　それらの一粒一粒はガラス張りの壁面に付着すると、美琴に合わせるように、壁面から垂直方向へ巨大な火柱を生み出す。

　その火柱はねじれて形を整えると、無数の人影へと変へん貌ぼうしていく。

「……ベースは北欧神話。軍勢、敵対者、炎と熱の象徴。……ムスペル？　特定条件下に抵てい触しよくした人物へ人工的な憎ぞう悪おを抱いだくようインプットして自動攻こう撃げきする術式群なのかも……」

　口の中でブツブツ言っているインデックスの言葉は理解できないものばかりだ。

　しかし物理的な脅きよう威いは十分に見て取れる。美琴同様に壁面へ垂直に立っている炎の人影の足元が、オレンジ色に輝かがやき、飴あめのようにぐずぐずと溶け始めているのだ。ガラスの融ゆう点てんはおよそ一四〇〇度。抱き締しめられる事はもちろん、息を吹きかけられるだけで生身の人間など絶命しかねない。

「ちえ」

　美琴は軽く吐はき捨てる。

　その瞳ひとみに、攻撃的な色が宿る。

「やっぱ一ひと筋すじ縄なわじゃ終わらないか。あの馬鹿までの道っていうのは!!」







「何かあるな」

　バードウェイがそんな事を言った。

　レッサー、雲くも川かわ鞠まり亜あを入れた三人は道路でも鉄道でも空路でもなく、川を使う事にした。まずは適当なマンホールから下水道へ突入。道なりに進んで河川と合流する排水口まで出たら、後は川沿いの堤防を海に向けて進んでいく。途中でモーターボートなどを盗めれば最適だが、駄だ目めなら駄目で歩いて進むしかないだけの話だ。

　最初の下水道ですでに動きがあった。

　チラチラとした火の粉がほぼ真っ暗くら闇やみの空間で瞬またたく。密閉された場所で、遠くから火の粉が流れてくる要因が存在しないにも拘かかわらず、だ。

「予定通りに『停てい滞たい』しなかった人間を自動的に識別して襲おそいかかる、罠わなのような術式か。つまり人間の移動速度に応じて怪物が出現する仕組み。……こりゃヘリだの何だのチャーターして裏技気味に逃げ出そうとした実業家や投資家なんていうのは全ぜん滅めつかね」

　言葉と同時だった。

　ボン!!　と凄すさまじい音を立てて、何とか立って進める程度の下水管を塞ふさぐように、巨大な火柱が何本も立ち上った。それらは不自然にねじれて形を整えると、人影のようなものを作り上げていく。

「北欧神話で炎の軍勢と言えば!?」

「ムスペル！　巨人スルトを長とする神々の敵対者ってヤツですか!?」

　勝手に納得してしまうバードウェイとレッサーに対して、雲川鞠亜は丸きり理解が追い着かない。炎の塊かたまりだから、彼女が得意とする近接格かく闘とう術じゆつは通用しないと推測するくらいが精一杯だ。

「さっきから何を言っているんだ!?」

「その無知で『グレムリン』が席せつ巻けんしたバゲージシティを良く生き残ったものだ。運も実力の内を地で行く種類の人間か？」

「無駄話している内にも敵は動いているって事、頭に入れておいてくださいね」

　ズフォウ!!　と空気を吸い込む不ぶ気き味みな音と共に、ムスペルと呼ばれる炎の人影が真ん丸の風船みたいに膨ふくらんだ。

「おい、まさか……」

　雲川鞠亜が『ある嫌いやな想像』をした。が、した所で対抗策が見当たらない。密閉されたトンネル状の下水道の中で、この組み合わせはまずい。

　相手は待たなかった。

　自みずから取り込んだ大量の空気を、摂氏一四〇〇度以上に熱した上で、恐るべき勢いで吐はき出す。

　それは烈れつ風ぷうというより、もはや炉ろに突き入れてオレンジ色に熱した槍やりを突き出すようなものに近かった。

　まともに浴びれば、人間はスチームオーブンへ突っ込んだような丸焼きになる。

　わずかでも口に含めば、気管も肺も焼け爛ただれる。

　必死に閉じた瞼まぶたを溶かし、奥にある眼球をも沸ふつ騰とうさせる。

『こちらに向かって吹き付ける風を物理的に回かい避ひする』というのがどれだけ難しいかは大体誰だれでも容易に想像できるはずだ。それに致死性を帯びさせたと言って差し支えない。まして、ここはトンネル状の下水道。凄すさまじい熱風は風ふ呂ろのパイプ掃除に巻き込まれた羽は虫むしのように、雲くも川かわ達を絶望的に追い詰めるはずだ。

　しかし、

「熱風。……炎、いいや主体はあくまでも風か？　とにかく『属性』さえ分かれば対処は容た易やすい。小細工を弄ろうした所でものの本質は変わらん!!」

　いつの間にか、レイヴィニア＝バードウェイの手には一本の杖つえがあった。

　瞬まばたきをすると、それは一本の剣へと形を変えていた。

「色は黄色、形は短剣。受け身の活発性、流動・可変の象徴を用いて我わが神殿の内なる象徴、五大の一はこの手の中へ収まるが良い!!」

　歪ゆがんだ。

　ねじれた。

　密閉空間を埋うめるように放たれたはずの膨ぼう大だいな熱風が、バードウェイの持つ短剣を中心に渦を巻く。凝ぎよう縮しゆくされたような鋭するどい竜巻は、それ自体が巨大な剣にも見えた。バードウェイは今にも手の中から暴れ狂いそうになる竜巻の剣を、下水道の中央を流れる泥水の中へと突き込む。

　焼けた鉄板に水を振りかけるような音と共に、竜巻が消失していく。

「北欧神話は基本的に共倒れの神話なんですよね。神々に対応するように敵対者が用意されている。……となれば当然、ムスペルやその王である巨人スルトにも」

　レッサーの声に、ガシャン！　という金属質な響ひびきが続いた。

　どこに隠していたのか、彼女の手には高枝切り鋏ばさみの先せん端たんに複数の刃を取りつけ、一本の機械の腕にしたような、不可思議な道具が握にぎられていた。

　わきわきと刃の指を開閉させながら、レッサーもまた理解困難な何かを叫ぶ。

「炎の国の王は天候の神フレイと共に屍しかばねを晒さらす。しからばフレイの携たずさえたる鹿しかの角を王の配下ごときに退けられる道理はなし！　束になりてなお王に敵かなわぬ有う象ぞう無む象ぞうは残らず敗北を受け入れるべし!!　厳正なる秤はかりの平定をもって我が神殿を秩ちつ序じよで満たせ!!」

　まるで特殊な印を組むように刃の指を複雑に折り畳たたむと、レッサーはそれを一息に横よこ薙なぎしていく。その動きに呼応するかのように、距きよ離りや間合いに関係なく炎の人影が一つ残らず引き裂さかれていく。強きよう烈れつな烈風によって、頼たよりない蠟ろう燭そくの炎が消されていくように。

　個人の都合で世界の条理を曲げる、恐るべき光景が広がっていた。

　しかし雲川鞠まり亜あには、その結果に圧倒されている暇ひまはなかった。

「くそ、汚水と爆炎を反応させるな！　ダイオキシンでも発生させたいのか!?」

「どの道、長居もしてられん。完全自動識別で同じ敵ばかり押し寄せてくるなら話は楽だが、そこまで都合良くは進んでくれないだろう。平たく言えば、敵を倒した以上はもっと強力なのがやってくると考えるべきだ」

　三人でまとまって河川への出口を目指して走る。

　散り散りになった他のメンバーも、やはり同じような、あるいはこれ以上に危険な状況に立たされているだろう。

「とにかく今は『船の墓場サルガツソー』に向かうべきだ。要かなめとなる上かみ条じよう当とう麻まの右手が使えるとは限らない状況だが、最善を尽つくすしかない。あいつだけが『船の墓場サルガツソー』に立った所で、それはそれで『右手を使う場面』まで辿たどり着けずに絶命するのがオチだろうからな。放ほうっておいても半日後には世界が終わる予定なんだ。ヤツが万に一つでもやってくる可能性に賭かけた方が建設的だ」

　だが声に出して心配する者はいない。

　目指す場所は同じ。であれば、必ずいつか合流できる。
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　都内には様々なスポーツジムやフィットネスクラブ、アスレチックジムなどがある。住宅がウサギ小屋などと揶や揄ゆされる日本の大都会では、やはり運動するためのスペースも足りないという事なのか。

　そんな施設の一つ。

　屋内プールを中心としたジムの中で、上条詩しい菜なと御み坂さか美み鈴すずの二人は騒さわぎを目もく撃げきしていた。

「あらあら。何の騒ぎかしらね？」

「うっわ……。表の通りが全部バーゲンセールみたいに混み合ってる。なんかパレードとかってやってましたっけ？　私、サッカーの国際試合とかはちょっと疎うとくて……」

　プールの出入口の辺りで、若いインストラクターがメガホン片手に何か叫んでいた。どうも、表で混乱があるようだからしばらく施設から出ないでほしい、といった内容のようだった。

　美鈴は防水加工の携帯電話を水着の胸元から取り出し、

「……ネットもメールも固まっちゃって、まあ。電話の方も災害用の伝言板にしか繫つながらなくなっちゃってる」

「これじゃ何が起きているか分からないわねえ」

　詩菜の方はワンセグ放送のニュースを観みようとしているようだが、電波の受信状況が悪くてまともに番組が表示されない。様々な電波がイレギュラーに飛び交っているおかげで負荷がかかっている、とまでは理解できていなかった。

　濡ぬれた水着のまま、詩菜はお上品に首を傾かしげて、

「どうしましょう？」

「うちは一人暮らしだからしばらくこのままでも大だい丈じよう夫ぶですけど。そっちってまずかったりします？」

「まあ、大丈夫なんだけどねえ」

　言いながら、詩しい菜なは携帯電話を片手で持ち、もう片方の手で一つずつボタンを押していく。なんと驚おどろきの人差し指操作だった。それを見た美み鈴すずが何気ない質問を放つ。

「どこに掛けるんです？　軒のき並なみ繫つながらないって感じですけど」

「そうねえ。とりあえず伝言板で無事だけ伝えておこうかなって」

「そっか、やっといた方が良いのかな？　私もメッセージ残しておくか」

　やいのやいの言いながら、主婦達は使い慣れない伝言板サービスへの挑戦を試みる。

　表では少年少女達と『グレムリン』の世界を賭かけた戦いが繰くり広げられていても、やっぱり彼女達はのほほんとしているのだった。




　　　　７




　アスファルトの道路が敷しかれた陸と違って、海や空には自由で広大なイメージを持つ人も少なくないのではないだろうか？

　しかし、実際の都合は違う。

　航路や空路という言葉がある通り、海や空にも順路がある。基本的には燃料軽減のための最短距きよ離りが重視されるが、そればかりとはいかない。国境などの力関係の問題、気象関係、そして何より一日に往復する船せん舶ぱくや航空機の圧倒的な数。網あみの目のように鋼こう鉄てつの塊かたまりが行き交い、国際空港では数分おきの離り発はつ着ちやくが常態化しているほどの過密状態。こんな中では、精密な管制システムに誘ゆう導どうされて決まったルートを通らなければ、船も飛行機も、すぐにでも衝しよう突とつして大事故を起こしてしまうだろう。

　で、あれば。

　どこまでも広がる海や空を封じてしまう事は、さして難しい問題ではない。

　一点。

　海や空の『見えない交通網もう』の要所となる一点に居座り、占せん拠きよしてしまえば、広大な領域を全すべて交通麻ま痺ひに陥おとしいれる事も可能。

　つまり、主要道路や鉄道路線を爆破する事で大だい渋じゆう滞たいを起こすのと、さして変わらないのである。

　そんな窮きゆう屈くつな大空を、ロシア空軍の爆ばく撃げき機き編隊が飛行していた。

　核でも搭載できる亜音速爆撃機が三機と、その周辺に護衛用の大型戦せん闘とう機きが八機。空中給油機は随ずい伴はんしていなかった。ロシア製の航空機には世界一広い国土を守るため、数時間も飛行を継続できる長距離偵察を旨むねとして開発された機体も珍めずらしくない。その戦闘機には、簡易キッチンまで備わっていた。

『こんな事意味あるのかね。爆弾槽そうには何にも積んでいないじゃねーか』

『「世界の警察」とやらから、及および腰ごしの日本を叩たたけというお達しだ。毎度お馴な染じみ、同志ハナクソ野郎が正義の味方で俺達ロシアはならず者の悪役だとさ。いつかジュネーブとニューヨークは粉々に吹っ飛ばしてやりたいね』

『これで日の丸弁当が動く訳？』

『良いバランスってヤツだよ。アメリカがこれやったら国際問題だ』

　彼ら爆ばく撃げき機き編隊に言い渡された任務は、平たく言ってしまえば日本政府に『もう俺達連合勢力は勝手にやる。ていうか動いちゃった☆　下へ手たに邪じや魔まして市街地に戦せん闘とう機きが落ちるのは面めん倒どうだから、道を開けてね』と恫どう喝かつする事だった。

　半分以上はブラフである。

　そして、その先せん鋒ぽうとしてロシアが動いたのにも、ちょっとした事情があった。

　単に日本から近い、というだけではない。

『すげー話だよな。ロシアの偵察機や爆撃機はしょっちゅう領空侵犯しているから、日本の政治中枢にいる要人以外に異変が伝わる事はありません、なんてよ。本末転倒が極きわまってやがる』

『冷戦時には核積んだ爆撃機が首都トーキョーの真上を遊覧飛行してたって話じゃん。それでも連中は騒さわがなかった。パブロフの犬みたいに刷り込まれているんだ。私達は何があっても根こん拠きよなく安全ですってな』

『じゃあ日の丸弁当動かないじゃん』

『いつもの遊覧飛行と違う、変わったサインを残すんだよ。もうすぐスクランブル発進してきたドアボーイがやってくるぞ。今回は優雅に手を振ってやるな、ジャンケン大会もなしだ。照準用のレーダー波でもぶつけてやれば顔を真っ青にして上へ報告してくれるぞ』

　ともあれ、日本とアメリカの小競り合いへロシアが横よこ槍やりを入れて、なし崩くずし的に状況を動かしてしまえば、後は雪崩なだれのように連合勢力が東京湾へと突撃していく事になる。後で死ぬほど問題になるだろうが、軍人は足りない頭を使わず手足を動かせと嘲あざけるのは政治家達の得意技だ。たまには『頭』担当にも苦しんでもらおうではないか。

　戦略爆撃機には大したものは積んでいないが、外から見てそうとは分からない。

　そして軍人は便所掃除をしろと命じられれば迷わずブラシと洗剤を摑つかみ、学芸会のお遊ゆう戯ぎで芝居をやれと命じられれば着ぐるみを着る。鼻歌混じりでピロシキでも頰ほお張ばりながら、世界の終わりがやってきたと相手を騙だます事だってためらわない。

　そんな時だった。

　余裕はあったが、誰だれも彼も油断はしていないはずだった。




　ずだんっ!!　と。

　爆ばく撃げき機きの主しゆ翼よくに、いきなり何者かが降り立ち、張り付いたのだ。




　旅客機と違って、爆撃機には胴体側面に大量の窓がある訳ではない。よって、異変の中心である爆撃機のパイロット達には、その異常さは全く伝わらなかった。

　第一報は、無線越しだった。

　すぐ近くに張り付いている、護衛戦せん闘とう機きからだ。

『何だ、おい、何だ!?　何か張り付いている……噓うそだろ……高度計も速度計も正常だよな。だったらあれは何なんだ!?』

『？　どうした若造。カエルや魚が高度一万メートルで目撃される事なら、たまにある。竜巻とかで舞い上げられたりするんだ。少なくともＵＦＯや宇宙人の仕し業わざじゃない』

『……人間だ。人間が左の主翼に張り付いている!!　とにかく、機体を振れ。翼つばさから振り落とせ！　あれは何か、とにかくヤバい!!』

『……？？？』

　言葉の意味を把は握あくできない爆撃機のパイロット達だが、その機を除く編隊全すべての航空機がねじれるように針路を変えた。乗り遅れると編隊内での衝しよう突とつに繫つながりかねない。慌あわてて応じるように機体を動かすと、自然と主翼を大きく振るような形になった。

『駄だ目めだ、落ちない！　何なんだあいつは!?』

『若造、詳しく説明しろ！　このまま機体を振ってもぐるぐる回るだけだ!!』

『手が……光っている』

『……おい』

『何だあれ、何だあれ!?　爆弾か、溶断用のガスバーナーか？　噓うそだろ……まさか、主翼を切り落とす気か!?』

　どうしようもない悪お寒かんが、パイロットの背せ筋すじを駆け抜けた。

　直後。

　ゴゴン!!　と、爆撃機の巨体が不自然なほど震動した。

　そして……。







　仲間内からはヨルムンガンドと呼ばれるその少年は、ロシア製の戦略爆撃機の主翼の上を飛び跳ねた。それだけで亜音速の暴風に吹き飛ばされそうなものだが……というか、そもそも高度一万メートルの上空に生身で佇たたずんでいる事自体が普通ではなかったのだが、とにかく彼は公園で遊ぶ子供のように、簡単に少し離はなれた場所へと着地する。

　先ほどの震動は、この少年が何かをしたのではない。

　この少年を止めるために、別の何かが介かい入にゆうしたのだ。

「へえ」

　ヨルムンガンドは、笑う。

　彼は自分の眼前で、やはり不自然に燃え広がる火柱を見て笑う。

　厳密には違う。

　人の形をした三メートル大の怪物。『魔女狩りの王イノケンテイウス』と呼ばれる一種の術式だ。

「現代の魔ま術じゆつ戦せんじゃ、魔術師は空を飛ぶのは簡単だけど、落とされるのもまた簡単。だから一〇メートル以上は上らない、というのが定説だったはず」

　自分の事は棚に上げた発言だった。

　その上で、彼は宙を舞う何かを、人差し指と中指で挟はさんで摑つかむ。

　ルーン。

　北欧圏の力ある文字を刻印した、ラミネート加工のカードだった。

「大空に舞い上げる方式自体、魔術を全く使わないものであれば魔術で撃ち落とせない。たまに耳にする怪現象で、カエルや魚が雨のように大空から降ってくる、というものを利用したか。竜巻に乗せてカードの束をここまで舞い上げ、そこで初めて攻こう撃げき的てきな魔術を発動させた、と」

　ヨルムンガンドの言葉に対し、誰だれかの声が応じた。

　何か別のカードがあるのか、あるいは『魔女狩りの王イノケンテイウス』からかは判断できない。

『堅実で面おも白しろ味みに欠けると思うかもしれないが、故ゆえに弱点もない。そもそも、君の前に立っているモノはダメージという概がい念ねんを知らない。どうぞ、好きに攻撃して好きに撃破されると良い。こっちは、小者に構っている暇ひまはないんだ』

「ふはは」

　少年は主しゆ翼よくに張り付いたまま、笑みを絶やさない。

「自分がその場にいないから、一方的に攻撃するだけで済ませられるとでも思ったのか？　それなら甘い。竜巻の発生地点から敵の『本体』の位置は分かるよ。そして」

　言いながら、彼は人差し指を立てる。

　その指先にピンポン玉程度の、紫色に輝かがやく光球が生じる。

「ヨルムンガンドは世界をぐるりと囲む大だい蛇じやだ。しかし、伝承ではその巨体を使った押し潰つぶしとか、敵の丸まる吞のみとか、そういう攻撃は行わない。ヨルムンガンド最大の攻撃は、最後の戦争でかの雷神と相打ちになったその象徴と言えば一つ」

　それを。

　眼前の『魔女狩りの王イノケンテイウス』ではなく、はるか下方の日本海に向けて、指し示す。

　告げる。




「天の神を殺すほどの絶大な……毒ブのレ息スだよ」




　直後だった。

　超高水圧の水で鋼板を切断するように、致死性を帯びた紫色の何かが、一直線に海へと落ちた。

　一対一。

　共に生死を賭かけた、安全地帯などない、魔ま術じゆつ師し達の戦いが始まる。
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　足の踏ふみ場もない大混乱だった。

　しかし一方で、あまりにも唐とう突とつにそれが始まってしまったため、都内のほとんどの店舗はシャッターを閉じていなかった。下へ手たに動きたくない、というのもあるだろう。『いつもと違う流れ』に乗らない事で、そこから逸それてしまった現実を受け入れたくない、とでも言うべきか。単純に、外に出るのが怖いからレジにいよう、という店員も多かったはずだ。

　市いちヶが谷や。

　駅の近くにある釣り堀では、逆さにしたビールケースを椅い子す代わりにして、一人の、少女と女性の中間くらいの人間が釣り糸を垂らしていた。肌は色白、目の色は青、髪はウェーブがかったショートヘア。ギリギリで女子大生くらいのその見た目に反して、その服装はマタニティドレス。そしてお腹なかの方も、臨りん月げつのように大きく膨ふくらんでいた。

「うん、うん」

　釣つり竿ざおは全く反応しない。

　何しろ辺り一面の大おお騒さわぎだ。敷しき地ちから一歩でも外に出れば、そこは満員電車のような人の群れが待っている。むしろ、ここまでぎゅうぎゅうではその人の波の中に入る事もできないのではないだろうか、と疑問に思ってしまうほどだ。

　大きなスタジアムやライブ会場の騒ぎが地面を大きく揺さぶるように、今はおそらく水の中にまでピリピリした緊きん張ちようが伝でん播ぱしているのだろう。

「うん、うん……ま、あたしはトールに言われた通り、一足先に東京入りしているんだけどさ。トールとモックルカールヴィは結局東京湾に根を張るのかあ。ふうん、ベルシのヤツは？　まあ何でも良いけど。こっちは退屈なものよ。くそう……さっきから一匹も釣れん。へるすぃーな魚が恋しい……」

　そして。

　マタニティドレスの女性はそうした騒ぎを全く気に留めない。

　まるで現実逃とう避ひのように呆ぼう然ぜんと敷地の外へ目をやっている他の釣り客とは何かが違う。事実を受け入れる速度が遅れているのではなく、明らかに順応している。

「あたしが『産んだ』即席の『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』は都心全域を旋せん回かいした上で、今は東京スカイタワーの真上で待機中。うん、ムスペルの方もちらほら反応出てるよ？　基本的には予定通り。ははは、最初から分かっていた事じゃん。『利害の分散』で大おお騒さわぎして大多数の民衆を停てい滞たい状態に追い込んだ所で、いくつかのイレギュラーは必ず発生するって。……ようは、それらが結集する前に、バラバラの個を一つずつ潰つぶしていけば問題なしって話でしょ」

　女性は退屈そうな調子で、片手で何かを耳に当てながら話をしていた。

　話している内容は分からずとも、その仕草に周りの人々が気づき始める。そう、この大混乱のせいで今は一般の携帯電話が使えない状態なのだ。家族、友人、恋人。近しい人達との安否の連絡すらもままならない中では、通信機器の存在は宝石に等しい価値を持つ。

「ムスペルも撃げき破はされているようだし、そろそろもうちょっとえげつないのを用意しないっとねー。あたしもこんな所で油を売っている場合じゃないだろうし」

「おい……」

　ウェーブがかったショートヘアの女性の腹は、歳としに不相応な事に、臨りん月げつのように大きく膨ふくらんでいた。

　何人かは、それを見て乱暴な事はできないと考えた。

　何人かは、それを見て襲おそうのは容た易やすいと考えた。

「ちょっと待て。それ、ケータイだよな？　なっ、ちょっと貸せよ、貸してくれ！　一分、たった一分あれば良いから!!」

　横合いから、男の声が響ひびいた。

　女性がそう思った時には、すでに耳に当てている細い手を摑つかまれていた。

　しかし、彼女は全く気に留めない。

　横目でチラリと見ると、何か口の中で呟つぶやいた。

　直後だった。




　ぞぶりっっっ!!!!!!　と。

　釣り堀の中から飛び出した『何か』が、男の胴体を咥くわえると一いつ瞬しゆんで水中へと引きずり込んだ。




　それが何だったのか、多分、その場にいた全員が目撃していたはずだ。

　だが、それを説明しろと言われてできる人間はいない。紙に描いてくれと言われても応じられる者はいない。

　そこにあるのは、恐怖。

　全力で意識を逸そらさなければ、頭が丸ごとパンクしかねないほどの、圧倒的な威い容よう。

「んじゃまー、そういう事で。ムスペルの撃破報告が一番多いトコにはあたしが直接出るよ」

　誰だれも。

　何も、できなかった。

　マタニティドレスの女性を取り押さえる事も、水の中へ沈んでしまった男を救助する事も。

　そんな中で、女性はのんびりとした動きで竿さおを摑つかむ。

　ぐんっ！　と、いきなり竿が弓なりにしなった。

　だが、普通の当たりではない。根本的に、魚が釣れている訳ではない。かと言って、先ほどの正体不明の怪物でもない。バシャバシャと、水面を叩たたく雑音が混じった。先ほど沈められた男の体のどこかに、返しのついた鋭するどい針が突き刺さったのだ。

　マタニティドレスの女性はビールケースを逆さにしただけの椅い子すから立ち上がると、一番近くにいた釣り客へ適当に竿を放り投げた。小さなあくびまでしながら、大きなお腹なかも全く気にしないで出口へと向かっていく。満員電車をどこまでも拡大したような、臨りん月げつを迎えた妊にん婦ぷにとっては致命的にさえ見える、あの人混みの方へと。

　最後に。

　そもそも、ウェーブがかったショートヘアの女性が手にしていたのは携帯電話ではなかった。

　木札。

　何種類かのルーン文字を焼印した、通信用の霊れい装そうだった。




「そんな訳で、待ってろよ強敵。この豊ほう穣じよう神しんフレイヤちゃんが相手をしてやるぜ☆」




　　　　９




　手近な地下鉄駅までは、どうしたって力技で突破するしかない。

　建設途中のビルを抜けた上かみ条じようは、メチャクチャな人混みにしばらく翻ほん弄ろうされながらも、人の波の流れに沿って、少しずつでも必死に前へ進んだ。帝京メトロ丸ノ内線とかいう表示板のついた地下鉄駅の出入口近くまでやってくると、正規の下り階段ではなく、緊きん急きゆう用ようの防災出口のドアを開けて構内へ飛び込んでいく。

「ぶはっ!!」

　ようやく人の波から解放され、思わず上条は壁に手をついて大きく息を吐はいていた。今が一一月である事を忘れそうになるくらいの熱気で、気持ちの悪い汗が全身から噴き出している。

（ここからどうやってホームに続くんだ？　とにかく、今は一般客のいるエリアまで一度合流しないと……）

　とにかく走る。

　ちらほらと不自然な火の粉が舞う。それらが火柱を生み出し、炎の人影を複数同時に屹きつ立りつさせたとしても、上条は走る勢いを止めなかった。出現条件も攻こう撃げき方法も分からないが、右手に宿る幻想殺しイマジンブレイカーはあらゆる異能の力を打ち消せるのだ。であれば、最上の選せん択たく肢しは『とにかく深い事を考えず、攻こう撃げきされる前に吹き飛ばす』である。

「ああァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　炎や爆発といった、誰だれもが当たり前に恐怖を抱いだく象徴に対して、上かみ条じようは全力で叫んで本能的な感情を必死で押し殺す。ブレーキを掛けそうになる心を抑えつけて、一秒でも一いつ瞬しゆんでも早く『異変』へと走る。近づく。その拳こぶしを振るい、『それ』が何をするモノなのかを理解するより前に撃破していく。

　幸い、どこぞの『魔女狩りの王イノケンテイウス』のような、極きよく端たんな復元能力は持っていないようだった。

　炎の壁を吹き散らし、その先へとさらに走る。

（……何かを呼び出している？　場所はランダムか、それとも俺を狙ねらっている？　何かしらの手段を使って俺の居場所を摑つかんでいるのか……どうなんだ？）

　いくつかの仮説のようなものは浮かぶが、やはり上条の知識はインデックスやバードウェイとは比べるべくもない。具体的確証や根こん拠きよを得られない、ふわふわした推測だけが頭の中に浮かぶだけだった。

「あれか……」

　長い直線の通路の先にあった、ステンレス製のドアを手前側に開く。奥へ開く種類の扉だったら、おそらく開かなかっただろう。それくらい、ぎっしりと人間が詰め込まれていた。

「うっ……。何だこりゃ、駅のホームか……？」

　切符も買わずに構内の内側に入ってしまった事に、わずかな罪ざい悪あく感かんがよぎるが、今はそれどころではない。

　駅のホームもまた、路上と大して変わっていなかった。

　隅から隅までぎっしりと、人、人、人。元々、いつまでも来ない列車を待っている人間と、バスやタクシーなどが使えないと分かって、一いち縷るの望みをかけて地下鉄駅へとやってきた人間がぶつかっているのだろう。このまま増え続ければ、いつかホームから人が落ちてしまいそうだった。

　この調子では、トンネルに下りるまででさえ、時間がかかりそうだ。

　そんな風に思った時だった。

　ガタンガタタン!!　という轟ごう音おんと共に、凄すさまじい勢いで鋼こう鉄てつの塊かたまりが流れていった。

　五両編成の列車だ。

　このホームで停とまる予定はないらしい。減速せずにそのままトンネルの出口から別の出口へと突き抜けて行ってしまう。これだけの混雑の中でも駅員に詰め寄っている人間がいるのか、どこからか罵ば詈り雑ぞう言ごんが響ひびいていた。

（……地下鉄は運行している？　普通のダイヤを守っていないとなると、臨時で警察とか政府とかが接収している可能性もあるけど……あれじゃあトンネルの中を歩いて進むっていうのも安全とは言えないか）

　しかし、だ。

　それならそれでやりようはある。どれくらいの間かん隔かくで地下鉄車両が走っているかは不明だが、どこかから列車の屋根に飛び移る事ができれば……。

（トンネル。トンネルの上から攻めるためには、何かないか？　空調のダクトでも何でも良い。ホームの上から、列車の屋根に飛び移るための何か……）

　元々、地下鉄駅の空調ダクトは地上と直結していて、列車の通行と共に空気の流れを感じるくらい大おお雑ざつ把ぱなものだ。世界一有名なハリウッド女優のスカートがめくれ上がるあのシーンを思い浮かべればイメージしやすいかもしれない。

　もちろん、地上はどこも人混みで溢あふれているので、路上にある格こう子し状じようの覆おおいを外して潜もぐり直すのはほぼ不可能。

　しかし、酸欠防止のためダクト自体が十分な空気を取り込むよう大きめに設計してあり、なおかつ地上の排気口一点へと集中しているのであれば……。

（……どこでも良い。ダクトに潜り込む事ができれば、そこからホーム真上に移動できるはず）

　一度、避ひ難なん経路に戻る。

　ダクトを探すためにあちこち目をやると、行きの時には気づかなかった表示板を見つけた。どうやら煙の逃げる経路を示したもののようで、駅構内やトンネルの具体的な広さや高さまで数字で書き込まれていた。

（トンネルが所々かなり低くなっているのが怖いけど……文句は言ってられないか。とりあえず屋根に飛び乗ったまま潜れるみたいだし）

　真上を見上げ、低い天てん井じようの近くにあるダクトの覆いを見つける。両手で摑つかむだけで、簡単に外れてしまった。まず両手を伸ばして縁を摑み、懸けん垂すいの要領で強引によじ登っていく。

「くそう!!　なんか色々ベタベタする!!」

　構内の売店だの飲食店だのから、湯気や煙などが流入してくるのだろう。そこに混じったわずかな粒子が積もりに積もっているのだ。これから死ぬほど這はって進む身の上としては、ハエやゴキブリの魔ま窟くつになっていない事を祈るしかない。

　基本的には直線だが、途中で何度か直角に折れ曲がり、何だか遠回りしているような気がしてきたが、今さらバックはできないのでとにかく回り道してでもホームの直上へ向かう。

　実際の距きよ離りは、五〇メートルあったかどうか。

　ついに目がシパシパしてきた上かみ条じようは、ようやく目的地へと辿たどり着いた。ひょっとしたら彼の学生服によってダクト掃除がある程度完了してしまったのかもしれない。

　……この間、先ほどの火の粉や炎の人影は出てこなかった。一定以下の速度で移動するか、あるいは狭せまい場所には出てこないなどの法則性でもあるのだろうか？

　ダクトのカバーを外すと、ホームの線路上だと分かる。

　たった数メートルの距きよ離りだが、先ほど高層ビルのクレーンで吊つられた時とはまた違ったゾワゾワ感に襲おそわれる。頭でイメージできる微妙な距離だからか、下へ手たに落ちて足をくじけばやってきた列車に吹き飛ばされるという、また違った恐怖があるからか。

　先ほど、ホームを列車が通過した時は、アナウンスのようなものはなかった。

　何かタイミングを計る別のサインが必要になる。

（……列車が地下鉄の駅に来る時は、空気が押されて突風みたいなのが先に来るはずだよな。それを合図に飛ぶしかないか……）

　明確な答えなんてない。

　それが間違いなら、タイミングを誤って列車の目の前に落ちるかもしれない。

　……そもそも、列車の屋根に飛び乗って大だい丈じよう夫ぶなのかどうかも根こん拠きよがない。

　何も分からないものに自分の命を預けなくてはならない。その圧倒的な重圧に、思わずその場で転げ回りそうになる。しかし、安全策なんて何もない。そんなものを探している内にどんどん状況が悪化していくのだ。

　ゴォ……という低い唸うなりのような音が聞こえてきた。

　喉のどの奥が乾く。

　一秒、二秒、三秒……と待つ。

　その時は一いつ瞬しゆんだった。

　視界が、埋うまる。ガタンガタタン!!　という轟ごう音おんが、感覚的には遅れて上かみ条じようの耳を叩たたいた。……完全に、出遅れた。そう思った時には、もう五両編成の列車は完全にトンネルの向こうへと消えてしまっていた。あそこで飛び降りていれば、線路上に体が叩きつけられていたはずだ。

　嫌いやな汗が背中全体に広がっていく。

　呼吸が、徐々に荒くなっていくのが分かる。

「……、」

（タイミングは分かった。分かった、はずだ。風の音が聞こえてから五秒。五秒で、列車がここを通過する。そこに合わせて身を投じれば、列車の屋根に体がぶつかるはずだ……）

　幸い、列車がやってくる間かん隔かくはかなり短いようだった。

　数分程度で次の列車もやってくるだろう。

　それを待つ。

　今度こそ。




　列車がやってくると同時に、上条当とう麻まはダクトから勢い良く飛び降りる。




　ゴンッ!!　という金属質な音が炸さく裂れつした。

　上条の体は無事に屋根の上には落ちたが、接触した瞬間に凄すさまじい力でコマのように体が回った。挙げ句、エアコンの室外機みたいな出っ張りに腰を強打する。背骨を直接走る激痛に絶叫する上かみ条じようは、滑すべり落ちようとする体を必死で押さえつけようと、手を伸ばして列車の屋根の突起物を摑つかもうとする。

　五両編成の列車が一気にトンネルへと突っ込んでいく。

「ぁ、ぐっ……。ぜぇ、はぁ!!」

　仰あお向むけに転がったまま、呼吸を整え、何とか苦痛を堪こらえる。

（よ、ようやく東京湾までの道筋が見えてきた……。これで逆方向の列車に飛び乗ったとかって言ったら本気で落ち込むぞ）

　思ったよりも天てん井じようまでの高さは低いが、伏せていないと体が接触するほどでもなかった。というより、所々で頻ひん繁ぱんに高さが変わっている。天井が高くなっている場所は、壁や天井に工事用のシートのようなものが被かぶせられている事が多いのが分かる。

（……インフラの老ろう朽きゆう化かとかの修しゆう繕ぜんで、壁を新しくしている所は火事に備えた排煙なんかの都合で天井も順次高くしているのか……？　でも、そんなの素人しろうとの俺にはどこからどこまでトンネル工事が進んでいるのか、把は握あくのしようがないぞ。しばらく伏せていた方が安全かもしれない）

　この列車が具体的にどこへ向かっているのか、実は全く把握していない上条だったが、少なくとも東側……東京湾の近くへは進んでいくだろう。

　そんな風に思っていた上条の視界が、真っ白な閃せん光こうで埋うめ尽つくされた。

「っ!?」

　暗いトンネルに慣れていた目が、いきなりの衝しよう撃げきに痛みを発する。

　単純にトンネルを抜けて、地上部分に出たのだという事に気づくまで、かなりの時間が必要だった。

　そして。

　だんっ!!　という音が聞こえた。

　眩くらむ目を必死に瞬まばたきして、どうにかして先を見ようとする。そこに、誰だれかが立っているようだった。ギリギリで女子大生くらいの女性のようにも見える。が、何かがおかしい。最初、その正体が摑めなかった上条だったが、やがて事情が分かってきた。

　腹部。

　ゆったりしたマタニティドレスに覆おおわれたそこが、臨りん月げつの妊にん婦ぷのように大きく膨ふくらんでいたのだ。

「んふーふー☆　ムスペルの撃破数のランカーで標的決めてみたけど、やっぱり予想通りの対戦カードになっちゃったかー。ま、この路線だけ作為的に破は壊かいせずに残しておいた事で、強敵が吸い寄せられるようには調整していたんだけど」

「アンタは……？」

「フレイヤ。北欧神話の女神様、って言えば大体の事情は分かるんじゃないかしら？　列車の中だからって妊にん婦ぷに気遣う必要はないわ。屋根の上に優先席なんてないんだし、そもそもあなたにそんな余裕はないだろうからね」

　北欧神話。

『グレムリン』の根幹を為なす基き盤ばんとも言うべきもの。

　ゴォ!!　と、再び列車がトンネルの中へと突入していく。

　暗くら闇やみの中、わずかな蛍光灯の光を瞳ひとみに照り返すように輝かがやかせながら、フレイヤと名乗ったその魔ま術じゆつ師しはこう続けた。

「一応は光栄に思って良いのよ？　現状、あたし達『グレムリン』にとって一番厄やつ介かいで、真っ先に倒すべき敵だって判断してもらえたんだからね☆」




　直後だった。

　闇をさらに圧倒するような何かが、彼女の背後から噴き出した。








行間　三









　それは花に似ていた。

　屹きつ立りつする一人の美しい白い少女を中心に、八方向へ大きく広がる、絨じゆう毯たんのような花弁のような『未元物質ダークマター』。いいや、中央の少女も含めて一つのシステムだった。あらゆる魔ま術じゆつを駆使しても完全な形で製造する事のできない、『主神の槍グングニル』。その技術的な穴を無理矢理に埋うめるため、科学の領域にまで手を伸ばした結果生じたものだ。

　本質としては、単純な装置だ。

　人の形をしているものの心はなく、おおよそ生命と呼ばれるものはない。炉ろに火が入っていない状態。そして目的を達すると同時に、跡形もなく破は裂れつして消えるだけの空くう虚きよな人形だ。

「用は済んだ」

　ベルシ、そして木き原はら加か群ぐん。

　二つの名前を持つ陰気な男はそう言った。

　少女の足元から伸びた八枚の巨大な花弁へ、無数のケーブルの最後の一本を突き刺した時の事だった。

「この全体論を含めて、後はマリアン＝スリンゲナイヤーの領分だ。やるべき事が見つけられない。次の指示を」

　眼帯の少女、オティヌスは木原加群の顔さえ見なかった。

「迎げい撃げきに向かえ。必要なものを必要なだけ破は壊かいして時間を稼かせげ。以上だ」

「了解した」

『グレムリン』の本ほん拠きよ地ちである『船の墓場サルガツソー』が東京湾にある事は、すでに世界へ知れ渡っている。そして、彼らとしては別に問題ない。元々、永遠に籠ろう城じようするための施設ではない。『槍やり』を完成させるためにあるのだ。『槍』さえできてしまえば、その一秒後に崩ほう壊かいしてしまったとしても何ら問題はない。

　その時には、全すべてが終わっている。

　やはり時計の針のような等速で木原加群は『船の墓場サルガツソー』を構築する無数の船の残ざん骸がいを渡っていく。その端はしまで歩いていく。いくつか、まだ使えるモーターボートがあった。それに乗り込み、海を進む。

　モックルカールヴィの山のような巨体が、海に煙けぶる白い湯気の向こうで影を作っていた。

　目指す先は沿岸、東京側。

　具体的には港湾地帯の、コンクリートで固められた岸壁へと乗り付ける。

　数十人から数百人の影があった。

　警察官、機動隊、自衛隊。

　区分も所属もバラバラだが、この国の治安維持に携たずさわる人間達のようだった。

『グレムリン』は自みずからの敵対者が一つの大きな塊かたまりとならないよう、自然と互いの足を引っ張り合う形で『利害の分散』を実行していた。その関係で『グレムリン』に対する態度を統一できず、誰だれも彼もが目の前の危機的状況を分かっているにも拘かかわらず足あし踏ぶみしている状態だ。つまり、『グレムリン』攻こう撃げきの命令を出せる状況ではないはずなのだが……どうやら、公的な命令を待たずに一部の有志が勝手に集結してしまったようだった。特殊な車両もちらほらと見受けられ、普ふ段だんであればこれだけで写真週刊誌の見出しを飾ってもおかしくない『大事件』のはずだった。

　この距きよ離りからでも、『船の墓場サルガツソー』は目視できる。

　厳密には、『船の墓場サルガツソー』の周囲をゆっくりと周回・警戒している山のように大きな巨人、モックルカールヴィの影が。

　何か互いに発破をかけているらしき集団を見ても、木き原はら加か群ぐんには何の感かん慨がいも湧わかない。

　そもそもにおいて、情動を司つかさどる部位を含めて人体の全機能は停止している。

　たった一つの目的。

　すでに完かん璧ぺきな形で終わらせた復ふく讐しゆう。




　そのために磨みがき上げた膨ぼう大だいな魔ま術じゆつを携えて。

　理念も信条も失った抜け殻がらは、躊ちゆう躇ちよなく集団へ飛び込んでいく。
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　……分厚いガラスを挟はさんで待機する護衛の神かん裂ざき火か織おりやワシリーサ、サーシャ＝クロイツェフといった手て練だれの魔ま術じゆつ師し達にも、動揺と緊きん張ちようが広がっていた。

「……中の話、読んでいますか？」

「まあねえ」

　薄うすら笑いと共に唇くちびるの動きを目で追い駆けていたワシリーサは、簡単に肩をすくめて、

「何だかとっちらかっちゃっているみたいね。本ほん拠きよ地ちは東京湾、あの学園都市の目と鼻の先かあ」

「こうなってしまうと、護衛の任に就いているこの状況さえ『グレムリン』に操られているような気がしてきますね。ＶＩＰを守る以上は大戦力を護衛に割さく必要がある。つまり非公式の国際会議が開かれるように仕向けておけば、自然と第一線から私達を退かせる事ができるようになる、と……」

「なーんも分かってない内からあれこれ悩んで疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいるなんて、意外と情報戦には弱いみたいだにゃーイギリス清教。んなもん考えるだけ無む駄だ無駄。緊急事態で役に立つのは、いつも通りの事をいつも通りにやってるヤツよ。パニクって右う往おう左さ往おうするよりよっぽどマシ」

　言うだけ言うと、ワシリーサは髪の中から何かを取り出した。

　羊よう皮ひ紙しでできた小さな符だ。

「というわっけでー。みんな聞いたね？　総員、ロシア国内に潜ひそむ『グレムリン』を撃げき破はせよ。その分だけ通常戦力が日本へ向かえる余地ができる。大事な国民も守れる。状況はシンプルに片付けましょう？」

「……命令系統を無視した手て駒ごまを配しているんですか!?」

　思わず神裂は目を剝むいてしまった。

　ガラスを隔へだてたすぐ先には、ロシア成教のトップが全力で事態の収拾にあたっているのだ。その眼前で堂々と独断専行に走れる人間は、良くも悪くもなかなかいない。

　しかし、当のワシリーサに悪びれた様子は全くない。

「うちの彼は純じゆん粋すいさがポイントだからね。裏方の汚よごれ仕事なんて教えなくっていーの」

　すると、全身を拘こう束そく具ぐのようなもので戒いましめたサーシャが、腰に差した釘くぎ抜ぬきを指先で軽くなぞりながら、

「いーの、ではなく。質問ですが、同じロシア成教徒の私が裏切り者を黙だまって見過ごすとでも思っていたんですか？」

「はいはいそういう時に返すのはいつも一いつ緒しよよ、結果が正しさを証明してくれるってゲブ!?」

　言葉の途中で音声が潰つぶれたようになったのは、サーシャが腰から抜いた釘くぎ抜ぬきでワシリーサの頭を躊ちゆう躇ちよなくフルスイングしたからだ。凄すさまじい音が炸さく裂れつしてワシリーサの上半身が腰の辺りから真横に折れ曲がったが、彼女は笑顔のままメトロノームのように復活する。

　何もなかったかのようにワシリーサは笑顔で続ける。

「そーゆー訳で、皆さん全力で『グレムリン』の陽動部隊を叩たたき潰せ！　妖よう精せいの名を冠した魔ま術じゆつ師しは私達だけの専売特許だって教えてあげなっさーい!!」

「……変態どもめ」

　ボソリと呟つぶやく神かん裂ざきに、サーシャは抗議の声を発する。

「質問ですが、せめて『怪物め』くらいに留とどめてもらえると助かります」
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　地下鉄のトンネルの中。

　列車の屋根の上に転がっていた上かみ条じよう当とう麻まは、不規則に揺れる車両の上で、ゆっくりとした動きで立ち上がった。

　列車は五両編成。

　総延長は一〇〇メートルもない。

　右みぎ拳こぶしを構える上条に対し、マタニティドレスを纏まとった女性・フレイヤは二歩、三歩とゆっくり後ろへ下がる。だが、トンネルの闇やみの中、進行方向に逆流するように流れていくわずかな蛍光灯に照らされる表情には笑みがある。

　逃げているのではない。

　圧おされているのでもない。

　おそらくそこが、フレイヤにとって最適の間合いなのだろう。攻めるための調整。それを済ませた少女は、掌てのひらをゆっくりと振るう。

「おいで、ブリーシンガメン」

　じゃら、という硬い物がぶつかる音が聞こえた。

　いつの間にか、その指と指の間に輝かがやく宝石があった。

「コスト１・ブラック・コール／／スバジルファリ」

　直後の出来事だった。

　轟ごう!!　と、宙に放たれた一つの宝石を中心に、周囲から現れた大量の濡ぬれた赤い糸のようなものが巻きついた。赤い竜巻に似た糸の奔ほん流りゆうは、一気に体積を凝ぎよう縮しゆくさせると、ギチギチとした硬度を獲得する。さらにそのままねじれていくと、瞬またたく間に巨大な赤い馬のように形を変えていく。強きよう靭じんな人工筋肉だけで作られた、運動エネルギーの塊かたまりだ。

　額に宝石の輝かがやきを備えた巨馬は、凄すさまじい嘶いななきと共に上かみ条じようの方へと突とつ撃げきしてくる。

　普通の馬でも四〇〇～五〇〇キロもの重量を持つ品種さえ存在する。その巨馬はさらに二回り、三回りと大きく、高速で流れるトンネルの天てん井じようへ頭を擦こすりつけても気にする様子がない。あんなものが生身の人間と正面衝しよう突とつすれば、そのままバラバラにされかねない。

　だが、上条当とう麻まの右手には幻想殺しイマジンブレイカーの力がある。

　相手の強度は関係ない。魔ま術じゆつという異能の力によって支えられている事さえ分かれば良い。どんな相手だろうが、拳こぶし一つで粉々に吹き飛ばす事ができる。

「おおおおおっ!!」

　トンネル上部の蛍光灯すら破は壊かいしながら迫せまる巨馬に心が屈服しそうになるのを必死に堪こらえ、上条は自分から前へ踏ふみ込む。その拳を、大型トラックのバンパーよりも恐ろしく見える巨馬の胸へと思いきり叩たたきつける。

　バン!!　と。

　風船が弾はじけるように、強く締しめつけられていた赤い糸の集合体が一いつ瞬しゆんで弾けて空間へと消えていく。

　拳を武器とする上条としては、とにかく後ろへ下がるフレイヤの懐ふところまで潜もぐり込まなくてはならない。

　だが、

「コスト１・ホワイト・コール／／ムニン」

「コスト１・ホワイト・コール／／フギン」

　上条が巨馬を一頭吹き飛ばしている間に、すでにフレイヤは新しい宝石を宙に投げている。どこから飛び出たのか、赤く濡ぬれた大量の糸が絡からまっていき、二羽の巨大な鳥が左右から上条へと突撃していく。

（まずい……っ!!）

　早々に、上条はこの構造に気づいた。

　気づいたのだが、有効な打開策が見つからなかった。

　上条がフレイヤの手て駒ごまを一つ潰つぶすよりも、フレイヤが怪物を生み出す速度の方が速い。一頭を倒した時には二羽が、二羽を倒した時には五匹が、五匹を倒した時には一三人が、次から次へと量産されていく。

　フレイヤは、わずかに稼かせいだ時間を有効に使って、単純作業を繰くり返せば良い。

　ＲＰＧとかに出てくる召しよう喚かんみたいなものなのだろうが、フレイヤにとって自分が取り扱うモノは飛び道具の弾幕程度の執着しかないようだった。

　列車の屋根の上という、直線的で迂う回かいのしようがない立地も、効果的に働いている。

「コスト１・ブラック・コール／／ラタトスク」

「コスト１・ブラック・コール／／フルングニル」

「コスト１・ブラック・コール／／ヒミル」

「コスト１・ブラック・コール／／スリム」

「コスト１・ブラック・コール／／スバジルファリ」

（右手一本じゃ間に合わない。このままじゃ弾幕に押し流される……っ!?）

　三人の赤黒い大男が屹きつ立りつしていた。一頭の巨大な馬もいた。それらはリスに似た筋肉状の小動物に追われる形で、闇やみ雲くもに狂乱しながら上かみ条じようの方へと突っ込んでくる。高速回転する草刈り機やシールドマシンの刃が向かってくるのとほぼ変わらない。間にあるものを全すべて薙なぎ払い、切り刻む形で前進する。

　これを喰くい止めなくては、上条の体はバラバラにされ。

　これを喰い止めれば、倍する数の怪物が殺到する。

　いつかどこかで上条の処理能力が限界を迎えるまで、フレイヤの詠えい唱しようはひたすら続く。

　筋肉の塊かたまりが生み出す圧倒的暴力が、少年の骨格をグシャグシャにひしゃぐまで。




　グシャア!!　という。

　柔らかい物が潰つぶれる音がトンネル内へ大きく響ひびき渡る。




　その瞬しゆん間かん。

　豊ほう穣じよう神しんフレイヤは……思わず口笛を吹いていた。

　マタニティドレスを押し上げるような大きな下腹部も気にせず、体を折り曲げて笑う。

「あはは!!　すごいすごい、まさか必勝法をこうして潰しに来る訳!?」

「……っ！」

　上条の取った選せん択たく肢しは、言葉で言うだけなら単純だ。

　幻想殺しイマジンブレイカーで一つ一つ潰していては間に合わないなら、全てを幻想殺しイマジンブレイカーで倒して進むのを諦あきらめる。

　まず始めに、他の怪物を狂乱させているリスのような小動物を足で踏ふみ潰す。

　向かってきた大男の一人に右みぎ拳こぶしを叩たたきつけ、その場で破は裂れつさせる。

　密着するような形で殺到していた他の大男や巨馬が衝しよう撃げきに巻き込まれて怯ひるんだ所で、こちらから体重をかけて肩でぶつかっていく。普通であればびくともしなかったであろう巨重が、バランスを崩くずしていた事でそのまま倒れ込んでいく。

　後は将しよう棋ぎ倒だおし。

　高速で流れる列車から転がり落ちるように、怪物達は高速で流れる地面へと巻き込まれていく。

　……ひょっとしたらあれくらいでは撃げき破はできていないかもしれないが、追い着かれなければ問題ない。

　上かみ条じようはフレイヤとの間に開いた道を走る。

　フレイヤは応じるように宝石を投げる。

「コスト１・ブラック・コール／／スリム……おっと」

　途中で、いきなりウェーブがかったショートヘアの妊にん婦ぷは腰を折って屈かがんだ。大きなお腹なかに負担をかけるようなその挙動に、わずかに眉まゆをひそめた上条だったが、

「うわっ!?」

　フレイヤの『産んだ』大男が、頭をハンマーで殴なぐられたように崩くずれるのを見て、ようやく事態に気づいた。

（トンネルがいきなり低くなってる!!）

　全力で身を伏せる。

　頭部を半分ほどひしゃげさせ、バランスを失った大男は、そのまま列車の屋根から地面へと転がり落ちていく。

　フレイヤは腰を折ったまま、くすくすと笑っていた。

　どうやってこの暗がりで天てん井じようまでの高さを正確に把は握あくしているのか。彼女は再び背を伸ばすと、今度こそ大量の宝石をばら撒まきまくる。

（ここで巻き返されて、たまるか!!）

　上条も身を伏せた状態から、再び跳ねるように走り出す。

　その間にも、フレイヤは詠えい唱しようを繰くり返す。

「コスト１・ブラック・コール／／スリム」

「コスト１・ブラック・コール／／スリム」

「コスト１・ブラック・コール／／スリム」

「コスト１・ブラック・コール／／スリム」

　またも、これまでの努力を無にするような弾幕が吐はき出されていく。

　現れたのは複数の大男だ。

　ただしこれまでと違ってバリエーションがない。上条に接近を許した事で、いちいち創意工夫を盛り込んでいく余裕がないという表れか。

　そして、行動パターンが全く同じ同種だけが、限られたルートを通って直進してくるのであれば、上条の方も対処は幾いく分ぶん楽になる。鳥のように足場を無視して飛んでくる訳でも、蛇へびのように列車の壁を伝って背後へ回り込んでくる訳でもない。全員でまとめて向かってくるだけなら、先ほどの将しよう棋ぎ倒だおしも起こしやすい。

　そして、この壁さえ打ち崩してしまえば、

「届く」

　上かみ条じようは強く右みぎ拳こぶしを握にぎり締しめる。

　むしろ、自分から大男達の方へと突とつ撃げきしていく。

「必ず届かせる！　フレイヤ!!」

　ところが。

　マタニティドレスのフレイヤはニヤリと笑うと、たった一つの宝石を親指で弾はじく。

　詠えい唱しようする。

「コスト１・ホワイト・コール／／ヒルディスビニ」

　言葉と共に、最後尾、フレイヤの一番近くに、赤黒い糸の束で作られた猪いのししが生じた。上条は警戒するが、大男と比べれば小さい。何より、列車の上という限られたスペースに溢あふれた大男のおかげで、あの猪がまともに動けるとは思えなかった。一度将しよう棋ぎ倒だおしを起こしてしまえば、上条と衝しよう突とつする前に、他の多くの怪物と一いつ緒しよに転がってしまうだろう。列車の上から地面へ落ちてしまえばそれまで、列車の屋根に残ったとしても、身動きが取れない間に幻想殺しイマジンブレイカーで破は壊かいしてしまえば良い。いずれにしても大きな障害にはならない。

　そう思っていた。

　予測は外れた。

　続けて、フレイヤは前方へ真まっ直すぐ人差し指を突き付けると、こう宣言したのだ。




「捕食せよ!!」




　ぞぶりっ!!　と。

　水っぽいものが破けるような、嫌いやな音が炸さく裂れつした。

　最後尾にいた猪が、自分に背を向けている味方の大男へと容よう赦しやなく嚙かみついたのだ。そのままバリボリとものの砕くだける音が炸裂する。赤黒い糸の集合体は猪へとまとわりつき、主格を為なしていた宝石までもが取り込まれる。猪のシルエットが一回り大きく膨ふくれ上がる。

「コスト２・ホワイト・シフト／／ヒルディスビニ」

　まずい、と。

　上条は本能的に思った。

　あれはまずい。あの猪の捕食を進めてはならない。あれ以上巨大にするのは何か決定的に状況を動かしてしまう気がする。だから、その前に猪の食料を減らさなくては!!

「コスト３・ホワイト・シフト／／ヒルディスビニ！」

「コスト４・ホワイト・シフト／／ヒルディスビニ!!」

「コスト５・ホワイト・シフト／／ヒルディスビニ!!!!!!」

　だが遅かった。

　計算違いをしていた、というのもある。ヒルディスビニと呼ばれる猪が膨れ上がるたびに、その口も腹も巨大化していくのだから、丸まる吞のみするのに必要な時間もどんどん短縮されていく。上かみ条じようが巨人を一人でも打ち倒そうとした時には、すでに全すべての『餌えさ』が予定通りに猪いのししの胃袋に収まってしまっていた。

「北欧神話は共倒れの伝説。神々とその敵対者の九九％以上はラグナロクで相打ちし合うように最初から組み上げられている。そこを強調して術式を構築すれば、善が悪を、悪が善を、白と黒とが互いに喰くらい合う攻こう撃げき手段へと結び付けられる！」

　そして。

　もはや列車の車両自体を押し潰つぶしかねないほどに肥大した巨大猪が、半円形のトンネルの全ての空間を埋うめ尽つくすように君臨する。高速で流れる壁面へ常に体を擦こすりつけている状態だが、ダメージを負っている様子はない。明らかに、破は壊かいされているのはトンネルの方だ。

　自然と。

　その右手を、上条は前へ突き出す。

（……敵は、数だけなら減ったはずだ。これは好機！　どんな怪物でも一撃で倒せるなら、相手の強さはこの際関係ない。右手で猪を吹き飛ばしてフレイヤまで突撃する!!）

「あはは!!」

　笑うフレイヤは、もはや巨大猪の陰に隠れて髪の先も見えない。

「無理矢理に発破でもかけてやる気出してる？　でもでも話になんない。何しろこのあたし、豊ほう穣じよう神しんフレイヤが生み出した自じ慢まんの『仔こ』なんだしね。コスト５まで膨ふくらんじゃったら、もう精神論が通じるような甘い世界の話じゃなくなるわ」

「『仔』……？」

　特殊な言い回しに、上条はビリビリとした緊きん張ちようの中で思わず呟つぶやいていた。その疑問は、半分以上目の前の危機から目を逸そらすための現実逃とう避ひでもあっただろう。

　が、フレイヤはこう続けた。

「だよ。あたしは別にこの『仔』達をどこか別の場所から呼び出している訳じゃない。この手で即興で作っているの。ま、自分の魔ま力りよくを一度子し宮きゆうに誘ゆう導どうして各種の『萌ほう芽がの方向性』を与えた上でブリーシンガメンっていう宝石にぶち込む事で、同じ宝石を核にしながらも全く違うデザインを実現しているんだけどね☆」

　そこで、絹の擦れるような音が聞こえた。

　自分のお腹なかを掌てのひらでさすっているのか。

　そう思った上条だったが、直後にフレイヤの口からこぼれた言葉は流石さすがに予想の範囲を超えていた。

「でも、それを言ったらこの『子』もそうなのかしら。あはは！　そもそもあたしには魔ま術じゆつを取り扱うセンスが絶望的になくってね。仕方がないからこの『子』の頭と体に肩代わりさせる形で魔術を使っているって訳」

「……テ、メェ」

「もう丸々二年も閉じ込めてるし、この中って一体どうなってるのか、実はあたしも良く分かってないんだよねえ。あはは、なんていうのかな。そういえばー？　冷蔵庫の奥の方にずーっと残り物突っ込んでなかったっけえ、あれもうどうなっちゃったのかな確かめるの怖いなーっていうか？？？」

「人の命を……何だと思ってやがるんだ!!」

「考えてどうするの、かな？」

　言葉と同時だった。

　ゴッ!!!!!!　と。トンネルの空あいた隙すき間まを全すべて埋うめるように君臨する巨大猪いのししが、迫せまり来る壁のようにまっすぐ襲おそいかかってきた。

「あ……」

　どんな強きよう靭じんな相手であれ、攻こう撃げきが当たる前に幻想殺しイマジンブレイカーを叩たたきつければ何とかなると思っていた。

　むしろ標的が巨体であればあるほど、当てられる部位も増える。それは逆転のチャンスと比例していると言っても良い。そんな風に、無理に楽観的な意見をひねり出して体の震ふるえを止めようとしていた。

　全然違った。




　轟ごう!!!!!!　と。

　激突する前から、上かみ条じようの足が列車の屋根から浮かび上がり、そのまま後方へ吹き飛ばされた。




　……地下鉄の列車がホームへやってくる時、妙な突風が駅へ流れ込んでくる事があるだろう。あれは、大質量の車両が密閉空間を通過する事によって、ピストンが空気を押すような現象が起きているからだ。

　巨大猪・ヒルディスビニも同じだった。

　半円形のトンネルの上部を丸ごと埋め尽つくし、コンクリート製のトンネルの壁面を削り取るほどに肥大化しているのだ。そんな巨体が、凄すさまじい速度で真まっ直すぐ突っ込んで来たらどうなるか。当然ながら、逃げ場を失った空気の塊かたまりが先行して上条の体へ叩きつけられるに決まっている。

（噓うそだろ……走っている列車の上でも起きるのか、こんなの!?　あの猪、何か周囲の空気を巻き込むような変な機能でも持っているんじゃないだろうな……っ!?）

「ぐ……っ!?」

　無意識の内に両手足をバタバタと振るが、空中では大した効果もない。

　足場のない空中では、自分の体の向きを変える事もできない。

　そして。

　ヒルディスビニは、後ろへ流される上かみ条じようよりもさらに凄すさまじい速度で突とつ撃げきを続ける。このまま爆発的な烈れつ風ぷうに押され続ければ、列車の最後尾から突き落とされる。巨大猪いのししに接触してしまえば列車と激突するより悲ひ惨さんな肉にく塊かいに変わってしまう。

（どうにか……）

　間近に迫せまる巨体に、上条の喉のどが干ひ上あがる。

　頭の奥が火花でショートしそうなほどの危機感に襲おそわれながら、それでも何とか打開の策を考えようとする。

（どうにか、ここを乗り越えねえと!!）
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「うへえ……」

　夜のロンドン。場末の酒場で、むさ苦しいヒゲと筋肉の男が呻うめき声をあげた。

　御み坂さか旅たび掛がけ。

　御坂美み鈴すずの夫であり、御坂美み琴ことの父親である。

　彼は薄うす暗ぐらい店内の端はしにあるテーブルで、土木工事現場で使うようなゴツいノートパソコンを開き、さらには衛星携帯電話でどこかと連絡を取り合っている。

　パソコンの画面にはいくつものウィンドウが開いていたが、様々な言語で『取引中止』の文字が躍おどっていた。

「よおよお。せーっかく人様がスペイン南なん端たんと北アフリカを繫つなぐ海底水道プロジェクトを温めてきたってのに、どこもかしこも軒のき並なみ取引中止になっちまってんじゃねえか！　これじゃ工事の業者が入札できねえっての。一体どういう訳なのよ!?」

『戦争準備ってヤツだよ、シャチョーさん。鉄、銅、レアアースに宝石類。正常な取引なんぞしてないで、世界が「沸点」超えるまで溜ため込んでから高値で捌さばいた方が儲もうけになるって有力者達が舵かじを切った。「窓口」は締しめ切ったんだ。この乱らん痴ち気き騒さわぎが終わるまで開く事はないよ』

「食料自給率知っててもの言ってんのか!?　売り買いをどっちも切断してみろ、儲け話が実る前にみんな揃そろって干ひからびちまう!!」

『知らないよ。俺だってホントのところは一度アフリカから避ひ難なんしたいくらいなんだ、欧州まで三〇キロないんだし。気合と努力で踏み止とどまっている事に感謝してほしいくらいだね』

　電話の相手は口振りの割に、あまり参っている様子はない。

　熱砂の大陸でそれなり以上の経験を積んできた証あかしだろう。

『……それより御坂さんこそ大だい丈じよう夫ぶな訳、ロンドンなんかにいて。日本のトーキョーは激戦区らしいじゃない？　家族のピンチに駆けつけなくて何が父親な訳よ』

「んなもん思いついた手段は全部試したよ。航空会社は軒のき並なみ閉へい鎖さ、イギリス空軍のツテも使えない。電話もメールも届かない。何にもならんからこうして仕事にとんぼ返りしている」

『さらっと空軍とか言っちゃうのが御み坂さかさんの怖いトコだ』

「民間宇宙旅行とかも当たってみたんだぜ、弾道飛行で三〇秒だけ宇宙空間に出られるとかいうヤツ。でも駄だ目めだった。どいつもこいつも、ありもしない戦争ムードに当てられて大おお慌あわてだ。こっちはブラックカード片手にいくらでも払うっつってんのに、この不安定な情勢で大空にモノ飛ばしたくないってさ。……くそ、いっそ東欧のマフィアと交渉して旧ソの軍用機でも買ってみるか。武装のない長ちよう距きよ離り偵察機くらいなら個人資産でも……」

『分かった分かった、アンタが家族思いの暴走王ってのは良く分かった！　こりゃ俺が手た綱づなを握にぎらないと地球が割れそうだね。分かったから今は仕事に没頭しよう』

　衛星携帯電話からの声に、旅たび掛がけは額に片手を当てた。

　ゆっくりと深呼吸し、意識的に心を鎮しずめる。

「ぐあーっ!!　やっぱ耐えられん、俺は今すぐ日本に帰る!!　何か方法はあるはずだ。そう、例えば、中古の弾道ミサイル買い取ってペイロードに乗り込むとかっ!!」

『ぜんっぜん鎮まってない!!　それじゃ宇宙服着たって助からないよ！』
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　良く晴れた、寒々しい太平洋上に、一いつ艘そうの小舟が浮かんでいた。

　公園の池にでも浮かんでいれば、微笑ほほえましいとでも思えたかもしれない、木で作ったと思おぼしき小さな船。しかしそれも、三六〇度全すべてが水平線という広大な海の上にあっては、遭そう難なんという禍まが々まがしいイメージしかない。

　小舟の上には、ドレスの少女が佇たたずんでいた。

　元はウェディングドレスのように純白だったものだろうが、まるで返り血でも浴びたかのように、三分の一以上が赤や黒へと染め直されてしまっている。

　それは、少女にしても同じ事か。

　彼女の肌は、ボロボロになったぬいぐるみを修しゆう繕ぜんしたように、縫ぬい痕あとが縦じゆう横おう無む尽じんに走っていた。そして、皮ひ膚ふの移植に際して、その潤うるおいなどには特にこだわりはなかったらしい。瑞みず々みずしい少女の地肌もあれば、老人のように皺しわだらけのもの、さらには青黒く変色しかかっているものまで様々。それによって、まるでツギハギのぬいぐるみのような印象を高めてしまっている。

「来た来た」

　駅前で、遅刻していた待ち合わせの相手がこちらへ走ってくるのを発見したくらいの、気軽な声だった。

　少女は、無造作に小さな包丁を取り出し、海面へ投げた。

　変化に要する時間は、数秒とかからなかった。




　ビキィ!!!!!!　と。

　小舟を中心に、半径一〇〇キロ以上の海水が丸ごと分厚く凍こおりついていく。




　血まみれのドレスをまとう少女は、冬の湖のようになったその海面へと、優雅に足を着ける。こつん、という硬い音を返し、氷の宮殿は少女を心強く迎え入れる。少女は作法を熟知する貴族の手でエスコートされるように、滑なめらかな挙動で氷の上を歩いていく。

　いくつもの軍用艦かんが、突然張り巡らされた氷によって行く手を阻はばまれていた。

　まるで、中ちゆう華か鍋なべの油に野菜くずを入れたまま、特殊な薬品で固めてしまったようだった。それはもはや洋上の艦船だけに留とどまらない。おそらく、近きん隣りんのサイパン辺りは浜辺までくまなく凍り付いている事だろう。

「戦争はマシンガンを抱えたスーパーヒーローが大だい活かつ躍やくするだけじゃない。後方支援の補給艦と、そのルートを潰つぶして、スーパーヒーローの弾薬を枯こ渇かつさせる事、と」

　買い物のメモを読み返すような気軽さで、ドレスの少女は呟つぶやいていく。

　補給艦隊、とはいえ護衛艦はいくつもついているし、補給艦そのものにも機関砲くらいは取り付けられている。

　彼らは魔ま術じゆつというものを詳しく知らなくても、洋上が広範囲にわたって瞬しゆん間かん凍とう結けつしたのが、『小舟を中心に』起こった事くらいは理解できているだろう。

　海かい賊ぞく向けのスピーカーから、英語の太い声で警告が入る。

『それ以上は動くな！　速すみやかに武装を解除して両手を挙げろ。危険性を認めた場合、そちらの意図に拘かかわらず発砲する!!』

「海賊を追い散らすため、巡航ミサイルを爆破するため、航空機を落とすため、色々装備はあってもか弱い乙女おとめを殺すのに適切な装備は取り揃そろえていなかったか。グチャグチャにしちゃうのをためらう辺りは素直に尊敬するけど」

　あくまでも、気軽に言う。

　続けて、言う。

「……ニヴルヘイムの女王はかの地の死因を浮き彫りに」

　ぼう、と光が生じた。

　ドレスの少女の周辺、に留まらない。海水の凍った範囲内、半径一〇〇キロ圏の内側に、一〇〇、一〇〇〇、一万を超える、蠟ろう燭そくのようにか細い炎が次々と浮かび上がってくる。

　少女は人差し指を立て、蠟燭のような光を一つ、すくい上げる。

　唇くちびるに当てる。

　何かを、吸い込む。

「残留情報より死因を解析。アーノルド＝マッケンジー、享きよう年ねん二四歳、男性。クルーザーでの旅行中に同乗していた知人から恋愛関係の問題を追及され、揉もみ合いに発展。死因はキッチンスペースにあったオーブンへ頭から突っ込んだ事による、全身火傷やけど、および激痛によるショック死。……あら？　これはフレイヤのヤツの関係者なのかな？」

　首を傾かしげた彼女は、ドレスの胸元へ手を伸ばす。

　そこから、黒光りするリボルバーの拳けん銃じゆうを取り出す。

『分かりやすい武器』に、補ほ給きゆう艦かん隊たいの方がとっさに反応した。

『武器の携行を確認！　甲かん板ぱん上じようの各乗組員は警戒せよ!!』

『五秒以内に放ほう棄きしろ、さもなくば戦意ありとみなして制圧づ……っ!!』

　声が、いきなり途切れた。

　ハウリングのような甲かん高だかい音がスピーカーから響ひびき、少女はわずかに動きを止める。

　やがて、スピーカーから今までと全く違う女性の声が聞こえてきた。

『「世間知らず」はちょいと黙だまらせた。魔ま術じゆつの素人しろうと相手にそこまで大おお仰ぎような術式を使ってくれるな、大人げない。ここはプロとプロで楽しんで殺し合おうじゃないか』

『おい……私は戦せん闘とうを楽しむ心性にはついていけんぞ』

　もういい加減にボキリと首が折れるのではと心配させるほどに、血まみれのドレスの少女は首を傾げ続ける。

　そして言う。

「どちら様」

『私はシルビア、こっちはブリュンヒルド＝エイクトベル。平たく言えばお前の敵だ』

「なら結構」

　躊ちゆう躇ちよなく、つぎはぎの少女はリボルバーの引き金を引く。

　乾いた銃声とともに放たれたのは殺傷力の高い四五口径の鉛弾だったが、鋼こう鉄てつの塊かたまりである艦船相手には心もとない。せいぜい、オレンジ色の火花を散らして鍋なべを叩たたくような音が響く程度が関の山だ。

　そのはずだった。

　それが世の常識というものだった。

　なのに。




　轟ごう!!　と。

　直後に、鋼鉄の補給艦が丸々一いつ隻せき、紅ぐ蓮れんの炎に包まれてしまった。




　何かが引火した訳ではない。

　そもそも、たとえ補ほ給きゆう艦かんが貯ため込んでいる大量の燃料に火が点ついたとしても、あんな均等に炎は広がらない。一点から大爆発して、船が真っ二つに折れるはずだ。

　異様な炎は、血まみれのドレスをまとう少女がもたらしたものだった。

「私は死者の残留情報から死因を取り出し、既存の武具に組み込んで死因を入れ替える。刀剣で絞殺し、列車で溺でき死しさせ、ガスバーナーで圧殺して、拳けん銃じゆうで焼死させる。亡もう者じやを束ねるニヴルヘイムの女王、ヘルの名を冠するには相応の理由があるって訳」

　ヘルの弾丸を受けた事で、あの補給艦は『頭からオーブンに突っ込んだように』くまなく加熱されている。内部にいる者は、プロも素人しろうとも、軍人も魔ま術じゆつ師しも関係なく七しち面めん鳥ちようのように変へん貌ぼうしている事だろう。

　しかし。




　ガラスが砕くだけるような音が炸さく裂れつした。

　突とつ如じよとして補給艦を包んでいた炎は吹き散らされ、その中から何事もない艦船が出現したのだ。




　まるで、日焼けした肌を剝はがしたようだった。むしろ補給艦の外観は少しだけ輝かがやいているようにさえ見える。

　スピーカーから、何の変哲もない女の声が飛んでくる。

『悪いんだが、結界関連は私の十八番だ。乗組員を殺したければ、まず私を排除するしかないな』

「ふうん」

　ヘルと名乗る少女の反応はそれだけだった。

　両手を広げ、氷の大地の周囲一帯、水平線の向こうに至るまでに拡散している、蠟ろう燭そくのような炎を誇こ示じしていく。

「この場で浮き彫りにされた死因の総数は一万と五三。流石さすがは世界一の銃大国と関係が深い場所、たくさん死んでるね。……私はこれを全すべて使ってあなたを殺せる。もしもあなたを殺せたら、あなたの死因もどこかで使ってあげる」

『ヘル、か』

　先ほどとは違う女性の声が聞こえた。

　うんざりしたような声だった。

『私も「混ぜ物ヘル」の名で呼ばれた事はあるが……まさか、不ふ吉きつな冥めい界かいの女王の名をこれみよがしに胸を張って語る馬ば鹿か者ものと遭そう遇ぐうするとはな』

「ちょっと興味が出てきた」

『私はない。さっさと終わらせてやる』
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　だんっ！　ダンッ！　と。

　三み毛け猫ねこを抱えるインデックスを御み坂さか美み琴ことが抱える、というマトリョーシカみたいな状況の中、学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５は高層ビルの壁面から壁面へと、磁力を使って飛び移っていた。

　彼女達の軌道を後から遅れてなぞるように、どこからともかく浮かび上がったオレンジ色の火の粉が、長い長い尾のような一本線を引いていく。

　最初はその一つ一つを撃げき退たいしていた美琴だったが、すぐに、相手は高速移動についてこれない事が分かった。火の粉、火柱、炎の人影、と形を変えていく間に飛び去ってしまえば、あれは標的を見失ったまま自然消しよう滅めつしてしまうらしいのだ。

　そうと分かれば無む駄だ弾だまを撃うつ必要はない。

　より高速に、精密に、膨ぼう大だいな磁力を操ってビルからビルへと飛び移っていく。

　磁力のせいか速度のせいか高度のせいか、三毛猫が嫌いやがるように暴れているのが地味に心に刺さる。

「ここってどの辺？　千せん駄だヶが谷や、四よツ谷や？　くっそ、携帯のＧＰＳが使えれば……」

「私に言われても困るんだよ」

「一いつ瞬しゆんくらい役に立って!!」

　学園都市も一応は東京の一部分なのだが、普ふ段だんは高い壁に覆おおわれて行き来ができる状態ではないため、美琴もそれほど土と地ち勘かんに明るくない。目的地は東京湾だから『とにかく東』という、とんでもなくアバウトな方針で大だい胆たんな空中移動を続けている訳である。

「下はどこも、人、人、人……。あの馬ば鹿か、本当にあんなトコを中央突破しているのかしら。下へ手たすりゃそのまま圧死するんじゃ……」

　呟つぶやいた言葉が、途切れる。




　ゴッ!!　と。

　複数の巨大な航空機が、寄り添い、競うような格好で、間近を突き抜けたからだ。




　莫ばく大だいな風圧に、磁力で支えられているはずの美琴の体が激しくスピンする。左足の靴底に全神経を集中させ、改めて体の制御を意識していく。

　ずだん！　と、壁から垂直に設置された看板へ足を押し付けるような格好で、ようやく彼女は自分の体を固定させる。

「何よ……今の!?」

　片方は、学園都市製の次世代戦せん闘とう機きだった。一般で知られる二〇メートル前後のサイズとは明らかに違う、七、八〇メートルは下らない超大型機。機動性や旋せん回かい性せいといった、戦闘機に求められる機敏な動きを全すべて『エンジンによる強引な軌道変化』のみに頼たよって他を圧倒する、かつてロシアの戦場でも席せつ巻けんした怪物の名に相応ふさわしい機体だった。

　時速七〇〇〇キロという最高速度を実現するその戦闘機だけでも十分以上に驚おどろきだ。

（学園都市が……ついに東京上空で暴れ始めた!?）

　さらに、それに喰くらいつく別の影がある。

　サイズは全長三〇メートル弱。だが金属や複合素材で作られている訳ではない。

　鷲わし……に似ていた。

　羽毛のようなものはない。全身の全てを、濡ぬれた赤い糸をきつく締しめて形作ったような筋肉の塊かたまりが羽ばたき、音速以上の速度で鋭えい角かくに突き進む。片方が精密電子機器の塊である空対空ミサイルを発射すれば、もう片方は巨大な翼つばさを複雑に動かし、槍やりのような烈れつ風ぷうを生み出してそのミサイルを吹き散らしてしまう。時には、追いすがる戦闘機へ爆発物を投げ返すように風を操る場面すらあった。

「フレースヴェルグだ……」

　美み琴ことの腕の中で三み毛け猫ねこを抱えているインデックスが、そんな事を言った。

「北欧神話の、死者を貪むさぼる大鷲。あまりの巨体で、翼をはためかせるだけで世界中の風が生み出されるとされる怪物。『グレムリン』がその伝承を抽ちゆう出しゆつして『何か』を作り上げたんだ」

　言葉の意味は理解できなかったが、目の前で起きる光景は圧倒的だ。

　空中で複数の爆発が巻き起こる。その隙すき間まを縫ぬうように進む二つの巨体が互いに攻撃と回かい避ひを繰くり返す。槍のような烈風が襲おそい、翻ひるがえるように巨大戦闘機がギリギリで回避し、狙ねらって撃うつというよりはただ切り離はなして空中に置くようにミサイルを解き放つ。

　周囲の爆風や槍状の烈風の余波にさらされ、着火もしていないミサイルの円筒がピンボールのように複雑な軌道を描いて落下していく。

　フレースヴェルグと呼ばれる大鷲の眼前に転がり出るように。

　爆音に、これまでなかった水っぽい音が混じった。

　頭部を失った筋肉の塊が、

「落ちる!!」

　思わず美琴が叫んでいた。

　人で溢あふれるビル街ではなく、緑の多い公園だか競技場だか、とにかく広いスペースの方へと怪物が落下していく。太い木々がお湯に入れる前のパスタの束のように軽々と薙なぎ倒され、大量の土煙が舞い上げられるのがここからでも見えた。

　悲鳴らしきものがなかった所を考えると、あそこには人がいなかったようだ。膨ぼう大だいな人の洪水は、交通手段を失って立ち往おう生じようする人々が集まって形成されている。災害時の避難のような色はまだないため、公園などに人が集中する事はなかったのだろう。

　そうであってほしいとも願う。

　ここで見ていても事態は何も変わらないし、立ち止まっていると炎の人影に変身するオレンジ色の火の粉に取り囲まれる。

　改めてビルからビルへと磁力を使って移動しながら、美み琴ことは考える。

（……学園都市も、『グレムリン』とかいうのも、本気でここでやり合おうとしてる。でも、それが何を意味しているか、本当に理解できてるの？　こんな人口密集地帯に防衛線を設定しちゃったら、どれだけの人間が巻き込まれるか分かったもんじゃないってのに!!）







　事態は、さらに妙な方向へと転がり込んでいた。

　結局、下水の排水口から川を目指していたバードウェイ、レッサー、雲くも川かわ鞠まり亜あの三人は、新しん宿じゆくから高たか田だの馬ば場ばの辺りまで下水道の中をひたすら歩き回る羽は目めになった。開いた穴から川へ出ると、予定通りに小舟を失敬する。と言っても、この川自体、水深は膝ひざまでもない。手に入れたのは、何やら黒っぽいゴムボートだった。後部にエンジンを取りつけた自衛隊の軍用上陸ゴムボートという事までは、雲川鞠亜も把は握あくできていなかった。

「こんな事して……後でメッセージカードと一いつ緒しよに返すんだろうな？」

「何ならどこぞの大統領経由で返却してやれば良い。大抵のヤツにとっては良い思い出になる」

　ゴムボートの後部で、舵かじと一体になったエンジンを操っているのは一二歳の金髪少女バードウェイなのだが、咎とがめる者はいない。それどころではない、というのは誰だれの目にも明らかなのだ。

「……今にも落ちそうだな、あの橋」

　人間で敷しき詰められたような細い橋の下を潜くぐり抜けながら、前部に収まっていた雲川鞠亜がそんな事を呟つぶやいていた。

　と、彼女の隣となりにいるレッサーが鼻をひくひくさせながら、

「妙な気配になってますね」

「気づいたか？」

　バードウェイは振り返らずに言った。

「学園都市と『グレムリン』がついにぶつかったな。今はまだ空中戦に限定されているようだが……撃げき墜ついされた残ざん骸がいがいくつか東京の街中に落ちている。おかげで民衆とやらの顔色が変わってきたぞ。単なる不満から、命の危機にさらされたパニックへと移りつつある、といった感じだな」

　そう言われた所で、三人にできる事はないのも事実だった。

　電話もネットも回線は全すべてパンクして、群衆に広く語りかける手段は何もない。あったとしても、これほどの事態で的確に鎮ちん静せい化かを促す文もん言ごんに心当たりがない。

『不満』というのは、人が普ふ段だん思っているよりもずっと強いエネルギーを持っている。

　明確な喜き怒ど哀あい楽らくと違って分かりにくいが、分かりにくい分だけ防御もできない。その影えい響きようは、人の精神活動に如によ実じつな変化を生み出す。

　一行政単位を指導者が管理する場合、まず考こう慮りよすべきは大多数の民衆の『不満』の質と量を的確に感知し、許容量を超える前に解消する手段を確立させる事だ、と言えば、いかに重要かがイメージできるだろう。

　その質に、傾きが生じる。

　肌に突き刺すような、全方位から迫せまり来る感覚の正体は、怒いかりか。

　バードウェイはせせら笑うように言った。

「平和主義者め。矛ほこ先さきを学園都市に向けたな」

「どうして？　襲おそってきているのは『グレムリン』の方だろう。さっきの空中戦だって、間抜けな旅客機がこの非常時に針路も変えず入ってきたから『グレムリン』側に狙ねらわれたんだ。学園都市の超音速戦せん闘とう機きは一見派手だが、やっているのは対たい症しよう療りよう法ほう的てきな『迎げい撃げき』だ！」

「でもそんなの冷静に観察してらんないでしょ」

　レッサーは軍用ゴムボートの片隅にあったクーラーボックスを引き寄せながら、

「普通の人ならこう考えますよ。今まで変な生き物が空を飛んでいたけど、私達を攻撃してくる事はなかった。学園都市が変なちょっかい出したから、連中まで暴れ始めたんだって」

「……だから、学園都市が悪者だって？　それじゃ家の軒のき先さきにできたスズメバチの巣を放置しておくのと何も変わらないぞ」

「『利害の分散』ってヤツの一つだろう」

　あっさりと、バードウェイは言う。

「正しい事をしているのに大多数の怒りを向けられる、っていうのは、政治の面から見てもなかなかに堪こたえる状況だ。あの学園都市がそれで折れるとは思えないが、現場で働いている連中の判断能力をわずかに鈍にぶらせるくらいの効果は期待できる。別にこれだけが『グレムリン』の策って訳じゃない。数十数百の糸を絡からめて、いろんな方向からあらゆる人間を雁がん字じ搦がらめにするのを狙っているんだ。構図を少しでも分かっていれば、まあ不快になるのも当然だな」
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　ごぼり、という音が聞こえた。

『船の墓場サルガツソー』にある豪華客船の成れの果て。錆さびついた巨大な船の中の甲かん板ぱんには、巨大な四角いプールが用意されていた。

　中には、何か透明でどろりとした液体が満たされている。相当の高温のようで、沸ふつ騰とう時じに見られる気泡があちこちに浮かんでいた。それも、元の液体の粘性のためか、どこか怪物の胃液や死体の沈んだ暗い沼などをイメージさせる。

　元が、純金だったなどと誰だれが思えるだろう。

　北欧圏において、黄金は富の象徴であると同時に神々の武具の材料、という側面がある。『グレムリン』の技術を結集し、武具の材料という側面を極限まで抽ちゆう出しゆつした結果、すでに黄金は化学的な特徴や意味を消失させていた。それを『金』と呼んで良いのかどうかさえ、科学サイドの人間は躊躇ためらう事だろう。

　プールサイドには、三人の少女達がいた。

　一人は『魔ま神じん』オティヌス。一人は『黒小人ドヴエルグ』マリアン＝スリンゲナイヤー。一人はドラム缶の形をした『投擲の槌ミヨルニル』。

　いずれも強大過ぎて扱いの難しい『魔神』の力を整理・安定化させる『主神の槍グングニル』製造のために注力している『グレムリン』の中心人物ではあるのだが、その役割に反して彼女達は常時付きっきりで絶え間なく詠えい唱しようを続けたり……といった事はしない。

　眼帯の少女は言う。

「始まってしまえばこんなものか」

「難しいのはイグニッションだからね。ハワイ諸島で獲得した火山性のエネルギーも、この子が上手に取り込んで管理してる。後はほとんど待っているだけで構わないはず」

　マリアンが黒いドラム缶の表面を指先でなぞると、形を変えた少女は嬉うれしそうにガタゴトと揺れる。

　ミョルニル……と聞くと、雷神トールの武器を連想する人も少なくないだろう。絶大な破は壊かい力りよくを持ち、投げるとターゲットを追い駆けて直ちよく撃げきし、ブーメランのように持ち主へ返ってくる。ただし極きわめて重く、『選ばれた者』にしか取り扱えない。そんなイメージだ。

　ところが、雷神トール自身が初期の伝承ではあらゆる天候・地形・豊ほう穣じようを司つかさどる万能神だったように、その属性を象徴するハンマーもまた、様々な用途に応用できる利便性の高い器物……いわゆる『魔ま術じゆつの杖つえ』だった、と見る方が正解だ。

　現に、トールが『雷神』と機能を限定された後も、そのハンマーには『トールの持ち物である山や羊ぎをいくら食べても、ハンマーを振りかざせば元に戻る』という無む尽じん蔵ぞうの食料供給、つまり豊穣性の名な残ごりが見受けられるのだ。

　何にでも当てはまる霊れい装そう。

　ありとあらゆる試験で、どんな穴あな埋うめ問題も一つだけパスできるジョーカー。

　……そう言葉を変換すれば、ドラム缶の少女がどれほど稀き少しような存在かが分かるだろう。ひょっとしたら、この少女一人を巡って魔術サイド全体で戦争が起こるかもしれないほどに。

「一度始まってしまえば、後は経過を観察するだけで良い。どうしても手動でリカバリーが必要と判断した時だけ、私達が介かい入にゆうすれば問題ない」

「だから昼寝でもしていろと？　少なくとも、『あの段階』を超えるまでは気は抜けんな」

「はは、オティヌス、アンタみたいな『魔ま神じん』でも緊きん張ちようする事があるなんていうのは意外だね」

「それは私の性能によるものじゃない。世界が稚ち拙せつで信しん頼らい性せいに欠けるからだ」

　あの段階。

　どんな不足も一つだけ埋うめられる魔ま術じゆつのジョーカーを使っておきながら、なお越えられない壁が存在する。

　そもそも、『槍やり』は現有の魔術サイドの技術だけでは絶対に完成しない事は分かっているのだ。あらゆる魔術の記号を一つだけ埋められる『投擲の槌ミヨルニル』があっても、言い換えれば、それは魔術の中だけでの話。『そもそもどんな魔術を使っても無理』な事には応じられないのである。

　その不足を補うために、科学サイドの力を奪う事にした。

　全体論超能力者。

　学園都市第二位の残りかすを使って無理矢理製造させた『少女の形をした素体』に、木き原はら加か群ぐんが加工を施ほどこす事によって獲得した、唯ゆい一いつ無む二にの消しよう耗もう品ひんである。

　もっとも、生者と死者の双方をまたいで支配し、時に『死者の軍勢エインヘルヤル』という形で利用までするオティヌスは、的確に読み取っている。この素体は『生きている人間を加工して器物に変えた』のではなく、元から『人の形をした器物に手を加えた』だけの、魂たましいなき存在である事を。

「私達がやっている事は、基本的に魔術ベースの儀ぎ式しきだ」

　オティヌスは言う。

「しかし魔術だけでは成し遂とげられない事を達成しようと言っている。つまり、自動作業では必ずどこかで詰まる。そのタイミングで、的確に『全体論』を放ほうり込んで儀式を継続するためには、どうしても人の手で切り替える必要がある、か」

「なんかさー、そんなオモチャあったよね。機関車が通るレールを手で組み替えていって、脱線しないようにするヤツ。ま、イメージは似ているかもね」

　ごぼり、という音が聞こえた。

　プールの中央、その底に何かが見える。

　太さは五〇〇円硬貨ほど、長さはボールペンほどの円筒。

　……槍の下か端たん、石突きにあたる部分だ。

「想定していた長さはどれくらいだったっけ？」

「二五〇。……これもまた、始まってしまえばすぐだろうさ」
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「ちえ……。災害用の伝言板サービスにしか繫つながらないか。ま、連絡できたからって駆けつけられる訳ではないんだが……」

　よれよれのスーツを着た無ぶ精しようひげの中年男性は弱り切ったような声を出した。

　上かみ条じよう刀とう夜や。

　とある高校生の父親である。

　外資系のサラリーマンで年がら年中どこかの国へ出張している仕事人。

　こうしている今もアメリカ、夜のシリコンバレーのど真ん中にある特徴的なデザイナーズビルの中に佇たたずんでいる訳だが、気持ちは完全に日本へ飛び立っていた。

　妻の詩しい菜なは都内二三区に。

　息子の当とう麻まは学園都市に。

　共に、大パニックに陥おちいっている東京都内で暮らしている。父親として心配しない訳がない。

　携帯電話で閲覧できる簡易サイトから、航空会社のチケット情報を見ても、どれもこれも予約の窓口が封ふう鎖さされていた。混み合っているというより、空の安全が確保できずに旅客機を飛ばせない状態に陥っている、という方が正しいのだろう。

　東京で何かが起きている。

　いいや、それは氷山の一角と同じ。見えている内では一番目立つというだけ。

　金きん融ゆうを得意とする刀とう夜やには、もっと大きな水面下の混乱さえ目に浮かんだ。

「お待たせしました」

　まるでホイッスルのように甲かん高だかい、少女の幼い声が応接スペースに響ひびき渡った。

　刀夜が慌あわてて携帯電話をポケットに仕舞って席から立ち上がると、そこには一〇歳に満たない金髪の少女がやってくるところだった。

　リンディ＝ブルーシェイク。

　合衆国の情報王・オーレイ＝ブルーシェイクの失脚によって『王国』の支配権を受け継いだ少女。世界最大の検けん索さくエンジンを始め、数々のインターネットサービスを掌しよう握あくする事で、合衆国とその使用通貨ドルの価値を下支えする『大きな柱』の一角を掌握する、新たなる女王である。

　……ハワイ諸島の一件で、一時は倒産・解体の噂うわさも囁ささやかれたが、結局のところ、民衆は便利で優すぐれたサービスの消しよう滅めつを望まなかったようだ。今は複数の金融投資会社の支援を受けて再生業務に徹てつしているところである。

　つまり。

　上条刀夜の親会社の、だ。

　リンディはトコトコと、カラフルな長靴でも似合いそうな足取りでテーブルまでやってくると、

「あのっ、書類には目を通させていただきました。こちらにサインをすればよろしいんですよね？」

「ええまあ。……失礼ですが、最低三度は読み返しました？　提案している側がこんな事を言うのもなんですが、この手の契約書は大抵意地悪な文もん言ごんを隠してあるものですよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですっ！　ちゃんと顧こ問もん弁護士や会計士の皆さんと一いつ緒しよに読み返しましたから！」

　……身内にも敵対派は閥ばつや買収された産業スパイなんてものがいるかもしれない事については、あまり考こう慮りよしていないようだった。

　思わず世の中のイロハについて語りたくなる刀とう夜やだったが、その時、リンディの背後に控えていた大男が軽く咳せき払ばらいした。

　サングラスで完全に瞳ひとみを覆おおっている、日焼けした筋肉質の男性だった。黒系のスーツは似合っていない。というか、サイズが合っていない。ちょっと走り出したらいろんな所が破れてしまいそうだ。

　ハワイ辺りのネイティブみたいな人だな、と刀夜が思っていると、印象通りの低い声で男性はこう口を挟はさんだ。

「問題はありません。人材の汚染については洗い出す仕組みを確立していますので」

「なら結構。……これでグループが傾いたら、『承知』はしませんよ？」

『？　？？？』とキョトンとした顔をしているリンディを放ほうって、刀夜とサングラスの大男は軽く視線を交わす。

　応接スペースのテーブルの上で幼い手がサインを書き記していくのを眺める。

　と、手を動かしているリンディがこんな事を言ってきた。

「やっぱり気になりますか？」

「は……？　あの、ええと」

「東京の状況です」

　あっさり言われて、刀夜は思わず苦笑いした。

　リンディは何枚もある書類と悪あく戦せん苦く闘とうしながらも、

「通信状況がパンクしてしまっている地域がある事は、私達の専門分野からすればすぐに分かる事ですから」

「はは、やっぱりあなた達に対して、隠し事は難しいようだ」

「でも、おかしな流れです。普通にネットを利用するだけならあんな極きよく端たんなパンクには陥おちいらないはずなのに。まるで、日本の皆さんが自分からパンクさせたいと思って一斉行動に出ない限り、あんな奇き麗れいに局地的情報封ふう鎖さが起こるはずはないんです」

「誰だれか、あるいは何か。大きな流れを誘ゆう導どうしているものがあると？」

　刀夜は受け答えをしながら、脳裏に別の情報がよぎっていた。

　ニューヨーク市場、ロンドン市場、上海シヤンハイ市場、ベルリン市場、インドネシア市場……。いわゆる、金と物の流れについての情報だ。

（……鉄てつ鋼こう、自動車、航空機の株価に、お決まりの石油、穀物の先物取引。『気の早い連中』が、軒のき並なみ戦争みたいな売り買いをしているんだよな……。それも、『混乱が大きくなった方が儲もうかる』ような取り引きを……）

「気になりますか？」

　もう一度。言われた。

　刀とう夜やが顔を上げると、リンディは書類と格かく闘とうしたままだった。

　どこまで読まれているか、見えない。

　子供の目線は、特有の直感とロジックで大人の欺ぎ瞞まんを暴く事がある。今の一言は、『女の勘かん』と同じくらいに危険なものだと刀夜は評価した。

「今回の大おお騒そう動どう……長引いた方が嬉うれしいと思うようになった人達が、少なからずいるようなんです」

「ええと……」

「検索結果、ＳＮＳ、掲示板などの書き込みを収集・分析すれば、世界の動向についてグラフを作れます。ビッグデータ、とかいうらしいんですけど、それを論理組み立てするんだとか。矢印の方向は、かなり危険な方へ突き進んでいるようで……」

　嫌いやな時代だ、と頭に浮かんだが、顔には出さない。

　代わりに言う。

「……金きん融ゆうの世界には、死の商人なんて呼ばれる人種が少なからず存在するもんです。ただ、今回は専門職だけじゃなくて、無む邪じや気きな青年やら主婦やらのデイトレーダーなんかまで混乱の長期化を望んでいる節ふしがチラホラ見えるのが異質ですけどね」

「自発的にそう考えるように、ヒントを置いて差し向けているようにも見えますけど」

「具体的には分からないんですか？」

「ビッグデータは個人を特定する形では情報を収集しない、というのが大前提です。そこを守らないとただの盗とう聴ちよう・盗撮システムになってしまう。……お母さんがそうだったように」

　ふむ……と刀夜は少し深く考える。

　もしも何者かがネット上でこの混乱を助長するような書き込みを繰くり返しているとしたら、そいつの居場所を特定する事で騒ぎの『元げん凶きよう』を探し出す事さえできるのではないだろうか？

（いや……）

　刀夜はそこまで考えて、自分の意見を否定する。

（赤の他人にそういう書き込みをしたがるように誘ゆう導どうするのが、本物の扇せん動どう家かだろうな。真の悪党っていうのは目に見える形で悪事を働いたりはしないものだ。誰だれでも思いつくような場所に本命が留とどまっているとも思えない）

「ちなみに」

　と、そこでリンディが口を開いた。

　書類の最後の一枚へ万年筆を走らせながら、

「ホワイトハウスと首相官かん邸ていを繫つなぐ日米ホットラインに使われるパケットパターンのファイル構造を利用すれば、パンクした回線網もうの中でもＩＰフォンの通話を最優先ですり抜けさせる事ができるはずです。使ってみますか？」

「私が捕まるのは構わないが、妻を国家ナンタラ罪に巻き込ませる訳にはいきません」
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　ガシャンガシャンガシャン!!　と、硬い物が壊こわれる音が何度も連続した。

　巨大猪いのししヒルディスビニがトンネルの壁面や天てん井じよう、蛍光灯などを破は壊かいしながら、列車の最後尾に向かって突とつ撃げきしていった音だ。所しよ詮せんは仮かり初そめの肉にく塊かいに過ぎない猪には、生物として当たり前の本能も持ち合わせていない。そのまま列車の最後尾から落ちて、線路を潰つぶす轟ごう音おんが後から炸さく裂れつしていた。

「ふう……」

　マタニティドレスを着た魔ま術じゆつ師し、フレイヤはゆっくりと息を吐はいた。

　列車の屋根の上には、何も残っていなかった。ヒルディスビニ自体、幻想殺しイマジンブレイカーによって破壊された様子もない。空中へ投げ出された上かみ条じよう当とう麻まは、大した反撃もできずに巨大猪に叩たたき潰されて運命を共にしたか、あるいは横に弾はじかれて地面へ落下したのだろう。

　いずれにしても、絶命したのは間違いない。

　そう判断すると、フレイヤはマタニティドレスのポケットから、複数のルーンを焼印した通信用霊れい装そうを取り出す。

「さ・て。『最優先』もぶっ潰したし、後はランクの低い問題点を順に潰していこうかな。……えーと、ムスペルの撃破報告リストは……」

　吞のん気きに呟つぶやいた、直後だった。

　みし……という不ぶ気き味みな音が、耳についた。

「……、」

　いつの間にか、その五本指の間には輝かがやく宝石が挟はさまれていた。

　音源へ目をやる。

　すぐ近くだった。一列に連なる列車の屋根の、その縁の部分。進行方向を前として、右手側に当たる部分。

　指のようなものがあった。

　いいや違う。

　指だ。五本の指。何者かが手の力だけを使って、高速で走行する列車にしがみついている。

　覗のぞき込んでみて、理解する。

　上条当麻だった。

「やるじゃん……」

　ニヤリと笑って、フレイヤは指で挟はさんでいた宝石を解放しようとする。

　その前に。

　上かみ条じようは、あらかじめ脱いでいた学生服の上着の袖そでを持ち、片腕だけで思い切り振り回した。

　強い風に煽あおられた布地が大きく膨ふくらみ、フレイヤの頭をすっぽりと覆おおう。

　視界を、奪う。

　下を覗のぞき込むため、列車の縁に立っていた彼女の視界を。
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　そしてまた一人。

　フェンリルと呼ばれる青年は、アラスカの暗い雪原を歩いていた。

　夜の北極圏は空気そのものが凶きよう器きのように思えるほど寒々しいが、青年に気にしている様子はない。まるで、雪を歩く狼おおかみのように。

「弾道ミサイル防衛で知られるＮＯＲＡＤの秘密基地はこちらかなー？」

　結局、連合勢力の足止めに最も効果があるのは、その情報網もうを封じてしまう事だ。現代では鉛なまり弾だまよりも情報の方が多くの人を殺す。軍事衛星、インターネット、とにかく何でも良い。連絡手段を片っ端ぱしから断ち切る。すっかり小さく見えるようになった地球を、もう一度広大な惑星へ感覚的に戻してしまう。関かかわる国や人間が多く、把は握あくしておかなくてはならない面積が広大であるほどに、連携の途絶は深刻な結果へと繫つながっていく。

　真っ白な雪に覆われた針葉樹の森をしばらく歩いていくと、木々の間にロープが張り巡らせてあるのを見つけた。ロープには逆三角形の布が取り付けられており、その中心にはドクロのマークが刻印されていた。

　地雷原らしいのだが、フェンリルは無視して先へ進む。

　さらにしばらく歩くと、唐とう突とつに森が途切れ、金かな網あみのフェンスで覆われた広大な大地が見えてきた。

　たくさんのパラボラアンテナが敷ふ設せつされている、レーダー基地だ。

「……雪の重さでお皿が割れたりしてくれないかなーっと」

　呆あきれたように言った直後、周囲の針葉樹がざわざわとした音を立てた。

　フェンリルはわずかに目を細める。

　直後だった。




　ゾン!!　と。

　周囲一帯の太い木々が、腰の辺りの高さから一様に両断されていく。




　風か何かを使った長大な刃らしい。

　数十メートル大の刃を作ったものの正体は、リング状の金具で束ねてある暗記カードから毟むしり取った、一枚のカードだった。そこには黄色い文字で『Wind Symbol』とある。

『速記原典シヨートハンド』。

　とある女性の運び屋が独自に編み出した、『原典オリジン』の自動的に術式を繰くり出す機構だけを重点的に抽ちゆう出しゆつして兵器化させた、使い捨ての魔ま道どう書しよだ。

　しかし、

「やめとけって……」

　破は壊かいの痕こん跡せきは、フェンリルの立つ場所を境に遮さえぎられていた。

　白一色だった雪の中で、何か別の色が混じっている。空間を直接引き裂さくように、いくつもの黒い亀き裂れつが生じている。その一つが、風の刃を『嚙かんで』いたのだ。

「わざわざ『犬けん歯し』を使うまでもねえ。この程度、『中ちゆう切せつ歯し』と『側そく切せつ歯し』でも解放してやれば……すぐにでも、嚙み千ち切ぎれる」

　ボギン!!　という何かが折れる音が炸さく裂れつした。

　風の刃は、消えるのでも破断されるのでもなく……吞のみ込まれた。

　複数の亀裂が、水で濡ぬらした粘土の表面を整えるように消えていく中で、その黒い亀裂の奥へと。まるでプールの排水溝へ大量の水が吸い込まれるように、数十メートルの刃が全すべて丸吞みされていく。

　青年は、振り返る。

　金髪のグラマラスな運び屋、オリアナ＝トムソンを、静かに見据える。

「そうビビるなよ。こんなのはただのトリックだ。別に位相に傷をつけて、天国だの地じ獄ごくだのに放ほうり投げているって訳じゃない。流石さすがのフェンリルちゃんもそこまでの事はできないよ」

「亀裂に見えたものの正体は……」

「簡単な事さ。ちょいと力の流れってヤツをねじ曲げてる」

　青年は肩をすくめて、

「東洋の風水なんかと一いつ緒しよなんだがね。山や川があるから地脈や龍りゆう脈みやくなんかのエネルギーの流れは変わる。なら、逆に山や川を新しく作ってしまえば、そこへ周囲のエネルギーが流れ込んでいく『溝』が出来上がる。用水路を作れば、雨水は自然とそちらへ流れるように……全てを吞み込む」

　フェンリルは最終戦争ラグナロクの時、主神オーディンを喰くらう獣けものとして登場する。それを恐れた神々の手によって縛しばり付けられ、下した顎あごから口の中へ剣を突き刺され、その顎が閉じないようにされている。その際、巨大なフェンリルの口から溢あふれる涎よだれは、大きな川を作ったという伝承があった。

　彼はそれを利用した。

　任意の場所へ『川』と同じ記号を盛り込み、地脈や龍りゆう脈みやくといった莫ばく大だいな力をも吞のみ込む大きな『溝』を作る。それは魔ま術じゆつを構築するエネルギー、魔ま力りよくであっても強引に吞み込み、受け流していく。

　対して。

　運び屋のオリアナ＝トムソンは、手の中で暗記カードの束を軽く回す。

　告げる。

「魔術の天敵なら、もう経験済みなのよね、お姉さん。あの子にはまだ使っていないけど、色々対抗策もシミュレートしていたし」

「ああ、例の『右手』の事か？　確かに、俺がやっているのは所しよ詮せん受け流しだ。オカルトの完全消しよう滅めつ、世界の基準点とかいう仰ぎよう々ぎようしい役割なんて背負えないが」

　ぎゅるり、とフェンリルの周辺の空間が歪ゆがんだ。

　黒い亀き裂れつがいくつも生まれる。

「こいつの場合、膨ぼう大だいなエネルギーを吞み込む過程でいろんなものを巻き込む事ができる。そう、言ってしまえば、プールの排水溝に吞み込まれる人間みたいになあ？」
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　東京湾上からでも、いくつか低い地鳴りのような、腹に響ひびく轟ごう音おんが連続するのが確かに分かった。

『グレムリン』の本ほん拠きよ地ち『船の墓場サルガツソー』から、豊ほう穣じよう神しんフレイヤがあらかじめ生み出しておいた、フレースヴェルグがさらにいくつか飛び立っていく。

　数十キロなどという距きよ離りは、時速七〇〇〇キロで爆撃機や戦せん闘とう機きを飛ばす学園都市にとっては目と鼻の先だ。下へ手たをすれば、分厚い壁の内側から発射した砲弾が、大きく放物線を描いて直接『船の墓場サルガツソー』を狙ねらう事さえありえるかもしれない。

　雷神トール……に偽ぎ装そうしたオッレルスは、海の上に直接立って、それらの轟音を耳にしていた。

　より厳密には、海面に大量の山や羊ぎの毛を撒まき、その上に立っている。いわずもがな、トールの戦車を引く山羊の象徴を利用して組み上げた術式だった。

　偽装も色々大変である。

（……さて。『船の墓場サルガツソー』の場所も東京湾と知れた事だし、これ以上『グレムリン』の内側に私がいる必要はない。学園都市からの攻こう撃げきにしても、魔神オティヌスに露ろ見けんして八つ裂ざきにされるにしても、そうしたリスクを減らすためには、今すぐここを離はなれるべきだが）

　遠方から届く爆音よりも低く巨大な咆ほう哮こうが、頭上で炸さく裂れつした。

　モックルカールヴィ。

　山のような、という冠かんむりを、冗談抜きにそのまま適用できる巨人だった。素材は乾いた粘土だが、それも海面から五〇〇メートル近く積み上げられれば、単純な大質量が兵器として機能するようになる。まして、モックルカールヴィはオッレルスと違って、海面に浮かぶような術式は使っていない。海底に直接足をつけている事を忘れてしまいそうなほどの、圧倒的なスケールなのだ。

　今までは『船の墓場サルガツソー』の周囲を等速で回りながら警戒していたモックルカールヴィだが、ここに来て明確に学園都市のある西側海域へ重点的に目を向け始めていた。

　大空を舞ういくつかの影が、巨大な鷲わしのフレースヴェルグの網あみをかいくぐって、こちらに向けて突っ込んでくるのが分かる。

　学園都市製の爆ばく撃げき機きだ。

（……まあ、駄だ目めだろうな。安易にバトンタッチしてもあのオティヌスに有効打を与えられるとは限らない。そして『槍やり』の製造を止められなければ、地球の裏側に逃げたって破は滅めつは避さけられない。……で、あれば、多少の無む茶ちやは継続するべきか）

　ゴッ!!　と。

『グレムリン』を破壊する側の戦力が、迫せまる。

　オッレルスは冷静に力不足と分析した。そして躊ちゆう躇ちよなくこう告げた。




「叩たたき落とせ」




　モックルカールヴィの巨大な腕が、空気を引き裂く轟ごう音おんと共に容よう赦しやなく振るわれる。

　これができるから、彼は『グレムリン』の中にも潜もぐり込めるし。

　これができるから、彼はどこかが歪ゆがんでいた。
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　上かみ条じようは人工的な暴風によって列車の後方へと流され、さらに巨大猪いのししヒルディスビニの突撃を受けようとしていた。が、実はここで、彼は自分の学生服の上着に手を掛けていた。

　宙に浮いた状況で手足をバタバタと振っても、水の中を泳ぐようには移動できない。

　だが、もっと大きなもので扇あおげばどうなる？

　具体的には、ボタンを外した学生服の上着を大きく広げたら？

「っ！」

　上かみ条じようは意図して右手側の方だけを大きく解放させた。勝算なし、完全なギャンブル。直後に、がくんっ、と体が大きくねじれるように動いた。人間一人の体を軽々と宙に浮かばせるほどの烈れつ風ぷうの中だ。空気抵抗を増大させる帆ほを半はん端ぱに用意すれば、どうなるかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　スピンした体が、横方向へと大きく流れる。

　落ちる。

　巨大猪いのししが半円形のトンネル上部を削り取りながら、列車の屋根を一直線に突き抜ける。その時にはすでに上条は列車の屋根の縁に両手で摑つかまり、壁面に寄り添うような形で回かい避ひしていた。ヒルディスビニは空間を埋うめるような巨体ではあったが、あくまでもその圧あつ迫ぱくは『列車の屋根より上』に限る。側面、列車の壁に当たる部分の隙すき間まについては完全にノーチェック。巨体に押されるように生み出される暴風もここへは襲おそって来ない。

「ぐ……っ。はあ、はあ」

　当座は凌しのいだ。

　が、このまま馬ば鹿か正直によじ登れば、再びフレイヤからの猛攻が始まる。そもそも、屋根へ乗り上げる無防備な所を彼女が待っているとも限らない。

　反撃の策が必要だった。

　幸い、フレイヤは勝利を確信しているだろう。あれだけの大だい破は壊かいなら、死体を確認するのも難しい。その余裕がある内に、的確に準備を進めなくてはならない。今の上条は、体を支える一〇本指を踏ふみつけられただけで、凄すさまじい速度で流れる地面へ叩たたきつけられてしまう状況なのだから。

　……一番の難関は、やはり上着を脱ぐ所だったか。

　袖そでから手を抜く関係で、一時的に腕一本で全体重を支えなくてはならなかったからだ。

　そして脱いだ学生服を手に、懸けん垂すいの要領で体を支える上条は列車の壁沿いに張り付いたまま、少しずつフレイヤの方へと近づいていく。

　至近まで近づいてしまえば、後は待つだけだった。




　彼女がこちらを覗のぞき込んだタイミングで。

　その視界を遮さえぎるように学生服の上着を叩きつけてやれば良い。




「くそっ、ここでそうくる!?」

　フレイヤが叫ぶ。

　いくら魔ま術じゆつ師しと言っても、列車の縁で視界を塞ふさがれればやはり多少の恐怖心は芽生えるらしい。うっかり足を踏み外せば真っ逆さまだ。

　この隙に列車の屋根へ身を乗り上げなくては上条が落ちる番だが、まだ時間が足りない。視界を遮られたまま、フレイヤは手の中の宝石を意図して足元へ落とした。

　そのまま詠えい唱しようが入る。

「コスト１・ホワイト・コール／／ムニン!!」

（悩んでいる暇ひまは……ないか!!）

　相手が腐くさっても妊にん婦ぷだという事に、若じやつ干かんのためらいはあった。だがためらえば上かみ条じようはここで死ぬ。フレイヤはこれからも腹の中の赤ん坊を自分の目的のためだけに使い倒す。すでに二年も経過している、という驚きよう愕がくの発言が真実であるならば、やはり放置はしておけない。この国の法律では腹から出てこない限り胎たい児じに人権は与えられない仕組みらしいが、そんなものはクソ喰くらえだ。

　少しでも。

　助けられる可能性に賭かける。

（悪い!!）

　フレイヤではなく腹の中の赤ん坊に心の中で謝り、上条は片手一本で体を支えたまま、もう片方の手で列車の屋根を真横へ薙ないだ。視界を塞ふさがれ、おっかなびっくり暴れるフレイヤの、かかとの方向から勢い良く足を払う。せめて腹の方から転倒しないようにしたのは、上条なりの配はい慮りよだった。実際に、どれくらい危険な行為なのかは計算ができなかったが。

「くっ!!」

　フレイヤが尻しり餅もちをつくのを確認する前に、上条は列車の屋根へ身を乗り上げる。

　うつ伏せに転がるような格好になった上条の目が、床に落ちた宝石に赤く濡ぬれた大量の糸がかき集められていくのを捉とらえた。

　慌あわてて起き上がる。

　それが巨大な鳥の形を取って襲おそいかかるのと同時に、右みぎ拳こぶしを使って粉々に吹き飛ばす。

（……攻こう撃げきの起点は、ブリーシンガメンとかいう妙な宝石）

　撃破を確認すると、上条は勢い良く本命のフレイヤの方へと振り返る。

（あれを奪うか壊こわすかすれば、あいつは攻撃手段を失う。何としてもここで決着をつける！　このタイミングで押さえ込まないと泥どろ沼ぬまの殴なぐり合いになっちまう。腹の赤ん坊を助けるためにはそれは避さけたい!!）

　元々、マタニティドレスは母体への負担を軽減させるための衣服だ。必要以上に生地を厚くしたり、余計なポケットなどを大量につけたりはしない。体のラインがはっきりと分かるドレスには、ポケットは左右に二つしかついていなかった。

「そこだっ!!」

　ブリーシンガメンという宝石自体が魔ま術じゆつの力によって支えられているのであれば、取り上げるまでもない。彼女のポケットの中に手を突っ込むだけで、弾丸とも言うべきストックは全すべて破は壊かいできる。

　これでチェックメイト。

　そう思った直後だった。

「……母さんに」

　恐ろしく低い声が流れた。

　フレイヤは一度だけ右足の膝ひざを曲げ、バネのように縮めると、その踵かかとを勢い良く上かみ条じようの腹に向けて突き出す。

「あたしの母さんに、触るな!!」

　みぞおちへの衝しよう撃げきと共に、意味不明な叫びが上条の耳を叩たたいた。

　思わず息が詰まる。真後ろへ転がされる。その間にフレイヤは体を起こすと、上半身を覆おおっていた学生服の上着を放り捨てた。強風に煽あおられて流れてきた上着を、上条は咳せき込みながらも片手で摑つかみ取る。

　そして、確かに目撃した。

　豊ほう穣じよう神しんフレイヤ。

　そう名乗った女性の大きな腹が、マタニティドレスの内側から浮かび上がるように、複雑な紋様を光の形で描き出しているのを。

[image: ]

「……ま、さか」

　何か。

　そもそもの大前提の段階で、すでに思い違いをしていたような。

　上かみ条じようの背せ筋すじに、妙な悪お寒かんが駆けていくのが分かる。

　フレイヤと呼ばれる魔ま術じゆつ師しと、その演算装置として使い倒される胎たい児じ。

　そう思っていたが、違う。

　彼女はこう言っていたではないか。

　母体にはセンスがない。だから胎児が魔術を使っている、と。

　で、あれば……。

「お前、なのか」

　上条は茫ぼう然ぜんとした調子で呟つぶやいていた。

　自分の頭に浮かんだ考えが、未いまだに信じられない調子で。

　彼が見ているのは、マタニティドレスの女性であって、本質的には違う。

　大きく膨ふくらんだ腹そのものに向かって、こう言ったのだ。

「お前がフレイヤだったのか!?」
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　胎児は、母親の腹から出てくる前から、周囲の世界の音や声を聞き取っている、という話は良く聞くだろう。

　だから、彼女は理解していた。

　言語を正しく分析し、認識する力は持っていなくても。投げかけられる言葉のニュアンスや、込められた感情くらいは区別して捉とらえる程度の力は持っていた。

　だから、知りたくもないのに理解してしまった。

　彼女の母親は、きっと世の中の全すべてから押し潰つぶされるように生きてきた。

　その原因は、腹の中に収まっている自分のせいだというのも分かっていた。

　どういう経緯によって、まだ年若い母親の腹の中に自分が宿ったのか、彼女は知らない。だけど、きっと、自分は望まれてこの世界に生まれてくる子供ではなかった。生まれた瞬しゆん間かんから、いいや生まれるよりも前から、すでに多くの人々から憎ぞう悪おされていた。

　そんな中でも、彼女の母親は理り不ふ尽じんだらけの世界の中で必死に抗あらがっていた。

　全方向から隙すき間まなく押し潰されそうになりながらも、必死に芽生えようとする新しい命を守ろうとしていた。

　悪意の坩堝るつぼのような状況で、洪こう水ずいのような罵ば詈り雑ぞう言ごんを直接的に、一身に浴び続けて。それがどれくらいの苦痛なのか、彼女には理解する事もできなかった。

　でも。

　もしも、母親が自分の事を見捨ててしまえば、それで全ては丸く収まるのではないか。

　そうは思っていても、彼女には何もできなかった。

　腹の中の赤ん坊であっても、時期によっては己の意志で手足を動かすくらいはできる。が、自分の命を諦あきらめて母親を助ける、という彼女の覚悟は、何の実も結ばなかった。手足を振るうたびに、彼女の母親は見当違いに小さく笑って、優しくお腹なかを撫なでていた。

　結局。

　彼女の母親は、どうしようもなく優しい人だったのだろう。

　人間関係の全すべてを失い、親や兄弟からの支援さえも途切れて、住む場所も追われ。自分が今まで築いてきたものが欠片かけらも残らず崩くずれていくのを目まの当たりにしておきながら、その母親は生まれてくる我わが子を恨うらむ、などという選せん択たく肢しを端はなから思い浮かべる事ができなかった。努力して意識から排除するのではなく、最初から。

　今日眠る場所、明日食べられる物の確保すら保証されない状況でなお、彼女の母親は毛糸を編み、角を丸めたような昔話を言い聞かせ、子供が丈夫に生まれてくるという根こん拠きよのないおまじないまで熱心に繰くり返していた。

　そんな人だったのだ。

　そんな人だったから、この真っ黒に塗り潰つぶしたような世界にだって、何か一つくらいは意味があるんじゃないかと彼女は思う事ができたのだ。

　母親は。

　何としても、自みずからの子を守ろうとして。

　子供は。

　何としても、自らの親を助けようとした。




　だけど。

　なのに。
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「世の中には……」

　ゆらり、と。

　豊ほう穣じよう神しんフレイヤは、ゆっくりとした動作で列車の屋根の上に立つ。

　いいや、厳密には違う。

　母と子を繫つなぐへその緒おを逆流し、彼女が母体の女性を操る形で立たせている。

「……どうやっても、救えない人がいる」

　トンネルの天てん井じようが、わずかに低くなる。

　上かみ条じようは思わず、腰を折ってしまう。一方のフレイヤは棒立ちだった。彼女の頭頂部のすれすれを天井が突き抜けていくのが、傍はた目めで見ている上条の心臓をも締しめ付ける。

「一〇年の努力も、一〇〇年の研究も。そこまでしたって一ひと欠片かけらの慰なぐさめにもならないほど、絶望的に終わってしまった人間というのが確かに存在する。あたしはそれを知っているのよ……」

　誰だれの事を言っているのかは、事情に明るくない上かみ条じようでも流石さすがに察しがつく。

　もしも、子が母を操っているというのであれば。操らなくては自分の足で立ち上がる事さえできない、というのであれば。

　当の母は今、一体どうなっているのか？

「それが、あれだけの破は壊かいを撒まき散らす『グレムリン』とどう関係がある？」

　きっと、この親子には何かがあった。

　耳にするだけで胸が張り裂さけそうになるほどの、辛つらく苦しい何かが。

「世界を丸ごとぶっ壊こわせば、その中には元げん凶きようも混じっている。そんな考えで従っているとでも言うのかよ!?」

「根本的に、『グレムリン』が見えていないようね」

　自じ嘲ちよう気味に、女性の顔は笑みの形を作った。

　今は、間借りしている子の意志に応じる事で。

「一〇年の努力や一〇〇年の研究が、始める前から無意味だって突き付けられても。……あの魔ま神じんだけは、そんな制約を無視できる。あれがどれだけ悪意に満ちているかは関係ない。『槍やり』さえ完成すれば！　どう進んだってどこかで行き止まりにぶち当たってしまう悪夢の状況から、あの人を助け出す事だってできるのよ!!」

「……、」

　上条は一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だけ、その可能性を考えた。

　魔神オティヌスが、破壊をもたらす者ではなく、人々に手を差し伸べる存在であったなら。

　だけど。

　違う。

「……ハワイ諸島、バゲージシティ。あれだけの事をやって顔色一つ変えずに大成功なんて言っている人間に、そんな真っ当な心なんてあるはずがない。そもそも、『槍』さえ完成してしまえばオティヌスは誰の言う事を聞く必要もなくなるんだ!!」

「それでも良い。どっちみち、こんなその場しのぎだっていつまでもは続かない。今はあたしがへその緒おを通して母さんを操っているけど、そのせいで遊ゆう離り状態にある母さんの自我は少しずつ薄うすらいでいる。どこかで必ず限界を迎えて霧む散さんする。かと言って、あたしを摘出したら母さんは自分で内臓を動かす事さえできなくなる。どっちみちおしまい。遠からずやってくる破は滅めつから、母さんを守れる方法はもう一つしかない。矛む盾じゆんを丸ごと吞のみ込んで成立させる、あの『魔神』の力を借りるしかない!!」

「まだ真実が見えてねえのか！　そんなのオティヌスとかいうヤツが都合良く誘ゆう導どうしてお前を利用しようとしているだけだ。今、この街で行われているのと全く同じ！　何かおかしいと思っていても従っておいた方が得をするんじゃないかって匂におわせる事で、バラバラの個に分断してしまえば組織の中で反乱が起きる事もなくなる！　オティヌスが考えているのはその程度だ!!」

「あたしの母さんは!!　あたしを庇かばって倒れたんだ！　見捨ててさえいれば、何事もなく元の世界へ帰れたのに、あたしなんかに執着したばっかりに!!」

　血を吐はくような言葉には、物理的な衝しよう撃げきさえ伴うかのようだった。

　所しよ詮せんは男子高校生である上かみ条じよう当とう麻まには、その言葉に抗あらがうだけの根こん拠きよなどない。

　しかし。

　マタニティドレスを纏まとう女性は、きっとそんな中で戦っていた。

　上条には、想像もつかない場所で。

　命を守るために。

「だから邪じや魔まはさせない」

　ガリガリ、と何か硬い物を引っかくような音が混じった。

　違和感を覚えた上条だが、もう遅い。

「『その時』が来るまで、体を返す時が来るまで、この母体だけは絶対に傷つけさせない!!」

　下からだった。

　しかし足元である列車の屋根には何もない。

　もっと下。

　そう、そもそもここは五両編成の列車なのだ。巨大な箱の中には広大なスペースが確保されている。フレイヤの裏をかくため、壁沿いを進んだ時は自分の体を支えるのに精一杯で、目線も自然と全体重を預けた両手の先へと向けられていたため、車両の中を観察する事はなかった。だが、もしも、フレイヤが車内のスペースを有効に活用していたとしたら？

　具体的には。

　上条が戦っている間に大量の怪物を呼び出し、その『餌えさ』を喰くわせて本命の怪物一匹だけをとことんまで肥大化させていたとしたら……？

「コスト70・ブラック・シフト／／『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』Ｖｏｌ．02!!」

　五両編成の列車がトンネルを抜けて地上へ出た直後だった。

　莫ばく大だいな太陽光が視界全体を埋うめ尽つくす。

　その目が眩くらんだ一いつ瞬しゆんを狙ねらった攻撃。

　フレイヤの叫びと共に、上条の立っていた車両が内側から、ビニールか何かのように勢い良く裂さけた。あまりにも巨大な赤い竜の顎あごが真上へ突き出すように現れる。フレイヤは三歩、四歩と下がり、前方車両へと移っていた。上条がそれを見たのはすでに破は裂れつした車両ごと空中へ投げ出された後だった。後続の車両も巻き込まれるように脱線していく。

　今度こそ。

　もう生き残った車両の屋根への着地はできない。

　スクラップと化す後続車両と一いつ緒しよに体をバラバラにされるのがオチだ。

（くそ……）

　手を伸ばしても届かないその先に、マタニティドレスを纏まとった女性は立っていた。

　あまりにも幼い魔ま術じゆつ師しフレイヤと、彼女が守ろうとしていた一人の母親。

　魔ま神じんオティヌスに利用されるだけの、そうと分かっていても小さな可能性にすがるしかなかった親子。

（このまま、終わらせてたまるか……。俺は、まだ！　何も!!　この手で摑つかんじゃいないんだ!!）

　その時だった。

　がくんっ！　と、唐とう突とつに、落下中だった上条の体の動きが明確に変わった。外部からの干かん渉しよう。そうと気づいた時、上かみ条じようは自分の学生服の背中を、何者かに摑まれている事をようやく自覚した。

　それは、大空から降ってきた少女だった。

　それは、この地下鉄の屋根へ飛び乗るためにアクロバットを実行した少女だった。

　それは、磁力を自在に操る事で高層ビルから高層ビルへ飛び移る事もできる少女だった。

　それは、すでに白い少女を片手で摑み、もう片方の手で絶体絶命の上条を助けた少女だった。




　御み坂さか美み琴こと。

　学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５にして、常盤ときわ台だい中学のエースが、鋭するどく突き刺さる矢のように列車の屋根へ着地する。




　残る車両はわずか二両。

　その上へ着地してなお、へたり込んだ上条はしばらく自分が生きている事に自信が持てなかった。

「やれやれ」

　右手のインデックス、左手の上条をそれぞれ手放しながら、美琴は簡単な調子で言う。

「……ようやく追い着いた。この馬ば鹿か、いくら携帯電話が通じないからって、一人で勝手に突っ込んで勝手に追い詰められてんじゃないわよ！　どんな力があったって、命は一つしかないって基本も忘れてんのか!?」

　三み毛け猫ねこを抱える白いシスターは、ため息と共にこう言った。

「とうまにこういう事を言っても仕方がないよね。で、仕方がないなら、後は私達の方でどうにか折り合いをつけるしかない。とうま、悪いけど今回は関かかわるよ。とうまがやめろって言ったって絶対にやめてあげない」

　ひょっとしたら。

　それを、情けないと言う人もいるかもしれない。

　それを、非力と罵ののしる人もいるかもしれない。

　それを、個人のわがままに第三者を巻き込んだと糾きゆう弾だんする人だっているかもしれない。

　だけど。

「……、」

　携帯電話が、列車の屋根の上に落ちていた。

　車両から振り落とされそうになり、美み琴ことの手で乱暴に救出される途中で、ポケットからすっぽ抜けたのだろう。

　落下時にどこかのボタンを押したのか、その小さな電子機器からメッセージが流れていた。

　災害時の伝言板サービスに新着メッセージがあったら、録音用の領域に移すように設定を施ほどこしていた。その画面が開いていたのだ。

　たった数十秒の、短いメッセージだった。

　聞き慣れた声があった。

『おーい。あれ、聞こえているのかしら？　刀とう夜やさん、当とう麻まさん。ちゃんと届いているかしらー？』

　なんていう事のない、不安や心配など欠片かけらも感じさせない、女性の声だった。

　母親。

　学園都市のクローン技術など、よほど特殊な方法を使わない限り、この世界に生まれ落ちる以上は必ず存在しなければおかしい人間。そこにいるのが当たり前過ぎて、時には鬱うつ陶とうしくさえ思えてしまうほどの大人。

『なんか表は騒さわぎが起きているみたいだけど、こっちは大だい丈じよう夫ぶだからー。あなた達も心配しないで混乱が収まるのを待っていてねー』

　そんな、当たり前のものさえ与える事も、与えられる事も、許されなかった母娘がいた。

　たった一度さえ。

　明るい世界へ生まれ出て、互いの顔を一目見る事さえも。

　そこまでの、圧倒的な理り不ふ尽じんが、目の前にあった。

　……だったら、もう、なりふりなんて構っていられるか。みっともなくても、惨みじめでも、恥はずかしくても良い。こんなふざけた断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきをぶち壊こわせるなら、どんなものでも利用してやれ。たとえ何を利用しても。たとえ誰だれを巻き込んでも。

　それは。

　それは絶対に。

「……あいつはフレイヤ。『グレムリン』の魔ま術じゆつ師しだ。本体は腹の中にいる赤ん坊の方で、何かしらの理由で倒れた母親を助けるために、一時的に体を乗っ取っているみたいだ」

　傷のついた携帯電話を拾い上げ、絞り出すように、上かみ条じようは口を動かす。

　思う。

　考える。

　……だけど、それは絶対に間違った事ではない、と。




「頼たのむ。あいつら『二人』を助けるために、お前達の力を俺に貸してくれ」




　その瞬しゆん間かん。

　三み毛け猫ねこを抱え、白い修道服を身に纏まとったイギリス清教のシスター、インデックスは、ほんのわずかに黙だまっていた。ゆっくりと目を細めて、上条当とう麻まの口から洩もれた言葉の意味を考えていた。

　その瞬間。

　常盤ときわ台だい中学の冬服のブレザーを身に纏った『超電磁砲レールガン』の異名を持つ少女、御み坂さか美み琴ことは、耳にした言葉を嚙かみ締しめるように、しばらく身動きを止めていた。

　無む茶ちやな願いとは考えない。

　迷惑だとも思わない。

　……ずっと、その言葉を待っていた。

　それがどれだけ長く、どれだけ辛つらく、どれだけ焦こがれてきたか。きっと、自然と言葉を放った少年は少女達の気持ちなんて理解していない。言いたい事を言うだけで何時間でも、いや何日でも過ぎてしまいそうだが、今はそんな事はどうでも良い。

　ここで、答えるべきはそんなだらだらとした長話ではない。

　そんなものは、全すべてが終わった後でゆっくりとすれば良い。

　今は。

　追い詰められ、助けを求める少年へと、こう返すのが一番気持ち良いはずだ。




「「任せて」」




　ザン！　と。

　二人の少女が、上条当麻を守るために、自みずから一歩大きく踏ふみ出す。

　同時に、列車は再びトンネルへと飛び込んでいく。

　前方には『グレムリン』の魔ま術じゆつ師しフレイヤ。さらに後方から、バギバギバギ!!　と壮絶な破は壊かい音おんを立てて『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』Ｖｏｌ．02がトンネルへと突とつ撃げきしてくる。半円形の空間に対して明らかにサイズがおかしい。このまま激突されれば、残る二両の列車も吹き飛ばされかねないほどの状況。前後を強大な敵に挟はさまれながら、しかし、なおインデックスと御坂美琴は薄うすく笑う。

　こんなのは、何も怖くない。

　彼女達が今、夢にまで見た場所へ立っている事に、敵はおそらく気づいていない。
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　それは絹を裂さくような悲鳴とも、秘境にある特異な文化圏の歌声とも聞こえた。

　屹きつ立りつする白い少女を中心に、足首から融ゆう合ごうするような形で、巨大な八枚の花弁が咲き誇ほこっていた。それは、自身の繁はん殖しよくのため昆虫を誘さそう自然の中で生み出された計算ずくの美の形のようにも、アナログ時計の文も字じ盤ばんの人工的な精せい緻ちさが織りなす職人的な美の形のようにも見える。

　花弁には有う象ぞう無む象ぞうの電極が突き刺しており、ケーブルから入力される様々な信号が、良くも悪くも人の胸へ突き刺さる甲かん高だかい音声を延々と吐はき出し続ける。

「よし、よし、よし」

　マリアン＝スリンゲナイヤーは、豪華客船の成れの果ての甲かん板ぱんにあるプールサイドで、そんな事を言った。

　どろりとした透明な液体で満たされたプールの中には、人の腕ほどの長さまで伸びた、『槍やり』の柄えのようなものが沈んでいる。

　その長さは、蠟ろう燭そくの消しよう耗もうしていく映像を巻き戻したように、じりじりと伸びていく。

　少しずつだが、それは止まる事なく継続している。

「……魔ま術じゆつから科学への一時的な切り替えは順調、と。この分でいけば、きっと問題なく乗り越えられる」

「その『きっと』という言葉は今すぐ根絶したいものだな。意味がない」

　単なる魔術儀ぎ式しきだけでは成功しない『槍』の製造だが、単に『魔術から科学へ』切り替えておしまい、という訳にはいかない。

　あくまでも、儀式のベースは魔術サイドなのだ。

　越えられない壁を迂う回かいするため、一時的に科学サイドにレールを切り替えているものの、科学ベースのまま最後まで進めてもやはり『槍』は完成しない。大きな壁を越えた後、再びレールを『科学から魔術へ』切り替え直す必要がある、という訳だ。

　緊きん張ちようしているのか、マリアンは乾いてもいない自分の唇くちびるを舌で舐なめながら、

「さあて、ここが最後の『引っかかり』だ。ここさえ手動で乗り越えれば、後は放ほうっておいても勝手に完成してくれる」

「……いや、ちょっと待て」

　眼帯の少女が低い声で言った。

　悲鳴とも歌声とも聞こえる奇怪な音声を放ち続ける少女の形をした花が、くらりと傾いた。瑞みず々みずしく光や水分を跳ね返す肌が、だぶだぶの布のようにたるんでいく。何かが、内側から崩くずれつつある。腐ふ敗はいの進む死体のように。

　マリアン＝スリンゲナイヤーは顔色を変えた。

「ヤバい……。『再切り替え』にはまだ一〇分はかかる。その前に全体論が崩ほう壊かいしたら、ここで儀ぎ式しきが手詰まりになってしまう!!」

「……、」

「第二位の搾しぼりかすは？　あいつが素体を作っているはず。あれで崩れた組織を補わせれば……っ!!」

　マリアンの叫びに、オティヌスは応じなかった。

　一歩、白い花へと踏ふみ込む。

　八枚の花弁の一つを踏み潰つぶし、真正面から少女の形をした素体の顔を見据えると、




　グシャア!!　と。

　片手を使って、握り潰すように、その胸へ五本の指を突き入れる。




　悲鳴や歌声は、途切れなかった。

　オティヌスが、強引に肺にあたる部分を摑つかみ取り、ポンプのように絞って空気を吐はき出させているからだ。

「オティヌス!?」

「自分が計画のネックに居座る事ができた、と分かってあの抜け殻が素直に協力するとでも思うのか？　ぐだぐだ交こう渉しようを持ちかけられている内に『槍やり』の製造は破は綻たんするぞ」

　片方だけしかない目を動かして、オティヌスはマリアンを見据える。

「やれ。『再切り替え』までの一〇分保もてばこいつは用済みだ」

「……、」

　ぶずぶずぐずぐずと、白い花は崩れていく。そもそも、茶色のような黒のような色が染しみや皺しわのように増えていき、『白い』という呼び名の意味も喪そう失しつしていく。

　それでも声だけは途切れない。

　オティヌスの眼帯の中から、赤黒い血が垂れた。

　彼女は絶大な力を持つが、『無限の可能性』は成功も失敗も同時に同じ数だけ抱えるため、常に彼女の思った通りに事が進むとは限らないのだ。

　粘質な音が続いた。

『魔ま神じん』と『花弁』のどちらが崩れていく音かは区別がつかなかった。

　やがて。

　ぼろり、と。

　無残に腐ふ乱らんした『花弁』が首の所で折れ曲がり、頭部が丸ごとプールサイドの床へと落ちた。ぐちゃり、という音と共に完全に潰つぶれたそれは、誰だれにも収穫されず、動物達にさえ見向きもされなかった果実の成れの果てのようにも見えた。

　歌声が、途切れる。

　ぺたりと、マリアン＝スリンゲナイヤーはその場で尻しり餅もちをついていた。

「……やった」

「正確に」

「『再切り替え』は成功よ……。これでもう、『槍やり』は黙だまっていたって完成する。ここからの破は綻たんはありえない!!」

「そうか」

　答えると、眼帯の少女は色を変えてぐずぐずに崩くずれた『花弁』の残ざん骸がいから足をどけた。それは、種を落として役割を終えた花が土に還かえる途上のように思えた。

　ぐらり、と。

　オティヌスの芯しんが、わずかに揺らぐ。

「……オティヌス？」

「後は昼寝をしていても良かったんだったな。私は私を修しゆう繕ぜんする事にする。この場で始めると、強すぎる力によって儀ぎ式しきが吹き飛ぶかもしれない」

「それなら他のメンバーを頼たよった方が良い。今のオティヌスはまだ必ず成功するとは限らないんだから。ええと、イドゥンかシフの手が空あいていたはずだから……」

　眼帯の少女は片手でマリアンの言葉を制した。

　そのまま、徒歩でプールサイドを離はなれていく。

　目だけで見送るマリアン＝スリンゲナイヤーの隣となりで、黒いドラム缶の形をした少女がガタゴトと揺れていた。

　マリアンはプールサイドへ目をやる。

　すでに『槍』は二メートルに届き、穂ほ先さきにあたる鋭するどい刃の形成に入っている。

「……あと少しだ」

　呟つぶやく。

　想定している『槍』の全長は二五〇センチ。

「あと少しで、そんな手間も省けるよ、オティヌス」

　その五〇センチで。

　世界が変わる。
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　敵が何人増えようが関係ない。

　豊ほう穣じよう神しんフレイヤには、この戦局を決定する鍵かぎが一つある。

　トンネルの天てん井じようが一段と低くなるのも気にせず、彼女は眼前の敵を見据えて叫ぶ。

「コスト１・ホワイト・コール／／ヒルディスビニ！」

　宝石を一つ投げ、大量の濡ぬれた赤い糸を束ねて、一頭の猪いのししを生み出す。

　これだけで良い。

　元々、ヒルディスビニは北欧神話の女神フレイヤの乗り物とされた獣けものだ。ここではその役割を全まつとうさせる。高速移動する列車から飛び降りればいくらフレイヤでも即死するが、間にクッションがあれば別。この猪にその役割を与えて使い潰つぶす。

　後は、背後から迫せまる『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』Ｖｏｌ．02に本気で突とつ撃げきさせれば良い。トンネル全体を埋うめ尽つくすような攻撃で、列車をバラバラに分解させる。

　それで敵は全ぜん滅めつだ。

　敵も味方も全員が投げ出される中、フレイヤだけが確実なクッションによって無傷でこの場を切り抜ける。

　どんなに汚きたない手を使ってでも、この母体だけは絶対に守り抜く。

　もうこれ以上、指一本触ふれさせない。

「全部壊こわしなさい、『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』Ｖｏｌ．02!!」

　最後の命令を飛ばす。

　その巨体が、最後の一線を越えるようにグンと速度を増す。

　あれにはコストを七〇以上かけている。一〇両以上で編成されたリニアモーターカーと正面衝しよう突とつしたって、無傷で相手をグシャグシャにしてしまう事だろう。

　だが。

　悪竜の激突、その直前で。




「うるっさいッッッ!!!!!!」




　美み琴ことが、バク転でもするように後ろへ跳んだ。

　その途中で、強大な磁力に引かれて、自みずから勢い良く車両の最後尾から飛び立っていく。まるで砲弾のような飛び蹴げり。華きや奢しやで小柄な少女が、半円形のトンネルのどこに接触しても一いつ瞬しゆんで肉にく塊かいに変わるはずの人間が、躊ちゆう躇ちよなく安全地帯を抜けてノーバウンドで『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』Ｖｏｌ．02へと向かっていったのだ。

　これまでで一番凄すさまじい轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　しかも一回に留とどまらない。

　悪竜の体へ垂直に身を投じた美み琴ことが、スカートの中から何枚もゲームセンターのコインを取り出すのがかろうじて見えた。

　ゼロ距きよ離りからの、連射。

『超電磁砲レールガン』の異名の語源となったその攻こう撃げきを、存分に叩たたき込んでいく。

　トンネル全体が不ぶ気き味みに揺さぶられ、パラパラと天てん井じようから細かい欠片かけらが降ってくる。
















「う、そ……」

　巨大な竜の進軍が、ものの一いつ瞬しゆんで食い止められた。

　高速移動する列車の上にいるフレイヤ達の視界から、もはや残ざん骸がいと呼ぶべきものが消えていくのだけが、かろうじて麻ま痺ひしかけた頭の中で理解できた。

　そして、『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』Ｖｏｌ．02の突とつ撃げきによる列車全体の破は壊かいができなければ、作戦全体を組み替える必要がある。

　その暇ひまを。

　上かみ条じよう当とう麻まとインデックスは、待たない。

　トンネルの天てん井じようが高くなったのを機に、大きく一歩、二人で踏ふみ込む。

　堂々と。

　真正面から。

「チッ!!」

　ばらばら、バラバラバラ!!　と。

　豊ほう穣じよう神しんフレイヤは一面に宝石をばら撒まく。ブリーシンガメン。北欧神話の中でも特に人気が高く有名で、つまり多くの研究者がこぞって取り扱った題材であるにも拘かかわらず、一体どんな効果があって何を象徴しているのかが不明のままとなっているブラックボックス。その名を冠する核を投じ、母体と子し宮きゆうを介かいする独自の術式を構築していく。

「コスト１・ブラック・コール／／スリム」

「コスト１・ホワイト・コール／／フリムファクシ」

「コスト１・ブラック・コール／／ヒミル」

「コスト１・ホワイト・コール／／フギン」

「コスト１・ブラック・コール／／スバジルファリ」

　誰だれが何を生み出し、何が何を喰くらうのか。選せん択たく肢しの幅を広げるだけ広げておく。数で押すにしても、巨体で踏み潰つぶすにしても、状況に合わせて様々な対応ができるよう、蜘く蛛もの巣のようにフローチャートを拡大していく。

　だが、

「祝福されしＳ子のＦためにＯある歌のＣ、欠けたＩ歯車はＣここでＲ埋めるＹべしＳ!!」

　白いシスターの詠えい唱しようと共に、フレイヤの全身が硬直する。

　強制詠唱スペルインターセプト。

　ノタリコンと呼ばれる速記用の暗号を利用した、敵対する魔ま術じゆつ師しの詠唱に割り込む形で、制御を乗っ取るだけの技術。自力で魔力を精製する事ができないインデックスが、それでも魔術と呼ばれる異能の力を戦場へ持ち込むために組み上げた、一つの技術の集大成。

　それは、少女の頭の中に収めてある一〇万三〇〇〇冊もの魔ま道どう書しよの知識を総動員し、一瞬にして相手の攻撃手段を解析し、最も有効な割り込み方式を検出して敵対者へと叩たたき込む。

　同時に。

　上かみ条じよう当とう麻まは敵の魔ま術じゆつ師しへ向かうインデックスへ、こう告げていた。

『……「仔こ」を産む魔術を分析しろ』と。

「考えてみれば、おかしかったんだ」

　上条は、ゆっくりと息を吐はいてから、口を動かした。

「お前は母親を守るため、母親の腹の中にいた時から努力を続けてきたって言う。でも、お前は具体的に、一体どこでどんな資料を読んで魔術を学んだんだ？　母親が、元々魔術師だった？　かもしれないけど、『仔』を産む事にだけ特化した魔術を見ていると、一つの大きな基き盤ばんがあるのが推測できる。何だかは分かるよな？」

「……、」

「自分の子供を、安全に産むための魔術」

　突き付けるように、上条は言う。

「元々のオリジナルは、お前をきちんと出産するために用意されたものだった！　それが具体的な手順まで網もう羅らした術式なのか、それとも単なるおまじないのレベルだったのかは知らないけど、人を傷つけるようなものじゃなかった!!　それを、『グレムリン』と合流するためにお前が攻こう撃げき用ように転化させた。これが真実だとしたら……っ!!」

「だったら何よ」

　呪のろうような低い声と共にフレイヤは告げる。

「たとえ元が何であっても、結局それは成功も完成もしなかった!!　あたしが母体から外へ出れば、支えを失った母さんは自分で呼吸する事もできずに死んでしまう。かと言って、あたしがこのまま留とどまり続ければ母さんの自我はゆっくりと薄うすまっていく。何にしても、いずれにしても！　普通の方法じゃ母さんは守れない!!　不可能を可能にする魔ま神じんの力でもない限り、どん詰まりの状況からは抜けられない!!」

「だから、インデックスが完成させる。全て使えば『魔神』に届くとされる叡知の山で!!」

　一秒の迷いもなく。

　上条当麻は、即答する。

「一〇万三〇〇〇冊の魔ま道どう書しよをもって、『魔神』の力を借りずに終わらせる!!　……言ってしまえば、お前と母親の関係は、母体と胎たい児じの関係が逆転している状態に近い。胎児はある時期までは母親から血液、栄養、酸素なんかをもらって生きていくけど、産まれてくる時には完全に自立して、自分の力だけでそれらを取り込めるようにスイッチを切り替える。同じ事なんだ。産まれてくる子供のための術式を解き明かして、お前に依存しきっている母親の方へ叩たたきつける事ができれば！　子供が母親から離れていくように、お前の母親はもう一度自分の力だけで心臓を動かせるようになるはずなんだ!!」

　その、瞬しゆん間かん。

　フレイヤと呼ばれるその魔ま術じゆつ師しは、母親の五感を借りて世界と渡り合っているものの、実際は今も腹の中でうずくまっているその小さな命は、わずかに、自分の身に降りかかったものの正体を摑つかめずにいた。

　世界は塗り潰つぶしたように真っ黒で、四方八方は全すべてが押し潰すような悪意に満ちていて、自分は生まれてくる前から多くの人々に憎ぞう悪おされていて、そんな中でも母親は必死に自分の子供を守ろうとして……。

　よほど、その誕生は大きな不利益に繫つながってしまうのか。

　今にも折れそうな体を必死に支えて生きていた彼女の母親は、結局、どこかの誰だれかに襲しゆう撃げきされた。

　為なす術すべもなく殴なぐり倒され、暗い路上へ転がり、それでも彼女が最後の最後まで両手を使って抱き込むように守ろうとしたものは、自分自身の頭ではなく、大きくなったお腹なかの方だった。きっと、そのせいで、母親の命は本当に取り返しがつかなくなってしまった。

　だから。

　諦あきらめていたのだ。

　こんなどす黒い世界に何かを期待するのは。たった一つだけあった、柔らかく明るいものは『多くの利益』とやらのために、無残に失われた。こんなものを奪わなくては存続できないような世界には、きっともう、一ひと欠片かけらの光すらも残されていない。

　だから。

　その世界の条理を曲げる事にも、躊ちゆう躇ちよはなかった。

　路上に倒れ、何か決定的なものが折れた母親の体を、彼女は躊躇なく内側から乗っ取った。そうしなければ呼吸が止まると直感で分かったから。そして母体を守るためなら何でもすると決めた。真っ先にするべきは、眼前の脅きよう威いである覆ふく面めんの襲撃者を殲せん滅めつする事にある、とも。

　だから。

　母親が我わが子に願ったであろう、温かい未来からも遠ざかった。

　魔術なんて言葉を知りもしない、本当に無害だった一人の女性。どこで覚えてきたのか、彼女が躍やつ起きになって何度も繰くり返していた、子供が丈夫に産まれてくるためのおまじない。それを数値と論理によって徹てつ底てい的てきに分析し尽くし、組み替え、泥どろ沼ぬまと流血しかないこのどす黒い世界の実戦にも耐えうる魔術へと組み替えた。自分の親の理想を踏ふみにじってでも、自分の親を助け出すために。

　理由なんていらなかった。

　言い訳なんて一つも考えた事はなかった。

　……自分の親の命を助けるために、いちいちそんな事を悩まなくてはならないほどに、落ちぶれたつもりはなかったからだ。




　だけど。

　なのに。




「……あ、たしは……」

　そもそもにおいて、今のフレイヤは端はしから端までまともな状態ではない。

　胎たい児じが母体を操るなんて現象は普通に考えたらまず起きない。二年の歳月が経過しているとはいえ、あるいは母親の脳の一部さえ乗っ取りながら利用しているとはいえ、そんな未成熟な状態で論理や言語を完全に扱えるとも思えない。

　その全すべてを曲げるために魔ま術じゆつが使われていて。

　その全てをインデックスが精密に分析にかかっているのであれば。

　単純に、攻こう撃げき手段としての宝石ブリーシンガメンだけの話に留とどまらない。現状のインデックスは、すでに母体と胎児の二つで一つ、完成したシステムである『豊ほう穣じよう神しんフレイヤ』の存在そのものにハッキングを仕掛けているにも等しい状況にある。

「……あたしは、どんな方法を使ってもこの母体を……母さんを守るって決めたのよ。魔ま神じんに魂たましいを売ってでも、『グレムリン』の駒こまとして多くの血を流しても、これだけは、これだけは絶対に、あたしがこの手で……っ!!」

「良いんだ」

　上かみ条じようは、遮さえぎるように短く言った。

　もう一度、繰くり返すように口を開く。

「……もう良いんだ。剝むき出しの敵意を武器に、たった一人で母親を守らなくちゃならないようなくそったれな理り不ふ尽じんは、もう終わったんだよ、フレイヤ。お前は、もう、人を信じたって良いんだ」

　咆ほう哮こうが炸さく裂れつした。

　ズズン!!　という轟ごう音おんと共に。

　赤く濡ぬれた糸を複雑強固に束ねて作った、大男や巨馬が一歩前へと進み出た。

　……きっと、こんな戦いには何の意味もない。

　魔神オティヌスに従う必要がなくなった以上、豊穣神フレイヤにはもう『グレムリン』の側に立って戦う理由は存在しない。

　それでも彼女が矛ほこを収めようとしない理由は、きっと、フレイヤにはどうやって人を信じれば良いのか分からないからだ。

　しかし、上条はそれを悪い事とも、無意味な事とも思わなかった。

　だって、考えてみれば当たり前だ。

　そんなものは、生まれ出てから、広い世界と向き合って、少しずつ覚えていけば良い。

　今まで、そのあまりにも小さな体にのしかかっていた重荷を支えられてきた事の方が、明らかにおかしい事だったのだから。

「インデックス」

　上かみ条じようもまた、迫せまり来る直接的な脅きよう威いに立ち向かうように、前に出た。

　振り返らずに、彼は言う。

「……邪じや魔まなものは全すべて俺が薙なぎ払う。準備に必要な時間はこっちで稼かせいでみせる。お前は、何も心配せずに一つの事にだけ集中していれば大だい丈じよう夫ぶなようにする。だから」

　前を見据え。

　恐るべき膂りよ力りよくを備えた筋肉の怪物と、正面から対たい峙じする。

　対峙して、断言する。

「やっちまえ」




　ダンッッッ!!!!!!　と。

　上条と怪物達、その双方が全力で走り出す。




　その激突は一いつ瞬しゆんだった。

　そして、事態の趨すう勢せいを決定する重要な要因でありながらも、その実、本題には一ミリも掠かすりさえしない些さ事じに過ぎなかった。

　白い修道女が口の中で正確に詠えい唱しようする。

　母親を守ろうとする幼子が獣けもののように吼ほえる。

　右みぎ拳こぶしを叩たたきつけ、宝石に赤黒い糸の束が絡からみついて構成される筋肉の怪物を粉々に吹き飛ばしながら、自然と上条は笑っていた。

「終わりだよ、フレイヤ」

　思わず、言葉が口をついて出た。

　こんなのはただの長い予行練習。彼女にとっての本番は、ここから先だ。

「だからさっさと終わらせて、次の時代にやってこい。広い世界で、少し先で、俺達はお前を待っている!!」







　暗い暗いトンネルを、ボロボロになった列車が越えた。

　真っ白な、強い陽ひ差ざしの中に。

「……ぅ、く……？」

　人間を一いち撃げきで粉々に砕くだくほどの膂力を持った怪物達も、一国の首都を丸ごと封殺するほどの恐るべき力や技術を秘めた『グレムリン』の魔ま術じゆつ師しももういない。

「あの、すみません。……ここは……？」

　先ほどまでと同じ妊にん婦ぷでありながら、全く雰ふん囲い気きの違う、弱々しい問いかけ。

　そこにはもう、胎たい児じに体の制御を奪われなくては生命維持もままならなかった母体はもういない。

　ありふれた、一組の母娘が崩くずれ落ちているだけだった。
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　上かみ条じよう、インデックス、フレイヤを屋根に乗せた列車は進む。その間、再び眠るように意識を失ったフレイヤはもちろん、上条やインデックスも可能な限り身を伏せている事にした。ガタガタと乱暴に揺れる車両に振り落とされたくはないし、天てん井じようが時折恐ろしく低くなるため、やたら無む暗やみに立ち上がりたいとは思えなかったのだ。

　そんな地下鉄の列車は東京駅までやってきて停車した。

「くそ、東京湾まで一直線には行ってくれないのか。この状況で乗り換えなんて面めん倒どう臭くさいな」

　目的の東京湾までは、新しん橋ばしや汐しお留どめ辺りが近いか。距きよ離りはそう離はなれていないと思うが、あの人混みの中を歩くとなれば話は別。何か移動の手段を考える必要がある。

（……？）

　どういう訳か広大な駅の中には人の気配がなかった。早い段階で正規の出入口を全すべて封ふう鎖さして、駅構内に残っている人達も順次職員用の出入口や避ひ難なん経路から外へ誘ゆう導どうされたのかもしれない。本音はもちろん『接収』だが、建前としては『人が鮨すし詰づめとなった構内で火事でも起きたら、煙が全員を殺す。そこに責任を持てない』とでも言えば良い。

　同じ列車関係の施設でも、新しん宿じゆくの時とは対応が違う。

　それだけ、駅員達も混乱しているのが窺うかがえた。

（何だ……？　ホームにたくさん木箱が積んであるな）

　とにかく、いつまでも屋根の上にいても仕方がない。再び列車が走り出して、どこかへ運ばれたら降りる事ができなくなる。

「さて、と」

　途中で半分以上の車両が破損、脱線していったため不安だったが、どうも停車した列車の屋根から降りて中を確かめてみる限り、一般の乗客は乗っていなかったようだった。運転席に男性が一人いるだけで、後の客車には一抱えもある木箱が大量に積まれていた。

　木箱の中身を確かめる必要はない。

　運転席にいた男も、鉄道会社が雇っている一般の運転手とは違うようだった。そう判断した理由は簡単で、迷彩服を着ていたからだ。

（……機動隊とか自衛隊とかが臨時で物資を運んでいたんだな……。まさかと思うけど、木箱の中身は火薬とかじゃないだろうな）

　戦せん闘とうの終しゆう盤ばんでは客車の屋根を突き破るように悪竜が飛び出したり、後続車両が脱線したりもしたため心配はしていたが、この分だと人的被害はなさそうだった。

　これもまた、フレイヤの配はい慮りよなのかもしれない。

　母親を守るために世界の理り不ふ尽じんに抗あらがい続けた幼子は、もしかすると、母体の女性の手を汚よごさせる事を可能な限り避さけようとしていたのかもしれない。

『グレムリン』という非道な組織の中で有効戦力と認められつつ、そんな条件まで満たそうとするのは、どれだけの困難を伴うのだろうか。

「とにかく、運転席の人も無事みたいだな……」

　一応、運転席のドアを手の甲で叩たたき、中に呼びかけてみたが、反応はなかった。状況から察するに、彼らも彼らで『グレムリン』の侵攻を阻そ止しするために行動していたようだが、本物の破は壊かい力りよくを目まの当たりにして、精神的なショック状態に陥おちいっているらしかった。

　屋根の上から、インデックスが言う。

「とうま、どうするの？」

「俺は『グレムリン』の優先ターゲットとして狙ねらわれているはずだ。力の強さうんぬんの話じゃなくて、『槍やり』の製造を止められる右手があるからな。安全策を考えるなら、かえって俺達から遠ざけた方が効率的かもしれない」

　しかし一方で、眠るように意識を失った豊ほう穣じよう神しんフレイヤはこのまま放ほうっておけない。彼女は『グレムリン』に所属している人間で、なおかつ条件次第では再び強大な戦力を取り戻す可能性がある。

　その力を取り戻そうとする『グレムリン』側にとっても、『グレムリン』の侵攻を食い止めようとする防衛側にとっても、自分の都合で確保しておきたい人物ではあるだろう。

「ほう。つまりとうまはやっぱり女性を優先すると。ほほう」

「……別に何も悪い事はしていないはずなのに、何な故ぜゲスい野郎を見るような目で睨にらまれなくてはならないのか……」

　意識を失っているか、あるいは腹の中のフレイヤが母体を操る機能を完全に失ったからか、一度目を閉じたマタニティドレスの女性が目を覚ます様子はない。

　インデックスの話によれば、呼吸や心拍は正常。ただし、二年間も自分の体の制御を第三者へ預けたままになっていたため、自我がかなり薄うすらいでいる、との事だった。痺しびれた手足の感覚が戻っていくように、彼女が本格的に自分の体の制御を取り戻すまで、それを自然と受け入れられるようになるまで、若じやつ干かんの時間が必要なのだそうだ。

　彼女の体を、列車の屋根から下ろすのには四苦八苦した。

　不幸中の幸いか、マタニティドレスの女性の制御権を胎たい児じから母体へ戻すために介かい入にゆうしたインデックスの術式は、一度『切り替え』が終わってしまえば不要なものらしい。つまり、上かみ条じようの右手で触ふれても母子ともに悪あく影えい響きようは出ない。

　上にいるインデックスと下にいる上かみ条じようで力を合わせて、何とか静かに眠り続けるマタニティドレスの女性をホームの上へ下ろしていく。

　続くインデックスまで飛び降りてきそうだったので、上条は慌あわてて列車の壁面に取り付けられた梯はし子ごをオススメしてみた。

「とうま、ガタンゴトンの音が聞こえるんだよ」

「他の路線も動いているみたいだな。東京駅は物資補給の中継基地にでも使われているのかもしれない」

「看板にカラフルなラインがいっぱい書いてあって何が何だかサッパリなんだよ！」

「……これを解読できる日本のサラリーマンってやっぱすげえよな……」

　階段をさらに下り、別の地下鉄のホームへ向かい、改札の扉を乗り越えて、上条達は目的の乗り換えを済ませる。ほとんど貨物列車のようになっている地下鉄の車両の中は木箱がたくさんあり、隠れる場所には困らない。また、列車の構造の関係なのか、積み替えをする時には全すべてのドアが開くため、中へ忍び込むのにもさほど苦労はしなかった。

「ここが安全なら、フレイヤは駅員さんに預けた方が良いんだろうけど……」

「そうしないの？」

「重点的な補給基地なら、『グレムリン』に狙ねらわれる可能性だって高いんだ。それに、ここで働いている人達に無防備なフレイヤが『グレムリン』のメンバーだって知られるのも、まずい流れだと思う」

　列車に揺られて、今度こそ東京湾に面した港湾地帯へ。

　駅に到着するかと思ったら、そのまま素通りしてトンネルを抜けた。地上へ出る。列車は港近くの操車場らしき場所までやってきた。

「新しん橋ばし……いや、汐しお留どめか？」

　普ふ段だん、壁で覆おおわれた学園都市で暮らす上条は、都内在住なのに二三区の情報に疎うとい。……が、そんな上条でも首を傾かしげてしまう。こんな所に操車場なんてあっただろうか？

　ひょっとすると、消防庁とか防衛省とかの一般公開されていない設備なのかもしれないが、だとすれば、素人しろうとでも調べられるネットなどで検索しても何も出てこないだろう。

　またもや、全てのドアが一斉に開く。

「降りるぞ。……力を貸せ。俺が先に地面に降りるから、インデックス、お前はフレイヤを頼たのむ」

　と。

　操車場のすぐ近くを通る河川を、海とぶつかる河口側に向かって一いつ隻せきのエンジンつきゴムボートが突き抜けた。

　乗り込んでいる少女達には見覚えがある。

　向こうも上条達に気づいたようで、軍用の上陸用ゴムボートを減速させ、Ｕターンして操車場脇わきへと乗り付けてくる。

「……また知らない間に妙な女を引っ掛けたのか。しかも今度は妊にん婦ぷだと……？」

　バードウェイだった。

　舵かじと一体になったエンジンを操る彼女の他に、レッサーと雲くも川かわ鞠まり亜あもすっぽりと収まっている。

　落とすと一大事なので、人間を抱えたらそのまま潰つぶれそうなインデックスにはフレイヤ（正確にはその母体）を預けられない。が、眠り続けるマタニティドレスの女性を上かみ条じようがお姫様抱っこした事で、場が面おも白しろい方向へ混迷を極きわめつつあるようだ。

「お前達ー。のんびり遊覧船に乗っている間、何が起きたのか知ったらたまげるぞー」

　しかし具体的な説明あるいは釈明に入る前に次の動きがあった。

　バヂン！　と火花を散らせるような音と共に、上空から飛んできた御み坂さか美み琴ことが河口沿いにある金属製の手すりの上へと磁力を使って着地したのだ。

「あーもーっ!!　一いつ緒しよに戦うとか何とか宣言しておいて、結局最初の一発目で分かれて置き去りにされてるし!!　……っていうかアンタ、何でまたいつの間にガッツリ殺し合ってた敵側の妊婦を手て籠ごめにしている訳……？」

「お願いだから一つ一つ処理させて!!　対戦パズルですごい連れん鎖さを喰くらい続けているみたいになってるから!!」

　ぶわっ!!　と。

　軍用ゴムボートや御坂美琴の降下コースをなぞるように大量の火の粉が浮き出て、五〇、一〇〇と炎の人影が屹きつ立りつしていく。もうこうなっちゃうと立ち話をしている余裕もない。

　バードウェイが杖つえを構え、御坂美琴がコインを親指で弾はじく。

　轟ごう音おんと共に、軍勢と化した自動戦力が列を崩くずす前に、粉々に吹き飛ばされていく。

　レッサーがのんびりとした調子で、片手で目の上へひさしを作って遠方を観察しながら口を開く。

「うーむ。やっぱり一定以上のスピードで進むものを自動識別して攻こう撃げきする仕掛けみたいですねえ。単位は一〇メートルくらいかな？」

「俺も駅の辺りで遭そう遇ぐうしたけど、そういう条件だったのか……」

「ちなみに私は思わず妊婦に手を出しちゃう人でもおーけーです」

「俺がオーケーじゃない!!」

　黒と黄色のミツバチみたいなメイド服をまとった雲川鞠亜は、ゆっくりと上条から目を逸そらした。

「……私はちょっとアウトかな。価値観は多様であるべきだが、それは、うーん……」

「俺もしっかりアウトですが!!　何だい何だい、みんな揃そろって見たいものしか見ない世代なのかい？　検けん索さくエンジンにひたすら好きな文字だけ打ち込んでいれば情報弱者を抜け出せると思ったら大間違いなんだぜ!!」

　しかし今は緊きん急きゆう事態の真っ最中なので、何時間もかけて丁てい寧ねいに誤解を解いている暇ひまはない。大体において、上かみ条じよう当とう麻まの人生はこんな感じの連続で形成されている。五〇％が優しさでできている頭痛薬よりは苦味が強いのだ。

　バードウェイはゴムボートのエンジンのカバーをばしばし叩たたきながら、

「まあ、狙ねらい通りに合流を果たせて何よりだ。『グレムリン』の本ほん拠きよ地ちである『船の墓場サルガツソー』は東京湾上にある。このまま突っ込むぞ。連中は主要道路や鉄道路線を破は壊かいして、溢あふれ返った人の波を使って東京全域に分厚い人肉のバリケードを敷しいたが、それも海の上までは効果を発揮できない。ここまで来れば私達にもやれる事が見えてくる」

「魔ま神じんオティヌス、か」

「真正面からの力技であの怪物を殺せるかどうかはかなり怪しい。が、今は『槍やり』の製造の真っ最中だ。『グレムリン』という一組織が全力を注いで実行している大規模儀ぎ式しきに横槍を入れて破は綻たんさせれば、行き場を失ったエネルギーは翻ひるがえって術者へ牙きばを剝むく。私達には殺せなくても、ヤツ自身の力でもって殺せる可能性は少なくない」

　殺す、という言葉に一〇〇％賛同している者は……おそらくいないだろう。

　が、『グレムリン』をここで止めなくてはならない、というのは全員共通の認識のはずだ。どこまでやるかはさておいて、その中心にいる魔神オティヌスは行動不能にしなくてはならない。

「分かったら乗れ、時間が惜おしい。……おい、まさかと思うがその妊にん婦ぷも連れて行くつもりか？」

「正直、正解が見えない。今ってまともに病院やってると思うか？　そこまで安全に運ぶルートは？　聞いた話じゃお腹なかの子供は二年も入っているらしい。いつ何が起こるか分からないから、暖かい場所で寝かせておけば良いって訳にもいかな……」

　言いかけた時だった。

　ゴッ!!　と烈れつ風ぷうが突き抜けた。

　頭上を暗い影が覆おおう。

　思わずそちらを見上げた上条は、そこで顔を引きつらせた。




『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』。

　電波塔の上から人々を睥へい睨げいしていた巨大な怪物が、すぐ間近を滑かつ空くうしている。




　その赤黒い竜は、一度上条達の真上を通過すると、空中でゆっくりと旋せん回かいした。一八〇度方向を変え、改めて上条達の方へと突っ込んでくる。

　最初は敵を発見し、捕ほ捉そくするための予備行動。

　次が本命。

　恐るべき速度で突とつ撃げきするその悪竜に、地面との激突を気にしている素そ振ぶりすらない。地面へ巨大なクレーターを作り、海水を流入させて沿岸部の形そのものを崩くずしてしまっても構わないといわんばかりに、さらに勢い良く翼つばさを羽ばたかせる。

　マタニティドレスの女性を抱えたまま、上かみ条じようは両手を塞ふさがれた状態で美み琴ことに叫んだ。

「あいつはお前が倒したんじゃなかったのか!?」

「倒したわよ!!　そもそもサイズが違い過ぎる。軽く一〇〇メートルオーバーはあるじゃない！　あんな大質量が、さっきの超音速旅客機に追い着く速度で地面に突っ込んだら……っ!?」

「……例の火の粉とは違う。何か特別な攻こう撃げき条件があるな」

「もしかして、その妊にん婦ぷさんってやっぱりワケアリだったりします？」

　バードウェイとレッサーが、それぞれ奇怪な霊れい装そうを構え直す。

　ひょっとしたら、『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』に殲せん滅めつの意志はないのかもしれない。おそらく、東京封ふう鎖さの主格を担になっていたのは豊ほう穣じよう神しんフレイヤだ。もしもその身に何かあって行動不能に陥おちいった場合、優先して救出に向かえ。そんな風にあらかじめ命令を入力されていただけかもしれない。

　だが何もかも空回りだ。

　フレイヤは今、『グレムリン』による救出を求めていないし、何より、あんな乱暴な方法で突っ込まれたら敵も味方も関係なく粉々になってしまう。この辺り、ひょっとしたら本来であれば単純命令をフレイヤ自身が微修正する仕組みになっていたかもしれないが、そうだとしても今は使い物にならない。

　地球を抉えぐるような大質量の衝しよう突とつが。

　誰だれにも止められず、そのまま実行される。

　……どのみち、今から逃走に移ってもあの悪竜からは逃れられない。被害の規模が大きすぎるし、あれは単純に岩の塊かたまりが空から降ってくるのとは違う。巨大な翼を羽ばたかせ、常に軌道を修正しながら急降下しているのだ。逃げた先へ追うように突撃してくる以上、逃げに徹てつしても活路はない。

（くそ……）

　大空から迫せまる敵であるため、肉弾戦に頼たよる上条や雲くも川かわ鞠まり亜あでは手の出しようはない。

　頼りになるのは、御み坂さか美琴、バードウェイ、レッサーの三人。

　しかし、押し返せるか。

　とっさに周囲へ目をやり、盾たてや壁にできるものがないかを探す上条。だが駄だ目めだ。操車場という事もあり複数の列車が停とめられているし、整備用の倉庫のような建物もあるが、おそらく強度が足りない。

　激突、そして撒まき散らされる膨ぼう大だいな衝撃波。

　その前に、列車はお菓子の空き箱のように転がされ、倉庫はグシャグシャにひしゃげてしまうだろう。一帯の全すべてから凹凸が消失し、ただの更さら地ちに変わってしまうような一撃を受けては、遮しや蔽へい物ぶつなど考こう慮りよするだけ無駄だ。

「できる事は!?」

「すっこんでろ!!」

　一いつ喝かつしたバードウェイの大声と共に、コインは音速の三倍もの速度で解き放たれ、複数の爆発がその後を追った。

　効果は……確かにあった。

　仮かり初そめの血肉を抉えぐり飛ばすように、悪竜のシルエットが崩くずれていく。

　だが無視する。

『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』は構わずに地表に向けて全速力で突っ込んでくる。

（駄だ目めか……っ!!）

　上かみ条じようが思わず目を瞑つぶろうとした時だった。

　別の動きがあった。

　それは、一人の男のシルエットをしていた。

　クレーンのワイヤーを摑つかみ、自みずからを振り子のようにして宙を舞ったその男が、悪竜との間に割り込むように躍おどり出る。躊ちゆう躇ちよなく、『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』はその巨大な顎あごで邪じや魔ま者ものを嚙かみ千ち切ぎろうとした。男は避よける素そ振ぶりも見せなかった。胴体が挟はさみ込まれ、躊躇なく破は壊かいが実行される。

　まるで。

　自らそれを望んでいたかのように。

　直後だった。




　ゾンザン!!　と。

　悪竜の口の中から貫くように伸びた青白い光の刃が、二重三重と巨体を切断していく。




「あ……」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは、ゴムボート上で思わず口を開けていた。

　シルエットには、見覚えがある。

　その身に受ける傷の内、致命傷だけを正確に無効化する術式と、傷を負えば負うほどに凄すさまじい切れ味を増幅させていく剣の術式を組み合わせたその男を。

「ああっ!!」

　男は、悪竜をバラバラに分断しようとはしなかった。

　それではいくつもの塊かたまりになった巨大な死肉が、そのまま操車場へ降り注いでしまうからだ。だから、無数に瞬またたいた光の刃は、悪竜の体を完全には分断しない。料理下べ手たが野菜を切るように、分断せずに繫つなげたまま切り刻んでいく。

　必要なのは、単純な空気抵抗。

　そのバランスの崩ほう壊かい。

　姿勢制御がままならなくなった『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』の巨体が、まるで見えない大きな手によって進行方向をねじ曲げられるような格好で、空中で矛ほこ先さきをガラリと変える。陸ではなく河川に向かった悪竜は、ボロボロになった頭部から水の中へと突っ込んでいった。凄すさまじい勢いで大量の水が全方向へと弾はじき出され、エンジン付きのゴムボートもぐらぐらと揺れた。しかし、被害はそれだけだ。小惑星の衝しよう突とつのような、絶望的な事態には陥おちいっていない。

　宙にいたその男は、何度か身をひねって方向を調整すると、一〇メートル以上の高さから砂じや利り敷じきの地面へ躊ちゆう躇ちよなく着地した。ピタリと合わせた人差し指と中指の先から伸びていた、青白い光の刃がゆっくりと消えていく。

　ベルシ。

　木き原はら加か群ぐん。

『グレムリン』の一員としても登録されている男は、バゲージシティの騒そう乱らんで確実に死亡したはずだった。その後に魔ま神じんオティヌスの力を借りて再び起き上がったが、それは、彼の命が助かった事や、彼が自分の意志で『グレムリン』の活動を再開している事を示す訳ではない。

　彼は今も、確かに死んでいた。

　本来であれば自みずから作り出すべき生命力を完全に失い、その代わりに外部から魔ま力りよくを注入されて動いているだけの、腐くさらない人形。

　特に魔ま術じゆつの側に属するバードウェイとレッサーの二人の目つきが、音もなく物騒な警戒へと切り替わっていくのが分かる。

　しかし、雲くも川かわ鞠まり亜あは少しだけ違った。

　バゲージシティの騒乱の最終盤ばんで目もく撃げきした、あの生気のない操り人形のような状態とは、何かが違う。

　やがて、見つける。

　木原加群の首の後ろに、わずかな傷きず痕あとがある事に。
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　そして。

『船の墓場サルガツソー』にいる眼帯の少女は、片方しかない目をわずかに細めて、顔を上げた。
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　その男は、かつてたった一人の『木原』を殺すための復ふく讐しゆうに全すべてを捧ささげていた。

　彼はありとあらゆる可能性を考こう慮りよして、方々に窮きゆう地ちを脱するためのバックドアを残していた。

　そんな想定の一つ。

『木き原はら』らしい、いかにもえげつない方法論に対する解決策。

　……木原加か群ぐんは、最初から考こう慮りよしていたのだ。

　自分が復ふく讐しゆうに失敗し、ただ木原病びよう理りに敗北した際、何かしらの方法で肉体の制御を乗っ取られて、木原加群が最も牙きばを剝むきたくない相手への攻こう撃げきを命じられる、というどうしようもない可能性を。

　だから。

「……何かが埋うめ込んである」

　雲くも川かわ鞠まり亜あは、そう呟つぶやいた。

「あれが、先生を操り人形のくびきから解き放っているんだ!!」

　正体は、ほんの小さな半導体だった。

『木原加群なら、こういう条件ではこのように振る舞うだろう』という項目リストを、０と１の形で羅ら列れつして封入しておいただけ。木原加群という人物が、木原加群という脳を使って思考している訳ではない。

　が、それは『らしくない行動』を強しいられた時のみ、些さ細さいな効果を発揮する。

　彼自身が入力した、『木原加群らしく振る舞う行動』を取るために。

　一つ、敵対者である木原病理を殲せん滅めつする。

　二つ、一つ目に抵触しない限り、敵味方を問わず可能な限り人命の損失を抑制する。

　三つ、二つ目を達成するため、人命以外の損害・損失を許容する。

　……入力者である木原加群以外の全員は、このルールを知る由よしもない。また、この条件を満たすため、すでに何度かの戦せん闘とうを東京湾岸で繰くり広げてきた事も。

　今回の『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』に限った話ではなかった。

　たまたまの偶然で雲川鞠亜と遭そう遇ぐうし、フレイヤを助けるほどに、彼は無む暗やみやたらに人を助けてきた。

　かつて。

　明るい陽ひ射ざしの中で、幾いく人にんかの子供達を守るために、スコップを持って通り魔まの前に立ち塞ふさがった時と同じように。

「……、」

　彼はもう、何も話しかけては来ない。

　おそらく、そんな複雑な機能はついていない。

　だから実際の所、本当の事なんて誰だれにも分からない。

　だけど。

「……私はここに残るよ」

　雲川鞠亜は、そう言った。

　軍用ゴムボートから、コンクリートで固められた川沿いの岸壁へと飛び移りながら、

「どのみち、その妊にん婦ぷは一番危険な場所には連れていけないし、ただ置いていく訳にもいかないって話だっただろう？　それなら、私が預かる。……切せつ迫ぱくした状況にいるのは彼女だけとは限らないかもしれないしな。元げん凶きようを叩たたく他にも、遊ゆう撃げき要員がいたって損はないはずだ」

　上かみ条じようの両手の中にあるフレイヤを、雲くも川かわ鞠まり亜あはゆっくりと受け取っていく。

　その間に、上条はこう尋ねた。

「分かっては……いるんだよな」

「先生が死んでしまった事なら、もう受け入れているよ」

　さらりと、彼女は言った。

「あれは残ざん滓しだ。後から見つかった遺言状みたいなものかな。多分、先生は私を助けた訳じゃない。この妊婦だけを助けるつもりだったんでもない。……結局、変わらないのさ。手当たり次第に救おうとして、肉の一ひと欠片かけらまで削そぎ落とされてもその道をまっとうしようとしている。馬ば鹿かなわがままに応こたえてやるヤツがいたって良いはずだ」

　現実から逃げている訳ではない。

　動いている死者を見て、まだ助かるかもしれないと思っている訳ではない。

　……なら、後は当人の問題だ。

　上条当とう麻まには、何を止められる資格もない。

「……頼たのんだぞ」

「そっちも」

　短く言い合うと、上条当麻と雲川鞠亜は別々の道を行く。

　少年は、インデックスや御み坂さか美み琴ことと一いつ緒しよにエンジンつきゴムボートへと乗り込んでいく。

　小型船せん舶ぱくは、バードウェイの操そう舵だで岸壁から離はなれていった。

　霧きりのような湯気の舞う一一月の東京湾を、ひたすらに突き進む。

『グレムリン』の本ほん拠きよ地ち。

『船の墓場サルガツソー』に向けて。
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　かつん、こつん、と。

　時計の秒針のように正確に足を動かす木き原はら加か群ぐんの後ろを、妊婦を抱えた雲川鞠亜が追う。

　今まで気づかなかったが、周囲には機動隊だか自衛隊だか、とにかく迷彩服を纏まとった男達がたくさん倒れていた。

　おそらくは、『グレムリン』の脅きよう威いを知らずに戦いを挑いどもうとしようとした有志だろう。

　装甲車や自走砲などがバラバラに切り刻まれているのに対し、それらの人々はほとんど無傷だった。これが一発でも砲弾を撃うち込んでいれば、『グレムリン』側の反撃によってどこに何人分の肉にく塊かいが転がっているかも数えられなくなるほどの大だい破は壊かいが待っていただろう。バゲージシティで、彼らの脅きよう威いを目まの当たりにした雲くも川かわ鞠まり亜あには、その単純な事実を明確にイメージできる。

　木き原はら加か群ぐんが行ったのは、明確な破壊行為だ。

　ひょっとすると、『グレムリン』側から命令を受けて即決したのかもしれなかった。

　だが、結果として表に出たのは、敵対者の命を守るというものだった。

「……、」

　それを見て。

　どうしようもない人だと思った。

　かつては尊敬や憧あこがれの念も抱いだいた雲川鞠亜だったが、改めて、短くも深く接する事によって、彼女はその男への印象をそんな風に結論付けた。

　絶対に家庭には向かない。

　仕事の上でも社会構造へ上手に組み込まれるとは思えない。

　いくつになっても夢や理想を大おお真ま面じ目めに語り、現実的な問題には目を向けず、それによって多くのものを失いながらも、小さな成果を手にして笑う。……多分、その男の本質はそんなものだったんだろう。決して完かん璧ぺきではない。むしろ人格的にはマイナスでネガティブでデメリットなものの方が多い。そういう人間の、綺き麗れいな側面だけをたまたま幼い雲川鞠亜が見ていただけだったんだろう。

　だが、そこに失望はなかった。

　むしろ、全すべてが終わってしまったけれど、それでもやっとその男の本質に近い、人間臭くさい所に触ふれられて、素直に雲川鞠亜は幸運だと思っていた。

　歪ゆがめたり。

　神格化する事なく。

　もう失われてしまった一人の男を、きちんと語り継ぐ事ができる、と。

「……付き合うよ」

　気を失った妊にん婦ぷを両手で抱えたまま、雲川鞠亜はその男の隣となりに並んだ。

「仕方がないから付き合う。こんなのは墓に花束を投げるくらいの自己満足に過ぎないけど、不器用な遺言に振り回されてやる人間だって、一人くらいはいても良いはずだ。だから、私はもうあなたを止めない。いつかのバゲージシティのように、あなたはきっと肉の一ひと欠片かけらまで削そぎ落とされても目的をまっとうしようとするんだろうけど、私はそれを見届ける」

　その男は、何も答えない。

　答えない事を、雲川鞠亜は知っている。

「だから」

　これは、遺言に対する生者の返答だ。

　墓前に声をかける行為と何も変わらないものだ。

「だからさ」

　でも。

　決して無意味なものとは、雲くも川かわ鞠まり亜あは思わない。本質的に誰だれの耳にも届かない言葉だからって、科学的には何の証明もできない行為だからって、ないがしろにして良いものではないはずなのだ。




「もう指一本動かせなくなるまでわがままを貫いて、人の形なんて完全に失って、本当にただの肉の塊かたまりになるまで正しく死を迎えたら……。今度こそ帰ろう、私達の住む街に」




　一一月の、寒空の下での事だった。

　数年の時を経て、一人の少女は一人の男の隣となりに立つ事ができた。

　それは。

　誰もがいつかは乗り越えなくてはならない、大切な人の死を吞のみ込めた瞬しゆん間かんだった。
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　バードウェイの操るエンジン付き軍用ゴムボートが、湯気に煙けぶる東京湾を突き抜けていく。

　乗っているのは他に、上かみ条じよう当とう麻ま、インデックス、御み坂さか美み琴こと、レッサー、それに三み毛け猫ねこ。

　方向感覚を失いかねない灰色のカーテンは、四方八方を均等に埋うめ尽つくす。ここが東京の景色の一部である事を忘れてしまいそうな、不ぶ気き味みで幻げん想そうめいた光景だった。

「気づかれていないはずがない」

　早口で、バードウェイが言う。

　こうしている今も、一定以上のスピードで進むゴムボートへ喰くらいつくように、大量の火の粉が辺りを舞っていた。だがバードウェイはいちいち待たない。全速力で軍用ゴムボートを進ませると、火の粉が炎の人影へと具体化する前に突き抜けてしまう。結果として、生み出された瞬しゆん間かんに目標を見失った炎の人影達は、何をするでもなく海中へ没していった。

　思い返してみれば、最初に超音速旅客機を襲おそったのも『地の底這う悪竜ニーズヘツグ』であって、機内に炎の人影が現れた訳ではなかった。そもそもは役割分担をして狙ねらうターゲットを殲せん滅めつしていたのかもしれない。

　不気味なオレンジ色の尾を引きながら、軍用ゴムボートは『船の墓場サルガツソー』を目指す。

「『グレムリン』側もとっくに私達の接近には勘かん付づいているだろう。『槍やり』の製造に夢中で手て駒ごまを割さいている暇ひまがないのか、あるいは……」

　地鳴りのような低い音が聞こえたのはその時だった。

　灰色の霧きりに包まれたかのような景色の中に、突とつ如じよとして巨大な山のような影が浮かび上がった。まだ数キロはあるはずなのに、その圧倒的なスケールは上条達の胸を締しめ付ける。先ほど対たい峙じした悪竜以上だ。

　その巨大な人のような影は、海面から数えても優に五〇〇メートル以上。これほどの塊かたまりが二本の足で立っている事に、上条の常識がぐらぐら揺れる。

「何だ……ありゃ？」

　上条は、思わず呟つぶやいていた。

「あれもまた、『グレムリン』……？　一体どこまで冗談めいた戦力を隠し持っていたんだ!?」

「元々、数十キロ単位の移動要よう塞さいを空に飛ばしたりするような連中だ。今さらキロ単位の敵でいちいち驚おどろくなよ」

　……彼らが本気で東京を壊かい滅めつさせる気になっていれば、いつでもできた。

　たまたま、『利害の分散』という策を選んでいたから、何とか街の形を維持できただけ。

「圧おされるな」

　バードウェイは切り捨てるように言った。

「倒さなければ先へは進めない。片足だけを集中攻こう撃げきして移動能力を奪えれば問題ない。こんなのは余興だというのを忘れるなよ。本題はあくまでも『槍やり』の製造の阻そ止しだ」

　上かみ条じようが言葉を返す前の出来事だった。




　ゴグンッッッ!!!!!!　と。

　突とつ如じよとして、巨大な影がいくつかの塊かたまりに分断され、海中へと没していったのだ。




「なん、だ!?」

「疑問より前に口を閉じて摑つかまれ!!　舌を嚙かんだり投げ出されたりしたくなければな!!」

　数十秒のラグと共に、大きくうねる波がゴムボートへと容よう赦しやなくぶつかってきた。バードウェイは可能な限り波に対して船の先せん端たんを垂直に合わせて波を乗り越えようとする。数メートル大の起伏が何度もあった。ゴムボートの重量は軽く、起き上がりこぼしのような効果も薄うすい。そのままひっくり返ってもおかしくない状況だ。

「あれが『船の墓場サルガツソー』防衛の要かなめってヤツだろ!?　勝手に壊こわれるとは思えない。誰だれかが何かやったのか!?」

「私に聞かれても困るわよ！」

「……私達以外だとしたら、残る可能性は一つしかないんじゃないですか？」

　レッサーの言葉に、バードウェイは必死に舵かじと一体になったエンジンを操作しながらも、眉まゆをひそめた。

「まさか、『船の墓場サルガツソー』の中からか？」







　多数の船の残ざん骸がいを積み上げて作られた『船の墓場サルガツソー』には、一つの皿が置いてあった。

　粘土を固めて乾かしたようなその皿の上には、今も脈を打つ赤黒い心臓が載せられていた。

　モックルカールヴィ。

　その由来は、北欧神話に登場する雷神トールの敵対者だ。粘土を固めて作った山のような巨体に、牝ひん馬ばの心臓を埋うめ込んで作った人工生命体とでも呼ぶべき存在。……ところがこの牝馬がひどく臆おく病びようだったおかげで巨体に見合った戦果を発揮できず、実際には雷神トールの従者の手で破は壊かいされてしまったという伝説が残る。

　で、あれば。

　欠陥品の心臓を強きよう靭じんな部品に交換してしまえば、神々と敵対するに相応ふさわしい圧倒的な力を実現できるはずだ。

　その心臓を摑つかむ、一本の細い腕があった。

　雷神トール。

　まるでかつての伝説をなぞるかのように、その少年は自分の指先や掌てのひらが鉄てつ錆さび臭くさい液体に汚よごれていくのも構わず、皿の上から心臓を取り上げてしまう。

　いいや、厳密には違う。

　顔形は全く同じだが、その少年の本質、正体は雷神トールとは別人だ。

「……、」

　躊ちゆう躇ちよなく、声も顔色の変化もなく。

　少年は、赤黒い心臓を握にぎり潰つぶす。ぐしゃり、という腐くさった果実を壁に叩たたきつけるような音と共に、生ごみのような残ざん骸がいがボタボタと落ちていく。直後に、どこかで巨大なものが崩くずれていく地鳴りのような音が響ひびいてきた。

「何の真ま似ねだ」

　少女の声が聞こえた。

　眼帯で片目を覆おおい、魔ま女じよのような帽ぼう子しやマントを身に纏まとう金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女。その可か憐れんな見た目に反して、今すぐにでも人類の歴史を終わらせられる力を所有する、『魔ま神じん』と呼ばれる存在。力が足りないのではなく、有り余っているために『槍やり』を求める希け有うな生命体。

　オティヌス。

　いつの間にか雷神トール……の形をしていた別人の背後に立っていた少女に対し、下げ手しゆ人にんは軽く肩をすくめた。

「なぁに。そろそろ頃ころ合あいかなと思ってね」

　ボンッッッ!!!!!!　という、轟ごう音おんが炸さく裂れつした。『船の墓場サルガツソー』の一角が、純白の閃せん光こうによって埋うめ尽つくされていく。

　雷神トールと接続されていた『投擲の槌ミヨルニル』だ。

　そして同時に、マリアン＝スリンゲナイヤーの『槍』の製造を手伝っていた……。

「……あれで死ぬほど簡単に済むとは思っていないが、行動不能にくらいはできただろう。さて、お前の中で『黒小人ドヴエルグ』の優先順位は第何位だ、オティヌス？」

「良いから顔を出せ。偽いつわりのままに死にたいか」

　いつの間にか。

　少年は、青年に切り替わっていた。長身だがどこか陰気で、人生か世界のどちらかに軽く失望したような顔つきの青年に。

　彼もまた、一部では伝説として語られる存在だった。

　オッレルス。

　本来であれば、彼こそが現代世界に降り立つ『魔神』となるはずだった。その唯ゆい一いつの方法と機会を、オティヌスによって簒さん奪だつされていなければ。

　役割としては旧神。

　神の力と正しさを広く証明するための、倒されるべき古き理ことわりの支配者。そこまで身を落とされたオッレルスではあるが、同時に、唯ゆい一いつ『魔ま神じん』の領域に達した者と真正面から対たい峙じするだけの資格を持つ。

　眼帯の少女はわずかに目を細め、魔ま女じよのような帽ぼう子しのつばを細い指で軽く触ふれながら、

「……何しに来た？　まさか今ので玉ぎよく砕さい覚悟の大作戦が終わった訳ではないだろうな。だとすれば私は今すぐにでも貴様を殺し、元の通りに『槍やり』の製造へ戻らせてもらう。私は自みずからの闘とう争そうのためなら生死の理すら曲げる魔ま術じゆつの神だ。人の生き死に程度で計画に支障が出るとでも思ったのか？」

「一発で看破されないようで何より。それは私にとっての安心材料だ。やはり、『無限の可能性』とやらは負の方向にも力を発揮するらしい」

「私の『死者の軍勢エインヘルヤル』は人間を取り込むために機能するものだ」

　失望したように、眼帯の少女は呟つぶやいた。

「神をその列に加える術はない。このまま無に帰すが、構わないな？」

「ははは、何でもできる魔神様が悲観的になるなよ。現状、お前と肩を並べる者などいない。寂さびしいからって私を本物の怪物扱いしてもらっても困る訳だが」

「……、」

　魔神と呼ばれたその少女は、一度だけ、片方しかない目を閉じた。

　度どし難がたく醜しゆう悪あくな道どう化けを、意識の中から排するかのように。

　直後の出来事だった。




　ボッ!!!!!!　と。

　二人の間にあるわずかな空間全すべてを、異様な爆発が数万数億と覆おおい尽つくした。




　時間と空間の関係性をまとめたものが相対性理論であり、一部の特殊な条件においてブラックホールのようなものの存在を許してしまうのだとすれば。

　彼らの恐るべき激突は空間を圧あつ迫ぱくし過ぎた結果、時間の連続性をも歪ゆがめてしまったのかもしれない。

　それほどの連れん撃げき。

　いつまでも終わりの見えない、数の概がい念ねんを無視した爆発の壁が二人の怪物の隙すき間まを完全に埋うめていく。

「バゲージシティにいた時のお前は、もう少しまともな頭をしていると思っていた」

　魔神オティヌスは、うっすらと唇くちびるを開いてそう言った。

　これだけの爆音の中でも、奇妙な事に声は通る。

「だが考え違いだったのか。それともどこかでイカれたか。何にしても、付き合わされる方の身になってみろ。世界はお前を中心に回っている訳じゃない。そう名乗って良いのは私だけだ」

「こんな小こ手て先さきで、誰だれも勝てるとは思っていないさ」

　対するオッレルスは、あくまでも気楽に答えた。

「そして、勝てなくても構わない」

　直後だった。

　オッレルスは、永えい劫ごうに場を拮きつ抗こうさせている大量の爆発を、突とつ如じよとして一方的に解除した。眼帯の少女の大量の攻こう撃げきが、怒ど濤とうの勢いで迫せまり来る。オッレルスは防御も回かい避ひもしなかった。自みずからその爆発の洪こう水ずいの中へ踏ふみ込んでいく。

　骨が砕くだけ、肉がひしゃげる音が炸さく裂れつした。

　腕が一本飛んだが、オッレルスの顔色には一ミリの変化もなかった。

　それより先に、最短最速で魔ま神じんオティヌスの懐ふところへと到達する。

　その掌てのひらが、淡く輝かがやいていた。

「『魔神』を研究できるのは、その領域に触ふれた者だけだ。で、あれば……天敵を作る方法もな!!」

　少女の胸の中心に、掌を強く打ち込む。

　光でできた杭くいのようなものが勢い良く飛び出す。

「妖よう精せい化か」

　時間が止まった。

　爆発も消えた。

　無音となった空間で、魔神オティヌスは目を見開いていた。そして、杭を打ち込んだオッレルスの言葉だけが、静かに『船の墓場サルガツソー』を流れていた。

「十字教巨大勢力が無意識の内に行っていた歴史的事実を、一つの術式として組み直した。……平たく言えば、異教の神の矮小化。森の王を貶おとしめて小人へと変容し、海の女王を貶めて船を沈める女怪へと組み替える。身に受けた神は、『魔神』の領域から引きずり下ろされて人の領域へと強制的に舞い戻る!!」

　十字教とは相あい容いれなかった様々な古い宗教の神々が、悪あく魔まの一分類である邪じや神しんとして登録し直されている、という学説がある。これらは明確な敵対者となってしまった訳だが、それとはまた別に、人々と寄り添う形で存在を塗り替えられた者達もいる。

　すなわち、妖精。

　人を攫さらい臓物を喰くらう恐ろしい存在でありながら、同時に条件を満たせば家事や仕事を手伝ってくれるとされる、小さな隣りん人じん。かつて教会勢力が一方的に信じる事を禁じたものの、それでも民衆の心の中に残ってしまったが故ゆえに、完全敵視、完全排除を実現できなかったその者達は、絶大な力を認めたままに無む慈じ悲ひな敵対者とされてしまった邪神とは違い、多くが無力化・矮わい小しよう化かを条件に人々の心の中へ変わらず残る事となったのだ。

　それをシステム化し、一つの術式として完成させたもの。

『妖よう精せい』という単語自体はさして珍めずらしいものではない。宗教的な禁きん忌きとして扱われる事もないし、子供向けの童話や絵本の中にも一般的に溢あふれ、浸しん透とうしている。……だが、あまりにも溢れ返った情報の中から、その真の形、本来の役割を正しく抽ちゆう出しゆつできる者は少ない。玉ぎよく石せき混こん交こうな情報にまみれた現代のインターネットが、かえって信しん頼らい性せいや信しん憑ぴよう性せいが希き釈しやくされて扱いにくくなってしまったのと同じように。

　それこそ。

『魔ま神じん』の領域に片足を突っ込んだ者でしか。

『魔神』を殺せる術式の抽出は為なし得ない。

　歪ゆがんだ方法ではあるものの、まさしく『魔神』の領域に達したオティヌスへ叩たたき込めば、一体何が起こるかは明白だ。

「……人類なんかが束になったって、『魔神』なんて呼ばれるものに抗あらがう術すべはない。それは、ギリギリで人の域に留とどまっている私を合わせたって何が変わる訳でもない、単純な事実だ」

　オッレルスは、告げる。

　一つの死を。

　その始まりを。

「ならば、人類が上を目指すのではなく、お前を引き摺ずり下ろす。翼つばさをもぎ、地に叩きつけて、そこを這はいずるしかない人の群れへと投じてやる。……これで、幕引きだよ。人は神を殺せなくても、妖精くらいなら何とかなるものだ」

「ぐ……」

　眼帯の少女は体を折り曲げ、呻うめくような声を唇くちびるから洩もらした。

　苦痛を堪こらえようとしているのか。

　体の内側で起こるあまりにも急激な変容を、少しでも押さえ込もうとしているのか。

　そう思っていたオッレルスだったが。

「くく」

　違った。

　甘かった。

　肩を小刻みに震ふるわせていたオティヌスは、甘い息と共にオッレルスの耳元でこう告げたのだ。




「ありがとう、オッレルス」




「……、」

　一いつ瞬しゆん。

　本当に一いつ瞬しゆん。

　さしものオッレルスでさえ、思考に空白が生じた。

　笑っていた。

　眼帯の少女が肩を震ふるわせて笑いを堪こらえている理由が、想像もつかなかった。

　だから、気づくのが遅れた。

『魔ま神じん』の胸の中央に掌てのひらを押し付け、そこから光の杭くいをぶち込んだにも拘かかわらず、その先せん端たんはオティヌスには突き刺さっていなかった事に。何か分厚い壁に遮さえぎられているのではない。オッレルスの感覚ではとっくに突き出たと思っているものが、オティヌスの感覚ではまだその途上にあるというだけ。

「……単純な、本当に単純な事実だよ、オッレルス。お前は認識を騙だまされていた。まだ秘密の道具を取り出す前に勝ち誇ほこっていた。それだけの話さ。そして、タネさえ分かってしまえば手品に驚おどろかされる事はもうありえない」

「っ!!」

「さらに、だ」

　慌あわてたように腕を引こうとしたオッレルスだが、もう遅い。

　元々、一回限りの玉ぎよく砕さい作戦だったのだ。帰り道など考えていない。

　魔神オティヌスは、躊ちゆう躇ちよなくオッレルスの手首を摑つかみ取る。

「そんな便利なものがあると分かれば、使わん手はないだろう。お前にとっては全くの無む駄だ骨ぼねだったが、私にとっては思わぬ報ほう酬しゆうだった。……何しろ、このくそ忌いま々いましい因いん縁ねんに、ようやくの決着をつける方法を！　お前の手で持ってきてくれたのだからな!!」

　ドンッ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　オティヌスのもう片方の手、その掌が、青年の胸の中央へ叩たたき込まれた音だった。その手が淡く輝かがやく。掌から突き出た鋭するどい光の杭が、オッレルスの体内を破は壊かいし尽つくし、背中から勢い良く飛び出していく。

「ははは」

　手を、杭を、引き抜く。

　ぐらりと、青年の体が大きくよろめく。

　そこにはもう、不ぶ気き味みで圧倒的な存在感はない。全すべてが霧む散さんしている。

「ははははははは!!　はははははははははははははははははははははははははははは!!」

　眼帯の少女は、背を仰のけ反らせて笑った。

　あるいは、『槍やり』の完成などよりもよほど重大事を終わらせたかのような。

　そして。

　黙だまっていても崩くずれ落ちそうなその青年は。

「第一希望は外したが、それでも第二希望の範疇だ」

「……？」

　純じゆん粋すいに。

　魔ま神じんオティヌスの眉まゆが怪け訝げんに動いた直後だった。




　だちゅっ!!　と。

　背後から、もう一つ。『妖よう精せい化か』の光の杭くいが、眼帯の少女の心臓を正確に貫いた。




「だ……」

　振り返る余裕は、なかった。

　ボッ!!!!!!　と、空間全すべてを埋うめ尽つくすような万を億を超える大爆発を、後方に向けて容よう赦しやなく放つ。何かがひしゃげ、山積みされた船の残ざん骸がいに突き刺さる轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　呼吸がおかしい。

　ギリギリと、油を差し忘れた機械のような動きで背後を振り返るオティヌスは、ようやくそこで第二の襲しゆう撃げき者しやの正体を見て取った。

「……右方の、フィアンマ……っ!?」

「前に、学園都市で有意義な実験をさせてもらった」

　赤い衣装に隻せき腕わんの青年は、船の残骸に半ば体を埋もれさせながらも、小さく笑っていた。

　その唇くちびるの端はしから、赤黒い液体が垂れていた。

「あらゆる勢力のあらゆる猛も者さをかき集めた戦場においても、俺様ほどの戦力の影を完全に隠し通す事はできる、とな。どうやら、相手が『魔神』であっても効果を発揮できたらしい。……おかげでこうして、『妖精化』を打ち込む事に成功した」

「私は」

　オッレルスは莫ばく大だいな疲労感に、地面に片かた膝ひざをついた。

　それでいて、勝者の顔で彼は言う。

「『魔神』などというものに、もはや興味はない。ただ、かつて私が目指したものが、どこかの誰だれかに悪用されているのが許せなかった。お前を食い止められるのなら、お前から『魔神』を奪えるのであれば、自身の性質や特別性を放ほう棄きする事など惜おしくはない。……そこを、読み違えたな？　だから、私を妖精化した時点で、勝負は決したと思い込んだ」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　こうなってしまえば、もはや『主神の槍グングニル』の完成など関係ない。

　あれは別に、魔ま術じゆつ師しの力を増幅させるための霊れい装そうではない。あくまでも、強大過ぎて制御の利きかない『魔神』の力を整えて、扱いやすくするためのものでしかない。そもそもにおいて、『魔ま神じん』としての力を奪われたオティヌスが獲得した所で、何のプラスにもならないのだ。

　全すべて終わった。

『無限の可能性』は彼女の手を離はなれた。

　そう思っていたオッレルスだったが……そこで彼は、信じられないものを見た。

　彼ほどの怪物であって、なお。

「くくく」

　笑みがあった。

　眼帯の少女は折れていなかった。

　だがありえない。信じられない。そこに至る理屈がない。オティヌスは妖よう精せい化かの術式を叩たたき込まれて、『魔神』としての力を失った。もう『槍やり』を作っても意味はなく、『グレムリン』も組織として掲かかげるべき象徴を失った。

　今の彼女に。

　勝利を得るための条件はない。

　そのはずなのに、

「……勝てなければ、それでも良いのさ」

　呻うめくように。

　眼帯の少女はそう言った。

「問題なのは、常に『無限の可能性』は均一だったという事だ。成功と失敗、何をやっても半々の五〇％。だからどれだけ経験を積んでも、どれだけ敗北を喫きつしても、それを次へ繫つなげられない。どの方向へ努力すれば良いのか、どちらに舵かじを切れば良いのかが判断できない。……それを打破するために、私は『槍』を追い求めた。成功と失敗を半々にするのではなく、常に成功一〇〇％を獲得するために。で、あれば」

「まさか……」

　オッレルスは、ようやく気づいた。

　だが、だとすればそれはまさしく悪夢的だ。

「まさか!!」

「成功と失敗、どちらか片方に傾いてくれれば何の問題もなかった」

　ニタリ、と。

　引き裂さくような笑みと共に、彼女は宣言する。

「『槍』を完成させて成功一〇〇％を手に入れても、妖精化とやらで失敗一〇〇％を手に入れても。……私が身動きを封じられていたのは、成功も失敗も常に五〇％の均等を保たれるために、自分の取った行動が順目の成功だったのか裏目の失敗だったのか、本当に積み重ねて良いのか悪いのかを判断できない状態だったからだ。常に順目で邁まい進しんするのもまた一つの道。だが一方で、選んだ道が常に裏目に出ると分かれば、それはそれで『常に選んだ道と逆を行く』事で百発百中の成功を獲得できる!!　『魔ま神じん』として敗北する事が、『魔神』として完成するための道標となるんだよ!!　……だから、最初から、お前達には何の意味もなかった。私が勝とうが負けようが、どちらにしても『魔神』として完成するのは止められなかったんだからな!!」

　勝っても『魔神』として完成する。

　負けても『魔神』として完成する。

「そういう意味では、例の幻想殺しイマジンブレイカーはもどかしかった！　ある意味において私を一〇〇％の敗北に追い込んでくれる可能性を持ちながら、世界の基準点・修復点として機能してしまうが故ゆえに、世界の変質を望む私の思想とは相あい容いれないものでな。敗北一〇〇％の手が使えん以上は成功一〇〇％を招く『槍やり』に頼たよるしかなかった。そこへ来て、まさかこんな面おも白しろいアプローチをしてくれるとはなあ!!」

　彼女は。

　両極のどちらか一つさえ手に入れられれば良かった。

「ははは！　ははははははは!!　怖いのは、『常に裏目が出ると思って逆の道を進んだら、そっちが行き止まりだった』というねじれた状況を回かい避ひする事だった。私ほどのクラスになると、完かん膚ぷなきまで、リカバリー不能なレベルで『敗北』するのも難しくてな。そういう意味では、お前ならやってくれるのではと期待していたんだ。なあ同種！　お前なら、いつかきっと私を殺してくれるものなあ!?　やはりお前は天才だよ、はは、どこまで行っても私に利用されるだけの天才だ!!」

　……その図式をひっそりと組み上げた時点で、オティヌスはすでに世界との勝負を終わらせていたのだ。どんな結果になっても目的を果たす。『槍』は絶対必要なピースではなく、あくまでもいくつかある分ぶん岐きの一つにしか過ぎなかった、という事さえ隠し通せれば。

「だからこう言ってやろう。ありがとう、とな」

　眼帯の少女は引き裂さいた笑みのままに告げる。

　断言する。

「お前なりの言い方に則のつとるならば、『槍』を使わないこの方法は第一希望ではなく第二希望だ。正直、消化不良は否いなめないのも事実ではあるのだが……生じた結果は何も変わらん。さあ、羽ばたく時が来たぞ。私は！　あるべき形によって世界へ君臨する!!」

　誰だれが悪いのでもない。

　誰が何をしても、この結末に辿たどり着くようにできていた。

「……、」

「……、」

　オッレルスと右方のフィアンマは、わずかに目を合わせた。

　そして同時に行動する。

「順目だろうが裏目だろうが、裏の裏だろうが、もはや私には関係ない」

　裂さける笑みの少女は、むしろ古い友人を迎え入れるように両手を広げてこう言った。

「ここまで来ておいて、まだ逆転の目が残っているとでも思ったのか？　……泥どろにまみれて這はいずる事しかできない、脆もろき人の子から出られぬ者どもよ。跪ひざまずいてその目で歴史を目もく撃げきしろ、これが一〇〇％の『成功』だ!!」







　軍用ゴムボートが『船の墓場サルガツソー』の端はしへと接岸した。

　東京湾の真ん中にこんな巨大な構造物が隠されていた事にも、学園都市の目と鼻の先に彼らの拠きよ点てんの一つがあった事にも、驚おどろいている暇ひまはなかった。

　上かみ条じよう当とう麻まが、大量の船の残ざん骸がいを積み上げて作られた『船の墓場サルガツソー』の端へと、一歩踏ふみ出した瞬しゆん間かんだった。

　ぞわり……と。

　足元から駆け上がってきた得え体たいのしれない感覚が脳まで突き抜け、そのまま気を失うかと思った。

　何か、違う。

　ここは本当に現世の一部なのか、と疑いたくなる感覚。

　人をショック死させる絶大な悪夢の中へ、どこで切り替えたかも分からないままに突入してしまったかのような。

　そう。

（……現実味が、ない。これが、『グレムリン』……？　ここまで世界を歪ゆがめる何かを抱えているっていうのか……？）

『槍やり』はどうなったのか。

『魔ま神じん』は。

　そう思っていた上条は、輪切りにされた客船の甲かん板ぱんから、何かが落ちてくるのを目撃した。

　それは、オッレルスと呼ばれる男だった。

　血まみれの青年に息があるかどうかは不明。

「よお」

　崖がけのようにそびえる客船の上から、少女の声が聞こえた。

　ギリギリと、首がそちらに向けられる。まるで見えないワイヤーか何かで強引に引っ張られているように。

　視界の外で何が起きているのかが把は握あくできない。

　……ここには、上条の他にも、インデックス、御み坂さか美み琴こと、バードウェイ、レッサー、三み毛け猫ねこ。そうした者達が一いつ緒しよに乗り込んできたはずだった。だが、彼女達の声が全く聞こえない。チラリとも視界に映らない。

　同じように硬直しているのか。

　あるいは。

　まさかと思うが……すでに、どこかへ消えてしまったのか……。

　ブラックホール以上に世界を歪ゆがめる、人の形をした特異点。

『魔ま神じん』オティヌスだけが、笑いながらこう告げる。

「間に合わなかったな。お前は間に合わなかった。……だけど、まあ、今となってはどうでも良い事だ。どのみち、遅かれ早かれこうなるように運命は固定されていたんだしな」

「……間に合わなかった？」

　上かみ条じようのまぶたが、ぴくぴくと不自然に痙けい攣れんした。

　まさか。

「『槍やり』が……『主神の槍グングニル』が、完成したって言うのか!?」

「ああ、『槍』ね」

　些さ細さいな事を思い出したという表情で、眼帯の少女は告げる。

「マリアン＝スリンゲナイヤーなら失敗したよ。ハワイ諸島も、バゲージシティも、学園都市を襲しゆう撃げきしてのフロイライン＝クロイトゥーネ強ごう奪だつ作戦も、全すべては失敗に終わった。オッレルスにしてやられた、という訳だ」

「……？」

　少しも安心できなかった。

　投げかけられる言葉の割に、オティヌスには焦あせりや怒いかりがないからだ。

「だが、そもそもそんな事はどうでも良かった」

　眼帯の少女は軽く肩をすくめて、

「『槍』はあくまでも『魔神』としての私を完成させるための部品に過ぎない。もしも、『槍』を使わずに完成する方法が別にあるのであれば何の問題もないんだ。例えばそれが、オッレルスがこっそりと開発していた『世界で唯ゆい一いつ私を殺す方法』であったとしても」

「……、」

「挙げ句、これまで『グレムリン』という組織を動かして続けてきた『槍』の製造方法さえ、一つきりとは限らない。……『黒小人ドヴエルグ』のマリアン＝スリンゲナイヤーを軸にした方法論は、所しよ詮せん、囮おとりの一つに過ぎなかった。本当であれば私一人でも『槍』は作れたんだが、ストレートにそれを明かしてしまえば妨ぼう害がいされかねないからなあ。お前達には安全なデコイの目標を本命に設定してもらうため、敢あえて程度の低い連中をかき集めて、同時進行で作戦を進めていた訳だ」

「う、そだ」

「何が？　たった一つしかない『槍』の製造方法が、そう簡単に覆くつがえったりはしないという事か？　あるいは、私の部下やお前のお仲間がそう簡単には騙だまされないと？」

　眼帯の少女が、嘲あざ笑わらうように言う。

「だが知ってるか。オティヌスの語源となった北欧の主神はな、戦争、魔ま術じゆつ、芸術の他に……裏切りの神としても知られているんだよ。人を騙だまして混乱させて不要な諍いさかいを誘ゆう発はつし、多くの戦死者の魂たましいを効率良く獲得するような、だ。……そもそも、あの『槍やり』については何もかもが私の撒まいた情報だった。『グレムリン』もその敵対者も、私が都合良く設置しておいた情報をそれぞれ別々の場所で見つけて踊らされていただけだった。誰だれが何と言おうが、これが真実だ。あの、オッレルスであってもな」

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　状況に追い着かない。

　頭が理解を拒こばんでいる。

　……あれだけの集団が、世界をさんざん揺さぶった『グレムリン』という一大組織が……その実、何の意味もない事のために無む駄だ働きをしていただけだった？

　ハワイ諸島もバゲージシティも、フロイライン＝クロイトゥーネを巡る攻防も、ただ『本物のタイムリミット』を誤ご魔ま化かすための安全策に過ぎなかった？

　全すべてはたった一人。

『魔ま神じん』と名乗る眼帯の少女の掌てのひらに、世界の全てが乗っていた、のか。

「さあ、お楽しみの時間だ」

　ずぶり……という、泥どろを突き破るような音が響ひびき渡った。

　オティヌスと呼ばれる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女の、その顔。

　黒い布でできた眼帯が、内側から押しのけられる。赤黒い液体にまみれた突起物が、ぽっかりと開いた眼がん窩かからぬるりと飛び出してきた。それは、いつまでもいつまでも続く。

「はははは!!　はははははははははは!!」

　背中を弓のように反らせて、『魔神』は笑う。

　ボゴリ、という嫌いやな音が響く。

　その『槍』の穂ほ先さきは、ナイフのように細く尖とがった刃ではない。まるで両もろ刃はの剣つるぎを無理矢理に接続したような、幅広の刃だった。それを狭せまい眼窩から無理矢理に引きずり出そうとすればどうなるか。ゴキリボキリと、粘質な音に混じって何か関節を鳴らすものより大きな音が延々と続く。いいや、これは、折れたり割れたりする音か。ひょっとしたら、今、あの眼窩はゴム板に空あいた穴のように、形を歪ゆがめながら広がっているのかもしれない。下へ手たをすれば、少女の小顔よりも、なお大きく。

「……ぁ……」

　あまりの光景に、上かみ条じよう当とう麻まの全身が金かな縛しばりのように硬直していた。

　圧倒され、それを見ている事しかできなかった。

　苦痛の度合を測る事すらできない。

　そんな中で笑っていられる少女の頭の中を推おし量れない。

　そして。

　赤黒く濡ぬれた一本の『槍やり』が、垂直に世界へ顕現する。

　自みずからの体内から生じた『主神の槍グングニル』を摑つかんだオティヌスが、再び上かみ条じようの顔を見下ろす。

　顔は、元に戻っていた。

　やはりゴムのように妙な伸縮性でも備えているのか。

　それとも、一度砕くだけて壊こわれた頭ず蓋がい骨こつを、何かしらの方法で瞬しゆん時じに修しゆう繕ぜんでもしたのか。

「成功一〇〇％か、失敗一〇〇％か。どちらか片方あれば、私は『魔ま神じん』として完成するはずだったんだがな」

「ぅ、あ……」

「お前達の働きのおかげで、私は二つの解決策を同時に手に入れた！　もはや、ただの『魔神』程度で収まる器と思うなよ。今から世界へ見せてやる。これが、オティヌスだ!!」

「あああああ!!　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　叫び、絶叫し、咆ほう哮こうして。

　ようやく、上条当とう麻まは直立不動のくびきから解き放たれる。

　周囲の状況など気に留めず、魔神オティヌスに向けて少しでも近づこうと走る。実際には崖がけのように聳そびえる、輪切りにされた客船があるために、少年の足だけではどうにもならなかったのだが、何か明確な形で対抗しなくては、心の方から崩くずれてしまいそうで恐ろしかったのだ。

　そして。

　魔神オティヌスは余裕を持って片手で『槍』を軽く回すと、その穂ほ先さきを天へ掲かかげた。

　彼女はただ、ゆっくりと告げる。

　短く。




「ちまちま戦うなんて面めん倒どう臭くせえな。世界でも終わらせてやるか」

























　宣言通りだった。

　直後に、全すべてが壊こわれ
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　一冊ずつの方はお久しぶり。まとめ買いの方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　新約、と銘めい打うったこのシリーズも、もう八冊目。『グレムリン』との戦いもそれだけ長く続いております。

　今回はそんな大きな戦いに巻き込まれながらも、対たい峙じした人物を助けようとする上かみ条じよう当とう麻まの小さな目的を、中心に据え置いています。

　同時に、今回はオッレルスとオティヌスの二人にも焦しよう点てんを当てたり。

　オティヌスに何か一いつ矢し報むくいないといけないけど、あれだけ恐ろしい相手に誰だれがどうやって具体的に傷をつければ良いんだ？　という問題に対し、オッレルスと右方のフィアンマという反則コンビで対処させてみました。この、たった一回限りの攻こう撃げきのために、新約の五巻と六巻の『裏側』を丸々使って伏線を確保してみましたが、さて、いかがでしたでしょうか？

　女神フレイヤはその美び貌ぼうのためか北欧神話の中でも人気が高い神様で、同時に様々な側面を持っている不思議な存在でもあります。中には『主神オーディンの愛人』『神々の軍勢エインヘルヤルの半分を自由に動かす事ができる』というなかなかアグレッシブな特徴もあったりする訳ですが……今回は、命を育はぐくむ女神という基本の基本を取り扱ってみました。

　ヒーローには、どんなに大きな使命があっても、その途中でこういうキャラクターを踏ふみつけにしたりはしないでほしいものですね。




　イラストのはいむらさんと編集の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。今回の舞台は、学園都市とはまた違う、色々な配はい慮りよが必要で大変なものだったと思います。毎度の無む茶ちやぶりにお付き合いいただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。学園都市を離はなれた『東京』の物語は、実は今回が初めてだったような？　今後も色々な舞台にお付き合いいただければと思っております。




　それでは、この辺りで本を閉じていただいて。

　次回も表紙を開いていただける事を祈りつつ。

　今回は、ここで筆を置かせていただきます。




　さあ、躊ちゆう躇ちよなく終わってしまった世界はどうなっちゃうのか


鎌池和馬　
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